




お車をお買い上げいただきありがとうございます。
この取扱説明書には、次のことに必要な情報が含まれています。
– 機能や先進技術を最大限に活用し、最適な状態で利用できるようにするために、車両についてよりよく理解する。
– メンテナンスのアドバイスを正確に守ることで、正しく動作させる。
– 時間を無駄にすることなく、効率的に作業を実施する（技術者が行う必要のない場合のみ）。
この取扱説明書には、運転体験をより豊かにするための有用な情報、機能、最新の技術情報が記載されています。特定の点に
ついてまだ不明な点がある場合は、当社のネットワーク技術者が追加の情報を提供いたします｡
取扱いに役立つ指針については、次の記号の付いた記載をご覧ください。

車両に  および  が記されている場合、車両の装置について、詳細な情報または操作の制限を確認するために、取扱
説明書を参照してください。

、取扱説明書全体に存在 – ドキュメント内の別のセクションへのリンクを提供。

は、取扱説明書全体を通じて、リスクや危険、安全上の注意を示します。

この取扱説明書に記載されているモデルの説明は、記載の時点で有効な技術仕様に基づいています。この文書にはデジタル版
の訂正や補足は含まれていないため、デジタル版は引き続き参照マニュアルとして扱う必要があります。そのため、最新情報
については、デジタル版を定期的にご確認いただくことをおすすめします。
この説明書には、これらのモデルで使用できるすべての装備（標準またはオプション）が含まれます。装備が車両に取り付け
られているかどうかは、モデル、選択されたオプション、車両が販売されている国によって異なります。
同様に、同年内に導入が予定される新装備につきましても記載される場合がありますのでご了承ください。
また、この取扱説明書に記載の機能は、更新、規制または技術的な制約により、将来的には変更されることもあります。
取扱説明書の図は、例として提供されているものです。

満足のいくカーライフをお楽しみください。
たとえ部分的であっても , 自動車メーカーの許諾書なしに本書の複製または翻訳をすることは、固く禁じられています。
フランス語からの翻訳。
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外側

1   1.  照明: 操作 🡺 141
照明: 交換 🡺 345
2.  ウィンドウワイパ／ウォッシャー 
🡺 148
デミスター 🡺 303
3.  ルームミラー 🡺 139
4.  車体保守整備 🡺 331
5.  タイヤ 🡺 335
6.  🡺 51 🡺 60 カード 
ドアのロック、ロック解除 🡺 65
7.  パワーウインドウ 🡺 312
8.  積荷 🡺 28
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室内コントロールユニット

1   1.  運転位置の調整 🡺 76
2.  車内の収納／装備品🡺 316
3.  リアシートヘッドレスト 🡺 74
リアベンチシート🡺 75
4.  運搬物 🡺 319
5.  お子様の安全確保 🡺 90
6.  フロントシートヘッドレスト 🡺 71
フロントシート🡺 71
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ドライビングポジション

1   1.  インストルメントパネル🡺 133
2.  トリップメーター制御 🡺 120
3.  追い越し（OV）制御 🡺 159 🡺 157
4.  ウインドウワイパ／ウォッシャ制御
装置 🡺 148
5.  エンジン始動／停止ボタン 🡺 154
6.  マルチメディア画面 🡺 310
6.  ヒータ付きシート🡺 71／ヒータ付
きステアリングホイール 🡺 137
7.  ヒーターシステム／エアコン 
🡺 303
8.  センターコンソール内の USB-C 
ポート🡺 315
9.  センターコンソールの後部収納引出
し / 誘導充電ゾーン🡺 316
10.  シフトレバー 🡺 161
11.  パワーアシストパーキングブレー
キ 🡺 167
12.  走行モード制御 🡺 297
13.  ステアリングホイール 🡺 137
14.  回生ブレーキ制御 🡺 163
15.  速度リミッター 🡺 230 
ストップアンドゴーアダプティブク
ルーズコントロール 🡺 234
16.  ボンネットオープナー 🡺 323
17.  エクステリアランプ 🡺 141
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トリップコンピューター

1   – 運転補正装置や運転支援 🡺 183
– My Safety 🡺 188
– 車線離脱防止 🡺 189
– 緊急車線離脱防止 🡺 196
– エマージェンシーブレーキアシスト 
🡺 211
– シフトレバーが「後進」位置の場合
に作動するエマージェンシーブレーキ
アシスト 🡺 227
– 死角警告 🡺 203
– 駐車可能時間終了警告 🡺 288
– タイヤ空気圧監視システム 🡺 177
– 安全車間距離警告 🡺 207
– ドライバーに対する注意喚起のため
の警告🡺 218
– ドライバーに対する疲労警告:🡺 220
– 速度リミッター 🡺 230
– ストップアンドゴーアダプティブク
ルーズコントロール 🡺 234
– 道路標識検出 🡺 223
– パーキングアシスト 🡺 277
– リアビューカメラ 🡺 274
– 「ハンズフリー駐車」🡺 283
– 降車時安全確保 🡺 291
– 駐車可能時間終了警告 🡺 288
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セーフティオンボード

1   1.  Airbags フロント🡺 82
助手席 airbag 抑制 🡺 111
2.  Airbags カーテン🡺 87
3.  シートベルト 🡺 76
4.  Airbags サイド🡺 87
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車両の識別 - ラベル

1   1.  緊急時対応サービスに関する技術情
報 🡺 361
2.  車両識別番号確認 🡺 361
3.  タイヤ空気圧ラベル 🡺 337
4.  エンジン識別情報 🡺 363
5.  メーカープレート 🡺 361
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エンジンルーム（日常のメンテナンス）

1   1.  バッテリとエンジン冷却水 🡺 325
2.  ブレーキ液 🡺 325
3.  12 V バッテリ🡺 328
4.  ウインドウウォッシャー液 🡺 327
5.  ボンネット開放 🡺 323
6.  「高電圧」電気回路🡺 20
7.  車内冷却水 🡺 325
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車両故障時の対処の仕方

1   1.  フロントワイパーブレードの交換 
🡺 348
2.  パンク 🡺 338
ツール 🡺 342
3.  ヒューズ 🡺 350
4.  テールランプバルブの交換 🡺 345
5.  リアワイパーブレード 🡺 348 の交
換 
6.  フロント牽引ポイント 🡺 343
7.  ヘッドランプバルブの交換 🡺 345
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はじめに
電気自動車には特別な機能がありますが、従来の自動車と同じように動作します。
電気自動車の主な違いは、従来の自動車で使用されているように、燃料ではなく電気エネルギーを専用として使用することで
す。
したがって、電気自動車について説明しているこれらの指示を注意深く読むことをお勧めします。
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電気自動車の回路配線図
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電気自動車

2   

1.  「高電圧」トラクションバッテリ。
2.  車両によっては充電ソケット。
3.  電動モータ。
4.  オレンジの電源ケーブル。
5.  12 V バッテリ。
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接続サービス

はじめに
電気自動車には、情報や制御を提供す
る接続サービスがあります。
– バッテリ残量低下警告を伴う車両の
充電状態
– 提供されている特定の選択に基づく
トラクションバッテリの充電プログラ
ミング。
– 車両の残りの走行可能距離
– ...
これらのサービスには、次のものを使
うことでアクセスできます。
– 外部デジタル端末（携帯電話、タブ
レット など）。
– 車両のマルチメディア画面。
詳細については、マルチメディア機器
の説明書を参照するか、正規サービス
工場に問い合わせてください。

正規サービス工場に相談し
て、いつでも接続サービス
に登録したり延長したりで

きます。

バッテリ
電気自動車用バッテリーには次の 2 種
類があります。

– 「高電圧」トラクションバッテリ。
– 「12 V」バッテリ。
「高電圧」トラクションバッテリ
このバッテリは、電気自動車のモータ
を適切に動作させるために必要なエネ
ルギーを蓄えます。他のバッテリーと
同様に、使用すると放電します。定期
的に充電する必要があります🡺 28。
トラクションバッテリを充電するため
に、トラクションバッテリがリザーブ
レベルに達するまで待つ必要はありま
せん。
充電時間は、接続する特定の壁ユニッ
トソケットまたは公共端末の種類に
よって異なります。
車両バッテリによる航続距離は、トラ
クションバッテリの充電残量とドライ
バーの運転スタイル🡺 175に応じて変
動します。
トラクションバッテリーの冷却には車
両の空調システムが使用されます。
トラクションバッテリーの寿命を延ば
すには、適格な資格のある専門作業者
に空調システムの点検を依頼します。
特に、空調性能が低下している場合に
点検が必要です。
12 V バッテリ
車両の補助バッテリは12 Vバッテリ
で、車両装備（ライト、ワイパー、ブ
レーキアシストなど）を動作させるた
めに必要な電力を供給します。

 記号は、お使いの車両内にあり、
危険の原因となり得る電気構成部品を
示しています。
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「高電圧」電気回路

「高電圧」電気回路は、オレンジ色の

ケーブル6 と 記号付き部品により
識別できます。

電気自動車の駆動システ
ムは高電圧電流を使用し
ます。
このシステムは、イグ

ニッションのオフ中およびオフ後
に熱くなることがあります。車両
のラベルに表示される警告メッ
セージを尊重します。
車両の「高電圧」電気システム
（構成部品、ケーブル、コネク
タ、トラクションバッテリ）にお
ける一切の作業または改造は、安
全上のリスクのため固く禁止され
ています。正規サービス工場にご
連絡ください。
重度の火傷や感電のリスクは、死
に至る可能性があります。

発進する
オートマチックギアボックス付きの車
と同様に、左足を使わず、左足を使っ
てブレーキをかけないことに慣れる必
要があります。
運転中にアクセルペダルから足を離し
たり、ブレーキペダルを踏んだりする
と、減速中にモータが電流を発生さ
せ、この電流が、トラクションバッテ
リの充電に使われます🡺 173。
悪天候、浸水した道路：

道路上の水溜りの深さがホ
イールリムにまで達するよ
うでしたら走行を見合わせ
てください。

エンジンブレーキは、ブ
レーキペダルの代用とし
て使用しないでくださ
い。

運転の妨げになるもの
運転席側は、車両に適合
したフロアマットのみを
必ず使用し、あらかじめ

装備されたパーツにしっかりと固
定されているか定期的に確認して
ください。複数のマットを余分に
おいてはいけません。
ペダルの動作を妨げる危険があり
ます。

ノイズ
電気自動車は特に静かです。あなたは
まだそれに慣れていないでしょうし、
他の道路利用者も慣れていません。移
動中の車両の音を聞くことは困難で
す。
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モータは静かであるため、聞き慣れて
いないノイズ（空気力学的ノイズ、タ
イヤノイズなど）が聞こえます。
イグニッションスイッチをオフにした
場合、約 10 秒後に換気がオフになり
ます。

歩行者ホーン
歩行者ホーンを使用すると、他の人、
特に歩行者や自転車に警告することが
できます。
エンジンを始動すると、歩行者ホーン
が自動的に作動します。この音は、車
速が約 1 ～ 30 km/h の場合に発せられ
ます。
歩行者ホーンの詳細については、マル
チメディアの取扱説明書を参照してく
ださい。
歩行者警告ホーンに不具合が生じる

と、警告灯  がインストルメント
パネル上に表示され、「外部音量 異
常」というメッセージも表示されま
す。
メーカーにお 問い合わせください。

電気自動車は無音です。
離れる前に、足をブレー
キにかけた状態でエンジ
ンを停止します。

重傷を負う危険があります。
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重要な推奨事項

これらの手順をよくお読みください。これらの指示に従わないと、火災、重傷、感電のリスクが発生し、死亡す
る可能性があります。
事故や衝撃が発生した場合
車両のサブフレームが事故や衝突を受けた場合（支柱、縁石、その他の道路設備との接触など）、電気回路また

はトラクションバッテリが損傷する可能性があります。
正規ディーラーに車両を点検してもらいます。
車内外の露出部分にある「高電圧」の構成部品やオレンジ色のケーブルには絶対に触れないでください。
トラクションバッテリに重大な損傷が発生した場合、漏れが発生する可能性があります。
– トラクションバッテリが源泉の液体（フルードなど）には絶対に触れないでください。
– 身体と接触した場合は、患部を十分な水で洗い、できるだけ早く医師に相談してください。
充電フラップ類にわずかな衝突が加わった場合でも、できるだけ早く認定ディーラーで点検を受けてください。
火災が発生した場合
火災が発生した場合は、直ちに全員に車両を離れ避難させて、緊急サービスに連絡し、これが電気自動車であることを知
らせます。
消火剤ABCのみ、またはBC電気火災での使用が許可されているもののみを使用してください。水や消火剤は使用しないで
ください。
電気回路が破損した場合は、認定ディーラーにお問い合わせください。
あらゆる牽引作業🡺 343。
車両の洗浄
エンジンルーム、充電接続部、トラクションバッテリを高圧ジェットで絶対に洗わないでください。
電気回路を損傷する危険があります。
充電中は車両を絶対に洗わないでください。車両の充電中は、充電ケーブルを絶対に洗わないでください。充電ピンの腐
食を防ぐため、ケーブルが接続されていない間は、充電ケーブルと充電ケーブルプラグを絶対に洗浄しないでください。
感電により死亡するおそれがあります。
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充電
回路配線図
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1.  特定の壁ソケットまたは充電端子。
2.  充電ケーブル。
3.  車両によっては充電ソケット。

充電に必要な機器についてご質問がある場合は、認定ディーラーにお問い合わせください。

車両の充電に関する重要な推奨事項
これらの手順をよくお読みください。これらの指示に従わないと、火災、重傷、感電のリスクが発生し、死亡す
る可能性があります。
充電

充電中は車両に何もしないでください（洗浄、エンジンルームでの作業など）。
充電ケーブルコネクタまたは車両の充電ソケットに、水分、腐食の兆候または異物が存在する場合は、車両を充電しない
でください。火災の恐れがあります。
ケーブルの接点、家庭用コンセントまたは車両の充電ソケットに触れたり、異物を挿入したりするのはお止めください。
充電ケーブルをアダプタ、複数のソケットまたは延長リードに挿入するのは絶対にお止めください。
発電機の使用は禁止されています。
車両充電ソケットや充電ケーブルを取り外したり、改造したりしないでください。火災の恐れがあります。
充電中にインストール構成を変更したり、操作を実行したりしないでください。
充電フラップに少しでも衝突があった場合は、できるだけ早く認定ディーラーで点検を受けてください。
ケーブルの取り扱いに注意:踏んだり、水に浸したり、引っ張ったり、衝突を与えたりしないでください。
充電ケーブルが良好な状態か定期的に確認します。
充電ケーブルに損傷（腐食、変色、切断など）がある場合は、ユニットや車両の充電ソケットへの接続用として使用しな
いでください。認定ディーラに交換をご依頼ください。
充電口フラップのロック機構が作動しない場合や、車両の充電ソケットのロックが解除された場合は、認定ディーラにご
連絡ください。
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充電ケーブル A

ケーブルA は、車両に固有のもので、
標準のトラクションバッテリ充電を可
能にするために、壁掛けソケットまた
は公衆端末に接続するために設計され
ています。

充電コードB

車両の充電には、ケーブルB を以下に
使えます。
– 電気車両の充電専用の強化充電ソ
ケット（14 A／16 A充電）での標準充
電。
– 自宅以外の場所で家庭用電源コンセ
ント（8 A）を利用して行う一時的な
充電など。
いずれの場合も、付属説明書に記載の
方法でソケットを充電ケーブル B  に取
り付けてください。

すべての場合において、適切に操作す
るためには、注意深く 充電配線の取扱
説明書Bをお読みください。

配線を用いたユニットの吊
下げは絶対にお止めくださ
い。コードは必ずフック C

に引っ掛けてください。
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充電中に不具合が生じた場
合（ユニット D  に赤色警告
灯が表示された場合）は、

ただちに充電を停止してくださ
い。
充電ケーブルの取扱説明書をご覧
ください。

充電ケーブルは、ソケット
から切り離されているか確
認してから清掃してくださ

い。
ケーブルは、少し湿らせた布を用
いて拭き上げます。
清掃の際には、腐食を避けるた
め、ケーブルの端部（コネクタ、
充電ピン）に濡れた布が接触しな
いよう注意してください。

各充電ケーブルは、車両の
トランク🡺 68に格納されて
います。
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重要な推奨事項

車両の充電に関する重要な推奨事項
これらの手順をよくお読みください。これらの指示に従わないと、火災、重傷、感電のリスクが発生し、死亡す
る可能性があります。
充電ケーブルの選択

付属の標準充電ケーブルド、この車専用です。これは、死亡または火災につながる可能性のある感電のリスクからあなた
を保護するように設計されています。
前車両の充電ケーブルは、この車両に不適合なため、使用しないでください。
安全上の理由により、メーカーが推奨しない充電ケーブルの使用は固く禁じられています。この指示に従わないと、火災
または感電の危険があり、致命的な事態を招く可能性があります。車両に適した充電ケーブルについては、正規代理店に
お問い合わせください。
充電ケーブル B  の使用
製品使用時に従うべき注意事項や、ソケット取付け時に従うべき技術仕様については、充電ケーブルに付属の説明書をよ
くお読みください。
基本的な装着方法
壁コンセント
資格のある専門スタッフが設置した特別な壁コンセントを用意してください。
家庭充電の場合
充電ケーブル接続先の各ソケットが、お住まいの国で施行されている規格や規制に適合しており、「電源システム」に関
する情報に記載の仕様にも適合しているかについて、適格専門家の確認を受けてください。
電源システム
IEC 61851-1 規格に準拠した充電ターミナルと、次の方法で保護された接続部のみを使用してください。
– 使用するソケットに固有のタイプ A 30 mA 地絡遮断器
– 過電流保護装置
– 露出領域における被雷に伴う過電圧に対する保護（IEC 62305-4）。
– 該当国の規格に適合するアース接続。

32 -  あなたのお車について知っておきましょう



電気自動車

2   
欧州規格に適合する充電タイプ

交流電流（AC）

車両の充電フラップに情報が表示され
ている場合は、以下の指示に従ってく
ださい。
充電リードを接続する前に、次のこと
を確認します。
– 入力ソケット 1  の色と 1 文字は、
ケーブル端部 4  にある色と 1 文字に対
応しています。
– 入力ソケット 3  の色と 1 文字は、
ケーブル端部 5  にある色と 1 文字に対
応しています。
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ラベル

充電タイプ 交流電流（AC）

接続 充電端子 1  ／充電ケーブル 4 車両 3  ／充電ケーブル 5
欧州規格に適合する充電タイプ（その他の場合
は、指定サービス工場にご相談ください）。
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直流（DC）

車両の充電フラップに情報が表示され
ている場合は、以下の指示に従ってく
ださい。
充電ケーブルを差し込む前には、イン
レットソケット 3  の色と 1 文字が、充
電ケーブル端部 5  にある色と 1 文字に
対応しているか確認してください。

車両を急速充電する場合
（DC）、車両と充電ターミ
ナル間で充電ケーブルの長

さが30メートル以下であること
が必要です。
ケーブルの長さについて懸念があ
る場合、充電ターミナル（DC）
の所有者にご相談ください。
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ラベル

充電タイプ 直流電流（DC）

接続 車両 3  ／充電ケーブル 5
欧州規格に適合する充電タイ
プ（その他の場合は、指定
サービス工場にご相談くださ
い）。
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充電ソケット 3

車両によっては、フロント部に次の2
つの充電ソケットが備えられていま
す。
– 交流（AC）を使用して最大11 kWま
で充電できるソケットE
– ソケットE に加え、直流（DC）急速
充電対応のソケットF があります。
– ソケットG は、交流（AC）で最大
6.4 kWまでの充電に対応しています。
注意：雪がある環境では、車両の充電
ソケット周辺の雪を取り除いてから、
プラグを差し込むか抜いてください。
ソケットに雪が入り込むと、充電ケー
ブルプラグの挿入が妨げられることが
あります。

ソケット F  はブランキング
カバーで保護されていま
す。充電ケーブルをソケッ

ト E  に差し込む前には、ソケッ
ト F  上のブランキングカバーが
定位置に取り付けられているか確
認してください。

充電フラップの内側には、次の2つの
ボタンもあります。

– 6  ボタンを押すと、充電ケー
ブルのロックが解除されます。

– ボタン 7  は、充電プログラム
を停止（構成済みの場合）して車両へ
の充電を即時に開始する場合に使用で
きます。
注意
– トラクションバッテリを充電するた
めに、トラクションバッテリがリザー
ブレベルに達するまで待つ必要はあり
ません。
– 充電時間は、接続する特定の壁ユ
ニットソケットまたは公共端末の種類
によって異なります。
– 充電は、降雨時や降雪時にも実行で
きます。
– エアコンを作動させると、充電時間
が長くなります。
– 使用可能電力の量は、バッテリの温
度に応じて変動します。このため使用
可能電力の量は、車両を停止してから
再始動するまでの時間と、バッテリ所
在環境の気温が低いか高いかに応じて
変動します。
– ほぼゼロの充電状態で車両を3か月
以上駐車すると、バッテリの充電が不
可能になることがあります。
極端な天候条件
– 高温の場合は、日陰／屋根の下に車
両を停めて充電してください。
– 寒い時期には、充電開始時に充電時
間を長く見積もりすぎてしまうことが
あります。
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– 極端な温度（高温または低温）下で
車両を充電して駐車しないでくださ
い。
– 極端な条件下では、充電が開始する
までに数分かかることがあります（ト
ラクションバッテリが冷却または
ウォームアップするまでの時間）。
– 充電残量が少なく（25% 未満）、気
温が氷点下である場合は、運転後に車
両を再充電することをおすすめしま
す。
– 約 - 25 °C 未満の環境で車両を 7 日を
超えて駐車すると、トラクションバッ
テリーを充電できなくなる恐れがあり
ます。
アドバイス
– トラクションバッテリの寿命を保つ
ために、以下を実施します。

– 毎日の行程では最大80%の充電を
選択してください。
– 特に高温の時期には、約50%以上
の高充電レベルで1か月以上車を駐
車しないでください。

– 走行後および / または温和な環境で
のトラクションバッテリの充電を優先
してください。それ以外の場合は、充
電に時間がかかるか、または不可能に
なる場合があります。

トラクションバッテリの充電
車両停止、イグニッションオフ:

– 車両のトランク内に設置されている
収納トレイの中から充電ケーブル 2  を
取り出します。
– 充電フラップ 8  を押してロックを解
除します。警告灯 9  が白色表示されま
す。

車両によっては、充電口フ
ラップが開いているか正し
く閉まっていない場合、

「充電フラップ オープン」とい
うメッセージがインストルメント
パネル上に表示されます。

– ケーブルの端を電源に差し込みま
す。
– ハンドル 10  をつかみます。
– 車両に応じて、スイッチ11 を押しま
す。
– 車両コードを差し込みます。警告灯 
9  が白色点滅します。
注意：急速充電の場合、ブランキング
カバー13 のプラスチック製ストラッ
プ12 が、接続の際に、充電ケーブルコ
ネクタと電源の間に挟まらないように
注意してください。
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車両の充電中に充電ケーブ
ル 2  を充電口フラップ 8
に引っ掛けるのはお止めく

ださい。

マルチメディアシステムを
使用してシステムの更新を
受け入れただけであれば、

トラクションバッテリの充電が遅
延またはキャンセルされます。
充電ケーブルを車両に接続する前
に、更新が完了するまで待ちま
す。システム更新の詳細について
は、マルチメディア機器の取扱説
明書を参照してください。

– カチッというロック音が聞こえた
ら、充電ケーブルが正しく接続されて
いることを確認します。ロックされて
いることを確認するには、ハンドル 
10  を軽く引きます。
– 計画充電の設定中にすぐに充電を開
始したい場合は、充電開始ボタン 7  を
押します🡺 49。
充電ケーブルは自動的に車両に固定さ
れます。これにより、車両からコード
を抜くことができなくなります。

加熱しすぎないように、充
電ケーブルを完全にほどい
てください。

拡張リード、複数のソ
ケット、またはアダプタ
は使用しないでくださ
い。

火災の恐れがあります。

充電中は表示灯 9  が青色点滅します。

充電が開始されると、インストルメン
トパネルに次の情報が表示されます。

– バッテリ充電レベル表示灯15 の電力
レベル
– バッテリ充電残量。
– 残りの充電時間の推定値（充電率が
約 95% に達するとこの情報は表示さ
れなくなります）。
– 表示灯14 は、車両が電源に接続され
ていることを示します。
– 車両の範囲は、充電レベルによって
異なります。
インストルメントパネルの表示が数秒
後に消えます。ドアが開くと、インス
トルメントパネルに再び表示されま
す。
1 回の充電が完了すると、表示灯 9  が
緑色表示されます。
車両を充電するために充電がリザーブ
レベルになるまで待つ必要はありませ
ん。
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トラクションバッテリの充
電時間は、充電端子によっ
て供給されるエネルギーの

残量と電力量によって異なりま
す。情報は充電中にインストルメ
ントパネル上に表示されます
🡺 127。
注意：特定の条件下では、実際の
充電時間がインストルメントパネ
ルのディスプレイに表示される充
電時間よりも長くなる場合があり
ます。これは次の条件に依存しま
す:
– 電気ネットワークの品質、
– 初期充電レベル
– 外気温が低すぎる
– ...
充電ケーブルに問題がある場合
は、元のケーブルと同一のケーブ
ルに交換することをお勧めしま
す。メーカーにお問い合わせくだ
さい。

作動異常
警告灯9 が赤色常時点灯する場合は、
正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。

ソケットから取り外す際の注意点
– 車両充電ケーブルのロックを解除す
るには、ボタン 6  を押すか、カード上
のドアロック解除ボタンを長押ししま
す。
– ハンドル 10  をつかみます。

プラグを抜く手順を順番に
実行することが不可欠で
す。

– 車両に応じて、スイッチ11 を押しま
す。
– 充電ケーブル 2  を車両から切り離し
ます。
– 充電口フラップ 8  を閉じ、押して
ロックしてください。

– ケーブル 2  を電源 1  から切り離しま
す。
– ケーブル 2  をトランクの収納ボック
ス内に収納します。
注意: トラクションバッテリを高負荷
で充電した直後は、配線が熱くなって
いる可能性があります。ハンドルを使
用してください。

充電ケーブルのリリースボ
タンを押した後、もう一度
ロックする前に、約 30 秒

待つ必要があります。

ラベル 16
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充電フラップに貼付されたラベル
16 15 は、インジケーターランプ9 の
状態に応じて充電操作を案内します:
– 白色点滅:配線が車両に接続され、シ
ステムが点検を実施しています。
– 青色点灯:充電プログラムが有効に
なっています。
– 青色点滅:充電中、または車両が電源
を使用して動作しています（例: 室内
のエアコン）。
– 緑色点灯:車両は完全に充電されてい
ます。
– 緑色点滅:車両によっては、ビークル
トゥグリッド（V2G）🡺 49またはビー
クルトゥロード（V2L）🡺 43機能が有
効化された場合。
– 赤色点灯:故障。

右側にあるラベル16 は、以下の指示
を示しています。
– 高圧ジェットを使用して充電フラッ
プを洗浄しないでください。
– 車両が静止した状態で充電フラップ
を開くことができます。
– 車両の走行中は充電フラップを閉じ
てください。
– フラップを開けて充電ケーブルを接
続してください。
– 外したら、フラップを再度閉じま
す。
– 内部ソケット、交流電圧充電端子ま
たは急速充電端子に接続します。
– 充電の詳細については、車両の取扱
説明書を参照してください。

充電ソケットCHAdeMO（DC）H
電気充電ソケットCHAdeMO H は直流
（DC）充電ソケットです（国によって
は装備されていない場合がありま
す）。

交流用ソケットG🡺 38と電
源供給用ソケット
CHAdeMOH を同時に接続

しないでください。

CHAdeMOソケットH を使用して車両
を充電する場合
車両停止、イグニッションオフ:
– 充電端子の充電ケーブル2 を取りま
す。
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充電端末に表示されている
安全上の注意に従ってくだ
さい。

– 充電フラップ 8  を押してロックを解
除します。
– スイッチ11 を押します。
– 配線の端を充電ソケットに接続しま
す。
– カチッというロック音が聞こえた
ら、充電ケーブルがしっかり接続され
ていることを点検してください。ロッ
クされているかどうかを点検するに
は、ハンドルを適度に引いてみてくだ
さい。

充電ケーブルは自動的に車両に固定さ
れます。これにより、車両からコード
を抜くことができなくなります。
ソケットから取り外す際の注意点

プラグを抜く手順を順番に
実行することが不可欠で
す。

– スイッチ11 を押します。
– ハンドル 10  をつかみます。
– 充電ケーブル 2  を車両から切り離し
ます。
– 充電口フラップ 8  を閉じ、押して
ロックしてください。
– 充電端子に配線2 を収納します。
注意：トラクションバッテリを高負荷
で充電した直後は、配線が熱くなって
いる可能性があります。ハンドルを使
用してください。

車両から家電等への（V2L）給
電機能
車両を静止させ、パーキングブレーキ
をかけると、「車両から家電等への」
（V2L）給電機能により、電気機器を
直接車両に接続できます。
このシステムは、車両のトラクション
バッテリ 🡺 20 に蓄えられた電気エネ
ルギーを使用して、AC 電力（最大で 
16 A/3.7 kW）を供給します。

V2L 給電コネクタを使用すると、車両
前方の充電ソケットを使用してさまざ
まな電気機器を接続および操作できま
す。
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重要な推奨事項

これらの手順をよくお読みください。これらの指示に従わないと、火災、重傷、感電のリスクが発生し、死亡す
る可能性があります。
V2L 給電機能を使う場合に注意すべき点。
損傷や感電につながり得るため、自宅への給電はお止めください。

V2L 給電機能使用中の洗車やエンジンルームでの作業はお止ください。
次の場合には、V2L 給電機能を使用しないでください。
– V2L 給電コネクタまたは車両の充電ソケット内に水分がある場合。
– 車両の V2L 給電コネクタまたは充電入力ソケットに損傷（破損、腐食の兆候、変色など）がある場合。この場合は、認
定ディーラにご連絡のうえ、交換をご依頼ください。
– 屋外使用の状況で天気が悪い場合（降雨時や落雷危険がある場合など）。
V2L 給電コネクタ上に金属の物を置くのはお止めください。
V2L 給電機能の使用中にV2L 給電コネクタを改造したり、コネクタへの干渉を行ったりするのはお止めください。
V2L 給電コネクタにアダプタを接続するのは絶対にお止めください。
V2L 給電コネクタを取り扱うおよび使う場合に注意すべき点。
必ず車両に付属の V2L 給電コネクタをお使いください。車両に付属の V2L 給電コネクタはその車両専用です。お客様の安
全を確保するため、メーカー非推奨 V2L 給電コネクタの使用は固く禁じられています。お使いの車両に適した V2L 給電コ
ネクタの詳細については、認定ディーラーにお問い合わせください。
V2L 給電コネクタに他のものを接触させたり、V2L 給電コネクタの AC 出力ソケットから延びている電源ケーブルを用いて
機器を吊るしたりするのはお止めください。損傷のおそれがあります。
V2L 給電コネクタの取扱いにはご注意ください。接続中にコネクタを分解する、水に浸すまたは引っ張ることや、コネク
タに他のものをぶつけることはお止めください。コネクタは、定期的にその状態を点検しながらお使いください。
電気／電子機器を使う場合に注意すべき点。
機器（延長ケーブル、マルチプラグなど）は、取扱説明書を参照し使用上の注意事項を確認してから差込みおよび使用し
てください。
次のものは差し込まないでください。
– 医療機器に代表される、直流電流が必要な機器。車両の稼働状況によっては給電が中断されることがあります。
– 消費電流が 16 A 超の機器。
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– 国の規制や基準に反する機器。
– 損傷のある機器（ユニット、ケーブルなど）。
– 当初の段階では使用推奨機器であったが、使用環境の変化（粉塵や水に触れる危険のある環境に変わったなど）により
環境に適合しなくなった機器。
– 複数のマルチプラグ。使用中は、消費電流が 8 A 超の製品を接続しないでください。
– 長さが 20 m超の延長コード。使用する場合は、必ず完全に伸ばしてお使いください。
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車両から家電等への（VLC）給電
コネクタ A

1.  充電ソケット。
2.  作動警告灯。
3.  ON/OFFスイッチ。
4.  保護カバー。
5.  AC 出力ソケット。
V2L 給電コネクタは、トランクフロア
マット下のツールキット内に格納され
ています。

V2L 給電コネクタの保守整
備は、コネクタが切り離さ
れているか確認してから実

施してください。
コネクタは、少し濡らした布で清
掃します。
清掃の際には、腐食を避けるた
め、コネクタの端部（コネクタ、
充電ピン）に濡れた布が接触しな
いよう注意してください。

作動

V2L 給電機能の使用中
は、パーキングブレーキ
をかけた状態に保ってく
ださい。

V2L 給電コネクタは、必ず
所定の順序で接続／切離し
してください。

デバイスは、V2L 給電コネ
クタ表示灯 2  の消灯を確認
してから接続または切離し

してください。

V2L 給電コネクタを接続するには
次のように、車両を静止させた状態
で、開閉部のロックを解除し、イグ
ニッションスイッチを OFF にします。
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– 充電口フラップ 9  を押し、ロックを
解除します。
– コネクタ8 のハンドルを持ち、その
端部1 を、車両の充電ソケット7 に接
続します。
– ハンドル 8  を軽く引く方法で、V2L 
給電コネクタが正しく接続されている
か点検します。給電は、ソケットロッ
クが有効化されると開始されます。
V2L 給電コネクタは、車両に対し自動
的にロックされます。これにより、コ
ネクタは車両から外れない状態になり
ます。
– 電気機器を V2L 給電コネクタ AC 出
力ソケット 5  に接続します。
– V2L 給電コネクタスイッチ 3  を、表
示灯 2  が緑色点灯するまで 3 秒以上押
します。V2L 給電機能が有効化され、

充電ソケット 10  上の表示灯が緑色点
滅し、該当電気機器に給電されます。
注意：V2Lコネクタが車両にロックさ
れている間は、ハンドル8 を引かない
でください。

使用中は、インストルメントパネル上
に次の情報が表示されます。
– 車両が V2L 給電コネクタに接続され
ていることを示す表示灯 11 。
– バッテリ充電残量の下限値に達する
までの概算時間 12 。
– バッテリ充電残量 13 。
注意：電源は次の場合に自動的に切断
されます。
– V2L 給電機能の未使用状態（電気機
器が V2L 給電コネクタの AC ソケッ
ト 5  に接続されていない状態、または

電力消費がない状態）が約 1 時間に達
した場合。
– 上限電力容量を超える電気機器が接
続された場合。
– V2L コネクタスイッチ 3  を少なくと
も 3 秒間押します。
– トラクションバッテリについて、マ
ルチメディアディスプレイから設定し
たバッテリ充電残量の下限値に達した
場合。
給電が遮断されると、その旨をドライ
バーに知らせるためのメッセージがイ
ンストルメントパネルに表示されま
す。
V2L 給電コネクタを切り離すには

カードを所持した状態か、車両開閉部
のロックを解除した状態で次のように
作業します。
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– 充電ソケットの横にある給電停止ボ

タン6 を押します。表示灯 2
と、充電ソケット 10  上の表示灯が消
灯し、V2L 給電機能が無効化されま
す。
– V2L 給電コネクタの車両へのロック
は自動的に解除されます。これによ
り、コネクタを車両から切り離すこと
ができます。
– 電気機器を切り離し、V2L 給電コネ
クタのハンドル 8  は持ったまま約 15 
秒以内にコネクタを車両から切り離し
ます。この時間内に切り離さないと、
充電ソケット 7  は自動的に再ロックさ
れます。
– 充電口フラップ 9  を閉じ、押して
ロックします。
– V2L 給電コネクタを保管場所に収納
します。

充電口フラップ 9  を開けた
まま車両を運転するのはお
止めください。V2L 給電コ

ネクタを車両から切り離したら、
充電口フラップ 9  が正しく閉
まっているか確認します。

設定

トラクションバッテリの充電残量下限
値は、マルチメディア画面 14  から設
定できます。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

作動異常
作動不良に陥ると、V2L 給電コネクタ
上の表示灯 2  が消灯し、V2L 給電の電
源が自動的に切れます。ドライバーに
その旨を知らせるメッセージがインス
トルメントパネル上に表示されます。
V2L 給電機能の内部で不具合が生じる
と、「V2L 給電不可 V2L 要確認」とい
うメッセージがインストルメントパネ
ル上に表示されます。この場合は、電

気機器と V2L 給電コネクタを切り離し
ます。メーカーにお 問い合わせくださ
い。
V2L コネクタの AC ソケットに接続さ
れている機器が原因で V2L 給電機能に
不具合が生じると、「V2L 給電不可 通
信機器故障」というメッセージがイン
ストルメントパネル上に表示されるた
め、次のように対応します。
– 電気機器と V2L 給電コネクタを切り
離します。
– 機器や V2L 給電コネクタに損傷がな
く、電源プラグに破損または腐食がな
いか確認します。
– 電気機器が必要としている電力が、
車両から給電可能な上限を超えていな
いか確認します。
不具合が直らない場合は、ルノー指定
サービス工場にお問い合わせくださ
い。
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充電プログラミング
作動

車両の交流（AC）充電プログラムを設
定するには、車両を静止させ、エンジ
ンを作動させた状態で、マルチメディ
ア画面1 の「車両」領域3 から、「エ
レクトリック」メニュー2 を押しま
す。
「プログラム」タブでは、次の操作を
実行できます。
– 新しい充電プログラムを追加する。
または
– 保存済みの充電プログラムにアクセ
スする。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。
注意：「エレクトリック」メニューか
ら、車両のコンフォートプログラム
🡺 306を設定できます。

安全のために、この操作
は 必ず停止時に行って
くださ い。

プログラミングが確認されると、イン

ストルメントパネルに インジ
ケータが点灯します。
注意：エンジンが停止し、車両が認証
済みの電源に接続されている場合、充
電が開始されます。

マルチメディアシステムを
使用してシステムの更新を
受け入れただけであれば、

トラクションバッテリの充電が遅
延またはキャンセルされます。
充電ケーブルを車両に接続する前
に、更新が完了するまで待ちま
す。
システム更新の詳細については、
マルチメディア機器の取扱説明書
を参照してください。

車両から送配電網へ（V2G）の
給電
車両を静止させ、車両の充電ケーブル
を使用して接続すると、車両から送配
電網への（V2G）給電機能により、車
両のバッテリーに蓄えられたエネル
ギーを自宅や送配電網に再分配できま
す。
この機能を使うには、互換性のある双
方向 AC 充電端子と、V2G 給電サービ
スのご契約が必要です。詳細について
は、マルチメディア機器の取扱説明書
を参照してください。
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電気設備を対象とする作
業や改造は、車両を切り
離してから実施してくだ
さい。

V2G 給電の設定方法は、マ
ルチメディア取扱説明書で
ご確認ください。

50 -  あなたのお車について知っておきましょう



カードキー

2   
「概要」の項を参照してくださ
い

1.  すべてのドア／テールゲートのロッ 
ク解除
2.  すべてのドア／テールゲートのロッ 
ク。
3.  ラゲッジルームのロック／ロック解
除。
4.  リモート操作によるライトの点灯

カードで次のことができます:
– 開閉部（ドア、トランクドア）の
ロック／ロック解除。
– 充電口フラップのロック解除 🡺 20。
– 車両灯火類の遠隔点灯。

– パワーウインドウの遠隔自動開閉 
🡺 65。

車両によっては、カードの
全機能を備えたデジタル
キーを使用できます。ただ

し、カードを車両内に残し、デジ
タルキーでドアをロックしている
場合、カードを使用して車両を始
動することはできません。
詳しくは、「デジタルキー」セク
ションをご覧ください🡺 60。

交換時期
電池の状態、タイプ、プラス/マ イナ
スが正常かを確認してくだ さい。バッ
テリーの寿命は約 2 年ですので、
「カードキー バッテリー低下」という
メッセージがインストルメントパネル
上に表示されたら交換してください
🡺 51。

カードキーの作動範囲
環境によって異なります。カードを操
作する際は、誤ってボタンを押してし
まうと、車両が意図せずロック解除／
ロックされる場合がありますので、十
分ご注意ください。
注意：ドアまたはトランクが開いてい
るか、正しく閉まっていない場合、施

錠されません。ブザー音が鳴ります
が、方向指示灯は点滅しません。

バッテリー残量がゼロに
なっても、車両のロック／
ロック解除は可能です

🡺 154 🡺 65 🡺 51。

「灯火類リモコン」機能

ボタン 4  を 1 回押すと、ロービームと
灯火類が約 20 秒間点灯します。この
機能は、広い駐車場の中などで自分の
車を遠くから見分けるときに便利で
す。ボタン 4  を約2秒間押し続ける
と、灯火類が点灯し、音が鳴ります。
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注意：4 ボタンをもう一度押すと消灯
します。

アドバイス
カードを熱気、冷気および
湿気に さらさないでくださ

い。
カードを曲げたり、誤って損傷す
る恐れのある場所には保管しない
でください。例えば、衣服の後ろ
ポケットにカードを入れたまま座
る場合など。

交換:追加のカードが必要
カードを紛失した場合や、
カードの追加や交換が必要

な場合は、正規サービス工場にて
新しいカードを入手できます。
関連するカードを作り替える場合
は設定をリセットしますので、お
持ちのすべてのカードと車両を正
規サービス工場へお持ちくださ
い。
1 台につきカードは最大 4 枚まで
ご使用いただけます。

障害物

近くにリモコンと同周波数を使用する 
機器がある場合、リモコンは作動しな 
いことがあります。

車両には送受信アンテナ1 が装備され
ています。
ハンズフリーカードとアンテナ1 は、
低出力の電波を使用してカードを検出
し、開閉部のロックとロック解除を制
御しています。

ペースメーカーや除細動
器などの植込み型医療機
器をお持ちの方は、カー
ドやアンテナ1 などの送

信装置から、少なくとも22cm以
上離してご使用ください。
車両のこれらの部分に寄り掛かっ
たりしないようにしてください。
また、カードと体内埋め込み部位
との長時間接触を避けてくださ
い。
めまいや動悸などの症状が現れた
場合は、直ちにその場を離れてく
ださい。個別のアドバイスについ
ては、医師および医療機器メー
カーにご相談ください。
アンテナの位置1 は、車両装備に
よって異なる場合があります。詳
しくは、正規サービス工場にお問
い合わせください。

52 -  あなたのお車について知っておきましょう



カードキー

2   
駐車または停車時のドラ
イバーの責任　　　
たとえ短い時間でも絶対
に、お子様、支援が必要

な大人、または動物ペットを車内
に残して、カードを車内に置いた
まま、お車から離れないでくださ
い。
実際、彼らがエンジンを始動した
り、パワーウインドウやドアロッ
クなどの装置を作動させると大変
危険であり、他人にまで危害が及
ぶ恐れがあります。
その上、暑く晴れた日には、車内
の温度は急に上昇します。
死亡または重傷のおそれ。

ストラップ 7  の取付け

領域 A  を押しながらリアケース 5  を
下にスライドさせます。

ストラップを構成部品 8  内に挿入し、
ハンドストラップの端部をバックル内
に通します。
ストラップを開閉部 6  に配置し、ケー
スを閉じます。
注: ハンドストラップコード 7  の直径
が開口部 6  に合っているかご確認くだ
さい。

使用方法
車両をロック解除／ロックするには次
の 2 つの方法があります :
– 「ハンズフリー」モードで車両に近
づいたり、車両から離れたりする方
法。
– リモコンモードでカードを使う方
法。
– デジタルキーをリモコンとして使う
方法（車両により可否あり）。詳しく
は、「デジタルキー」セクションをご
覧ください🡺 60。

カードを携帯する時、他の
電子機器（コンピュータ、
電話など…）に接触しない

ようにして下さい。故障の原因と
なります。
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「ハンズフリー」モードを無効 / 
有効にするには
車種によっては、車両に近づくときに
ロック解除を有効 / 無効にし、車両か
ら離れるときにロックできます。
また、車両から離れる際のロック時に
発せられる警告音を無効化／有効化す
ることもできます🡺 130。

カードキーを車内に置い
たまま、決して車両から
離れないでください。

駐車または停車時のドラ
イバーの責任　　　
お子様、ひとりで動けな
い成人、ペットを車内に

残して、たとえ短い時間でも絶対
にお車から離れないでください。
実際、彼らがエンジンを始動した
り、パワーウインドウやドアロッ
クなどの装置を作動させると大変
危険であり、他人にまで危害が及
ぶ恐れがあります。
その上、暑く晴れた日には、車内
の温度は急に上昇します。
死亡または重傷のおそれ。

車両に近づくと「ハンズフリー」
でロック解除できる機能

カードを所持して乗員検出ゾーン 1  内
に入ると、車両のロックが解除されま
す。
ロック解除は、フラッシャ表示灯の点
滅と、車両によってはドアミラーの自
動展開によって確認されます。

車両から離れる際の「ハンズフ
リー」ロック

カードを携帯し、すべてのドアとトラ
ンクが閉じられている状態で、車両か
ら離れてください。アクセスゾーン1
の外に出るとすぐに、車両が自動的に
ロックされます。ロックが確認される
方法は、フラッシャ表示灯が点滅した
後に数秒間点灯し、音によるシグナ
ル、そして車両によってはドアミラー
の自動格納です。
注意：車両がロックされる距離は、ご
利用の環境によって異なります。
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カードが検出ゾーン 1  内に約 15 分間
存在すると、遠隔ロック機能は無効化
されます。車両をロックするには、
カードキーのボタン 3  を押します。
カードがゾーン 2  内にあると、車両を
遠隔ロックできません。

トランクを開くと、「ハンズフ
リー」によりロックが解除します

車両のすべてのロックを解除するに
は、カードをゾーン 1  内に置き、車両
がロックされている状態でボタン 4  を
押します。
ロック解除は、フラッシャ表示灯の1
回点滅によって確認されます。

解錠システムの専用機能
特定の状況下では、次の場合に車両に
近づくとロック解除が無効化されま
す。
– 車両が 8 日間使用されていない場
合。

– カードが、車両のロックから約 5 分
間経過しても車両の検出ゾーン 1  付近
にある場合。
– ドアロックが解除されていない状況
でゾーン 1  付近を複数回通過した場
合。
車両のロックを解除し、「ハンズフ
リー」モードを再び有効化するには、
テールゲート開ボタン 4  を押すか、
カードのリモコンを使用します。

「ハンズフリー」ロックに関する
特殊機能
「ハンズフリー」モードで施錠した後
で、車両をもう一度解錠するには、約 
3 秒間待つ必要があります。この 3 秒
間にドアハンドルに触って、車両が正
しく施錠されているか確認することが
できます。
注意：ドアまたはトランクが開いてい
るか、正しく閉まっていない場合、施
錠されません。ブザー音が鳴ります
が、方向指示灯は点滅しません。
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カードをリモコンとして使用する

カード を使用した解錠
ボタン 5  を押します。
ロック解除は、フラッシャ表示灯の1
回点滅によって確認されます。

エンジンが作動している
と、カー ドのボタンは非作
動になります。

カードキーを使用して車両を施錠する
ドアとトランクを閉めて、ボタン3 を
押してください: 車両がロックされま
す。

施錠は、フラッシャ表示灯が2回点滅
することで示され、車両によってはド
アミラーが自動的に格納されることで
示されます。
車両によっては、ボタン3 を2回押すと
車両がロックされます。フロント／リ
アウィンドウを閉じるにはボタン 3  を
押し続けてます。
注意：
– 車両の施錠が可能な範囲（車両から
の距離）は周辺環境によって異なりま
す。
– ドアまたはトランクが開いている
か、正しく閉まっていない場合、施錠
されません。ブザー音が鳴りますが、
方向指示灯は点滅しません。

エンジン回転中のドア開閉後にカード
がゾーン2 内に存在しなくなると、車

内にカードがないことを示す「カード
キー 検出なし」メッセージが表示され
ます。これにより、たとえば乗員が
カードを持ったまま途中下車すると
いった偶発的な事故が防止されます。
カードが再び検知されると音声アラー
ムは停止します。

ラゲッジルームのみのロック／
ロック解除

ボタン6 を押すと、トランクだけを
ロック / ロック解除できます。
注: ボタン 6  のみを用いてトラックの
ロックを解除した後に、その他開口部
のロックを解除するには、次の操作が
必要です。
– ボタン 5  を押す操作。

56 -  あなたのお車について知っておきましょう



カードキー

2   

または
– 車両から離れる際の自動ロックを作
動させるためには、車両から離れる動
作。この場合、車両に近づくと再び
ロックが解除されます。

駐車または停車時のドラ
イバーの責任　　　
お子様、ひとりで動けな
い成人、ペットを車内に

残して、たとえ短い時間でも絶対
にお車から離れないでください。
実際、彼らがエンジンを始動した
り、パワーウインドウやドアロッ
クなどの装置を作動させると大変
危険であり、他人にまで危害が及
ぶ恐れがあります。
その上、暑く晴れた日には、車内
の温度は急に上昇します。
死亡または重傷のおそれ。

充電ケーブルのロック解除
車両の充電ケーブルのロックを解除す
るには、ボタン 5  を押します。

スーパーロック機能
使用方法
スーパーロック装備車の場合、スー
パーロック機能で開閉部をロックし、

車内からドアを開けられないようにす
ることができます（ウインドーを割っ
て内側からロック解除を試みる場合な
どに備えて）。

車内に人が乗っていると
きは、ス ーパーロック
機能は絶対に作動さ せ
ないでください。

スーパーロック機能を作動させる
には
ボタン 2  を 2 回続けて押します。

施錠はフラッシャ表示灯が2回ゆっく
り点滅し、3回素早く点滅することで
示されます。
車両によっては、車両のロックと同時
にドアミラーが自動的に折り畳まれる
ことがあります🡺 139。

スーパーロック機能を作動解除す
るには
ボタン 1  を一回押します。
ロック解除は、フラッシャ表示灯の1
回点滅によって確認されます。

車両によっては、カードの
全機能を備えたデジタル
キーを使用できます。ただ

し、カードを車両内に残し、デジ
タルキーでドアをロックしている
場合、カードを使用して車両を始
動することはできません。
詳しくは、「デジタルキー」セク
ションをご覧ください🡺 60。
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「ハンズフリー」カード: バッ
テリ
電池の交換

「カードキー バッテリー低下」という
メッセージがインストルメントパネル
上に表示されたら、次の手順でカード
の電池を交換してください。
– エリアA を押しながら、リアケース
1 を下にスライドさせます。
– エリア B  で、カバー 2  を上方に持
ち上げてバッテリー 3  から取り外しま
す。
– バッテリーの片側を押して他方を持
ち上げて、取り外します。
– カバー内の指示とテンプレートに
従って、バッテリーを交換します。

取り付けは、取り外しと逆の手順で行
い、車両付近でカードのボタンを4回
押して下さい。次にエンジンを始動さ
せたときに、警告メッセージは消えま
す。
カバーが確実にはまっているか確認し
てください。
注: 電池交換の際は、カードの電子回
路や端子に触れないようにしてくださ
い。

電池は指定サービス工場で
お求めください。電池の寿
命は約 2 年です。電池の液

漏れがないか確認します。液漏れ
が生じていると接触不良となる恐
れがあります。

交換が必要な場合は、同
じタイプまたは同等のタ
イプのバッテリを使用し
てください（指定サービ

ス工場にお問い合わせくださ
い）。

交換時:
– バッテリが正しく挿入
されているか確認しま

す。
爆発の危険があります。
– フラップが正しく閉まらない場
合は、カードキー使用しないで子
供の手の届かないところに置いて
ください。
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作動異常
電池が消耗しすぎて正しく作動しない
場合でも、車両🡺 65の始動やロック／
ロック解除は可能です。

使用済みのバッテリをゴミ
として捨てないでくださ
い。認定ディーラに持ち込

むか、適切なリサイクル施設に関
する情報をお住まいの地方自治体
にお問い合わせください。

バッテリに関する注意事
項
– バッテリ（新品または

中古）は子供の手の届かないとこ
ろに保管してください。
– バッテリを飲み込まないように
してください。
死に至ることもある化学熱傷を負
う危険あり
– 身体のいずれかの部分に摂取し
たり挿入した場合は、できるだけ
早く医師に相談してください。
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「概要」の項を参照してくださ
い
所在国およびサブスクリプションに応
じて、お使いのスマートフォンに車両
用のデジタルキーをインストールでき
ます。
デジタルキーには、スマートフォンを
使用して車両のロック / ロック解除、
始動を行うために必要な権限が含まれ
ています。このため、お使いのカード
をスマートフォンで代用できます。
デジタルキーは、メーカーのアプリを
使うことでインストール、管理および
送受信できます。
メーカーのアプリケーションがスマー
トフォンにインストールされ、サブス
クリプションが有効になったら、メー
カーのアプリケーションからデジタル
キーを有効化する必要があります。

車両を他人に預ける必要の
ある場合は、（車両の取扱
いや、認定ディーラまたは

適格整備士による作業の予約など
が必要な場合に）ご自身も車両に
アクセスできるよう、カードは必
ずお持ちください。

スマホ上にあるデジタル
キーへの安全なアクセス
スマホ上にあるデジタル

キーへのアクセスを保護し、キー
への安全なアクセスを保証する責
任は、デジタルキーの所有者と指
定車両使用者にあります。
スマホのセキュリティを確保しス
マホを保護するのに必要なツール
（パスワード付きスクリーンロッ
クツールなど）をインストールし
てください。

作動環境
スマホ上で Bluetooth® を有効化する
と、メーカー製アプリを開いてさまざ
まなデジタルキー関連機能にアクセス
できます。
注: デジタルキーは、スマートフォン
の充電残量が十分か確認してからお使
いください。充電レベルが低い場合
は、インストルメントパネルに「ス
マートフォンのバッテリ容量が少なく
なっています」のメッセージが表示さ
れます。

車両を貸与する場合、デジ
タルキーの所有者には、信
頼できる人を車両の使用者

として指定する責任があります。

デジタルキーの貸与
メーカーのアプリから「Share Virtual 
Key」メニューにアクセスし、一時的
にスマートキーを使用するユーザーの
情報を入力します。必要な確認を終え
ると、確認メールが該当ユーザーに送
信されます。

デジタルキーで操作できる
範囲は、お使いのスマート
フォンの Bluetooth® 接続

仕様に応じて変化します。

車両を貸与する際には、一時使用者に
対するデジタルキー送信時のエラー
（接続可能な WIFI ネットワークやモ
バイルネットワークが存在しないこと
を理由とするエラーなど）を回避でき
るよう、貸与手続きに必要な作業を確
実に行ってください。
具体的には、次のことをご確認くださ
い。
– 車両の一時使用者が、手続きの前
に、メーカー推奨アプリケーションの
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ダウンロードとインストールを終えて
いること。
– ご自身と一時使用者のスマートフォ
ンを、手続きが終わるまで（WIFI ネッ
トワークまたはモバイルネットワーク
を介して）インターネットに接続して
おけること。
– 手続き完了後に、一時使用者のデジ
タルキーが有効化されたこと。

デジタルキーの取り消し
ユーザーはデジタルキーを個別に取り
消すことができます。デジタルキーを
取り消すと、ユーザーは新しいキーを
有効にできます。
詳細については、メーカーのアプリ
ケーションを参照してください。

マルチメディア画面からの起
動/作動解除
車両がデジタルキーと通信しないよう
に、「デジタルキー」機能を無効に
し、再度有効にできます。マルチメ
ディアの取扱説明書を参照してくださ
い。
注: この機能を無効化しても、既存の
デジタルキーは削除されず、車両が
キーと通信できなくなるだけです。

ドアや荷室ゲートのロック / 
ロック解除、デッドロック機
能、照明の遠隔操作を行う場合
新しいデジタルキーまたは新しいス
マートフォンを使用して初めて車両の
ロック解除または始動を行う場合、ス
マートフォンにインストールされてい
るデジタルキーを車両が識別するまで
に数秒かかる場合があります。
Bluetooth®を有効にした状態で、ス
マートフォンからメーカーのアプリ
ケーションを開くと、デジタルキーで
使用可能なさまざまな機能が見つかり
ます。こうした機能は、カードを使用
した場合と同じです。
開閉部のロック解除に関する特記事項
特定の状況（車両未使用期間が 8 日に
達した後など）では、デジタルキーを
使用して車両のロックを解除すること
ができなくなります。この場合には、
トランクを開くためのボタンを押すこ
とで、デジタルキーを用いて車両の
ロックを解除できるようになります。
次の機能があります。
– 開口部のロック／ロック解除🡺 53。
– トランクのロック／ロック解除（装
備車両のみ）🡺 53。
– デッドロック（装備車両のみ）🡺 57
。
– 照明／灯火類の遠隔有効化🡺 51。
– ホーンのリモート操作（たとえば、
離れた場所や、混雑した駐車場で車両
を識別できます）

– エンジンの始動／停止🡺 154。

エンジン始動と停止

新しいスマートフォンで初めて使用す
るたびに、車両に対してデジタルキー
を較正する必要があります。
このためには、スマートフォンで
Bluetooth®を有効化し、メーカーのア
プリケーションの手順に従います。
キャリブレーション時には、スマホを
定位置 1  に置いてください。
エンジン始動／停止システムは、定位
置 1  にスマホがあることを確認してか
らエンジン始動を許可します。
詳しくは、「エンジンの始動、停止」
に関する情報をご覧ください🡺 154。
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運転中は常に、スマートフォンを車両
内に置いてください。
注: 貸与デジタルキーをお持ちの場合
は、定位置 1  に置いたスマホで取消し
手続きを実行することで、キー情報を
削除できます。
これを怠ると、削除要求は保留され、
別のデジタルキーまたはカードを用い
てエンジンが始動された後でのみ確定
されます。

エンジンの始動および停止
操作やデジタルキーの調整
は、スマートフォンを配置

エリア内に置いた状態で行う必要
があります。

エンジンスイッチを OFF にしたい時に
スマホが車内にないと、インストルメ
ントパネル上にメッセージが表示され
ます。この場合は、2秒以上エンジン
始動／停止ボタン 2  を長押ししてくだ
さい。
スマートフォンが室内にない場合は、
ボタンを押す前に戻すことができるか
確認してください。スマートフォンま
たはカードがない場合は、車両を再度
始動することはできません。

デジタルキーに関する特記事項
デジタルキーを有効な状態に保つに
は、少なくとも 48 時間ごとに、お使
いのスマートフォンを（WIFI またはモ
バイルネットワーク経由で）インター
ネットに接続してください。それを

怠った場合、デジタルキーを再び有効
化するために、数分間スマートフォン
をインターネットに接続する必要があ
ります。
– カードを車両内に残し、デジタル
キーでドアをロックしている場合、
カードを使用して車両を始動すること
はできません。次にエンジンを再始動
するまで、カードを使用して車両を始
動することはできません。
この場合、次回にエンジンを始動する
には、デジタルキーまたは車内に残し
たカード以外のカードを使用する必要
があります。

エンジンを始動または停止
する場合にデジタルキーを
使用するには、スマート

フォンが常に十分に充電されてい
ることが必要です。
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ドアの開閉
車外からドアを開く

フロントドア

ドアのロックを解除、またはカードを
携帯している状態で、ハンドル 1  を
握って手前に引きます。

リアドア

ドアのロックを解除、またはカードを
携帯している状態で、ハンドル 2  を
握って手前に引きます。

安全のために、ドアやラ
ゲッジルームの開閉は必
ず停車した状態で行って
ください。

車内からドアを開けるとき

ドアハンドル 3  を引きます。

安全のために、ドアやラ
ゲッジルームの開閉は必
ず停車した状態で行って
ください。

ライト消し忘れ警告アラーム音
ドアを開けたとき、イグニッションス 
イッチが OFF なのにランプ類が点灯し
たままになっている場合、警告ブザー 
が鳴ります。
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ドアまたはテールゲートの締め忘
れ警告ブザー

車両静止状態でイグニッションスイッ
チを ON にすると、開閉部（ドア、ト
ランク、充電口フラップ）が開いてい
るか、正しく閉まっていないことを示

す  警告灯 4  がインストルメン
トパネル上に表示されます。
車速が約 20 km/h に達すると、ドアが
開いているか、正しく閉まっていない

ことを示す  警告灯 4  が、「ド
ア 開」というメッセージ 5  を伴って
表示されます。
特徴
エンジンを OFF にした後も、運転席ド
アが開くまでランプとアクセサリ（ラ
ジオなど）は作動し続けます。

子供を乗車させるとき

リアドアを内側から開けられないよう
するには、レバー 6  を下げ、車内から
ドアが確実にロックされたことを確認
します。
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駐車または停車時のドラ
イバーの責任　　　
お子様、ひとりで動けな
い成人、ペットを車内に

残して、たとえ短い時間でも絶対
にお車から離れないでください。
彼らがエンジンを始動したり、パ
ワーウインドウやドアロックなど
の装置を作動させると大変危険で
す。
その上、暑く晴れた日には、車内
の温度は急に上昇します。
死亡または重傷のおそれがありま
す。

開閉部およびドアのロック、
ロック解除
カードが作動しない場合:
次のような場合には、カードキーが作
動しないことがあります:
– カードのバッテリー残量が低下して
いるかゼロの場合。
– リモコンの近くで電子機器（携帯電
話など）を使用したことが原因です。
– 強い電磁波の影響内に車両がある
時。
– デジタルキーを用いた車両のロック 
🡺 60
このような場合は次のようにします：

– カードに内蔵されているキーの使用
方法。
– 各ドアを手動でロックする
– ドア内側のロック／ロック解除制御
装置を使うこと。
– デジタルキー 🡺 60 を使うこと（車
両によります）。

カードの内蔵キー

ビルトインキー 2  を使用して、カード
が作動していないときに運転席ドアの
施錠 / 解錠を行うことができます。

キー 2  へのアクセス

領域 A  を押しながらリアケース 1  を
下にスライドさせます。
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カード内蔵キーの使用法 – キー 2  の終端を、運転席ドア上のカ
バー B  最下部にある凹部 3  に差し込
みます。
– そのまま上方向に持ち上げてカバー
B を取り外します。
– 運転席ドアをロック／ロック解除す
るには、キー2 を鍵穴に差し込みま
す。
車内に入ったら、キーをカードのケー
スに戻します。

手動によるドアのロック

ドアを開けた状態で、ねじ 4  を（キー
の先端で）回し、てドアを閉めます。
これでドアを車外からロックできま
す。

この場合、ドアは車内から開けるか、
運転席のドアをスペアキーによっての
み 開けることができます。

車内のロック／ロック解除スイッ
チ

スイッチ 5  を使うと、ドアとテール
ゲートを同時に制御できます。
ドア（またはテールゲート）がひとつ
でも開いていると、ドアのロック／
ロック解除がすばやく 1 回行われま
す。
テールゲートを開けたまま荷物を運ぶ
場合にも、他の開閉部はいずれもロッ
クしたままにできます。これを行うに
は、イグニッションスイッチを OFF 
にした状態でスイッチ 5  を 5 秒間以上
長押ししてください。
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ドアのロック状態を告げる警告灯
イグニッションスイッチを ON にする
と、スイッチ 5  の表示灯により、開閉
部のロック状況を次のように把握でき
ます。
– 警告灯が点灯している場合は、ドア
とテールゲートがロックされていま
す。
– 表示灯が消えているとき、ドアは
ロック解除されています。
イグニッションがオフの場合にドアを
ロックすると、警告灯がしばらく点灯
してから消灯します。

カードのボタンを押して車
両のロック／ロック解除を
行うと、リモートロック機

能と「ハンズフリー」モードによ
るロック解除機能が無効化されま
す。
「ハンズフリー」機能を復旧する
には、車両を再発進させます。

カードを使わずにドアをロックす
る
電池が消耗したり、カードが一時的に
作動しなくなったなどの場合。
イグニッションスイッチを OFF に
し、ドア またはテールゲートを開けた

状態で、スイッチ 5  を 5 秒間以上長押
しします。
次にドアを閉めると、全ての開口部が
ロックされます。
注: カードが車両の乗員検出ゾーン内
にあるか、カード内蔵キーを使用する
場合には、車両の外からのみロックを
解除できます。

カードキーを車内に置い
たまま、決して車両から
離れないでください。

ドライバーの責務
ロックしたままの走行
は、緊急の場合に乗 員
の救出が困難になる恐れ 

があります。

車速感応式オートドアロック
作動原理

車両の始動後に速度が約 10 km/h にな
ると、ドアは自動的にロックされま
す。
ロックの解除：
– ドアロック／ロック解除スイッチ 1
を押す方法。
– 停止時に、社内からフロントドアを
開ける。
注: ドア開閉後も、車速が約 10 km/h 
以上になると、ドアは自動的に再ロッ
クされます。
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機能の起動／作動解除
有効化するには、車両を静止させてエ
ンジンを回転させ、ビープ音が聴こえ
るまで少なくとも 5 秒間はスイッチ 1
を押します。
無効化するには、車両を静止させてエ
ンジンを回転させ、ビープ音が 2 回聴
こえるまで少なくとも 5 秒間はスイッ
チ 1  を押します。
（車両によっては）この機能を、マル
チメディア画面 🡺 130 を通じて有効化
または無効化することもできます。

作動異常
作動不良が生じている（自動ロックで
きない、ドアやトランクのロックを試
してもスイッチの表示灯 1  が点灯しな
いなど）場合は、自動ロックが誤って
無効化されていないことと、すべての
開閉部が完全に閉まっていることを確
認してください。ドアがしかっりと閉
まっているのにオートドアロックが作
動しない場合は、ルノー指定サービス
工場にお問い合わせください。

ドライバーの責務
ロックしたままの走行
は、緊急の場合に乗 員
の救出が困難になる恐れ 

があります。

トランク
開閉

開く

ボタン1 を押してトランクドアを開け
ます。

リアサンルーフを閉める
車両によっては、まず内側のハンドル
を使用してトランクリッドを下ろしま
す。

ラゲッジルームドアを閉
じるために、ストラット
を使用することは絶対に
避けてください。

車内から手動で開けるとき

トランクのロックを解除できない場
合、ロックは内側から手動で解除でき
ます。
– リアシートの背もたれを倒すとトラ
ンクにアクセスできます。
– 図に示すように、マイナスドライ
バーなどのツールを緊急解放レバー 2
に差し込み、左にスライドさせます。
– テールゲートを押して開きます。
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テールゲート上へのルー
フキャリア（バイクラッ
ク、ラゲッジボックスな
ど）は禁じられていま

す。お使いの車両に運搬装置を取
り付けたい場合は、認定ディーラ
にご相談ください。
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作動

マルチメディアシステム 1  からプロ
ファイルを保存すると、乗車後に顔認
識を用いてドライバーのユーザー設定
を呼び出すことができます。

運転席ドアが閉まると、室内カメラ 2
が顔を検出し、保存したユーザープロ
ファイルにリンクされた顔画像と関連
付けるとすぐに、事前に記録された設
定がアクティブになります（携帯電
話、カレンダーなどへの接続）。
注意：リアビューカメラに汚れや泥、
雪などが付着して遮られていないか、
または覆われていないか点検してくだ
さい。

ユーザープロファイルの管理

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

ユーザープロファイルを作成するか、
顔画像を更新した後、ドアを閉めてか
らマルチメディアシステムが新しい情
報を考慮に入れるまで約 30 秒待って
ください。
注意： 複数のプロファイルに同じ顔を
登録することはできません。
顔認証システムを使用したーザープロ
ファイルの管理とプロファイルの保存
に関する詳細については、マルチメ
ディア取扱説明書をご覧ください。

システム作動時間の制限
次のような特定の条件により、システ
ムの動作が妨げられる場合がありま
す。
– 特定の種類のメガネを着用している
とき。
– カメラが部分的にでも遮られている
場合。
– ドライバーの顔の一部が隠されてい
る場合（髪の毛、サージカルマスク、
スカーフなどによって）。
– カメラが顔を適切に分析できない可
能性のある不適切な運転位置（座り心
が低すぎる、後ろに傾くなど）。
– 反射服を着ている場合。
– ...
この場合、認識中に顔画像がカメラ 2
で認識されなかった場合、システムは
最後に使用されたプロファイルを提案
します。
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フロントシートのヘッドレスト
ヘッドレストの取外し

ヘッドレストを上方へ引き上げて好み
の高さに調節します。確実にロックさ
れていることを確認してください。

ヘッドレストを下げる
ボタン 2  を押してヘッドレストをお好
みの高さまで誘導します。確実にロッ
クされていることを確認してくださ
い。

ヘッドレストの取り外し
ヘッドレストを最高位置まで上げます
（背もたれを後方へ倒します）。解放

するにはボタン 2  を押してヘッドレス
トを持ち上げます。

ヘッドレストの取り付け
ヘッドレスト 3  がきれいか点検しま
す。
ヘッドレストロッドを穴 1  に差し込み
ます（背もたれを後方へ倒します）。
ロックされるまでヘッドレストを差し
込み、ボタン 2  を押して希望の高さに
調整します。確実にロックされている
ことを確認してください。

ヘッドレストはセーフ
ティ 部品ですから必ず
装着し正 しい位置で使
用してくださ い。ヘッ

ドレストの高さはできるだけ頭の
てっぺんに 合わせるようにしてく
ださい。ご自身の頭とセクション 
A  の間の距離はできる限り小さく
してください。

フロントシート
マニュアル調節式フロントシート

前後方向の調節
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ロックを解除するにはハンドル 1  を持
ち上げます。選択した位置でハンドル
を放し、きちんとロックされたことを
確認します。

運転席の腰部の調節
ランバーパッドを調整するにはスイッ
チ 2  を前後に押します。

シートクッションの上下調節
レバー 3  を必要な回数だけ上げ下げし
ます。

背もたれを傾ける
ハンドル 4  を可能な限り持ち上げ、背
もたれを希望の位置まで傾けます。選
択した位置でハンドルを放し、きちん
とロックされたことを確認します。

背もたれが調節後に正し
くロックされることを確
認します。

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。
背もたれを後方に傾けす

ぎると、シートベルトの効果がな
くなるおそれがありますのでご注
意ください。
床の上（運転席の前）には 物を
置かないようにしてください。急
ブレーキが必要なときに、ペダル
の下に物が滑り込んで急ブレーキ
を踏む妨げになる危険がありま
す。

ヒーティングシート

車両によっては、イグニッションス
イッチを ON にした状態で、次の方法
により、マルチメディア画面 5  から
ヒーター付き座席のヒーターを有効化
できます。

– ヒータ作動が必要なシートの
記号を初めて押すと、暖房システムが
最高出力で作動します。警告灯に内蔵
されている 3 つのスイッチが点灯しま
す。
– 2回目に押すと、ヒーターシステム
が中程度の出力になります。2 つの一
体型警告灯が点灯します。
– 3回目に押すと、ヒーターシステム
が最小出力になります。1 つの一体型
警告灯が点灯します。
– 4回目に押すと、ヒーターがオフに
なります。
また、無駄なエネルギー消費を防ぐた
め、乗員がいないときは助手席のシー
トヒータを自動的に停止させることが
できます。
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「お気に入り」機能

車両によっては、ステアリングホイー
ルの制御装置 6  を押すことで、コント
ロールを押すことで、あらかじめ定義
し記憶させたユーザー設定に従って
ヒーター付き座席のヒーターを有効化
できます。
この機能のプログラムについては、マ
ルチメディアの指示を参照してくださ
い。

あなたのお車について知っておきましょう -  73



後席

    2
リアシートのヘッドレスト
使用時のポジション
ロックされるまで、ヘッドレストを完
全に持ち上げます。確実にロックされ
ていることを確認してください。

ヘッドレストの取り外し

ベンチシートを前方に傾け、ヘッドレ
ストを最も高い位置まで持ち上げ、ボ
タン1 を押してヘッドレストを取外し
ます。

ヘッドレストの取り付け
ベンチシートを前方に傾けて、ロッド
を穴に差し込み、ロックするまでヘッ

ドレストを押し込み、高い位置で使用
します。確実にロックされていること
を確認してください。

ヘッドレスト格納位置 2

ボタン1 を押し、ヘッドレストを完全
に下げます。

ヘッドレストを一番下まで下げた状態
は収納ポジションです。乗員が座って
いるときはこの位置で使わないでくだ 
さい。

ヘッドレストは安全装置
のひとつです。 必ず取り
付けて、適切な高さに調
節してください。
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リアシート: 機能
機能

背もたれの畳み方
フロントシートは十分に前に出してお 
いてください。
背もたれを折りたたむ前に、ヘッドレ
ストを最後まで下ろします。
リアシートを折りたたむ前に、該当
シートのシートベルトバックルを対応
するキャッチに固定します。
そうすることで、使用の際、背もたれ
がその位置に戻ったときに、シートベ
ルトがはさみ込まれることを防ぎま
す。
すべての場合で、シートベルトが正常
に作動することを確認してください。

ストラップ 1  を引き、背もたれ A  を
下げます。
注: 安全上の理由から、シートバック
A には固定システムが装備されていま
す。取扱い時に抵抗を感じる場合があ
ります。
背もたれを取付ける際には、取外しと 
逆の手順で行います。
背もたれをロックするまで持ち上げま
す。
シートバックとパーセルシェルフの間
にシートベルトが詰まらないように注
意してください。
シートベルトが正しく機能するか確認
します。

リアシートを操作する際
は、シートの固定を妨げ
る異物が挟まっていない
ことを確認してから行っ

てください（体の一部、ペットや
動物、小石、布、おもちゃな
ど）。

背もたれを元の位置に戻
す ときは、背もたれが
しっか りとロックされ
ていること を確かめて

ください。
シートカバーを使用する場合は、
背もたれのロックが妨げられない
ように気をつけてください。
シートベルトが正しい位置にある 
か確かめてください。
ヘッドレストを元の位置に戻しま
す。

小型の背もたれB  を折り
畳んだ 2 座席ベンチシー
ト構成の状態ではシート
ベルトを着用できない

（シートベルトバックルを使用で
きない）ため、センターシートは
使用できません。
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シートベルト
はじめに
安全のため走行時には必ずシートベル 
トを着用してください。また各国の安
全規格に従ってベルトの着用義務を果
たしてください。
エンジンを始動させる前にまずはドラ 
イビングポジションの調整を行い、次 
に最大限の安全を確保するべく全乗員 
のシートベルト位置を調整します。

ドライビングポジションの調節
– シートに深く腰掛けます（コートや
ジャケットなど脱ぐこと）。必ず、背
中が正しい位置になるようにお座りく
ださい。
– シートベルトとペダルの位置を調節 
します。ペダルを深く踏み込める位置
を確認し、それより後方にスライドし
ないようにしてください。背もたれ
は、ハンドルを握って肘を軽く曲げた
状態を保てる角度に調節します。
– ヘッドレストの位置を調節します。
安全効果を高めるため、ヘッドレスト
と頭部はできるだけ近づけてくださ
い；
– シートの高さを調節します。この調
節を行うことで、運転中の視界が良好
に確保できます。
– ステアリングポジションを調節しま
す。

リアシートベルトが正しく
作動するよう、リアベンチ
シート 🡺 75 が定位置に正

しくロック定されているか確認し
ます。

シートベルトの調節が正
しく行われていなかった
り捩れたりしていると、
事故などが起こった場合

に負傷を最小限に抑えられない危
険があります。
シートベルトは 1 人（大人でも子 
供でも）につき 1 つご使用くださ 
い。
妊娠中の方も必ずシートベルトを 
着用してください。この場合に
は、ラップベルトの余分な遊びを
なくし下腹部に圧力がかかり過ぎ
ないように注意します。

シートベルトの調節

どの座席のシートベルトについても調
整と位置決めを正しく行うには、次の
ように対応してください。
– シートを調整します（使用可能な場
合、シートの位置とシートバック角
度）。
– 背もたれに背中が密着するように深
く座ります
– 肩ベルト 1  を、首の付け根に限りな
く近く、首には触れない位置まで動か
し（必要であればシートベルトの高さ
も調整し）、肩ベルト 1  が肩に当たっ
ているか確認します。
– 腰ベルト 2  が腰骨に当たり、腿の上
に平らに配置されるようにします。
シートベルトはできるだけ体に密着す
るように着用する必要があります。
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ロック
ベルトをゆっくりと、勢いをつけずに
引き出し、バックル 3  をシートベルト
キャッチャー 5  内にロックします
（バックル 3  を引っ張ってロックを確
認します）。
ベルトが引っかかった場合は、いった 
んベルトを大きく戻し、再度引き出し 
てください。
シートベルトがまったく動かない場合
は、一定の力をかけ、無理な力はかけ
ぬよう 3 cm ほど引き出します。その
後は、少し巻き取ってから再度引き出
します。
不具合が直らない場合は、ルノー指定
サービス工場にお問い合わせくださ
い。

ロック解除方法
ボタン 4  を押すと、シートベルトは慣
性リールにより巻き取られます。手を
添えてください。

シートベルト非着用警告灯

 この警告灯は、運転席シートベ
ルト（助手席に乗員が存在する場合は
助手席シートベルトも）が着用されて
いない状態で車両のイグニッションス
イッチが ON にされると、センター
ディスプレイ A  上に表示されます。 

フロントシートベルト非着用警告
灯

ドア閉後に車両のイグニッションス
イッチを ON にすると、図 6  がインス
トルメントパネル上に約 60 秒間表示
されます。この図は、次のことが起こ
る旅に、各フロントシートベルトの着
用状態をドライバーに知らせます。
– 走行中に（車速がゼロ超の状態で）
ドアが開いた場合。
– フロントシートベルトが着用された
／外された。
図 6  の説明:
– 緑色記号: シートベルト着用状態で
す。
– 赤色記号: 座席使用者がおりシート
ベルト未着用の状態です。
– 灰色記号: 座席使用者がいない状態
です。
ドア閉後も運転席／助手席のシートベ
ルトが（乗員は存在するにもかかわら
ず）未着用の場合、車両のイグニッ

ションスイッチを ON にすると 
警告灯がセンターディスプレイ上に表
示されます。
車速が約 20 km/h未満の状況で、フロ
ントシートにシートベルト未着用の乗

員がいると、  警告灯がセンター
ディスプレイ上に表示されます。
図 6  も表示されます。これは、フロン
トシートベルトのいずれかが着用また
は未着用の状態になる度に約 60 秒間
表示されます。
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車速が約 20 km/hを超えている走行時
に、フロントシートベルトのいずれか
が非着用状態になると、次のようにな
ります。

– センターディスプレイで 警告
灯が点滅します。
と
– 警報音が約120秒間鳴ります。
と
– 図 6  が約 180 秒間表示され、該当
シートの記号も赤色表示されます。
フロントシートの乗員がシートベルト
を正しく着用しているかについては常
に確認してください。また、着用シー
トベルト数とフロントシートにいる乗
員の数は常に一致していなければなり
ません。
注: 助手席に荷物などが置かれている
と、警告灯が作動することがありま 
す。

リアシートベルト非着用警告灯
ドア閉後に車両のイグニッションス
イッチを ON にすると、図 6  がインス
トルメントパネル上に約 60 秒間表示
されます。これにより、各リアシート
ベルトの固定状態が毎回ドライバーに
通知されます。
– 走行中に（車速がゼロ超の状態で）
ドアが開いた場合。

– フロントシートベルトが着用された
／外された。
図 6  の説明:
– 緑色記号: シートベルト着用状態で
す。
– 赤色記号: 座席使用者がおりシート
ベルト未着用の状態です。
– 灰色マーカー: 空席（車両によりま
す）。
車両によっては、ドアが閉まり、イグ
ニッションスイッチが ON になっても
リアシートにシートベルト非着用の乗

員が存在する場合、  警告灯もセ
ンターディスプレイ上で点灯します。
車速が約 20 km/h 未満でリアシートベ

ルト未着用だと、  警告灯がセン
ターディスプレイ上で点灯します。
画像 6  も表示されます。これは、リア
シートベルトのいずれかが着用または
未着用の状態になる度に約60秒間表示
されます。
約 20 km/h 以上の車速で走行中にリア
シートベルトのいずれかが着脱される
と、次のようになります。

– センターディスプレイで 警告
灯が点滅します。
と

– ビープ音が約 30 秒から 120 秒（長
さはモデルにより異なります）にわ
たって鳴ります。
と
– 図 6  が約 60 秒以上（車両によって
は約 180 秒間）表示され、該当シート
の記号が赤色表示されます。
後部座席のシートベルトが正しく締め
られ、また示されているシートベルト
の数とリアシートに座っている乗員の
数が一致する必要があります。
注: いずれかのリアシートに荷物など
があると、警告灯が作動することがあ
ります。

リアシートベルト
リアサイドシートベルト 7
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シートベルトの装着、取外し、調節 
は、フロントシートベルトと同様に行 
います。

リアシートを操作した場
合 は、その都度シート
ベルト の位置と正しく
機能するか を確認しま

す。

リアセンターシートベルト 8

シートベルト 8  をゆっくり引き出しま
す。
スライドバックル 9  をセンターシート
ベルト 10 のバックルにカチッとはめ
込みます。
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警告
フロント／リアシートベルトに関する注意事項

– 初めから車両に取り付けられている拘束システム部品（シートベルト、座席、固定具）は絶対に改造しないで
ください。特別な場合には（たとえば、チャイルドシートの取り付けなど）、指定サービス工場にご相談くださ
い。

– シートベルトをたるませるためにキャッチの中にピンやクリップなどを突っ込んだり取り付けないでください。緩すぎ
るシートベルトは万一の事故の際に大変危険です。
– 絶対に胸部ベルトを腕の下や背中に回さないでください。
– 同じシートベルトを複数の人間で使わないでください。乳幼児やお子様を膝の上に乗せてシートベルトを装着しないで
ください。
– シートベルトを着用するときは、ねじれのないように注意してください。
– 車両が事故にあった後は、シートベルトの交換が必要かどうかを指定サービス工場で必ず確認してください。また、明
ら かに損傷がある場合はシートベルトを交換してください。
– リアベンチシートを元通りにするときは、シートベルトとバックルを挟み込まないように注意して、正しい位置にもど
してください。
– シートベルトのタングプレートは対応するバックルに差し込んでください。
– シートベルトのロック部分に異物が挟まっていないか確認してください。ベルトの機能を妨げる可能性があります。
– 固定ブロックが適切な位置にあることを確認してください。（人や物によって隠れたり、つぶされたり、押さえられた
りしてはいけません。）
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フロントシートベルト補助拘束
装置
はじめに
この装置は次のもので構成されていま
す。
– シートベルトリトラクタプリテン
ショナー、
– 腹部シートベルトプリテンショ
ナー。
– 胸部フォースリミッター、
– airbags 運転席および助手席フロン
ト｡
これらのシステムは正面から衝撃が 
あった際に、独立または連動して作動 
します。
衝撃の強さに応じて、システムは次の
ように作動します。
– シートベルトをロックする。
– 慣性リールシートベルトプリテン
ショナーを作動させ、シートベルトの
たるみをなくす。
– 腹部シートベルトプリテンショナー
を作動させ、乗員を座席に固定する。
– フロントairbag｡

シートベルトプリテンショナー

プリテンショナーには、シートベルト
を体に密着させることで乗員をシート
に固定し、シートベルトの効果を高め
る 働きがあります。
この装置はイグニッションスイッチが 
ON のときのみ作動します。車両前面 
から衝撃を受けると、その衝撃の大き 
さに応じて、システムが作動します：
– シートベルトを瞬間的に巻き込む慣
性リールシートベルトプリテンショ
ナー 1 。
– フロントシートに装備されている慣
性リール腹部シートベルトプリテン
ショナー 2 。

– 万一車両が事故にあっ
た場 合は、指定サービ
ス工場で 全拘束装置の

点検を受けて ください。
– プリテンショナ、airbags、電
子部品、配線には絶対に触れない
でください。また、それらの部品
を他の車両（たとえ同じモデルで
あっても）に付け替えたりは絶対
にしないでください。
– 突然作動してケガをする恐れが
ありますので、airbags の修理点
検は必ず正規サービス工場で行っ
てください。
– プリテンショナーの起動装置の
電 気系統に関する点検修理は、
特別 にトレーニングを受け、専
用の機 器を用意している指定
サービス工 場にお任せくださ
い。
– 車両を廃棄処分にする場合、プ
リテンショナーおよびairbagsガ
ス発生器を処理する必要がありま
す。指定サービス工場にご相談く
ださい。

ベルトフォースリミッター
ベルトフォースリミッターは、衝撃が 
一定以上加わると、限度内においてベ 
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ルトを伸ばし、体に加わる衝撃を緩和 
します。

運転席および助手席フロントエア
バッグ。
運転席と助手席の正面に設置されてい 
ます。
フロントウィンドウの下部にある記号
は、この装置が存在するかどうかを示
しています（車両によって異なりま
す）。
airbag システムは次のコンポーネント
で構成されています：
– airbagおよび膨張用ガス発生器：運
転席側はステアリングパッド中央部、
助手席側はグローブボックス上部に組
み込まれています。
– ガスジェネレーターの電動イグナイ
ター制御システムを制御する電子制御
ユニット
– リモートセンサー。
– 次の場合にルーフコンソール 3  上に
表示される制御警告灯。

– 点灯、助手席airbag作動。

– 点灯、助手席airbag無効。

airbag システムはパイ
ロテクニックの原理で作
動します。そのため起動
すると熱を持ち、小さな

ノッキング音が起こります（火災
ではありません）。airbag は瞬
時に膨張しますので、その勢いで
ケガを負ったり皮膚に傷を負うこ
とがあります。

作動
このシステムは、イグニッションス
イッチ が ON のときのみ作動します。
正面から激しい衝撃を受けるとは瞬時
に膨張しairbags、ドライバーや助手
席の乗員の頭部や胸部がステアリング
やダッシュボードにぶつかるときの衝
撃を緩和します。また、膨張したエア
バッグは衝撃後にすぐに収縮するた
め、車両から脱出する際の妨げになり
ません。

作動異常

エンジンの起動時に、この警告
灯がセンターディスプレイに点灯して
約65秒後に消灯します。
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イグニッションスイッチを ON にして 
も点灯しない、または点灯し続ける場
合は、エアバッグシステムに何らかの 
異常があります。
できるだけ早くルノー正規サービス工
場で点検をお受けください。
点検整備が遅れると、万一の事故の際
に十分な乗員保護効果が得られない恐
れがあります。

プリテンショナまたは airbags は、次
の場合に作動します。
25 km/h 以上の衝撃速度での硬質表面
（変形していない）に対する正面衝
突。

自車両の同等以上のカテゴリーに属す
る他車両と正面衝突した場合に、衝突
面積が 40% 以上で、両車両の速度が 
40 km/h を超えている場合。

同等またはそれ以上のカテゴリーの他
の車両との側面衝突時に、衝突速度が 
50 km/h を超える。
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プリテンショナまたは airbags は、次
の場合に作動することがあります。
– （舗装縁石に乗り上げたなどによ
り）車両底部に衝撃が及んだ場合。
– 穴
– 車両が落下または硬着陸した場合。
– 石
– ...

次の場合、プリテンショナまたは 
airbags は作動しないことがありま
す。
– 車両後方からの激しい衝突の場合。
– 車両の転倒

– 車両の前方または後方で側面から衝
突された場合。
– ローリーのテール下で前方から衝撃
を受けた場合。
– 鋭い角度の障害物に対する前部衝突
– ...
airbag の作動が妨げられぬように
し、作動時の衝撃による負傷を防止す
るため、次の注意事項は必ず守ってく
ださい。
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警告

ドライバーのairbag
– ステアリングホイールやボスを絶対に改造しないでください。
– どんな状況においてもステアリングホイールボスに物を被せないでください。

– ステアリングホイールボスには異物（ステッカー、ロゴマーク、時計、スマホホルダーなど）を着けないでください。
– ステアリングホイールを絶対に取り外さないでください（指定サービス工場の技術者以外は絶対に行わないでくださ
い）。
– ステアリングには近づき過ぎないようにし、腕を少し曲げた状態になるよう運転席を調整します（詳しくは「運転位置
調整」をご覧ください🡺 76）。こうすることで、エアバッグが展開するのに十分な空間 が確保され、エアバッグの効果が
正しく発揮されます。
乗員airbag
– ダッシュボードのairbag収納部分にステッカーやエンブレムを貼ったり、時計、電話台などのアクセサリーを取り付け
たりしないでください。
– ダッシュボードと乗員の間には何も（ペット、傘、杖、缶、箱など）置かないでください。
– ダッシュボードの上またはシートの上に足を置かないでください。不安定な姿勢をとっていると、万一の事故の際、大
ケガをするおそれがあります。ま た、乗車中はダッシュボードから頭や膝、腕などをできるだけ離してくださ い。
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リアシートベルト補助拘束装置
はじめに
この装置は次のもので構成されていま
す。
– シートベルトリトラクタプリテン
ショナー
– 胸部フォースリミッター
これらのシステムは正面から衝撃が 
あった際に、独立または連動して作動 
します。
衝撃の強さに応じて、システムは次の
ように作動します。
– シートベルトをロックする。
– シートベルトリトラクタプリテン
ショナー（作動するとシートベルトの 
たるみがなくなります）。

ベルトフォースリミッター
ベルトフォースリミッターは、衝撃が 
一定以上加わると、限度内においてベ 
ルトを伸ばし、体に加わる衝撃を緩和 
します。

リアシートベルトプリテンショ
ナー

プリテンショナーには、シートベルト
を体に密着させることで乗員をシート
に固定し、シートベルトの効果を高め
る 働きがあります。
イグニッションスイッチが ON の状態
で前方から強い衝撃を受けると、衝撃
の強さに応じて、システムは、慣性
リールシートベルトプリテンショナー 
1  を作動させ、即座にシートベルトを
巻き込みます。

– 万一車両が事故にあっ
た場 合は、指定サービ
ス工場で 全拘束装置の

点検を受けて ください。
– プリテンショナ、airbags、電
子部品、配線には絶対に触れない
でください。また、それらの部品
を他の車両（たとえ同じモデルで
あっても）に付け替えたりは絶対
にしないでください。
– 突然作動してケガをする恐れが
ありますので、airbags の修理点
検は必ず正規サービス工場で行っ
てください。
– プリテンショナーの起動装置の
電 気系統に関する点検修理は、
特別 にトレーニングを受け、専
用の機 器を用意している指定
サービス工 場にお任せくださ
い。
– 車両を廃棄処分にする場合、プ
リテンショナーおよびairbagsガ
ス発生器を処理する必要がありま
す。指定サービス工場にご相談く
ださい。

86 -  あなたのお車について知っておきましょう



補助の安全装置

2   

サイドプロテクションシステム
サイドエアバッグ
サイド airbag は運転席および助手席
用にひとつずつ装着されており、側面
から強い衝撃があった場合にシート側
面（ドア側）からエアバッグが展開し
て乗員を保護します。

カーテンエアバッグ
前後席の両ドアサイド頭上からカーテ
ンを閉めるように展開する airbag 
で、側面から強い衝撃があった場合に
乗員を保護します。
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警告

サイドエアバッグに関する警告airbag
– アクセサリーや物やペットなどを、背もたれ、ドア、インテリアトリムの間 に置かないでください。また 背も
たれには衣類などを掛けないでください。airbag の効果的な作動を妨げ、乗員を負傷させるおそれがあり ます。

– シートや内装品の手入れや改造は、正規整備工場の有資格作業員に限り実施できます。
– airbags フロントシートバック（ドア側とセンターコンソール側）のスリットを通して展開する: これらのスリットにオ
ブジェクトを挿入しないでください。
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警告
airbag の作動が妨げられぬようにし、作動時の衝撃による負傷を防止するため、次の注意事項は必ず守ってください。

airbagはシートベルトの機能を補完するためのものです。airbagとシートベルトは同じ乗員保護システムにおい
て、不可欠な構成部品です。従って、シートベルトは必ず常時着用してください。シートベルトを着用しない
と、事故の際に乗員が重傷を負う恐れがあります。また、シートベルトを着用しない場合には、膨張したairbag
で皮膚に負傷するリスクが高まります。

転倒や後面衝突の際は、激しくても必ずプリテンショナーや airbags が作動するわけではありません。歩道への乗りあ
げ、車道の穴、石などによる車両の 下からの衝撃によってエアバッグが展開してしまうことがあります。
– 完全な airbagシステム（airbags、プリテンショナー、ECU、ワイヤーハーネスなど）の作業と変更は、（資格のある
ネットワーク担当者を除く）厳しく禁止されています。
– システムを正常な状態に保ち誤作動を避けるためにも、指定サービス工場の技術者以外は airbag システム内部に手を触
れないでください。
– 安全のため、万一事故や盗難にあった場合には、airbag システムの点検をお受けください。
– 車両を販売または貸出する際には、この車両ユーザーマニュアルを引き渡す際に、これらの条件を新しい購入者に知ら
せてください。
– 車両を廃棄処分にする場合、エアバッグやプリテンショナーの起動装置に内蔵されたガス発生器を処理する必要があり
ます。指定サービス工場にご相談ください。
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「概要」の項を参照してくださ
い
お子様を乗車させるとき
各国の法規を確実に遵守してくださ
い。
走行中は（たとえ短距離走行でも）、 
子供も、大人と同様に正しく着座し、 
身体を固定する必要があります。お子 
様を乗車させるときは、お子様の安全 
が確保されるように気をつけてくださ 
い。
子供は大人の小型版ではありません。
子供の筋肉や骨は成長期にあるため、 
特殊なケガをする危険にさらされてい 
ます。お子様を乗車させるときは、シ 
ートベルトだけでは十分ではありませ 
ん。適切なチャイルドシートを正しく 
ご使用ください。

ドアが開かないようにす
るには、「チャイルド
ロック」機能を使用しま
す🡺 63。

通常車速 50 km/h で衝
突した場合、乗員は 10 
m の高さから落ちたと
き と同じくらいの衝撃

を受けます。
したがって、子供をチャイルドシ 
ートに着座させないで走行するこ
とは、地上 4 階の手摺のないベラ
ン ダでお子様を遊ばせているよ
うなものなのです 。
絶対にお子様を抱いて乗車しない
でください。
事故の場合、たとえお客様がシ 
ートベルトを締めていてもお子様
を保護することはできません。
走行中にお車が事故に巻き込まれ
た場合は、チャイルドシートを交
換し、シートベルトと ISOFIX ア
ンカーの点検を受けてください。

駐車または停車時のドラ
イバーの責任　　　
お子様、ひとりで動けな
い成人、ペットを車内に

残して、たとえ短い時間でも絶対
にお車から離れないでください。
彼らがエンジンを始動したり、パ
ワーウインドウやドアロックなど
の装置を作動させると大変危険で
す。
その上、暑く晴れた日には、車内
の温度は急に上昇します。
死亡または重傷のおそれがありま
す。

チャイルドシートの使い方
チャイルドシートが提供する保護レベ 
ルはチャイルドシートがお子様を支え 
る容量と取付け方によって異なりま 
す。取付け方が悪いと、急ブレーキを 
かけたときや衝突時にお子様を保護す 
ることができません。
チャイルドシートを購入する前に、国 
の法規に適合していること、またお車 
に取付けられることを確認してくださ 
い。お車に合ったチャイルドシートを 
お探しの場合は、ルノー指定サービス 
工場にお問い合わせください。
お子様の移動に関する規則は、各国に
固有です。移動中のチャイルドシート
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の使用は、お子様の年数および / また
はサイズおよび / または体重によって
異なります。
チャイルドシートで移動する必要のな
いお子さまの場合、シートベルトが正
しく調整され、締められていることを
確認してください。
あらゆるケースで、各国の安全規格に
従ってベルトの着用義務を果たしてく
ださい。
チャイルドシートは、取扱説明書を読
み、その内容に従って取り付けてくだ
さい。取付け中に問題が発生した場合
は、機器のメーカーまでお問い合わせ
ください。取扱 説明書はチャイルド
シートと一緒に保 管してください。

シートベルトを締めるとこ
ろをお 子様に見せて、お子
様に次のこと を教えてくだ

さい：
– 正しく取り付けること。
– 必ず、車道とは反対の歩道側か
ら乗降すること。
中古のチャイルドシートや取扱説 
明書がない場合には使用しないで 
ください。
チャイルドシートの中や近くに取 
付けの邪魔になるものがないか気 
をつけてください。

お子様を乗車させるとき 
は、絶対にお子様から目
を 離さないでくださ
い。

お子様の身体が常にしっか り固
定されていること、またハー ネス
やベルトが正しく調整されて い
ることを確認してください。 衣 
服が厚すぎるとベルトがたるんで 
しまいます。ベルトが緩む恐れの
ある厚手の衣服の着用はお控えく
ださい🡺 76。
お子様が窓から頭や手を出さない 
ように気をつけてください。
走行中は、お子さまがチャイルド 
シートに正しく着座していること 
を常にご確認ください（とくにお 
子さまが眠っているとき）。

チャイルドシートの選択
後ろ向きに取り付けるチャイルド 
シート

乳児の頭は大人に比べ身体の割りに重 
く、首は衝撃に大変弱いので気をつけ 
てください。お子様を乗車させるとき 
は、できるだけ長い期間（少なくとも 
2 歳まで）チャイルドシートを後ろ向 
きに取り付けてください。この向きだ
と頭部と首が保護されます。
より良い側面保護のため、包み込むタ
イプのシートをお選びください。ま
た、お子様の頭がシートからはみ出さ
ないうちに交換してください。

あなたのお車について知っておきましょう -  91



子供を乗車させるとき

    2

前向きに取り付けるチャイルド
シート

体重18 kgまたは4歳までは、お子様を
前向きに座らせて走行することができ
ます。お子様のサイズに合わせてシー
トを選択してください。お子様の頭部
と腹部は一番保護しなければならない
部分です。前向きに取り付けるチャイ
ルドシートを車両にしっかり固定すれ
ば、頭に衝撃が加えられる危険性が減
ります。お子様を乗車させるときは、
身長が使用可能な範囲内である限り、
ハーネス付きの前向きに取付けるチャ
イルドシートに座らせてください。
側部の保護を確実にするため、包み込 
むタイプのチャイルドシートをお選び 
ください。

ブースタークッション

体重が 15 kg（または 4 歳）になった 
ら、シートベルトを身体に合わせるこ 
とのできるブースタークッションが使 
用できます。シートベルトがお子様の 
腹部ではなく腿の上にくるようにする 
ガイド付きのブースタークッションを 
使用してください。高さ調整可能でガ
イド付きのシートバックを使用し、
シートベルトが肩の中央に位置決めさ
れるようにしてください。シートベル
トは絶対に首や腕 にかからないように
してください。
側部の保護を確実にするため、包み込 
むタイプのチャイルドシートをお選び 
ください。

メーカー推奨のお子様拘束
方法一覧

チャイルドシートの取付け方法
の選択
チャイルドシートの取付け方法には、
シートベルトを使う方法と、ISOFIX シ
ステムを使う方法の 2 種類がありま
す。

シートベルトによる取付け
シートベルトは、急ブレーキをかけた 
ときや衝突時に正常に作動するよう 
に、正しく調整してください。
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チャイルドシートのメーカーによって 
指示されたベルトの通し方を守ってく 
ださい。
チャイルドシートを押しながら、まず 
シートベルトの上部を引き、次にシー 
トベルトをできるだけぴんと張ってシ 
ートベルトがしっかり締まっているこ 
とを必ず確認してください。
チャイルドシートを前後左右に動かし 
て正しく取付けられているか確認しま 
す：チャイルドシートはしっかり固定 
されていなければなりません。
チャイルドシートが斜めに 取り付けら
れていないか、またウインドウに当
たっていないか確認してください。

チャイルドシート拘束用
シートベルトが緩む危険
がある場合はチャイルド
シートを使用せず、設置

する場合には、シートクッション
がシートベルトのバックル／スト
ライカーの妨げとならない位置に
設置してください。

シートベルトは絶対に緩
め たりねじったりしな
いでく ださい。
シートベルトは絶 対に

腕の下や背中の後ろを 通さない
でください。
シートベルトが鋭角部によって損 
傷していないか確認してくださ 
い。
シートベルトが正常に機能しない 
と、お子様を保護することができ 
ません。
メーカーにお 問い合わせくださ
い。
シートベルトを修理する まで
は、この座席は使用しないで く
ださい。

ISOFIX システムによる取付け
現行の規制に準ずる認定チャイルド
シート ISOFIX には次の 4 種類があり
ます。
– ユニバーサル ISOFIX 3 点式 （前向
き）；
– セミユニバーサル ISOFIX 2 点式；
– 車両限定型チャイルドシート。
– i-Size の構成：

– シートの 3 つ目のリングに取り付
けられているベルト

– または車両のフロアにあるス
テー、認可されているシート i-
Size、衝突の際にチャイルドシート
が動くことを防ぐ役割。

後者の 3 種類の場合は、適合する車両
のリストを参照して、お手持ちのチャ
イルドシートがお車に取付けられるか
確認してください。

初めから車両に取り付け
られている拘束装置
（シートベルト、
ISOFIX、座席、固定具な

ど）の構成部品を改造するのは絶
対にお止めください。

ISOFIX ロックが装備されている場合に
は、チャイルドシートをそれで固定し
てください。ISOFIX システムは簡 
単、迅速で確実な取付けを保証しま 
す。
ISOFIX システムは 2 個のリング（3 個
の場合もあります）から構成されま
す。
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ISOFIX アンカーは 
ISOFIX システム付き
チャイルドシート専用で
す。

絶対に他のチャイルドシートや
シートベルトなどをこのアンカー
に取り付けないでください。
アンカーポイントに邪魔なものが
ないか確認してください。
走行中にお車が事故に巻き込まれ
た場合は、ISOFIX アンカーの点
検を受け、チ ャイルドシートを
交換してください。

他の車両用に購入した 
ISOFIX 対応チャイルド
シ ートを使用する場合
は、事 前にお車への取

付けが許可 されているか確認し
てください。ISOFIX 対応チャイ
ルドシートの取 付けが可能な車
両のリストについ ては、チャイ
ルドシートのメーカ ーにお問い
合わせください。

2 個のリング 1  は、シートの背もたれ

とクッションの間にあり、  マーク
で識別できます。

3 つ目のリング 4  は、一部チャイルド
シートのアッパストラップ 2  固定に使
用します。
後席
上部のストラップ 2  は、背もたれとリ
アパーセルシェルフ間に通してくださ
い。これを行うには、リアパーセル
シェルフを取り外します🡺 68。

フック 3  を、  記号のあるリング 
4  のいずれかに取り付けます。
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フロントシート助手席

フック 3  を、  記号のあるリング 
4  の上にあるアッパストラップ 2  に取
り付けます。
全シート
チャイルドシートの背面が車両の背も
たれに密着するよう、アッパストラッ
プ 2  引きます。

ISOFIX アンカーは 
ISOFIX システム付き
チャイルドシート専用で
す。絶対に他のチャイル

ドシートやシートベルトなどをこ
のアンカーに取り付けないでくだ
さい。
アンカーポイントに邪魔なものが
ないか確認してください。
走行中にお車が事故に巻き込まれ
た場合は、ISOFIX アンカーの点
検を受け、チ ャイルドシートを
交換してください。

前向きに取り付けるチャ
イルドシートの背もたれ
が車両のシートの背もた
れに当たっていることを

確認してください。この場合チャ
イルドシートは必ずしも車両の
シートクッションの上に置かれて
いるわけではありません。

チャイルドシートのベル
トは、対応するリングに
取り付ける必要がありま
す。
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チャイルドシートの取り付け、
一般情報
一部の座席にはチャイルドシートを取
り付けることができません。
チャイルドシートの取付け方法は、図
🡺 100🡺 106でご確認ください。

お好みのチャイルドシー
トを後部座席に取り付け
てください。
チャイルドシートやお子

様の足が、フロントシートの正し
いロックを妨げていないかご確認
ください🡺 71。
チャイルドシートがしっかり車両
に取り付けられており、外れるお
それがないことを確認してくださ
い。
ヘッドレストを取り外す必要があ
る場合は、正しい位置に収納され
ていることを確認してください。
そうでないと急ブレーキをかけた
ときや衝突時に飛び出すおそれが
あり危険です。
チャイルドシートは、使用しない
ときでも必ず車両に取り付けてく
ださい。固定されていないと、急
ブレーキをかけたときや衝突時に
飛び出すおそれがあり危険です。

言及されたタイプのチャイルドシート 
はお求めになれません。他のチャイル
ドシートを使用する場合は、お車に取
り付けられるかどうか事前にメーカー
に問い合わせてください。

フロント
子供を助手席に座らせる場合の規定 
は、国によって異なります。関連法を
確認し、図にある説明に従ってくださ
い。
チャイルドシートを 助手席に取付ける
前に（認可されてい る場合）：
– シートベルトを一番下まで下げま
す。
– シートを一番後ろまで引きます。
– 背もたれを垂直位置から少し（約 
25°）傾けます。
– シートクッションの高さを一番高く 
します（高さ調整機能装備車の場 
合）。
シートのヘッドレストは、チャイルド
シートに干渉しないよう、常に一番上
まで持ち上げます🡺 71。
チャイルドシートを取り付けた後、可
能であれば、必要に応じて、車両の
シートを前に出すことができます（後
部座席の乗員や他のチャイルドシート
に十分なスペースを与えるために）。
後ろ向きのチャイルドシートについて
は、ダッシュボードに接触したりシー
トを最も前に出した位置にしないで下
さい。
チャイルドシートを取り付けた後で、 
上記の調整を変更しないでください。
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死亡または重傷の危険あ
り: 後ろ向きチャイルド
シートは、必ず、airbag
が無効化🡺 111されてい

るか確認してから助手席に取り付
けてください。

左右の後部座席に取り付ける場合
ベービーシートは車両に対して横向き 
に少なくとも 2 席を使用して置きま 
す。お子様の頭が車両中央側に向くよ
うに装着します。
後ろ向きチャイルドシートは、フロン
トシートをできるだけ前に動かしてか
ら取り付け、チャイルドシートを取り
付けたら、チャイルドシートには触れ
ないようフロントシートをできるだけ
後ろに動かします。
前向きのチャイルドシートの安全性:
– お子様の座席は可能な限り後ろまで
移動してください。
– お子様をシートの正面に移動させ
て、背もたれを前方に移動してシート
とお子様の足が接触しないように配置
します。

チャイルドシートやお子
様の足が、フロントシー
トの正しいロックを妨げ
ていないかご確認くださ

い🡺 71。

どのような場合でも、チャイルドシー
ト設置先後部座席のヘッドレストは取
り外してください🡺 74。必要に応じ
て、リアシートを最大限後方に引きま
す。これはチャイルドシートを取り付
ける前に行う必要があります。チャイ
ルドシートが車両リアシートの背もた
れに押し当てられているか確認しま
す。

ブースタシートの取り付
け（グループ2またはグ
ループ3）
シートベルト 🡺 76 が正

しく作動する（巻き取られる）か
ご確認ください。
次のようになるようシートベルト
を調整します:
– 肩部ベルトの位置は、お子様の
肩付近の、首には触れない位置に
してください。
– 腰ベルトが腰骨に当たり、腿の
上に平らに配置されるようにしま
す。
必要に応じてシートベルトの位置
を調整してください。

お好みのチャイルドシー
トを後部座席に取り付け
てください。
左側後部座席にチャイル

ドシート ISOFIX を取り付けるに
は、センターシートベルトを緩め
てからロックします。
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リアセンターシート
シートベルトがチャイルドシートの取
り付けに対応しているか確認します。
メーカーにお 問い合わせください。

フロアサポート付きの
チャイルドシートは、後
部中央座席には設置しな
いでください。

死亡または重傷のおそれ。
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シートベルトによる取付け
取付け図
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死亡または重傷の危険あり: 後ろ向きチャイルドシートは、必ず、airbagが無効化🡺 111されているか確認してか
ら助手席に取り付けてください。

 乗員が着座する前またはチャイルドシートを取り付ける前にairbagの状態を確認してください。 

 チャイルドシートの取り付けが禁止されている座席。
チャイルドシートをシートベルトで取付け る場合

 「汎用」認定チャイルドシートをシートベルトで取り付けることができる機能を備えた座席。

 「B2」認定取得チャイルドシートをシートベルトで取り付けられる座席。

お車に適合しない子供用セーフティーシステムを使用した場合には、 お子様（または赤ちゃん）を正しく保護す
ることができません。このような場合には、死傷や重傷を負う危険があります。

お子様の身体が常にしっか り固定されていること、またハー ネスやベルトが正しく調整されて いることを確認
してください。 衣 服が厚すぎるとベルトがたるんで しまいます。
必要に応じて、シートの位置を調整します。
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大型の背もたれを折り畳んで他のシート上に配置した状態で、隣接する、チャイルドシート装着可能シートに
チャイルドシートを装着することは禁じられています🡺 74。
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取付け情報表

下表は、現行の規制に従うために必要な、図上の情報をまとめたものです。

チャイルドシートのタイプ 子供の体重
フロントシート助手席

リアシート 両サ
イド リアシート 中央airbag が無効化

されている状態
airbag が有効化
されている状態

横置きの乳児用シート
グループ 0 < 10 kg 未満 X X U (2) X

後ろ向きの乳児用シート
グループ 0 または0 +

< 10 kg まで、お
よび < 13 kgまで U (1) (5) X U (3) X

ベビーシート／後ろ向きチャ
イルドシート

グループ 0 + および 1
13 kg 未満および 

9～ 18 kg U (1) (5) X U (3) X

前向き取付けチャイルドシ ー
ト

グループ 1
9 ～ 18 kg X U (5) U (4) X

シートリフター
グループ 2 および 3

15 ～ 25 kg およ
び 22 ～ 36 kg X U / B2 (5) U / B2 (4) X

（1）死亡または重傷の危険あり: 後ろ向きチャイルドシートは、必ず、airbagが無効化🡺 111されているか確認
してから助手席に取り付けてください。

X = このタイプのチャイルドシートを取り付けるのに適さないシート。
U = 「汎用」認定チャイルドシートをシートベルトで取り付けられる座席。取り付けが可能かご確認ください。
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B2 = グループ2のブースターシート（15 kg～25 kg）。
(2) キャリコットは、少なくとも 2 席を使用し、車両に対して横向きにすることで取り付けることができます。お子様の頭が車
両中央側に向くように装着します。
(3) 必要であれば、車両のシートを最後部に配置します。後ろ向きチャイルドシートは、フロントシートをできるだけ前に動か
してから取り付け、チャイルドシートを取り付けたら、チャイルドシートには触れないようフロントシートをできるだけ後ろ
に動かします。
(4) どのような場合でも、チャイルドシートを設置するリアシートのヘッドレストは取り外してください。これはチャイルド
シートを取り付ける前に行う必要があります。お子様をシートの正面に移動させて、背もたれを前方に移動してシートとお子
様の足が接触しないようにします。
(5)車両のシートを後ろいっぱいに下げて座面を最高位置にし、背もたれを若干倒します（25°程度）。

104 -  あなたのお車について知っておきましょう



2   

あなたのお車について知っておきましょう -  105



チャイルドシート

    2
ISOFIX システムによる取付け
取付け図
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助手席では、シートベルト警告信号がトリガーされないように、フロアサポート付きチャイルドシートの使用をお
勧めします。

お車に適合しない子供用セーフティーシステムを使用した場合には、 お子様（または赤ちゃん）を正しく保護す
ることができません。このような場合には、死傷や重傷を負う危険があります。

左リアサイドシートにシートISOFIX を取り付けると、中央シートの使用ができなくなります。センターベルトに
は、アクセスまたは使用できなくなります。

死亡または重傷の危険あり: 後ろ向きチャイルドシートは、必ず、airbagが無効化🡺 111されているか確認してか
ら助手席に取り付けてください。

 このタイプのチャイルドシートを取付けることが禁止されている座席。
固定具を用いて取り付けるタイプのチャイルドシートISOFIX

 ISOFIX または i-Size チャイルドシートを取り付けることができる機能を備えた座席。 

フロントおよびリアシートは、「汎用」前向きチャイルドシート ISOFIX を取り付け可能なアンカーを備えています。アン
カーポイントは、前部座席の乗客の背もたれおよび後部座席の座席の背もたれに配置されます。
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お子様の身体が常にしっか り固定されていること、またハー ネスやベルトが正しく調整されて いることを確認
してください。 衣 服が厚すぎるとベルトがたるんで しまいます。
必要に応じて、シートの位置を調整します。

大型の背もたれを折り畳んで他のシート上に配置した状態で、隣接する、チャイルドシート装着可能シートに
チャイルドシートを装着することは禁じられています🡺 74。

お好みのチャイルドシートを後部座席に取り付けてください。
この場所にシート ISOFIX を取り付けるには、ボルトを締める前に、シートベルトを手で外してください。
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取付け情報表

下表は、現行の規制に従うために必要な、図上の情報をまとめたものです。

チャイルドシートのタイ
プ 子供の体重 シートのサイ

ズ[固定具]

フロントシート助手席
リアシート 両

サイド
リアシート 中

央
airbag が無効
化されている

状態

airbag が有効
化されている

状態

横置きの乳児用シート
グループ 0 < 10 kg 未満 L1 [F]

L2 [G] X X X X

後ろ向きの乳児用シート
グループ 0 または0 + < 13 kg R1 [E] IL (1) (2) X IL (3) X

後ろ向きのチャイルド
シー ト

グループ 0 + および 1
13 kg 未満お

よび 9～ 18 kg
R3 [C] X

X IL (3) X
R2 [D] IL (1) (2)

前向き取付けチャイルド
シ ート

グループ 1
9 ～ 18 kg

F3 [A]
F2 [B]

F2X [B1]
X IUF-IL

(2)
IUF-IL

(4) X

シートリフター
グループ 2 および 3

15 ～ 25 kg お
よび 22 ～ 36 

kg
B2 X IUF-IL (5) IUF-IL

(4) X

シートi-Size

後ろ向きのチャイルドシー ト i - U (1) (2) X i - U (3) X

前向き取付けチャイルドシ ー
ト X i - UF (2) i - U (4) X

シートリフター X i - UF (5) i - U (4) X

X = チャイルドシートの取付けに適さない座席。
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IL = 「準汎用または車両限定型」チャイルドシートを ISOFIX システムを用いて取り付けることが認められている座席。この座
席の装備車両においては、取り付けが可能かご確認ください。
i-U = 「汎用」前向きおよび後ろ向き i-Size 拘束装置に適しています。
i-UF =「汎用」前向き拘束装置i-Sizeにのみ適しています。

（1）死亡または重傷の危険あり: 後ろ向きチャイルドシートは、必ず、airbagが無効化🡺 111されているか確認
してから助手席に取り付けてください。

(2) 車両のシートを可能な限り後部および下部の位置に調整します。背もたれを可能な限り傾けてチャイルドシートを取り付
け、背もたれを約 25° の角度に再調整します。
(3) 必要であれば、車両のシートを最後部に配置します。後ろ向きチャイルドシートは、フロントシートをできるだけ前に動か
してから取り付け、チャイルドシートを取り付けたら、チャイルドシートには触れないようフロントシートをできるだけ後ろ
に動かします。
(4) どのような場合でも、チャイルドシートを設置するリアシートのヘッドレストは取り外してください。これはチャイルド
シートを取り付ける前に行う必要があります。お子様をシートの正面に移動させて、背もたれを前方に移動してシートとお子
様の足が接触しないようにします。
(5)車両のシートを後ろいっぱいに下げて座面を最高位置にし、背もたれを若干倒します（25°程度）。
ISOFIX 対応チャイルドシートのサイズはアルファベット 1 文字で示されます：
– F3、F2、F2X [A, B, B1]: グループ 1（体重が 9 から 28 kg までのお子様用）に属する前向きチャイルドシート。
– B2: グループ 2（体重が 15 から 25 kg までのお子様）に属するブースターシート。
– R3、R2 [C, D]: グループ 0+（13 kg 未満）またはグループ 1（9 kg から 18kg）用の前向きチャイルドシートまたはシェル
シート。
– R1 [E]: グループ 0 （10 kg 未満）またはグループ 0+（13 kg 未満）用の後ろ向きシェルシート。
– L1、L2 [F, G]: グループ 0（10 kg 未満）用のベビーベッド。
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注意

助手席 airbag の作動／
作動解除は車を止め、イ
グニッションをオフにし
てから行ってください。

助手席エアバッグ作動解除

チャイルドシートを助手席に取り付け
るときは、以下のことに注意してくだ
さい。
– 該当するシートにチャイルドシート
を取り付け可能であることを確認しま
す。

– 後向きチャイルドシートでは､必ず 
airbag を無効にする必要があります｡

無効化するには、airbag車両を静止さ
せ、イグニッションスイッチを OFF 
にした状態で、ロック 1  を位置OFFま
で押し回します。
イグニッションスイッチをオンにして

から、ディスプレイ2 に 警告灯
が点灯することを必ず確認します。
この警告灯は点灯したままとなり 、 
助手席へのチャイルドシートの装着が 
可能であることをドライバに知らせま 
す。

危険
後ろ向きチャイルドシー
トは助手席 airbag に設
置できないため、有効化

されているフロント airbag によ
り保護されている座席には後ろ向
きチャイルドシートを取り付けな
いでください。このことによりお
子様が死亡または重傷を負う恐れ
があります。
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ダッシュボード上にある各マークや、
助手席サンバイザー 3  の各サイドにあ
るラベル A （詳しくは上記ラベルをご
覧ください）は、これらの指示につい
てお知らせするためのものです。
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助手席エアバッグを作動させる

チャイルドシートを助手席から取り外
したら、万一前方から衝撃を受けた際
の助手席乗員の安全のため、すぐに助
手席 airbag を作動可能にしてくださ
い。

を再有効化するにはairbag、車両を静
止させ、イグニッションスイッチを 
OFF にした状態で、ロック 1  を ON 位
置まで押し回します。
イグニッションスイッチを ON にした

ら、必ず、 警告灯が消え、各始
動から約 1 分間はディスプレイに

警告灯 2  が点灯しているかご確
認してください。
助手席airbag が作動します｡
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作動異常
助手席airbag作動 / 解除システムに故
障が発生した場合、インストルメント

パネルに 警告灯および
警告灯が表示されます。
イグニッションをオフにし、ロック1
の位置を確認します。
イグニッションを再びオンにします: 
警告灯が消灯します。
問題が解決しない場合は、システム障
害を通知します。この場合、助手席に
後ろ向きのチャイルドシートを装着し
たり、他の乗客が座席を占有したりす
ることは禁止されています。
できるだけ早くルノー正規サービス工
場で点検をお受けください。
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左ハンドル車運転席レイアウト
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下記の車両装備は、車両のバージョン
や使用国に応じて異なります。
1.  サイドベンチレーター。
2.  レバー：
– 方向指示灯；
– ヘッドランプ；
– リアフォグランプ。

3.  インストルメントパネル。
4.  運転席エアバッグ収納部airbag、
ホーン。 
5.  追い越し（OV）制御。
6.  エンジン始動／停止ボタン。
7.  センターベンチレーター
8.  マルチメディア画面｡
9.  助手席エアバッグ収納部airbag。 
10.  グローブボックス
11.  スイッチ：
– ヒーター／エアコンディショナー
– ハザードランプ；
– 集中ドアロック。
– ...

12.  センターコンソールの USB-C ポー
ト。 
13.  ギア制御。
14.  スイッチ：
– アシストパーキングブレーキを作動
させます。
– AUTOHOLD機能の作動 / 作動解除。

– ...

15.  「ハンズフリー」カードホル
ダー。
16.  誘導充電ゾーン / センターコン
ソールの後部収納引出し。
17.  フロントおよびリアウィンドウ
ウォッシャ／ワイパ。
18.  オーディオリモコンスイッチ。
19.  走行モード制御。 
20.  スイッチ：
– オンボードコンピュータのスクロー
ルスイッチと車両調節のカスタマイズ
メニュー
– リモートラジオとナビゲーションシ
ステム。

21.  ステアリングホイール調整レバー
22.  回生ブレーキ制御。
23.  クルーズコントロール／速度リ
ミッタ／アダプティブクルーズコント
ロールStop and Goおよびアクティブ
運転支援のメインスイッチと制御装
置。 
24.  ボンネットアンロックスイッチ
25.  ヒューズボックス
26.  スイッチ：
– メーターパネルの照度調節
– 「My Safety」機能

– 」の、「車線維持支援」機能（車線
離脱警告、車線離脱防止、レーンセン
タリング）の有効化／無効化。
– ...

27.  車内カメラ。
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右ハンドル車運転席レイアウト
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下記の車両装備は、車両のバージョン
や使用国に応じて異なります。
1.  サイドベンチレーター。
2.  助手席エアバッグ収納部airbag。 
3.  センターベンチレーター
4.  マルチメディア画面｡
5.  エンジン始動／停止ボタン。
6.  レバー：
– 方向指示灯；
– ヘッドランプ；
– リアフォグランプ。

7.  インストルメントパネル。
8.  運転席エアバッグ収納部airbag、
ホーン。 
9.  追い越し（OV）制御。
10.  フロントおよびリアウィンドウ
ウォッシャ／ワイパ。
11.  車内カメラ。
12.  スイッチ：
– メーターパネルの照度調節
– 「My Safety」機能
– 」の、「車線維持支援」機能（車線
離脱警告、車線離脱防止、レーンセン
タリング）の有効化／無効化。
– ...

13.  ボンネットアンロックスイッチ
14.  オーディオリモコンスイッチ。
15.  スイッチ DRIVE MODE。 

16.  スイッチ：
– オンボードコンピュータのスクロー
ルスイッチと車両調節のカスタマイズ
メニュー
– リモートラジオとナビゲーションシ
ステム。

17.  ステアリングホイール調整レバー
18.  回生ブレーキ制御。
19.  クルーズコントロール／速度リ
ミッタ／アダプティブクルーズコント
ロールStop and Goおよびアクティブ
運転支援のメインスイッチと制御装
置。 
20.  スイッチ：
– ヒーター／エアコンディショナー
– ハザードランプ；
– 集中ドアロック。
– ...

21.  センターコンソールの USB-C ポー
ト。 
22.  ギア制御。
23.  スイッチ：
– アシストパーキングブレーキを作動
させます。
– AUTOHOLD機能の作動 / 作動解除。

24.  「ハンズフリー」カードホル
ダー。
25.  誘導充電ゾーン / センターコン
ソールの後部収納引出し。

26.  グローブボックス
27.  ヒューズボックス
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「概要」の項を参照してくださ
い
トリップコンピュータ

車種によっては、次の機能が装備され
ていま す：
– 走行距離。
– オンボードコンピューター設定。
– 情報メッセージ
– 作動異常メッセージ（関連する警告

灯 が点灯します）；

– （ 警告灯に関する）警告
メッセージ。

これらの機能については、いずれも車
両の取扱説明書に詳しく記載されてい
ます。
これらの機能の選択を変更するには、
スイッチ 1  を上下に繰り返し押しま
す。

選択
（表示される情報は車両の装備レベル
と国によって異なります。）
a）トリップメーターに関する設定。
– 前回のリセット以降の平均エネル
ギー消費量と現在のエネルギー消費
量。
– 最後にリセットされてからの走行距
離。
b）タイヤ空気圧のリセット。
c）整備間隔。
d）走行距離ログ、作動不良および情
報メッセージ。

インストルメントパネル 装備車両

この機能についてはゾーン 2  に表示さ
れます。

走行パラメーターのリセット（ 
トップスタート）
トリップメーターのいずれかのパラ
メーターをリセットするには、いずれ
かのパラメーターを選んで表示させ、
スイッチ 1  を下に長押しします。

走行パラメーターの自動リセッ ト
各種走行パラメーターのいずれかが容 
量を超えた場合は、自動的にリセット 
されます。
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エネルギー消費値の提示
一部の車両装備品は電力を消費しま
す。したがって、車両が消費するエネ
ルギーは、電子カウンタに示される消
費エネルギーとは異なる場合がありま
す。

リセット後の表示値について
平均燃費、航続距離、平均時速の数値
は、リセット後の走行距離が伸びるほ
ど正確に算出されます。
リセットボタンを押してから最初の数 
キロメートルの間は、表示数値が走行
につれて増加することがあります。こ
れは、前回のリセット以降の平均的な
エネルギー消費量が考慮されるためで
す。ただし、次の場合に平均エネル
ギー消費量が下がる場合があります。
– 車両が加速を終えたとき
– 市街地から郊外の幹線道路へ移 った
とき

一部のオンボードコント
ロールユニットの情報がナ
ビゲーションシステムの

ディスプレイに表示されます。
走行パラメーターの距離計は、オ
ンボードコントロールユニットと
ナビゲーションシステムで同時に
リセットされます。

予想航続可能距離のリセット
トラクションバッテリーのフル充電後
に実行すべきリセットについては、手
動または自動のいずれかを選択できま
す。
手動リセット
航続距離をリセットするには、リセッ
トするトリップメーターを選択し、ス
イッチ 1  を長押しします。
自動リセット
航続距離は、トラクションバッテリを
満充電すると自動的にリセットされま
す。計算値は、外気温と平均的な走行
距離を踏まえて算出されます。
特に、エコ運転に相当するパターンが
特定された場合は、再計算により航続
距離が延長されます。
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行程に関する設定
上述の情報のディスプレイは、車両の装備と国によって異なります。

メニューの選択 選択された表示内容の説明

 + 13,4 kWh
a）トリップメーターに関する設定。
瞬間燃料消費。

 12,8 kWh/100 km
平均エネルギー消費量。
値はリセット後少なくとも 400 m 走行した後で表示されます。

トリップ 1284,7 km 最後にリセットされてからの走行距離。

タイヤ空気圧設定 長押し
b）タイヤの空気圧
🡺 177
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メニューの選択 選択された表示内容の説明

整備まで 1,936km または 3 か月

c）整備間隔。
次回整備までの残存距離（km で表示）が表示されるほか、整備時期が近づく
と、次のように表示されます。
– 整備まで残り 1,500 km または 1 か月未満となった場合: 「まもなく整備時
期」というメッセージが、残りの距離または時間とともに表示されます。
– 整備時期が到来すると、「要整備」というメッセージが、初回の制限（距離ま
たは時間）とともに表示されます。
– 航続距離が 0 km に達するか整備日が到来すると、メッセージ「点検が 必要で

す」が、  警告灯とともに表示されます。
車両のオイル交換を出来るだけ早く実行しなければなりません。

保守プログラムに沿った点検整備後のディスプレイリセット。
点検整備間隔のリセットは、保守プログラム内の推奨事項に沿った点検整備後に限り必要です。
特記事項: 整備間隔データをリセットするには、ディスプレイに、整備時期までの範囲が表示されるまでディスプレイのリ
セットボタンを約 10 秒間押し続けます。

メニューの選択 選択された表示内容の説明

設定 (OK) d）車両設定カスタマイズメニュー。
🡺 130

テールゲート 開

e）走行距離ログ。
次のものが順に表示されます：
– 情報メッセージ
– 故障メッセージ。
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情報メッセージ
車両始動をサポートし、選択や走行状態に関する情報を提供します。
情報メッセージの例は以下のとおりです。

メッセージの例 選択された表示内容の説明

« ケーブルを切離し スタート » 充電ケーブルが車両に接続されたままであることを示します。

« 接続を チェック »
プラグを抜いてから車両に差し込みます。
それでもメッセージが表示される場合は、外部充電条件またはホームインストー
ルが原因である可能性があります。

「要充電端子確認」 考えられる電気的障害または充電ケーブルの欠陥を示します: 充電端子または場
所を変更するか、ケーブルを確認してください。

« 充電中 パワーカット » 充電中の電気的障害を示します。充電を再開します。
これが機能しない場合は、電気設備を確認してください。
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故障メッセージ

これらのメッセージが警告灯  とともに表示されたら慎重に運転し、出来るだけ速やかに正規ディーラにて点検をお受
けください。このような推奨事項を遵守されない 場合は、車両が損傷する恐れあります。
この種のメッセージは、ディスプレイ の選択ボタンを押すか、または数秒間 すると消え、ログブックにメモリーさ れます。警 

告灯  は点灯したままになります。システムの故障メッセージの例を以下に示します。

メッセージの例 選択された表示内容の説明

« エアバッグ 点検 » 乗員補助拘束システムに故障があることを示しています。事故の場合に正しく作
動しない恐れがあります。

« 車両 点検 » ペダルまたは12 Vバッテリ管理システムのセンサのいずれかが故障していること
を示しています。

« ブレーキシステム を点検 » 摩耗またはブレーキシステムを確認する必要性を示します。
« ポストコリージョ ン要点検 » 多重衝突ブレーキに問題があることを示します。
« 車両プラグを チェック » 車両側充電ソケットの過熱を示します。約 20 分待ってから、もう一度やり直し

てください。それでも解決しない場合は、正規サービス工場にご連絡ください。
« 電気系統を 点検 » トラクション装置の故障を知らせます。
« バッテリ充電 不可能 » トラクションバッテリ再充電システムの故障を示します。
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警告のメッセージ

この警告灯が  警告灯とともに表示されたら、安全のため、周囲の交通に注意しながらただちに車両を停止してくださ
い。エンジンを停止し再始動させないでください。正規サービス工場にご連絡ください。
警告メッセージには以下のものがあります。注意：メッセージはディスプレイ上に単独で現われるか、または交互に現われます
（複数のメッセージがある場合）。警告灯 や警報音を伴う場合もあります。

メッセージの例 選択された表示内容の説明

« ブレーキシステム 不具合 » ブレーキシステムの故障を知らせます。
« ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞ 不具合 » ステアリング装置の故障を知らせます。
« 電動モータ 故障 » 車両の電力が失われていることを示します。
« 電気系統故障 » 電気システムの故障を知らせます。
« パンク » 少なくとも1本のタイヤがパンクしているか空気圧が著しく不足していることを

示します。

道路の脇に車を駐車するときは、三角停止表示板や国の法規で定められた機器を使用して他の車に駐車中である
ことを知らせる必要があります。
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ディスプレイとメーター類
ビューの選択

車両によっては、制御装置 1  を使用す
ることで、インストルメントパネルに
表示されるさまざまな項目を閲覧およ
び選択できます。
いくつかのビューが用意されています:
– 充電ビュー: 車両の充電時にのみ、
インストルメントパネルに、走行可能
距離、バッテリ充電率、残り充電時間
が表示されます。
– クラシックビュー: 車両に応じて、
インストルメントパネルに速度、アク
ティブなドライビングアシスト、情報
エリア、パワーメーターが表示されま
す。

– ナビゲーションビュー: インストル
メントパネルに速度、アクティブなド
ライビングアシスト、および情報エリ
アが表示されます。またこのビューで
は、マルチメディアシステムと同じ道
路地図がインストルメントパネル全体
に表示されます。
– 実際の状況ビュー: 速度、有効な運
転支援機能、情報表示エリア、自車両
やその周辺にあるもの（車線、周辺車
両など）がインストルメントパネル上
に表示されます。
– 最小表示: インストルメントパネル
に、重要な情報、速度、アクティブな
ドライビングアシスト、および情報エ
リアのみが表示されます。

インストルメントパネル

運転席ドアを開けたときに点灯しま
す。一部の警告灯の点灯と同時にメッ
セー ジが表示されることがあります。
車両によっては、インストルメントパ
ネルのコンテンツと選択した色でカス
タマイズできます。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

速度計 2
スピードオーバーアラーム

車両と国によっては、  警告ラン
プが表示され、警告音が鳴ります。こ
の警告音は、車両が 120 km/h 以上で
走行するとただちに鳴ります。
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この警告灯は、車速が 120 km/h を超
えている限り点灯したままになりま
す。

運転支援 3  に関する情報

実行中のナビゲーションに関する
情報 4
車両によって、タッチ画面（コンパ
ス、電話、ナビゲーションなど）また
はオンボードコンピューターから情報
を表示できます。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

バッテリ情報 5 （トラクション
バッテリ充電率、概算航続距離）

電力計 6 オドメータ 7

回生ブレーキレベル警告灯 9

情報表示エリア 8
車両によっては、制御装置 10  を使用
することで、インストルメントパネル 
に表示されるさまざまなウィジェット
をブラウズおよび選択できます:
– トリップメーター（走行距離記録
計、消費量情報など）。
– 電話やマルチメディア（現在再生中
の音源など）に関する情報。
– 車両情報（警告メッセージなど）。
– ...

128 -  あなたのお車について知っておきましょう



オンボードコンピューター

2   

充電ケーブル「差込み」警告灯 11
これは、充電ケーブルが車両に差し込
まれると点灯します。

充電残量 12
ゲージは、残存エネルギーのレベルを
示します。

充電終了までの残時間 13

トラクションバッテリの充電率 14

予約しきい値
トラクションバッテリーが約15%に達
すると、インストルメントパネル上の
トラクションバッテリー残量 14  およ

び警告灯 15   が黄色で点灯し、
車両によっては警告音が鳴ります。
航続距離を最適化するには🡺 173。

ブレーキング喪失しきい値に迫っ
ている
充電量が約5%に達するとビープ音が
鳴ります。警告灯15 は黄色で点滅し、
トラクションバッテリ残量14 は赤色
で表示されます。
注意：充電が約5％または0％（車両に
よって異なります）に達すると、残り
の航続距離値はインストルメントパネ
ルに表示されなくなるか、車両によっ
ては約30秒の遅延後に表示されなくな
ります。
車両が停止するまでエンジン出力が
徐々に低下します🡺 343。

概算航続距離 16
リアルタイム概算航続距離は、使用環
境、車両装備、運転スタイル、気候と
いったさまざまな要素を踏まえて算出
されます。
この概算は、直近数 km の走行におけ
る実績を踏まえて行われます。走行中
に要因（道路の種類、運転スタイルな
ど）が変化した場合、自動的に修正さ
れます。
さらに、推定範囲を理解するために、
インジケーター 17  および 18  を参照

できます。トラクションバッテリの充
電レベルに応じて:

– インジケータ17 :「高推定値」の航
続距離 最適な走行条件に基づいて計算
（例：主要幹線道路または中央分離帯
のある道路を、温度調整機能はほとん
ど使わずに走行できる状況など）。
– インジケータ18 :「低推定値」の航
続距離は、好ましくない走行条件を前
提として算出されています（例：冷間
時に自動車専用道路を走行する場合
や、温度調整機能を集中的に使用した
交通渋滞時の場合）。
航続距離を最適化するには🡺 173。
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マイル表示のインストルメントパ
ネル

（km/h 表示に切り替え可能）
車両を静止させ、エンジンスイッチを 
ON にした状態で、マルチメディア画
面19 から「車両」領域を選択し、「
設定」メニュー >「システム」>「単
位」の順に選択します。
Km/h または mph を選択します。
この設定を変更すると、インストルメ
ントパネルに表示される速度計の表示
単位と走行距離情報の一部が変換され
ます。
前のモードに戻りたいときは,同じ作 
業を行ってください。

注: スイッチを OFF にすると、車載コ
ントロールユニットの測定単位は自動
的に既定の単位に戻ります。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

速度単位が異なる国で運転
する場合、適切な情報を得
て安全性補助機能の一部を

利用するために、インストルメン
トパネルの単位を変更する必要が
あります。

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

車両調整のパーソナリゼーショ
ンメニュー
はじめに

車両の装備に応じて、この機能は車両
のいくつかの機能の作動と作動解除お
よび調整を行います。

設定メニューへのアクセス
各種設定にアクセスするには、車両を
静止させ、エンジンを作動させた状態
で、マルチメディア画面 1  から「車両
」領域を選択し、「車両」メニュー >
「車外」タブの順に押します。
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調整の選択
タブを選択し、次に変更する機能を選
択します（この表示は、車両装置およ
び国に応じて異なります）:
a）「ｱｸｾｽ」:
– « オートドアロック » ;
– « ハンズフリーロック/ロック解除 » ;
– « スマートフォンキー » ;
– ...
b）「ようこそ」:
– « 外部ライトシーケンス » ;
– « 室内音声シーケンス » ;
– « オートドアミラーOFF » ;
– « 室内ランプ機能 » ;
– ...
c）「ドライビングライト」:
– « アダプティブビジョン » ;
– « 走行車線選択 » ;
– ...
d）「ワイパー」:
– « ﾘﾊﾞｰｽｷﾞｱ作動時の後部ﾜｲﾊﾟ » ;
– « ｵｰﾄﾜｲﾊﾟ » ;
– ...
機能に応じて、次を選択します:
– 「ON」または「OFF」をオンまたは
オフにできます。
または
– ヘッドランプ点灯時間を調整するた
めの時間（「自動ﾌｫﾛﾐｰﾎｰﾑ機能」機能
など）。

詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

「お気に入り」機能

車両によっては、制御装置 2  を押すこ
とで、次の機能を、過去に定義し記憶
させたユーザー設定で有効化できま
す。
– シートヒーター。
– ステアリングホイールのヒーター。
– 希望設定（アクセス、ウェルカム、
照明、ワイパーなど）。

– 「ハンズフリーパークアシスト」機
能。
– Save モード;
– ...
この機能のプログラムについては、マ
ルチメディアの指示を参照してくださ
い。

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

時計／外気温度計
時計の調整
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時刻と外気温は、マルチメディア画面 
1  に表示されます。
時刻を設定するには、マルチメディア
画面 1  から「車両」領域を選択し、「
設定」メニュー >「日付と時間」の順
に押します。
さまざまな設定にアクセスできます。
– 「タイムゾーンを自動設定」。
– 「タイムゾーンを設定」（手動）。
– 「24時間表示を使用」。
– ...
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

外気温度計
専用装備:
外気温が - 3 °C ～ 3 °C の範囲内場合、
温度を示す数値が点滅します（これ
は、凍結の可能性を示します）。

電気の供給が途絶えた場合
（バッ テリー不足、ケーブ
ル切断など） は、時計を合

わせる必要があります。
ただし、走行中に時計の操作は危
険ですのでおやめください。

外気温度計
凍結の条件は気候や湿
度、 温度により異なり
ます。外 気温の表示だ

けで凍結の有 無を判断すること
はできません。
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上述の情報のディスプレイは、車両の
装備と国によって異なります。

インストルメントパネル A  上の警告
灯: これは、運転席側のドアが開くと
点灯します。ダッシュボードの輝度を
調整するには、マルチメディア画面の
説明に従います。
一部の警告灯の点灯と同時にメッセー 
ジが表示されることがあります。

警告灯 が点灯し
た場合、周囲の交通に注
意しながら直ちに安全な

場所に停車しなくてはなりませ
ん。エンジンを停止し再始動しな
いでください。正規ディーラにご
連絡ください。

ビジュアルリターンまた
は 音声がない場合に
は、イン ストルメント
パネルが故障 していま

す。そのため、周囲の交通状況に
注意しながら直ちに停車すること
が重要です。車両が固定されてい
ることを確認して、指定工場に連
絡してください。

警告灯  が表示さ
れたら慎重に運転しながら

できるだけ速やかに指定サービス
工場で点検を受けてください。こ
のような推奨事項を遵守されない 
場合は、車両が損傷する恐れあり
ます。

 スモールランプ表示灯

 ロービーム表示灯

 ハイビーム表示灯

 自動ハイビーム表示灯

 リアフォグランプ表示灯

 左方向指示器表示灯

 右方向指示器表示灯

 「Adaptive Vision」ライト機
能不良警告灯

 ドア閉め忘れ警告灯

 電動パーキングブレーキ作動警
告灯 🡺 167

 「Autohold」システム警告灯

 歩行者ホーン故障警告灯

 運転席 airbags および助手
席 🡺 111 不具合警告灯 
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 フロントウインドウウオッ

シャー低レベル警告灯

 自動ワイパ機能警告灯

 緊急停車警告灯
この警告灯は、イグニッションスイッ
チを ON にすると点灯し、エンジンを
始動するとすぐに消灯します。この警
告灯は、他の警告灯やメッセージと同
時に点灯し、点灯するとビープ音も同
時に鳴ります。
この警告灯が点灯したら周囲の交通に
注意しながら直ちに安全な場所に停車
してください。エンジンを停止し再始
動しないでください。
正規ディーラにご連絡ください。

 警告灯
この警告灯は、イグニッションスイッ
チを ON にすると点灯し、エンジンを
始動するとすぐに消灯します。この警
告灯は、インストルメントパネル上に
表示される他の警告灯やメッセージと
同時に点灯する場合があります。
この警告灯が点灯したら慎重に運転し 
ながらできるだけ速やかにルノー指定 
サービス工場で点検を受けてくださ 
い。このような推奨事項を遵守されな
い 場合は、車両が損傷する恐れありま
す。 

 警告灯

走行中に赤で点灯し、さらに 
警告灯が点灯する場合は、安全のため
に、交通条件が許す限り直ちに停止す
る必要があります。エンジンを停止し
再始動しないでください。 
正規ディーラにご連絡ください。
走行中に黄色で点灯し、さらに

警告灯が点灯する場合は、で
きるだけ速やかに正規サービス工場に
お立ち寄りください。それまでは、慎
重な運転を心がけてください。このよ
うな推奨事項を遵守されない 場合は、
車両が損傷する恐れあります。 

 電気技術システム警告灯
電気アセンブリの温度が高すぎると、

この警告灯が  警告灯ととも
に点灯し、ビープ音が鳴ります。点灯
したら、車両を停止しイグニッション
スイッチを OFF にします。正規サービ
ス工場にご連絡ください。 

この警告灯が、  警告灯、ビー
プ音および「安全に 回避」というメッ
セージと同時に点灯した場合は、イグ
ニッションスイッチを OFF にし、エン
ジン再始動はお控えください。下車し
て、正規ディーラーにご相談くださ
い。 

「安全に 回避」という

メッセージが 
警告灯およびビープ音と

同時に表示された場合は、安全の
ため、交通状況にも注意しながら
車両をただちに停止させてくださ
い。イグニッションスイッチは 
OFF にし、そのままの状態を保ち
ます。ご自身と乗員の全員で降車
し、車両や道路から離れます。
火災の恐れ。

道路の脇に車を駐車する
ときは、三角停止表示板
や国の法規で定められた
機器を使用して他の車に

駐車中であることを知らせる必要
があります。

 電気技術システム故障警告灯
この警告灯が点灯した場合、電気系統
のアセンブリ（トラクションバッテリ
および電気モーター）に関連する電気
技術的な故障が発生していることを示
します。できるだけ早く指定サービス
工場で点検をお受けください。
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 電気モーターの故障表示灯

点灯しているときは、電気自動車に関
連する電子工学システムの故障を示し
ます。できるだけ早く指定サービス工
場で点検をお受けください。

 トラクションバッテリゲージ警
告灯
これは、トラクションバッテリ充電レ
ベルがリザーブしきい値に達したとき
に、黄色で表示されます。

 トラクションバッテリ故障警告
灯

この警告灯が、 警告灯と一緒
に点灯した場合、トラクションバッテ
リの作動に関する不具合が生じていま
す。できるだけ早く指定サービス工場
で点検をお受けください。 

 12 V バッテリ充電警告灯

この警告灯が、 警告灯とビー
プ音を伴って点灯した場合、電気系統
において過電圧または放電🡺 328が生
じてます。 

 性能の制限警告灯
これは、電動モータまたはトラクショ
ンバッテリが一時的に定格出力を供給
しない場合に表示されます。この間、
車両の性能が低下します。

警告灯が消えるまで、よりスムーズな
運転スタイルを選びます。

 充電ケーブル「差込中」警告灯
この警告灯は、充電コードが車両に差
し込まれると点灯します🡺 20。 

 ABS 警告灯
イグニッションスイッチを ON にする
と点灯し、システムに異常が なければ
数秒後に消灯します。
イグニッションスイッチを ON にして
から数秒後に消灯しないとき、または
走行中に点灯するときは、ABS システ
ムの故障を示しています。このときブ
レーキシステムの機能は ABS 非装着車
と同じになります。できるだけ早く指
定サービス工場で点検をお受けくださ
い。 

 横滑り防止装置（ESCESC）お
よびトラクションコントロールシステ
ム警告灯
警告灯はいくつかの理由で点灯する場
合があります。

 横滑り防止装置（ESC）／トラ
クションコントロールシステム🡺 183
警告灯

 タイヤアンダーインフレーショ
ン警告灯
この警告灯は、イグニッションスイッ

チを ON にするかエンジンを始動する
と点灯し、数秒後🡺 177に消灯しま
す。 

 「ハンズフリー駐車」機能警告
灯

 可変式パワーステアリング表示
灯
イグニッションスイッチまたはエンジ
ンを ON にすると点灯し、システムに
異常がなければ数秒後に消灯します。
車両によってはバッテリー故障時に点
灯します🡺 328。 

走行中に警告灯  と共に点灯
した場合は、システムの故障です。 
正規ディーラにご連絡ください。

 ブレーキ回路の故障警告灯
イグニッションスイッチまたはエンジ
ンを ON にすると点灯し、システムに
異常がなければ数秒後に消灯します。
ブレーキを掛けたときに点灯し、同時

に警告灯  が点灯して警告音
が鳴る場合、ブレーキ回路のフルード
レベルが低下しているか、またはブ
レーキシステムに異常があると思われ
ます。 
周りの交通に注意しながら速やかに停
車し、認定ディーラにご連絡くださ
い。
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 ブレーキランプ警告灯

この警告灯は、ブレーキペダルを踏ん
だときに点灯します。

 充電プログラミング警告灯

 エアコンプログラミングインジ
ケータ

 「ハンズオフステアリングホ
イール」検出警告灯

 「アクティブ非常ブレーキ」機
能警告灯 🡺 211

 「アクティブ非常ブレーキ」機
能の不具合または使用不可を示す警告
灯 🡺 211

 速度超過警告灯が点灯します。

 車線逸脱防止警告灯

 レーンセンタリング機能警告灯

 スピードリミッター表示灯

 クルーズコントロール警告灯
Stop and Go

 ドライバーに対する「注意喚
起」／ドライバーに対する「疲労」警
告機能警告灯 🡺 218; 🡺 220

ディスプレイ B  上

 Airbag助手席ON 🡺 111

 Airbag助手席OFF 🡺 111

 フロントシートベルト締め忘れ
警告灯 🡺 76
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ステアリング
ステアリングホイールの高さと 前
後位置の調節

レバー 1  を下げてステアリングホイー
ルをご希望の位置に設定します。
続いてレバーをハードポイントの先ま
で上げて、ホイールを固定します。
ステアリングが確実にロックされたこ 
とを確認します。

安全のために、この調整
は必ず停止時に行ってく
ださい。

ステアリングホイールのヒーティ
ング

(車種によります）
この機能は、ステアリングホイール 4
を温めます。
作動原理
設定温度に達すると、システムが加熱
エリアの温度を約 30 分間制御し、そ
の後自動的にオフになります。
機能の作動
イグニッションスイッチを ON にした
状態で、マルチメディア画面 2  のボタ
ン 5  を押します。

機能の作動解除
– 自動:
約 30 分間の制御フェーズの後で、機
能は自動的にオフになります。
– 手動:
制御フェーズ中に機能を無効化するに
は、マルチメディア画面 2  の 5  ボタ
ンを押します。
注: この機能には、ステアリングホ
イール 4  の「お気に入り」ボタン 3
からアクセスすることもできます。
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「お気に入り」機能

車両によっては、ステアリングホイー
ルの制御装置 6  を押すことで、あらか
じめ定義し記憶したユーザー設定に
従ってヒータ付きステアリングホイー
ルのヒータを有効化できます。
この機能のプログラムについては、マ
ルチメディアの指示を参照してくださ
い。

パワーステアリング
バッテリーの充電が不十分なまま走行 
しないでください。

可変式パワーステリング
車両には走行速度に応じてステアリン 
グの操作力を自動的に調整する、車速 

感応式パワーステアリングが装備され 
ています。
このシステムは、駐停車時などの低速 
走行中には、楽にステアリング操作が 
できるよう十分なパワーアシストを行 
い、高速走行中は、速度の上昇にした 
がって安定した走行を行うためにパワ 
ーアシスト量を抑えます。

注意：
バッテリの不具合（バッテリの切断、
放電など）が生じた場合、パワーステ
アリングのホイール角度をリセットし
なければなりません。方法:
– 車両を静止させ、平面に配置しま
す。
– ドライバーのみ車内にいる状態でエ

ンジンを始動します。すると、
警告灯／が点灯し、車両によっては
「ステアリングを 左右限界まで切る」
というメッセージがインストルメント
パネルに表示されます。
– ステアリングホイールを一番左まで
回して保持し、その位置で約 1 秒間圧
力を掛けます（すると、ステアリング
ホイールが反対方向に動こうとする力
が感じられると思います）。
– ステアリングホイールを一番右まで
回し、同様の作業を繰り返します。
– ステアリングホイールを左に回して
真ん中にします。
エンジンを切って、約1分待ちます。

次にエンジンを始動すると、警告灯と
メッセージが消えます。

下り坂の走行中、および
一般に走行中には絶対に
エンジンを停止しないで
ください（パワーステア

リングやエマージェンシーブレー
キアシストが使用できなくなって
しまいます）。

ステアリングを左右どちら
かいっ ぱいに切った状態を
長く保たない でください。

エンジン停止時またはシステムが 
故障した場合でも、ステアリング 
を回すことができます。ただし、 
より大きな力が必要です。
ステアリングホイールを素早く回
すとノイズが起きることがありま
す。正常です。
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ドア／ルームミラー
電動調整付きドアミラー:

スイッチ 3  のいずれかを使用してドア
ミラーを選択すると、スイッチに内蔵
されている表示灯が点灯します。次
に、ボタン 2  を使用して希望する位置
に調整します。

ドアミラーデフロスター
エンジンの回転中は、ミラー熱線とリ
アウィンドウ熱線が同時に作動しま
す。

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

電動格納式ミラー
車両によっては、ドアミラーは車両の
ロックが解除されると自動的に展開さ
れます。車両をロックするとドアミ
ラーは格納されます。
ドアミラーの自動折り畳みを無効化／
有効化できます🡺 130。
スイッチ 1  を押すと強制的に格納でき
ます。この場合ドアミラーは、自動格
納機能にかかわらず、ボタン 1  を再度
押すまでは格納されたまれたままにな
ります。
注意：
ルームミラーを手動で展開または折り
たたんだ場合は、使用位置にリセット
することができます。
これを行うにはスイッチ 1  を押しま
す。ルームミラーからメカニカル音が
聞こえます。
ノッキング音が聞こえない場合は、ス
イッチ 1  をもう一度押して、ドアミ
ラーからノッキング音が聞こえるよう
にします。

ルームミラーに映るもの
は見た目よりも近くにい
ます。
安全のために、操作する

前に距離を正しく認識することを
考慮してください。

あなたのお車について知っておきましょう -  139



リアビュー

    2
ルームミラー
角度は調節できます。

レバー 4  付きルームミラー

夜間走行中は、後続車両の灯火類によ
る眩惑を防止するため、ルームミラー
の裏側にある小さなレバー 4  を手前に
引きます。

レバー 5  付きルームミラー

後続車のビームがまぶしいとき、また
はランプがまぶしいときは、ルームミ
ラーは自動的に暗くなり防眩します。
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灯火類
デイタイムランニングランプ

AUTOのシンボルがマーク3 に合うま
でリング4 を回します。
デイタイムランニングランプは、エン
ジンを始動すると（特にレバー 1  を操
作しなくても）自動的に点灯し、イグ
ニッションスイッチを OFF にすると自
動的に消灯します。

スモールランプ

 リング 4  を、記号がマーク 3
と合うまで回します。 
メーターパネルの警告灯 が点灯しま
す。
注: 車両によっては、パーキングブ
レーキがかかっている場合に限り側灯
を手動点灯できます。それ以外の場合
は、メッセージ"ポジションランプ 点

灯不可"がインストルメントパネルに
表示され、スモールランプを点灯でき
ないことが示されます。

ロービーム

 手動での作動
リング 4  を、記号がマーク 3  と合う
まで回します。
メーターパネルの警告灯 が点灯しま
す。

夜間走行の際は、電子機
器が正常に作動すること
を確認し、ヘッドランプ
の光軸調整を行ってくだ

さい（積載量が普段と異なる場
合）。
常に、汚れ、泥、雪、積載荷物な
どによってランプが遮られること
のないように注意してください。

オートマチック機能
リング 4  を、AUTO 記号がマーク 3  に
合うまで回します。この状態でエンジ
ンを作動させると、ロービームは、レ
バー 1  を操作しなくても、灯火類の輝
度に応じて自動的に点灯または消灯し
ます。
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車両によっては、ロービームの自動作
動機能が搭載されています（フロント
ワイパブレードが数回作動した後、自
動的に作動）。

左側走行国で左ハンドル車
を運転する場合（またはそ
の逆の場合）は、走行中

に、灯火類の一時的な調整を必ず
行ってください🡺 145。

ハイビーム：

 エンジンスイッチが ON でロー
ビームが点灯中にレバー 1  を押し（動
き A ）ます。 

メーターパネルの警告灯 が点灯しま
す。
ロービーム位置に戻すには、もう一度
レバー 1  を押します。

ハイビームオートライト機能

 車両によって、このシステム
は、ハイブームを自動的に点灯または
消灯させます。
この機能は、ルームミラーの後ろにあ
るカメラを使い、後続車両や対向車両
を認識します。
注: 夜間、市街地の市街地では、自動
ハイビームヘッドランプが自動的にオ
フになります。

以下の場合、ハイビームが自動的に点
灯します：
– 灯火類の輝度が低い場合。
– 他の車両やライトが認識されないと
き。
– 車両の時速が約 40 km/h 以上になっ
たとき。
以上の条件のうち１つでもが満たさな
いものがあれば、このシステムは再び
ロービームに切り替えます。
注: フロントウインドウに障害物（汚
物、泥、雪、結露など）がないかご確
認ください。

ON/OFF

自動ハイビームシステムを作動さ
せるには
リング 4  を、AUTO 記号がマーク 3  と
合うまで回し、スイッチ 5  を押しま
す。
ロービームが点灯すると、インストル 

メントパネルの  表示灯が点灯し
ます。

自動ハイビームを無効化するには

スイッチ5 を押します。 警告灯
がインストルメントパネルから消えま
す。
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注: レバー 1  を押すと、自動ハイビー

ム機能が無効化され、  警告灯が
インストルメントパネルから消え、車
両がハイビームを作動させます。

このシステムは、何らかの
状況によって妨害されるこ
とがあります。、とりわけ

– 過酷な気候条件下で(雨、雪、
霧…)；
– フロントウィンドウ、またはカ
メラの視界が遮られているとき；
– 後続車両あるいは対向車両のラ
イトがほとんど見えない、または
遮断されているとき；
– ヘッドランプの光軸調整されて
いない
– システムが反射の影響を受けて
いる場合。
– ...

作動異常
「オートライト を点検」というメッ
セージがインストルメントパネル上に
表示され、システムが無効化されま
す。
メーカーにお 問い合わせください。

夜間に、カメラの下のフ
ロントウィンドウ部分に
携帯型ナビゲーションシ
ステムを設置して使用す

ると、「自動ハイビーム」システ
ムの作動をの妨げとなる（フロン
トウィンドウに光が反射する）恐
れがあります。

「自動ハイビーム」シス
テムは、ドライバーが行
うべき注意を代行するも
のではなく、車両の照明

の操作責任や、周辺の明るさ、見
やすさ、道路状況などに応じて車
両を操作する責任はドライバーに
あります。

ランプの消灯

運転席のドアを開けるか、車両をロッ
クするか、エンジンを切ってから 1 分
後に自動的に消灯します。
この場合、次にエンジンを始動すると
きのリング 4  の位置に応じてランプが
点灯します。

ライト消し忘れ警告アラーム音
エンジンを停止した後にランプを点灯 
した場合、運転席側ドアを開けると警 
告ブザーが鳴り、ランプが点灯してい 
ることを知らせます。

作動異常
車両によっては、照明に不具合が生じ
た場合、その証として、「ライトを 点
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検」というメッセージと  警

告灯／  警告灯がインストルメン
トパネル上で点滅します。
メーカーにお 問い合わせください。

ウェルカム機能とグッドバイ機能
(車種によります）
機能が作動すると、フロントおよびリ
アのサイドランプ、および車両によっ
てはロービームヘッドライトが、キー 
カードが検知されるか車両がロック解
除されたときに自動的に点灯します。
照明は以下の場合に自動的に消灯しま
す：
– 点灯後、数秒経過すると自動的に消
灯します。
– エンジンが始動された場合。
または
– 車両の施錠時。
機能の起動／作動解除
車両によっては、外部ウェルカムの作
動／停止を行うには、マルチメディア
装置の取扱説明書を参照してくださ
い。

「フォローミーホームランプ」

この機能によりサイドランプとロー
ビームが一時的に点灯します（玄関口
を照らす等）。
エンジンを停止し照明スイッチを OFF 
にした状態で、運転席ドアを開けた後
にリング 4  を位置 AUTO にし、レバー 
1  を手前に引きます。側灯とロービー

ムが約 30 秒間点灯し、  および 

 警告灯がインストルメントパネ
ル上に表示されます。
この 時間を延長するには、レバーを最
大 4 回まで手前に引くことができます
（最長約 2 分）。
操作の確定を示すため、「_ _ _ 中に
点灯」というメッセージが、点灯時間

とともにインストルメントパネル上に
表示されます。
次に、車両を施錠できます。
「フォローミーホーム」機能の無効化
自動消灯前に照明を消すには、リング 
4  を他の任意の位置まで回してから位
置 AUTO に戻します。
注:「起動／終了時メッセージ表示」機
能の作動中にエンジンスイッチを OFF 
にすると、「フォローミーホーム」機
能無効化手順を実行してからレバーを
引く必要があります（これを怠ると、
「起動／終了時メッセージ表示」機能
灯が点灯し続けます）。

リアフォグランプ
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 リアフォグランプを点灯するに

は、リング 4  を、AUTO 記号がマーク 
3  と合うまで回した後に、回転スイッ
チを回してマーク 6  を記号 2  と合わ
せます。 

メーターパネルの表示灯  が点灯
します。
ランプはスイッチリング上で選択され 
たとおりに点灯します。選択されたラ 
ンプが点灯すると同時にメーターパネ 
ル上のマークも点灯します。
リアフォグランプは点灯の必要がなく 
なったら直ちに消灯してください。後 
続車の迷惑になります。

 リアフォグランプを消灯するに
は、回転スイッチをもう一度回して
マーク 6  を記号 2  に合わせます。 
インストルメントパネルの表示灯

が消灯します。
リアフォグランプを消灯すると、灯火
類も消灯します。

濃霧発生路または雪道の走
行中や、ルーフより髙い荷
物の運搬中は、ランプが自

動点灯しません。
フォグランプは、ドライバーが制
御でき、点灯（警告灯点灯）／消
灯（警告灯消灯）の状態は、イン
ストルメントパネル上の警告灯で
把握できます。

ヘッドランプ光軸調整
作動

スイッチ A  は、積載量に応じてヘッド
ライトビームのハイ／ローを調節する
場合に使用します。
調整するには、ロービームヘッドライ
トを点灯させた状態でスイッチ A  を必
要な回数だけ押すか持ち上げ、インス
トルメントパネル上でご希望の位置を
選択します。選択されたポジション
は、約 15 秒間メーターパネルのディ
スプレイに表示されます。
注: ヘッドランプが ON の場合、エン
ジンを始動するたびに、選択されたポ
ジションが、約 15 秒間にわたり、イ
ンストルメントパネル上に表示されま
す。

左側走行が採用されている
国で左ハンドル車（または
その逆の場合）を運転する

場合は、滞在の間、ランプ類の一
時的な調整を必ず行ってくださ
い。
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調整位置の具体例一覧表

 制御装置 A  の、積載量に応じた調整位置
の具体例

ドライバーのみ乗車 0

助手席同乗者とドライバーのみの状態 0 または 1

全席乗車の場合 1 または 2

ドライバー、同乗者、荷物を合わせた重量が最大許容量に到達 2 または 3

同乗者と荷物を含まないドライバーの重量が最大許容量に到達 2、3 または 4

以下の表に例を示します｡いずれの場合も、コントロール A  を用いた乗員数や積載量に応じた調整により、前方の視界を確保で
き、対向車のドライバーにとっても眩しくない高さに調整します。
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2   
ホーン

ホーンを鳴らすにはステアリングホ
イールのボス A  を押します。

パッシングランプ
パッシングを行うには、レバー 1  を手
前に引いてから離します。

方向指示灯
ステアリングホイールを動かしたい方
向と同じ方向にレバー 1  を動かしま
す。
ワンタッチモード
レバー 1  を、抵抗がなくならない位置
まで短く上下に動かしてから離しま
す。するとレバーは元の位置に戻り、

該当する方向指示灯が 3 回点滅しま
す。

ハザードフラッシャ

 スイッチ 2  を押します。このス
イッチを押すと、前後左右の方向指示
灯とサイドマーカーが同時に点滅しま
す。 
ハザードランプは、危 険な場合、つま
り特殊な運転状況や交 通状況のため
に、普段は停車しない場 所や駐車禁止
区域にやむをえず停車し なくてはなら
ないことを他の運転者に 知らせるとき
にしか使用しないでくだ さい。
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フロントワイパー、ウォッ
シャー
間欠フロントワイパー 装着車

A.  1 回ワイプ:
短押しするとワイパが一往復します。
B.  OFF。
C.  間欠ワイプ:
間欠作動では、ワイパが一往復するご
とに数秒間停止します。間欠作動の間
隔は、リング 2  を回すことで変更でき
ます。 
D.  低速連続ワイプ。
E.  高速連続ワイパー

特徴
走行中車両が停止すると、ワイパの動 
作速度が遅くなります。
高速モードを 選択すると、停車時は遅
速モードへ切 り替わります。
車両が再び走行を開始すると走行中に 
選択されていたもとの速度に戻りま 
す。
レバー 1  の操作は自動機能に優先する
ため、操作すると自動機能はキャンセ
ルされます。

ウィンドウワイパレインセンサ装
着車両

レインセンサは、フロントウインドウ
のルームミラー前にあります。
A.  1 回ワイプ:
短押しするとワイパが一往復します。
B.  OFF。
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C.  自動ワイパ機能:
この位置を選択すると、システムがフ
ロントウィンドウの水滴を検出し、ワ
イパを適切な速度で作動させます。
リング 2  を回転させると、作動基準値
や間欠ワイパーの程度を、次のように
変更できます。 
– F : 最高感度。
– G : 最低感度。
感度を上げると、ワイパーの反応と動
作が速くなります。
自動ワイパーをオンにしたり感度を上
げたりすると、ワイパーが 1 回作動し
ます。
インストルメントパネルの警告灯

が点灯することで、機能が有効
になったことを確認できます。

注：
– レインセンサーは運転時の操作を補
助するものにすぎません。視界が悪く
なった場合、運転者は手動でワイパー
を作動してください。霧や降雪がある
場合には、自動ワイパー機能は停止
し、運転者の意志によって制御されま
す。
– 温度が 0 度を下回ると、車両が発進
しても自動ワイパーは作動しません。
車両が一定の速度（約 8 km/h）を超
えると、自動的に作動します。
– 乾燥した天気の場合は自動ワイパー
を作動させないでください。
– 自動ワイパーを作動させる前に、ウ
インドウの氷を完全に除去してくださ
い。
– ローラータイプの洗車機で洗車する
場合は、レバー 1  を OFF 位置 B  に戻
して自動ワイパーを無効化してくださ
い。
作動異常
自動ワイパーが誤動作する場合、ワイ
パーが間欠ワイパーに設定されます。
正規サービス工場にご連絡ください。
次の場合には、レインセンサの作動に
支障が生じることがあります。
– フロントワイパーが破損している場
合: この場合には、センサの検出ゾー
ンに残った水滴やブレード痕により、
自動ワイパーの反応が遅くなったり、
ワイパーの間隔が短くなったりする恐
れがあります。

– フロントウィンドウのセンサ付近に
小片や亀裂がある場合、またはフロン
トウィンドウに汚物、埃、小虫、氷、
洗浄ワックス、撥水性の化学物質など
が付着している場合。この場合、フロ
ントウィンドウワイパの感度が下がっ
たり、無反応状態となったりする恐れ
があります。
D.  低速連続ワイプ。
E.  高速連続ワイパー
特徴
走行中車両が停止すると、ワイパの動 
作速度が遅くなります。
高速モードを 選択すると、停車時は遅
速モードへ切 り替わります。
車両が再び走行を開始すると走行中に 
選択されていたもとの速度に戻りま 
す。
レバー 1  の操作は自動機能に優先する
ため、操作すると自動機能はキャンセ
ルされます。
注意
– 凍結時は、拭き取りを開始する前に
ブレードがウインドウにくっついてい
ないかどうかを確認してください。ブ
レードが氷でくっついているときにワ
イパーを作動させると、ブレードとワ
イパーモーターの両方が破損するおそ
れがあります。
– ウインドウが乾燥している状態でワ
イパーを作動させないでください。摩
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耗が早まったり、ブレードが破損する
原因となります。

特定のフロントワイパー位置（整
備位置）
この位置では、ブレードを持ち上げて
ウインドウから取り外すことができま
す。
以下の場合に便利です。
– ブレードを清掃する場合。
– 冬季にブレードをウインドウから離
しておく場合。
– ブレードを交換する場合🡺 348。
エンジンスイッチが OFF または ON の
状態で、レバー 1  を 2 回持ち上げ、位
置 A （1 回スイープ位置）にします。
ブレードはボンネットから外れた位置
に停止し ます。
ブレードを最低位置に戻すには、イグ
ニッションを ON にし、ワイパーがフ
ロントウィンドウ上に降ろされている
か確認してからレバー 1  を A  位置（1 
回スイープ位置）にします。
イグニッションスイッチを ON にする
前に、ワイパーをウインドウに置いて
ください。ウインドウ上にないと、ス
イッチを ON にしたときにボンネット
やワイパーが破損するおそれがありま
す。

フロントウィンドウが絡
む作業（洗車、デフロス
ターの作動、フロント
ウィンドウの清掃など）

の前には、レバー 1  を B  位置
（OFF 位置）に戻してください。
負傷および／または損傷の恐れが 
あります。

ウィンドウ上に障害物（汚
物、雪、氷など）がある場
合は、（モータの過熱を防

ぐため）ウィンドウ（リアビュー
ミラー背後の中央部分を含みま
す）から障害物を除去してからワ
イパを始動してください。
ブレードの動作の妨げとなってい
る物がある場合、動作を停止する
可能性があります。
障害物を取り除き、ワイパース
イッチレバーを使用してワイパー
を再作動させてください。

ウインドウウオッシャー

イグニッションスイッチを ON にした
状態で、レバー 1  を手前に引いてから
離します。
長めに押すと、フロントウォッシャー
に加えてワイパーが 2 回作動し、数秒
後に 3 回目の作動が実行されます。
注：
– レバー 1  を使用してリアウィンドウ
ウォッシャを 30 秒超作動させると、
ウィンドウウォッシャポンプが停止す
ることがあります。これは、ポンプの
過熱を防ぐための措置です。
– 温度が氷点下になると、ウォッシャ
液がウインドウで凍結し、視界が悪く
なるおそれがあります。清掃前に、デ
フロスタースイッチを使用してウイン
ドウを温めてください。
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エンジンルーム内の部品
を対象に作業をする場合
は、フロントウィンドウ
ワイパレバーが B 位置

（OFF）にあるか確認してくださ
い。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。

ワイパブレードの効率
ワイパーブレードの状態を
こまめ に点検してくださ

い。これにより 耐用年数が大き
く変わります：
– きれいに保ってください：ワイ
パブレード、リアウインドウを
セッケン水で定期的に洗浄してく
ださい。
– ウインドウが乾燥している状態
で使用しないでください。
– 長期間使用しないときは、ワイ
パをウインドウから離してくださ
い。
どの場合でも、機能が低下してき
たら（約 1 年に 1 度は）交換して
ください🡺 348。
ワイパをご使用になるとき の注
意事項
– 凍結または降雪時には、（モー
ターが過熱する危険を避けるた
め）ウインドウから凍結または降
雪を除去してからワイパーを作動
させてください。
– ワイパをご使用になる前 に、輸
送荷物がブレードのストロークを
妨げないこと を確認してくださ
い。

リアワイパー、ウォッシャー
リアウインドーワイパー

 イグニッションスイッチを ON 
にした状態で、記号とマーク 2  の位置
が合うまで、レバー 1  上のリング 3
を回転させます。 

– 低速連続拭き取り。
作動を止めるには、リング 3  を再び回
転させます。

OFF。–
間欠ワイプ:
間欠作動では、ワイパが一往復する
ごとに数秒間停止します。拭き取り
頻度は車速に応じて変動します。

–
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注: ローラ型洗車機で洗車する場合
は、レバー 1  上のリング 3  を OFF 位
置に戻し、自動ワイパを無効化してく
ださい。
アドバイス。
使用の最後に、リアワイパコントロー
ルを停止位置に戻して、次の使用中に
ワイパが誤って作動しないないことを
覚えておいてください。

テールゲートの開閉にワイ
パーアームをつかまないで
ください。

リアウィンドウが絡む作
業（洗車、デフロスター
の作動、ウィンドウの洗
浄など）は、レバー 1

を停止位置に戻してから行ってく
ださい。
負傷および／または損傷の恐れが 
あります。

ワイパブレードの効率
ワイパーブレードの状態を
こまめ に点検してくださ

い。これにより 耐用年数が大き
く変わります：
– きれいに保ってください：ワイ
パブレード、リアウインドウを
セッケン水で定期的に洗浄してく
ださい。
– ウインドウが乾燥している状態
で使用しないでください。
– 長期間使用しないときは、ワイ
パをウインドウから離してくださ
い。
どの場合でも、機能が低下してき
たら（約 1 年に 1 度は）交換して
ください🡺 348。
ワイパをご使用になるとき の注
意事項
– 凍結または降雪時には、（モー
ターが過熱する危険を避けるた
め）ウインドウから凍結または降
雪を除去してからワイパーを作動
させてください。
– ワイパをご使用になる前 に、輸
送荷物がブレードのストロークを
妨げないこと を確認してくださ
い。
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リアワイパーの起動／作動解除
ウィンドウワイパの作動中に後進ギア
を選択すると、ワイパが間欠モードに
なります。「車両設定カスタマイズメ
ニュー」装備車両の場合は、この機能
を有効化または無効化できます🡺 130
。
車両に「設定カスタマイズメニュー」
がない場合は、認定ディーラにこの機
能の無効化を依頼できます。
リアウィンドウに汚れや雪などの障害
物がある場合、ワイパーはあらゆる障
害物を取り除こうとします。障害物に
よりブレードが動かない場合は、動作
が停止します。障害物を取り除き、約 
30 秒待ってから、ワイパースイッチレ
バーを使用してワイパーを再作動させ
てください。

注意
– 凍結時は、拭き取りを開始する前に
ブレードがウインドウにくっついてい
ないことを確認してください。ブレー
ドが氷でくっついているときにワイ
パーを作動させると、ブレードとワイ
パーモーターの両方が破損するおそれ
があります。
– ウインドウが乾燥している状態でワ
イパーを作動させないでください。摩
耗が早まったり、ブレードが破損する
原因となります。

リアウインドウウォッ シャー

 イグニッションスイッチを ON 
にした状態でレバー 1  を長押ししてか
ら離します。 
レバーを長く保持すると（フロントウ
オッシャに加えて）リアワイパーが 2 
回作動し、数秒後に 3 回目の作動（滴
下ワイピング機能）が起こります。
スイッチレバーから手を放すとウォッ 
シャーの作動が停止し、自動的にリア 
ワイパーの位置に戻ります。
注：
– レバー 1  を使用してリアウィンドウ
ウォッシャを 30 秒超作動させると、
ウィンドウウォッシャポンプが停止す
ることがあります。これは、ポンプの
過熱を防ぐための措置です。
– 温度が氷点下になると、ウォッシャ
液がリアウインドウに凍結し、視界が
悪化する恐れがあります。清掃は、デ
フロスタ制御装置を用いてリアウィン
ドウを温めてから実施してください。
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エンジンの始動

カードを検出ゾーン 1  内に置いてくだ
さい。
始動：
– ブレーキペダルを踏みます。
– ボタン 2  を押します。警告音と共に
「READY」というメッセージがインス
トルメントパネルに表示されます。
車速が時速約 5 km/h を超えると、
メッセージは消えます。

注意事項
– 始動の条件がひとつでも満たされて
いないと、「ブレーキとSTART を押し
ます」というメッセージがインストル
メントパネル上に表示されます。
– 場合によっては、ステアリングコラ
ムのロックを解除しやすくするため
に、始動ボタン 2  を押しながらステア
リングホイールを動かす必要がありま
す。その場合、ドライバーにその旨を
知らせるための「ハンドルを回して 
STARTを押します」というメッセージ
が表示されます。

車両によっては、カードの
全機能を備えたデジタル
キーを使用できます。ただ

し、カードを車両内に残し、デジ
タルキーでドアをロックしている
場合、カードを使用して車両を始
動することはできません。
詳しくは、「デジタルキー」セク
ションをご覧ください🡺 60。

マルチメディアシステムに
よるシステムの更新中に、
車両を始動することはでき

ません。
車両を始動する前に、更新が完了
するまで待ちます。
システム更新の詳細については、
マルチメディア機器の取扱説明書
を参照してください。

車両は、充電コードが車両
から外されている場合にの
み始動できます。
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トランク開放状態での「ハンズフ
リー」始動
この場合、カードを紛失しないよう、
ラゲッジルームに置いたりしないでく
ださい。

アクセサリー機能
（イグニッションスイッチを ON にし
ます）
一部の電装品（ラジオ、ナビゲーショ
ンシステム、ワイパーなど）は乗車す
るとすぐに使用することができます。
他の機能を使用するには、車内にカー
ドを置き、ペダルを踏まずに始動ボタ
ン 2  を押します。

作動異常

場合によってはハンズフリーカードが
作動しないことがあります。
– カードの電池が切れており、補助 12 
V バッテリも上がっている状態など。
– カードが、同一周波数の機器（ディ
スプレイ、携帯電話、ゲーム機など）
の近くにある場合。
– 強い電磁波の影響内に車両がある
時。
「キーを検出ゾーンに置いて STARTボ
タンを押す」というメッセージがイン
ストルメントパネル上にが表示されま
す。
ブレーキペダルを踏んでから、カード 
4  を、（ボタンを下向きにして）アッ
パコンソール A  上にあるカップホルダ

の「ハンズフリー」カード配置箇所 3
に配置します。
ボタン 2  を押して車両を始動します。
メッセージが消えます。
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エンジンの停止

車両は、停止している必要がありま
す。
ボタン 2  を押すと次のようになりま
す。エンジンが停止し、「READY」
メッセージがインストルメントパネル
に表示されなくなり、アシストパーキ
ングブレーキが作動します。
エンジンを停止しようとした際にカー
ドが室内にない場合、インストルメン
トパネルに「キーカード検出できませ
ん STARTボタンを押す」メッセージが
表示されます。ボタン2 を2秒以上長押
ししてください。
エンジンスイッチを OFF にしても、そ
の時点で使用中だったアクセサリ類

（ラジオなど）は約 10 分間作動し続
けます。
運転席側のドアを開けると、アクセサ
リー類の作動は停止します。

車両が完全に停止するま
では絶対にイグニッショ
ンキーをOFFにしないで
ください。エンジンを切

ると、システム機能（パワーステ
アリング、airbagsやプリテン
ショナーなどの乗員保護装置）が
停止します。

駐車または停車時のドラ
イバーの責任　　　
たとえ短い時間でも絶対
に、お子様、支援が必要

な大人、または動物ペットを車内
に残して、カードを車内に置いた
まま、お車から離れないでくださ
い。
実際、彼らがエンジンを始動した
り、パワーウインドウやドアロッ
クなどの装置を作動させると大変
危険であり、他人にまで危害が及
ぶ恐れがあります。
その上、暑く晴れた日には、車内
の温度は急に上昇します。
死亡または重傷のおそれ。
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はじめに

ステアリングホイール上にある「OV」
ボタン 1  を押すと、エンジンの性能が
一時的に高められ、車両の加速性能が
瞬間的に高められ（ブーストされ）ま
す。
この機能を有効な状態に保つには、
「OV」ボタン 1  を長押しします。こ
の機能の最大期間は約10秒です。
これを超えたり、ボタンを放したりす
ると、車両は通常の動作を再開しま
す。

この機能が提供する加速
は、交通条件が許すおよ
び地域の規制を遵守して
いる場合のみ使用されま

す。
毎回使用前に確認してください。
事故や大ケガを負う危険がありま
す。

システムの作動
この機能を有効にするには、以下の条
件を満たす必要があります。
– エンジンがオンになっていて、D ポ
ジションになっている。
– ﾚｷﾞｭﾗｰ または Sport モードがオンに
なっている 🡺 297。
– 車速がゼロではない。
– アクセルペダルを踏み込む。
– トラクションバッテリーとエンジン
が動作温度に達している。

この機能は、アクセルペダ
ルを、抵抗点より奥まで
しっかり踏み込むことでも

有効化できます。

ディスプレイ

インストルメントパネルに表示される
「OV」ゲージ2 の残りの範囲を確認す
ることにより、いつでも機能が使用可
能かどうかを確認できます。
「OV」ゲージ2 が空になると、この機
能は使用できなくなり、徐々に充電さ
れるのを待つ必要があります。これを
行うには、「OV」ボタン1 を放せば、
ゲージ2 が徐々に充電され始めます。
「OV」ゲージ2 を完全に充電するのに
必要な時間は最大30秒です。
注: この機能を有効にするため、ゲー
ジ2 が完全に充電されるのを待つ必要
はありません。ゲージが空でない限り
使用できます。
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システムの無効化条件
特定の条件下では、システムの作動が
無効になります。
– シフトレバーをR 位置かN 位置にし
た場合。
– 「Save」モードを有効化した場合。
この場合、インストルメントパネルに
「Overtake こので は使用不可 DRIVE 
MODE」メッセージが 表示されます 
🡺 297。
– 「OV」計 2  が空を示している場
合。
– トラクションバッテリーの充電レベ
ルが低すぎる。
– 車両のシステム障害（ESC など）。

動作の制限と一時的な利用禁止
特定の状況（バッテリ温度またはエン
ジン温度が高すぎか低すぎる状況な
ど）では、「Overtake」機能が制限さ
れたり、一時的に抑制されたりするこ
とがあります。
機能制限中は、インストルメントパネ
ル上の「OV」計 2  が「満充填」を示
さないことがあります。
機能抑制中は、インストルメントパネ
ル上の「OV」計 2  が空表示になりま
す。「OV」ボタン 1  を押すと、機能
使用不可の証として、「Overtake 使用
不可」というメッセージがインストル
メントパネルに表示されます。
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スタンディングスタート手順
（Launch Control）は、タイヤと地面
のグリップが最適なときに車両を最高
速度で加速可能にする機能です。
注: Launch Control 機能は、トラク
ションバッテリーとエンジンが動作温
度に達した場合のみ使用できます。
パフォーマンスをできるだけ高めるた
め、バッテリーがほぼ充電済みのとき
にこの機能を使用することをお勧めし
ます。

システムの集中的な使用
は、機械部品の寿命を短く
させます。詳細について

は、指定サービス工場にお問い合
わせください。

システムの作動
システムは、次のように作動します。
– エンジンが稼働して車両が停止して
いる状態で、シフトを D ポジションに
入れます。
– Sport モードによって 🡺 297 が有効
になります。
– 左足でブレーキペダルをしっかり踏
みます。
– ブレーキペダルに足を乗せたまま、
インストルメントパネルに「Launch 
Control 準備完了 フルスロットル」
メッセージが表示されるまで、ステア
リングホイール 1  上のOvertake（OV
）ボタンを押します。
– ボタン1  を放します。
– 60秒以内に、左足でブレーキペダル
を踏んだまま、インストルメントパネ
ルに「Launch Control ブレーキをは
なす」メッセージが表示されるまで、
右足でアクセルペダルを抵抗点の先ま
で完全に踏み込みます。
– 4 秒以内にブレーキペダルから足を
離すと、インストルメントパネルに特
別なアニメーションが表示され、ス
ポーティな発進が可能になります。

滑る、または濡れた道の
上でこの機能を使用しな
いでください。
車両制御の喪失の危険性

があります。

システムの無効化条件
特定の条件下では、システムの作動が
無効になります。
– シフトレバーをR 位置かN 位置にし
た場合。
– SaveモードかNormalモードが有効
化されると、「Launch Control この
で は使用不可 DRIVE MODE」という
メッセージがインストルメントパネル
🡺 297上に表示されます。
– トラクションバッテリーの充電レベ
ルが低すぎる。
– トラクションバッテリーの温度が低
すぎるか高すぎる。
– エンジン温が低すぎるか高すぎる。
– 車両のシステム障害（ESC など）。
注: これらの条件のいずれかによって
機能が抑制されている場合、
「Launch Control 使用不可」メッ
セージがインストルメントパネルに表
示されます。
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この機能を使用すると、タ
イヤの摩耗が大幅に加速し
ます 🡺 335。

この機能が提供する加速
は、交通条件が許すおよ
び地域の規制を遵守して
いる場合のみ使用されま

す。
毎回使用前に確認してください。
事故や大ケガを負う危険がありま
す。
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選択スイッチ

R、N および D スイッチを使うと、次
のようなシフトレバー位置にすること
ができます。
– R: 後進。
– N: ニュートラル。
– D: 前進ギア。
シフト位置は、備考情報としてインス
トルメントパネル上に表示されます。

「ニュートラル」位置（N）にす
る方法
車両を停車し、エンジンを稼働した状
態で、ブレーキペダルを踏み、Nス
イッチを短く押します（Nスイッチ内

蔵の表示灯が白く点灯し、インストル
メントパネルにNが表示されます）。

前進ギア（D位置）にする方法
車両を静止させ、エンジンを作動させ
てブレーキペダルに足を載せた状態
で、Dスイッチを短押しします（D ス
イッチ内蔵表示灯が白色点灯し、D が
インストルメントパネル上に表示され
ます）。
ブレーキペダルが踏み込まれていない
と、現在位置表示が約 5 秒間点滅し、
「ブレーキペダルを 強く踏む」という
メッセージがインストルメントパネル
上に約 5 秒間表示されます。
大半の交通状況では、スイッチに触れ
る必要はありません。
注意：エンジンが作動中で、車両が0 
km/hから14 km/hで移動しており、シ
フトレバーがNまたはR位置の場合、
ブレーキペダルを踏まなくてもD位置
にシフトできます。パーキング操作で
前進と後進を交互に何度も繰り返す必
要がある場合に便利です。

後進ギア（R 位置）にする方法
車両を静止させ、エンジンを作動させ
てブレーキペダルに足を載せた状態
で、R スイッチを短押しします（R ス
イッチ内蔵表示灯が白色点灯し、R が
インストルメントパネル上に表示され
ます）。

DまたはR位置が選択されて
いる場合、車両が停止して
いるときにブレーキペダル

を離すと（アクセルペダルを踏ま
ずに）、車両は低速度で動き始め
ます。

ブレーキペダルが踏まれていない場
合、現在の位置が約 5 秒間点滅し、表
示灯 1  がインストルメントパネル上に
表示され続けます。
注意：エンジンが作動中で、車両が約
0～10 km/hで走行しており、Nまたは
D位置が選択されている場合は、R位
置に切り替える際にブレーキペダルを
プレスする必要はありません。パーキ
ング操作で前進と後進を交互に何度も
繰り返す必要がある場合に便利です。

停止する
車両が停止した状態で、ブレーキペダ
ルを踏み、N スイッチを短く押しま
す。
注: エンジン停止後に締結すると、車
両のイグニッションが再びオンになる
まで N ポジションが維持されます。
パーキングブレーキがかかっており、
車両が固定されていることを確認して
ください 🡺 167。
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アシストパーキングブ
レーキを使用して車両が
移動しないようにしま
す。車両から離れる前

に、アシストパーキングブレーキ
が作動しているこ とを確認してく
ださい。電動パーキングブレーキ
の適用は、ドアが施錠されるまで
電動パーキングブレーキスイッチ
の表示灯の点灯およびインストル

メントパネルの  警告灯点灯
によって確認できます。車両に
よっては、このことの警告とし
て、フロントガラスの上部にラベ
ルが貼り付けられています 🡺 167
。

シフトコントロールを N
ポジションにするだけで
は駆動輪が機械的にロッ
クされません。車両を離

れる前に、車両が固定されている
ことを確認してください。

安全上の理由から、車両
が 完全に停止するまで
は絶対 にイグニッショ
ンスイッチ を OFF にし

ないでくださ い。

作動異常
エンジンの故障や電気的障害（バッテ
リの故障など）がある場合は、車両が
適切に動かされていることを確認しま
す。

操作時にサブフレームに
衝撃があった場合（縁
石、歩道またはその他の
市街地設備との接触な

ど）車両を損傷した恐れがありま
す（リアアクスルの変形など）。
放置すると事故が起こるおそれが
あるので、指定サービス工場で点
検を受けてください。
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はじめに
アクセルを放すと、車両は回生ブレー
キを使用して減速します。
このエネルギーはすべて、トラクショ
ンバッテリーを充電するために電気に
変換されます。
ステアリングホイールコントロール2
を使用して、回生ブレーキを増減でき
ます。

回生ブレーキは、どのよ
うな場合でも、ブレーキ
ペダルの代用として使用
しないでください。

一定の条件（完全に充電さ
れたバッテリーが熱すぎる
か冷たすぎる、エンジンが

高温になっている、など）では、
回生ブレーキシステムの性能が制
限され、アクセルペダルを離した
ときのエンジンブレーキが減少し
ます。
インストルメントパネルのパワー
メーターインジケータ1 に、使用
できると見込まれる回生ブレーキ
が表示されます。ただし、ブレー
キペダル使用時の制動能力は維持
されるため、車速を制限すること
ができます。
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回生ブレーキシフトコントロー
ル2

タッチコントロール2 を使用して、回
生ブレーキレベルを変更することがで
きます。
– コントロール2 をA に向かって回
し、アクセルペダルを離したときのエ
ンジンブレーキを上げます。
– コントロール2 をB に向かって回
し、アクセルペダルを離したときのエ
ンジンブレーキを下げます。
コントロール2 で選択したレベルは、
アダプティブクルーズコントロール機
能が作動している間は機能しません 
🡺 234。

回生ブレーキ制御による走行

回生ブレーキレベル

コントロール2 を使用して選択された
レベルに応じて、インジケーター3 に
回生ブレーキレベルが表示されます。
– C : スムーズで経済的な運転を実現す
る「フリーホイール」レベルで、既定
では、Saveモードを選ぶとこのレベル
になります。より先を見越して運転す
る必要があります。
– D : アクセルペダルから足を離すと軽
いエンジンブレーキが掛かるレベル
で、既定では、NormalモードやSport
モードを選ぶとこのレベルになりま
す。
– E : アクセルペダルを離したときに中
エンジンブレーキになります。
– F : アクセルペダルから足を離すと強
いエンジンブレーキが掛かるレベル。
– G : アクセルペダルから足を離し、
One Pedal機能が作動すると、非常に
強いエンジンブレーキが掛かるレベ
ル。
注: エンジンを停止すると、回生ブ
レーキのレベルは記憶されますが、
One Pedal機能については記憶されま
せん。

One Pedal 機能
装備車両では、One Pedal機能が、主
にアクセルペダルを使用して、市街地
や交通量の多い場所での運転を容易に
します。
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アクセルペダルから十分に足を離す
と、車両が完全停止するまでこの機能
がブレーキをかけます。
アクセルペダルから足を完全に離す
と、エンジンブレーキレベルがきわめ
て高くなります。
アクセルペダルを十分に踏むと、速度
が回復します。

作動

D位置の状態で、制御装置 2  を A  方向
に「One Pedal 起動しました」という
メッセージが表示されるまで回しま
す。ワンペダル機能が有効化される
と、その証として、ワンペダル機能警
告灯 3  が点灯し、ビープ音が鳴りま
す。

One Pedal機能では非常停
止できず、機能の使用中に
は制動性能が制限されま

す。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、この機能は、車両を
常時コントロールする責

任があるドライバーに代わって注
意するものではなく、補助的に注
意喚起するのもです。

注: 車両が静止しており、「One 
Pedal」機能が有効化されている状態
でレバーをD位置にすると、ブレーキ
ペダルから足を離しても車両は動きま
せん。

スタンバイ化
ワンペダル機能は、RかNにするとス
タンバイ状態となります。
ワンペダル機能警告灯がインストルメ
ントパネル上に灰色表示されます。
注: Dの状態で R位置にすると、車両が
静止中でも、ブレーキペダルから足を
離すとすぐに（アクセルペダルを踏ま
なくても）車両は前進します。
D位置にシフトすると、車速がおよそ 
10 km/h を超えた時点で機能が再作動
します。再び有効化されたことを示す
ため、ワンペダル機能警告灯が白色表
示されます。
注：
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– パーキングブレーキは、車両が約 3 
分を超えて静止状態になると自動的に
掛かります。

作動解除
この機能を無効化するには、次のよう
に操作します。
– 走行中の場合は、制御装置 2  を B
方向に回します。
– 静止中の場合は、ブレーキペダルを
踏んでから制御装置 2  を B  方向に回
します。
「One Pedal 解除しました」という
メッセージがインストルメントパネル
上に表示されます。無効化を示すた
め、ワンペダル機能警告灯 3  が消え、
ビープ音が鳴ります。
この機能は、エンジン始動／停止ボタ
ンを押してエンジンを停止した場合、
自動的に無効化されます。機能が必要
な場合には、再始動後に再作動させる
必要があります。

作動制限
– グリップを得にくい路面（凍結路
面、積雪路面など）では、第 1 レベル
である C  または D  を用い、ブレーキ
ペダルも併用して、徐々🡺 164に制動
および停止できるよう操作することを
おすすめします。
– 急勾配の場所では、アクセルペダル
から足を離しOne Pedal機能を使うだ
けでは車両を十分に静止できない場合

があります。ブレーキペダルを踏むか
電動パーキングブレーキを作動させ、
車両が静止するか確認します。

作動異常
システムが作動不良を検出すると、
「One Pedal 要点検」というメッセー
ジがインストルメントパネル上に表示
されます。この場合、機能は使用でき
なくなります。正規サービス工場にご
連絡ください。
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電動パーキングブレ ーキ
アシスト操作

アシストパーキングブレーキの 作動
車両が静止した状態であれば、次の場
合に電動パーキングブレーキを使用し
て車両を固定できます。
– エンジン始動／停止ボタン 1  を押し
た場合。
または
– 運転席シートベルトが締まっていな
い場合
または
– 運転席ドアを開けた時。

アシストパーキングブ
レーキを使用して車両が
移動しないようにしま
す。車両から離れる前

に、アシストパーキングブレーキ
が作動しているこ とを確認してく
ださい。ドアがロックされるまで
はスイッチ 3  上の表示灯 2  と、
インストルメントパネル上の

警告灯が点灯状態になるた
め、この確認が可能です。車両に
応じて、このことを思い出させる
ために、ステッカーがフロントガ
ラスの上部に配置されています。

それ以外の場合には、パワーアシスト
パーキングブレーキが自動的に作動す
ることはありません。このような場合
は手動機能を使用してください。
電動パーキングブレーキが掛かると、

その証として、 警告灯がインス
トルメントパネル上に表示され、ス
イッチ 3  上の表示灯 2  が点灯します。
エンジンをオフにすると、アシスト
パーキングブレーキをかけた数分後に
表示灯2 が消え、車両の施錠時に

警告灯が消えます。
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注: 状況（電動パーキングブレーキの
故障、パーキングブレーキの手動解除
など）によっては、次の場合に、電動
パーキングブレーキの解除についてド
ライバーに知らせるため、、ビープ音
が鳴り、「ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷ を入れてくだ
さい」というメッセージインストルメ
ントパネル上にが表示さます。
– エンジンが ON の状態で運転席側の
ドアが開いた場合。
– エンジンが OFF の状態でフロント
ドアが開いた場合。
この場合に電動パーキングブレーキを
かけるには、スイッチ 3  を引いて離し
ます。
アシストパーキングブレーキを解除す
る場合
パーキングブレーキが解除されている:
– 車両が加速し始めると、
または
– NからR/DまたはBにシフトした場
合。

アシストパーキングブ
レーキを使用して車両が
移動しないようにしま
す。車両から離れる前

に、アシストパーキングブレーキ
が作動しているこ とを確認してく
ださい。ドアがロックされるまで
はスイッチ 3  上の表示灯 2  と、
インストルメントパネル上の

警告灯が点灯状態になるた
め、この確認が可能です。車両に
応じて、このことを思い出させる
ために、ステッカーがフロントガ
ラスの上部に配置されています。

手動での作動
手動でアシストパーキングブレーキを
作動させることができます。

手動でアシストパーキングブレー
キを作動させる
スイッチ 3  を引きます。警告灯 2  と 

 警告灯がインストルメントパネ
ル上に表示されます。

手動でアシストパーキングブレー
キを解除する
イグニッションスイッチを ON に切り
替えるには、ペダルは踏まずにボタン 
1  を押します。ブレーキペダルを踏み
スイッチ 3  を押します。すると、ス
イッチの表示灯 2  と、インストルメン
トパネル上に表示されている警告灯 

 の双方が消灯します。

一時停止
（赤信号で停車した際、エンジンの回
転が止まった際などに）電動パーキン
グブレーキを手動でかけるには、ス
イッチ 3  を引いて離します。車両を再
発進させ るとすぐに、パーキングブ
レーキは自 動的に解除されます。

注意：

坂道駐車
斜面に駐車したり、トレーラー牽引中
に駐車したりする場合には、ス イッチ 
3  を数秒間引いて制動力を最大化しま
す。
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電動パーキングブレーキ解除状態
での駐車

パーキングブレーキを解
除する場合は、その前に
車両が安定しているかご
確認ください。

電動パーキングブレーキ解除状態で駐
車するには、パーキングブレーキの解
除が必要です。
方法:
– エンジン始動／停止ボタン 1  を押し
てエンジンを停止します。
– 運転席シートベルトを外します。
– 運転席側ドアを開けます

– 必要であれば、車輪の前後ろに輪止
めを配置し、車両を確実に不動化しま
す。
– 手動で電動パーキングブレーキを解
除します（詳しくは、「電動パーキン
グブレーキの手動解除」と題された段
落をご覧ください）。ブレーキ解除に
ついて知らせるための「P.ブレーキが 
ゆるい」というメッセージがインスト
ルメントパネルに表示され、ビープ音
が鳴ります。車両が安定しているか確
認します。
– 運転席ドアを閉めます。必要であれ
ば車両をロックします。

作動異常

– 不具合が生じると、  警告灯
がインストルメントパネル上で点灯
し、「ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷ を点検してくださ
い」メッセージが表示されるほか、場

合によっては  警告灯も点灯しま
す。できるだけ早く指定サービス工場
で点検をお受けください。
– パワーアシストパーキングブレーキ

に不具合が生じた場合は、 警
告灯と「パーキング ブレーキ故障」の
メッセージが表示され、警告音が鳴り

ます。また、場合によっては 警
告灯が表示されます。
– パーキングブレーキが故障した場
合、インストルメントパネルをオフに

なっていると、スイッチ2 の表示灯が
点滅します。
その場合、周囲の交通に注意しなが ら
直ちに停車します。

「電気系統故障」、
「バッテリ要点検」、ま
たは「パーキング ブ
レーキ故障」というメッ

セージが表示された場合は、ス
イッチ3 を約10秒間引いて車両を
不動化する必要があります。
条件と傾斜によって必要である場
合は、車両に車輪止めを使用して
ください。
車両のブレーキングの喪失の危険
性があります。
正規ディーラにご連絡ください。

パーキングブレーキをか
けず、エンジンを切らな
い状態で車を離れないで
ください。車両が停止し

ていて も、ギアの入っている状態
でエン ジンがかかっていると、ア
クセル ペダルを踏んだときに車
両が動き 出します。
事故の恐れがあります。
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ビジュアルリターンまた
は 音声がない場合に
は、イン ストルメント
パネルが故障 していま

す。周囲の交通に注意しながら、
直ちに停車してください。車両が
固定されていることを確認して、
指定工場に連絡してください。

「Autohold」機能
はじめに
車両が停止した場合（たとえば、赤信
号、交差点、渋滞など）、運転者がブ
レーキペダルを離しても制動力が確保
されます。
制動力は、ギヤが噛み合った状態で運
転者が十分に加速するとすぐに解除さ
れます。

作動

スイッチ 1  を押します。
この機能が有効化されると、その証と
して、スイッチ 2  上の表示灯が点灯し
ます。

作動解除
スイッチ 1  を押します。制動力で車両
を維持する場合、ブレーキペダルを踏
む操作でも維持できます。
機能の無効化を示すため、スイッチ上
の警告灯 2  が消えます。
制動力が維持されている場合、パーキ
ングブレーキは次の場合に自動的に作
動します。
– ドライバーがドアを開けます。
または

– ドライバーがシートベルトを外した
場合。
または
– 車両を約 3 分間以上停止する。

始動するたびに、機能はエ
ンジンが最後にオフになっ
たときに設定されていた

モードを継続します。

アシストパーキングブ
レーキを使用して車両が
移動しないようにしま
す。車両から離れる前

に、アシストパーキングブレーキ
が作動しているこ とを確認してく
ださい。ドアがロックされるまで
はスイッチ 2  上の表示灯と、イ
ンストルメントパネル上の警告灯

が点灯するため、この確認
が可能です。車両に応じて、この
ことを思い出させるために、ス
テッカーがフロントガラスの上部
に配置されています。

制動力を維持するための条件
次の条件を満たす必要があります。
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– 運転席ドアが閉まっていない
と
– 運転席シートベルトが締まってい
る。
と
– アシストパーキングブレーキが解除
されている
と
– 非常に急な斜面に車両を停車してい
ない。
制動力が保持されている場合、その証

として、  警告灯がインストルメ
ントパネル上に表示されます。

制動力を中断するための条件
次の条件を満たす必要があります。
– ドライバーが、ギアが係合した状態
で十分に加速する
または
– ドライバーが機能を無効にする

 警告灯がインストルメントパネ
ルから消えます。
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はじめに
お使いの車両は、その生産から走行を
経て廃車へと至るライフサイクルを全
うできるよう、環境に配慮して設計さ
れています。

製造
本車両は（水やエネルギーの消費を節
約し、視覚的、聴覚的侵害を抑え、大
気や水への汚染物質の排出を抑え、廃
棄物の選別と再生を実施し）自然環境
への影響を除去する過程を経た製造場
所で製作されました。

お客様ご自身も、環境保護に参
加しているという意識を持って
お取り扱いください。
– 部品や車両の寿命が終了した場合
は、部品を捨てないでください。環境
基準に適合する法的存在に渡す必要が
あります。

– タイヤのような、車両の定期保守整
備で交換される消耗部品や構成部品
は、専用の回収場所で処分する必要が
あります。
– 摩耗した電気および電子構成部品
（バッテリなど）をゴミとして捨てる
ことはできません。認定ディーラに持
ち込むか、適切なリサイクル施設に関
する情報をお住まいの地方自治体にお
問い合わせください。
– 車両のリサイクルを寿命の最後に最
適化するために、指定サービス工場に
連絡するか、メーカーのウェブサイト
を参照して、地域の法律に準拠した環
境を尊重するための回収ポイントに指
示することができます。

リサイクル
お使いの車両は、少なくとも 85% は
リサイクル可能で、少なくとも 95% 
は回収可能な素材で作られています。
そのため多数の部品がリサイクルでき
るように設計されています。
素材と構造は次の目的で慎重に設計さ
れています:
– これらの部品を簡単に取外して専門
会社で再処理することができます。
– 循環エコノミーの促進（再使用、リ
サイクル、回収など）
これは、特に電気自動車のバッテリに
該当します。
車両には、リサイクルされたプラス
チックまたは再生素材から作られた部
品が多く含まれています。
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エコドライブ
はじめに
航続距離は、規制に準ずる標準的な方
法で認定されています。すべてのメー
カーで同一され、車両間が比較できま
す。
実際の使用での走行可能距離は車両、
機器、ライディングスタイルの条件に
よって異なります。走行可能距離を最
適化するため以下をご参照ください。
バージョンに応じて、エネルギー消費
量を抑える機能が提供されます。
– インストルメントパネル上:

– パワーメーター
– マルチメディア画面:

– 電力消費量に関するデータ
– エネルギー消費量グラフ
– ドライビングスタイルに基づくス
コア
– Eco ドライブのヒント
– ルートプランナ
– 省エネ走行モード。

パワーメーター

（インストルメントパネル上）
充電メータは、車両の走行中に消費ま
たは回収されたエネルギーをリアルタ
イム表示します。
「回収エネルギー」A  活用ゾーン
運転中にアクセルペダルから足を離し
たり、ブレーキペダルを踏んだりする
と、減速中にモータによる発電が行わ
れ、この電力が、車両の制動やトラク
ションバッテリー 🡺 163 の充電に使用
されます。
「最適」であることを示す B 消費量
ゾーン
回収とエネルギー消費のバランスが取
れた経済的な運転であることを示しま
す。

「エネルギー消費量」C  消費ゾーン
トラクションバッテリは、モータが車
両を移動するために必要な電気エネル
ギーを供給します。

この情報が表示されるかど
うかは、選択されている車
内環境設定 🡺 127 に応じて

変動します。

行程のまとめ
装備車両では、エンジンのスイッチを 
OFF にすると、「行程記録」がマルチ
メディア画面3 上に表示されます。こ
の行程記録は、最後の行程における以
下に関する情報を示しています。
– 平均エネルギー消費量。
– 走行キロ数。
– 加速、ブレーキの予想、速度管理の
スキルを考慮した総合的な成績
– 評価を改善するためのアドバイス。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

ナビゲーションシステム
ナビゲーションシステムで確認できる
情報（交通情報、最寄りの充電ステー
ションなど）を使用すると、行程の管
理を簡素化し、充電時期を最適化する
ことができます。
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「」モードSave
Save モードは、車両の出力を抑制
（加速力や最高速度を抑制するなど）
する方法で燃料消費を減らし、航続距
離を延ばすのに役立つ機能です。

Saveモードでエアコンの
「Eco」設定を有効化する
と、エアコンの出力が抑制

🡺 297されます。

マルチメディア画面3 からの有効
化／無効化

車両によっては、DRIVE MODEメ
ニューから機能を有効化または無効化
できます。

詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

スイッチ4 を用いた有効化／無効
化

車両によっては、スイッチ4 を、Save
モードへのアクセスに必要な回数だけ
押します。

Save モードを有効化する
と、Save警告灯 5  インス
トルメントパネルに表示さ

れます。車速が約 130 km/h に制
限されます。
走行中は、一時的にSaveモード
を停止することで、エンジンの出
力制限を解除できます。
これを行うには、アクセルペダル
を一番奥までしっかり踏み込みま
す。アクセルペダルから足を離す
と、Saveモードが再び有効化さ
れます。
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車両の走行可能距離: アドバイ
ス
実際の使用条件では、電気自動車の走
行可能距離は部分的な制御を持ついく
つかの要因によって異なり、車両の走
行可能距離に大きな違いが生じる可能
性があります。
これらの要因は次のとおりです。
– スピードとドライビングスタイル。
– 道路の種類。
– 暖房レベル。
– タイヤ。
– 電気アクセサリーの使用状況。
– 車両の負荷状態。
さらに、Save モードを有効にするこ
とで、車両がすべての電力消費（エン
ジン出力など）を自動的に充電して、
消費量を可能な限り削減することがで
きます🡺 173。

スピードとドライビングスタイル

高速で走行すると、車両の走行可能距
離が大幅に減少します。
例（定速走行時）:
– 車速を約130 km/h から110 km/hに
減速することで、燃費を約20%まで節
約できます。
– 車速を約90 km/h から80 km/hに減
速することで、燃費を約10%まで節約
できます。
「スポーティ」ドライビングでは、車
両の走行可能距離が短くなります。
「スムーズ」ドライビングスタイルを
選択してください。
アドバイス：
– 定速走行。

– 走行状態を表示するツール（、現在
の燃料消費量計、行程記録など）から
目を離さないでください🡺 173。
– 過度のエネルギー消費を避けるため
に運転スタイルを調整してください。
– エネルギー回収を促進: アクセルペ
ダルは頻繁に踏まず、徐々にブレーキ
をかけるなどの方法で、交通量の変化
を予測しながら運転てください。

道路タイプ

上り坂で同じ車速を維持しないように
して、平坦な道路以上に加速しないよ
うにしてください。アクセルペダルの
踏み 込み量を変えないようにしましょ 
う。
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暖房レベル

暖房や空調を使用すると、車両の走行
可能距離が短くなります。
車両の航続距離を一定の水準に保つに
は、車両を使用する前に「プログラミ
ング」モードを選択することをおすす
めします🡺 306。

車両の負荷状態
無意味に車両を過負荷状態にしないで
ください。

タイヤ

タイヤ空気圧が低すぎると燃費を悪く
します。車両に指定されたタイヤ空気
圧を遵守してください。
走行するときは、元のタイヤと同じ寸
法、種類、構造の同じメーカー製のタ
イヤを使用してください。非推奨タイ
ヤ を使用すると、車両の航続距離が大
幅に短くなる恐れがあります🡺 335。
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はじめに
車両に装備されている場合、このシス
テムがタイヤ空気圧を モニターしま
す。
車両によっては、マルチメディア画面
の「ﾀｲﾔ圧」タブでタイヤのリセット
手順を実行可能な場合に、システムが
識別可能になります。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、
この機能は、ドライバー

の代わりをするものではありませ
ん。したがって運転されるとき
は、お客さまの責任において慎重
に運転しなければならないことを
忘れないでください。
毎月 1 回、タイヤの空気圧を点検
してくださ い。

作動原理

各タイヤのバルブにセンサーが取付け
られていて、このセンサーが空気圧を
定期的に測定します。
システムは、現在の警告をインストル
メントパネル 1  上に表示し、空気圧が
不十分な場合はその旨をドライバーに
警告します。
タイヤの空気圧が不十分な（タイヤの
空気圧低下、パンクなどが生じてい

る）場合、 警告灯が常時点灯し
ます。車両によっては、現在のタイヤ
空気圧値がマルチメディア画面に表示
されます。

警告灯 が点灯し
た場合、周囲の交通に注
意しながら直ちに安全な

場所に停車しなくてはなりませ
ん。

タイヤ空気圧基準値のリセット
手順
次の場合には、リセットが必要です；
– タイヤ交換の後；
– 使用条件に適応するために（空荷
時、積載時、高速走行）、タイヤ空気
圧の基準値を変更しなければいけない
とき；
– タイヤのローテーション🡺 335後。
システムのリセットは、冷間時に 4 本
のタイヤの空気圧を確認してから行っ
てください。
タイヤの空気圧は車両の現在の使用に
対応していなければいけません（空車
時、積載時、高速走行など）。タイヤ
の空気圧を観察します。最低でも 1 ヶ
月に一度か、長距離走行の前には、必
ず空気圧を点検をしてください（運転
席側ドアに貼付されているラベルをご
覧ください 🡺 337）。
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マルチメディア画面 2  を介したリ
セットの手順

詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。
注：
– リセット受理後は、手順終了を待つ
ことなく走行できます。車両によって
は、タイヤ空気圧値がマルチメディア
画面に表示されます。
– タイヤ空気圧は、運転席ドアのサイ
ドに記載されている基準の空気圧より
低くてはいけません。

ナビゲーションシステム装
備車両の場合は、マルチメ
ディア画面からリセットで

きます。この装備の取扱説明書を
参照してください。
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メッセージ表示
下表は、タイヤリセット手順に関連して表示され得るメッセージを示したものです。

手
順

表示（車両装備に応じて異
なります） メッセージ 読み取り値

1  
イグニッションスイッチを ON にし、車両を静止した状態で、四輪すべての
空気圧リセット手順を開始します。詳しくは、マルチメディア画面の取扱説
明書をご覧ください。

2
タイヤ空気
圧学習 開
始

4 本すべてのタイヤの空気圧リセットが完了したことを示すため、各タイヤの
前で「---」という記号が点滅します。

3  

各タイヤの前で「---」という記号が点滅します。これは、4 本すべてのタイヤ
の空気圧リセットが完了したことを示しています。これで走行できるように
なりました。
注: リセット手順の間も、タイヤ空気圧のモニタリングは作動し続けていま
す。

4  4 本のタイヤの圧力値が表示されます。リセット手順は正常に完了していま
す。
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タイヤ空気圧の調整
4 本のタイヤの空気圧は、冷間時に設
定してください（運転席ドアのサイド
に貼ってあるラベルを参照してくださ
い）。
タイヤが冷えており空気圧を点検でき
ない場合は、推奨空気圧より 0.2 から 
0.3 bar（3 psi）高めに調整してくださ
い。
温間時にタイヤの空気は絶対に抜かな 
いでください。

ホイール／タイヤの交換
このシステムは、専用装備（ホイー
ル、タイヤ、ホイールキャップなど）
🡺 335を必要とします。
タイヤの交換や、このシステムと互換
性があり、正規販売網から入手できる
純正アクセサリーについては、正規
ディーラにご相談ください。非正規品
のアクセサリーを使用すると、システ
ムが正常に作動しない恐れがありま
す。

タイヤの交換
このシステムは、タイヤ
の位置と空気圧を極力正
しく計算するため、走行

によっては数分間かかることがあ
ります。車への作業を行った後
は、必ずタイヤの空気圧を点検し
てください。

タイヤパンク修理剤と空気入れ
キット
唯一メーカーの店舗が認可している備
品を使用してください。それ以外の場
合、システムが反応遅れで作動した
り、正しく動作しない恐れがあります
🡺 338。
タイヤ空気注入キットの使用後、タイ
ヤの空気圧を調整し、タイヤ空気圧の
基準値のリセットを開始します。

タイヤ空気圧の不具合

システムがタイヤ空気圧の異常を検出
すると、警告メッセージがインストル
メントパネル 1  に表示されます。
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警告のメッセージ
この表には、システムが空気圧の問題（タイヤの空気圧低下やパンクなど）を検出したときにインストルメントパネルに表示
されるアラートメッセージが含まれています。

警告灯 が点灯した場合、周囲の交通に注意しながら直ちに安全な場所に停車しなくてはなりません。

表示灯 メッセージ
表示
(車種によりま
す）

読み取り値

が点灯し、その状
態が保たれます。

タイヤ空気
圧を 調整し
てください

これは、タイヤの空気圧不足が検出されたことを示しています。車両に
よっては、ホイールと関連空気圧値がマルチメディア画面に黄色表示さ
れます。
冷えているときに 4 本すべてのタイヤの空気圧を点検し、調整してくだ
さい。警告は、運転開始から数分後にインストルメントパネルに表示さ
れなくなります。

 +
常時点灯状態にな
ります。

パンク

これは、該当するタイヤがパンクしているか空気圧が著しく不足してい
ることを示しています。車両によっては、ホイールと関連空気圧値がマ
ルチメディア画面に赤色表示されます。
タイヤの空気が抜けている場合は、冷えているときに 4 本のタイヤの空
気圧を調整します。警告は、運転開始から数分後にインストルメントパ
ネルに表示されなくなります。タイヤがパンクした場合は、タイヤを交
換するか、タイヤを交換してからシステムをリセットしてください。

 が点滅後に

点灯し、
警告灯が表示され
ます。

タイヤ空気
圧 センサの
点検

これは、少なくとも 1 本のタイヤにセンサーが取り付けられていない
か、センサーが故障していることを示しています。車両によっては、ホ
イールがマルチメディア画面に表示されなくなります。正規サービス工
場にご連絡ください。
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表示灯 メッセージ
表示
(車種によりま
す）

読み取り値

  
これは、システムが各タイヤの空気圧を判断できないことを示していま
す。これは、認定ディーラ非推奨センサの使用が原因の可能性がありま
す。タイヤ空気圧センサーのモニターシステムは作動を続けています。
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はじめに
このシステムは次のコンポーネントに
よって構成されています（仕様によ
る）：
– アンチロックブレーキシステム
（ABS）。
– エマージェンシーブレーキアシス ト
（車種によりブレーキアンティシペー
ション付き）
– アンダステア制御およびトラクショ
ンコントロールを備えた横滑り防止装
置（ESC）。
– 坂道発進アシスト、
– 多重衝突ブレーキ。
– 回生ブレーキシステム🡺 163。
他の運転支援システムは、このリーフ
レットに記載されています。

これらの機能は、重大な
走行状況において車両の
挙動を走行状況に適合さ
せるための追加支援機能

です。
ただし、この機能は、ドライバー
の代わりをするものではありませ
ん。車両の限界を超えるもので
も、より速い走行を促すものでも
ありません。運転されるときは、
お客さまの責任において慎重に運
転しなければならないことを忘れ
ないでください（常に細心の注意
を払って運転してください）。

アンチロックブレーキシステム
（ABS）
急制動時、ABS はホイールのロックを
防止し、制動距離を制御して、車両の
コントロールを可能のまま保持しま
す。
これらの条件により、ブレーキをかけ
ながらの障害物回避操作が可能となり
ます。さらに、このシステムにより接
地性の悪い路面（濡れた路面など）で
の制動距離が最適化されます。
ABS 作動中は、制動中のブレーキペダ 
ルに小刻みに振動を感じます。ABS 
は、タイヤの、路面や路面保持に関す
る「物理的な」性能を向上させるもの

ではありません。走行速度に応じた適
切な車間距離を保つなど、必ず 基本的
な注意や気配りを怠らないでくださ
い。

緊急制動が必要なときに
は、ブレーキペダルを強く
踏み続けてください。ブ

レーキを断続的に操作するポンピ
ングブレーキの必要はありませ
ん。ABS がブレーキシステ ムに
掛けられた力を加減します。

作動異常

– と がインストルメン
トパネル上で点灯し、車両によっては
「ABSを 点検」、「ブレーキシステム 
を点検」および「ESC 点検」という
メッセージが表示され、ABS、ESCお
よび緊急ブレーキアシスト機能が無効
化されます。ブレーキは操作可能です
。

– 、 、 、
がインストルメントパネルに点灯し、
「ブレーキシステム 不具合」メッセー
ジがインストルメントパネルに表示: 
これはブレーキシステムの故障を示し
ています。
いずれの場合も、認定ディーラにご相
談ください。
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この場合でも、ブレーキ
システムは部分的に作動
します。ただし、急ブ
レーキは避け て、周囲

の交通状況に注意しなが ら、な
るべく早く車両を停止して くだ
さい。正規ディーラにご連絡くだ
さい。

緊急時ブレーキアシスト
ABS を補助して、車両の制動距離を短
くするシステムです。
作動原理
このシステムは急ブレーキを検知する
ことができます。この場合、制動シス
テムは直ちに最大出力を発生させ、
ABS 制御をトリガーすることができま
す。
ブレーキペダルから足を放さない限り 
ブレーキ ABS は維持されます。
ブレーキライトが点灯
車両によっては、急激な減速を検知す
るとブレーキライトが点滅します。
ブレーキアンティシペーション
車両によっては、アクセルペダルから 
急に足を放すと、システムがブレーキ 
操作を先取りし、制動距離を短くしま 
す。
注意：

クルーズコントロール使用時：
– アクセルペダルを使用する場合、ペ
ダルから足を離すとシステムが起動す
ることがあります。
– アクセラレータを使用しない場合、
システムは起動されません。
作動異常
システムが作動不良を検出すると、
「ブレーキシステム を点検」という
メッセージがインストルメントパネル

上に表示され、  警告灯が点灯
します。
メーカーにお 問い合わせください。

これらの機能は車の挙動
を 運転者の意志に適合
させる ための、限界運
転時の補助 サポートで

す。
この機能は、ドライバーの代わり
をするものではありません。車両
の限界を超えるものでも、より速
い走行を促すものでもありませ
ん。運転されるときは、お客さま
の責任において慎重に運転しなけ
ればならないことを忘れないでく
ださい（常に細心の注意を払って
運転してください）。

アンダーステア制御およびトラ
クション制御付き横滑り防止装
置（ESC）
エレクトロニックスタビリティプログ
ラムESC
このシステムによって、緊急時に（障
害物の回避、カーブでのグリップの欠
如など）車両コントロールを保持する
ことができます。
作動原理
ステアリングホイールセンサーは、ド
ライバーの望んでいる運転経路を感知
します。
その他のセンサーは車両の各部に配置 
され、実際の運転経路を測定します。
システムはドライバーの操作と車両の
実際の経路と比較し、必要に応じて特
定のホイールの制動やエンジン出力に
作用して経路を修正します。システム
が作動すると、インストルメントパネ

ルに  警告灯が点滅します。
アンダステア制御
このシステムは、アンダーステア（フ
ロントアクスルの路面保持性能の欠
如）が生じた際に ESC の作動を最適化
します。
トラクションコントロール
このシステムは発進まは減加速時のホ
イールスピン（空転）を抑え、車をコ
ントロールする働きをサポートしま
す。
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作動原理
ホイールセンサーにより、システムは
常に駆動輪の速度を測定比較し、オー
バーレブを検知します。1 輪が空転し
始めると、空転しなくなるまでそのホ
イールにブレーキをかけます。
作動異常
システムによって動作障害が検出され
ると、「ESC 点検」メッセージと

および の警告灯がイン
ストルメントパネルに表示されます。
この場合ESC とトラクションコント
ロールが作動解除されます。
正規サービス工場にご連絡ください。

一時的な抑制ESC

特定の場所（閉鎖周回路やサーキット
など）では、スイッチ 1  を長押しする
ことでこれらの機能を無効化できま
す。

警告灯と「ESC OFF」のメッ
セージがインストルメントパネルに表
示されて警告します。
スイッチ1 を短く押すことでいつでも
これらの機能を再作動できます。
注: 次の場合、システムは自動的に無
効化されます。
– 車両を再始動した場合。
– 走行モードが変更された場合🡺 297
。
警告灯がインストルメントパネルに表
示されない事実は、システム再作動の
証です。

ESCを解除すると、運転
支援機能（エマージェン
シーブレーキアシストな
ど）が使えなくなりま

す。

ヒルスタートアシスト
勾配の角度によっては、このシステム
は坂道発進の際にアシストします。ド
ライバーがアクセルを踏 むためにブ
レーキペダルから足を上げ たときに、

ブレーキが自動的にかかっ て、車両が
後退するのを防ぎます。
エアサスペンションの作動
この機能は、シフトコントロールが N
以外で車両が完全に静止（ブレーキペ
ダルを踏み込んだ状態）しているとき
のみ作動します。
このシステムは約 2 秒間車両を保持し
ます。その後ブレーキは徐々に解除さ
れます（勾配に応じて車両は走行しま
す）

発進する -  185



ドライビングアシストと補正装置

    3

坂道発進アシストシステ
ムは、急な勾配などでは
車の後退を完全に防ぐこ
とができるわけではあり

ません。
ドライバーはどんな場合でもブレ 
ーキペダルを踏んで、車両の後退 
を防ぐことができます。
長時間の停車には坂道発進アシス
ト機能を使用せず、代わりにブ
レーキペダルを使用してくださ
い。
この機能は常時車両を停止させる 
ために使用するものではありませ 
ん。
必要に応じてブレーキペダルを踏 
んで車両を停止させてください。
運転者は滑りやすい路面やグリッ
プの弱い路面では特に慎重に運転
してください。
大ケガを負う危険があります。

多重衝突ブレーキ
多重衝突ブレーキは、車両を一時的に
停止させることにより、事故後の追加
衝突のリスクを軽減します。

作動原理
エアバッグシステムが衝突を検出する
と、プリテンショナまたはエアバッグ
が作動 🡺 81 し、「多重衝突防止ブ
レーキ」機能が、横滑り防止装置
（ESC）を有効化して車両にブレーキ
をかけます。
多重衝突ブレーキは、作動中に次の状
況で無効になります。
– ドライバーがブレーキペダルを踏み
込むことによって生成されるブレーキ
力は、この機能によって作動する自動
ブレーキによって生成される力よりも
大きくなります。
注意: 多重衝突ブレーキでは、車両の
ブレーキシステムが適切に機能してい
ることが必要です。

作動異常
システムが作動不良を検出すると、
「ポストコリージョ ン要点検」メッ

セージと  警告灯がインスト
ルメントパネル上に表示されます。
この場合、この機能は無効になりま
す。メーカーにお 問い合わせくださ
い。

回生ブレーキシステム
ブレーキング時に、回生ブレーキシス
テムは、車両の減速によって生成され

たエネルギーを電気エネルギーに変換
することができます。
これにより、「高電圧」トラクション
バッテリが再充電され、車両の航続距
離🡺 163がより長くなります。
作動異常

–  がインストルメントパネル
上で点灯し、「ブレーキシステム を点
検」というメッセージが表示されま
す。この場合、制動支援機能は引き続
き作動します。
この条件では、ブレーキペダルの踏み
方が異なる場合があります。
ペダルを踏み込む前に、強い力で踏み
続けることをお勧めします。
メーカーにお 問い合わせください。

–  がインストルメントパネル
上で点灯し、「ブレーキシステム 不具
合」というメッセージが表示されま
す。この場合、ブレーキシステムに不
具合があります。
メーカーにお問い合わせください。
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警告灯 が点灯し
た場合、周囲の交通に注
意しながら直ちに安全な

場所に停車しなくてはなりませ
ん。エンジンを停止し再始動しな
いでください。正規サービス工場
にご連絡ください。
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My Safety
はじめに
「My Safety」機能を使うと、一連の
運転支援機能を同時に無効化または有
効化できます。
車両によっては、運転支援機能の同時 
OFF を選択することで、マルチメディ
ア画面から「My Safety」機能を構成
できます。

作動

「ALL ON」モード
車両により、このモードには次の運転
支援機能が含まれています。

– 速度超過警告音 🡺 223。
– 車線離脱防止機能 🡺 189。
– ドライバーに対する疲労警告🡺 220
。
– ドライバーに対する注意喚起のため
の警告🡺 218。
– 車線離脱防止 🡺 196。
「ALL ON」モードが有効化された場
合: その証として、ボタン 1  上の表示
灯が点灯し、「My Safety All ON を実
行」というメッセージがインストルメ
ントパネル上に表示されます。またこ
の場合、このモードで使用できる運転
支援機能も有効化されます。

「Perso」モード
このモードは、「ALL ON」モードで
使用できるいくつかの運転支援機能の
うち、「My Safety Perso」設定を介
して構成済みのものを無効化または再
有効化する場合に使用できます。
「Perso」モードを有効化するには、
イグニッションスイッチを ON にして
ボタン 1  を 2 回連続で押します。初め
て押すと、「もう一度押す My Safety 
Perso」メッセージがインストルメン
トパネルに表示されます。2 回目に押
すと、ボタン 1  上の表示灯が消えま
す。「Perso」モードがアクティブに
なります。「My Safety Perso を実行
」というメッセージがインストルメン
トパネル上に表示されます。

「ALL ON」モードに戻すには、ボタ
ン 1  上を一度だけ押します。ボタン 1
上の表示灯が点灯します。

車両によっては、直前のエ
ンジン停止以降の経過時間
に応じて、次の場合に

「ALL ON」モードが再有効化さ
れます。
– 車両のロックが解除された場
合。
または
– ドアが開けられた場合。
または
– エンジンが再始動された場合。

「My Safety Perso」の設定

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。
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「My Safety Perso」モード
で保存された「Perso」設
定は、エンジンが作動する

たびに、またはドアのロック時に
保存されます。

マルチメディア画面 2  からの構成

この設定にアクセスする方法について
は、マルチメディア装置の取扱説明書
を参照してください。

車線離脱防止
はじめに

カメラ 1  からの情報を用いて作動する
この機能は、車両が、実線車線または
破線車線から逸脱するか、路側帯（仕
切り、障壁、舗道、堤防など）に近づ
いており、方向指示器が未作動の場合
に、車両のステアリングシステムに対
し事故回避操作介入を行います。
設定によっては、車両が破線車線から
逸脱し、方向指示器も未作動の場合、
この機能は、
– ステアリングシステムに対する事故
回避操作介入は行わずドライバーへの
警告のみ行います。
または

– ステアリングシステムに対し事故回
避操作介入を行います。

ステアリングホイールを操
作すると、いつでも車両の
コントロールを取り戻すこ

とができます。

カメラの位置 1
フロントウインドウが汚れや泥、雪、
結露などでふさがれていないか確認し
てください。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、この機能は、車両を
常時コントロールする責

任があるドライバーに代わって注
意するものではなく、補助的に注
意喚起するのもです。
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ON/OFF

マルチメディア画面 2  から

詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

スイッチ 3  の使用

– この機能を無効化するには、前回
「My Safety」🡺 188機能の「Perso」
モードからこの機能を無効化した場合
は、スイッチ 3  を 2 回押します。

 警告灯がインストルメントパネ
ル上に黄色表示されます。
– 機能を再有効化するにはスイッチ 3
を 1 回押します。インストルメントパ

ネルの警告灯  が点灯します。

作動

この機能が有効化されると、  警
告灯と左右両側の車線インジケータ 4
がインストルメントパネル上に灰色表
示されます。
この機能が警告または介入を行うの
は、車速が約 から 70 km/h の状態

で、  警告灯と左右両側または左
側の車線インジケータ 4  が白色の場合
です。
この機能は、次の場合に介入します。
– 車両が、方向指示灯未作動の状態で
路肩／路側帯に近づいている場合。
– 車両が、方向指示灯未作動の状態で
実線車線から逸脱した場合。
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– 「破線車線からの逸脱時に作動」設
定が選択されている状況で、車両が、
方向指示灯未作動の状態で破線車線か
ら逸脱した場合。
以下の場合に作動:
– この機能は、車両のステアリングシ
ステムが車両の軌道を修正するための
動作をトリガーします。

– インストルメントパネル上の 
警告灯と逸脱車線側の指示灯 4  が黄色
に変わります。
ステアリングシステムに対する事故回
避操作が不十分だと、インストルメン

トパネル上の  警告灯と逸脱車線
側の指示灯 4  が赤色に変わり、ステア
リングホイールが振動します。
「破線車線からの逸脱時に作動」設定
が選択されていない場合、この機能
は、車両が、方向指示灯未作動の状態
で破線車線から逸脱し、車線から十分
近い場所に路側帯がない場合に警告音
を発します。
この場合、この機能は、次の方法でド
ライバーに警告します。
– ステアリングホイールの振動によ
り。
と

– インストルメントパネル上の 
警告灯と逸脱車線側のインジケータ 4
が赤色に変わります。

注: カーブでは、わずかに車線を離脱
しても警報は作動しません。

注意：
「正しく運転 してください」警告
– システムは作動しているものの、ド
ライバーによるステアリングホイール
操作を検出できない状態になると、ド
ライバーが車両制御を再開するまで、
「正しく運転 してください」メッセー
ジがインストルメントパネル上に表示
され、ビープ音が鳴ります。また車両

によっては、 警告灯が赤色表示
されます。
– システムの作動時間が長すぎると、
ドライバーが車両の制御を再開するま
で、「正しく運転 してください」とい
うメッセージがインストルメントパネ
ル上に表示され、ビープ音が鳴るほ

か、車両によっては、 警告灯が
赤色点灯し、該当車線側のインジケー
タ 4  が点滅します。

ステアリングホイールを操
作すると、いつでも車両の
修正アクションを中断する

ことができます。

「Active driver assist」システム装
備車両
「レーンセンタリング」機能と「車線
逸脱防止」機能が同時に作動すると、
警告灯の表示が次のように変化しま
す。
– 「レーンセンタリング」機能作動中: 
インストルメントパネル上の白色また

は灰色   警告灯が緑色 警告
灯に変わります。このため「レーンセ
ンタリング」機能の状態が優先的にド
ライバーに通知されます。
– 「レーンセンタリング」機能がスタ
ンバイ状態であり、「車線逸脱防止」
機能が準備完了ではないか、作動中で
はない場合、インストルメントパネル

の灰色 警告灯が白色に変わる

か、または灰色 警告灯に変わり
ます。このため「レーンセンタリン
グ」機能の状態が優先的にドライバー
に通知されます。
– 「レーンセンタリング」機能がスタ
ンバイ状態で、「車線逸脱防止」機能
が作動準備完了状態または作動中: 

警告灯がインストルメントパネ
ル内に赤色または黄色表示されます。
これにより、まずドライバには最初に
「車線逸脱防止」機能の状態が表示さ
れます。
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どの場合でも、ドライバーに対して
は、車両のステアリングシステム制御
中における機能の状態が常に通知され
ます。また有用性の高い情報は常に表
示されます。

機能の一時的な使用不可 / 無効化
このシステムは、次の場合、一時的に
使用できない状態となるか、無効化さ
れます。
– 瞬間的に車線を離脱したとき。
– ライン上を走行し続けているとき。
– 車線を変更してから約4秒後。
– きついカーブ
– 視界不良
– いずれかの方向指示器が作動中の場
合。
– ハザードランプが有効化されている
場合。
– シフトレバーが「後進」位置の場
合。
– 加速
– 車線幅の変更。
– 横滑り防止装置が作動している場
合。
– アンチロックブレーキシステムが作
動している場合。
– アクティブ緊急ブレーキシステムが
作動した場合。
– 「車線中央維持」機能に代表される
ステアリングシステム制御機能による
介入が行われた場合。

この機能が使用不能になると、インス

トルメントパネル上の  警告灯と
左右両側の起動補正インジケータ 4  が
灰色に変わります。
フロントカメラの妨げとなる障害物な
どがある場合は、「フロントカメラ 映
像なし」というメッセージがインスト
ルメントパネル上に表示されます。こ
の場合には、センサ配置場所をきれい
にします

自動無効化
この機能は、次の場合に自動で無効化
されます。
– 車両ダイナミクス制御システムが無
効化された場合。
– 横滑り防止装置に機能不良が生じた
場合。
– アンチロックブレーキシステムに機
能不良が生じた場合。
– 牽引バーがトレーラーヒッチソケッ
トに電気的に接続されている場合。

–  警告灯が表示されます。

この機能が有効化されると、  警
告灯がインストルメントパネル上に黄
色表示されます。

マルチメディア画面 2  からの設定
調整
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スイッチ 3  の使用

マルチメディア画面 2  からこの機能設
定にアクセスするには、マルチメディ
ア画面上の指示に従ってください。
– 「破線介入」: この設定を使うと、
車両が、方向指示灯未作動の状態で破
線車線から逸脱した場合における、こ
の機能による対応を次の中から選択で
きます。

– 選択設定: この機能は、車両のス
テアリングシステムに対する車両軌
道修正操作介入を行います。
– 非選択設定: この機能は、車両軌
道修正操作介入は行わず、ステアリ
ングホイールを振動させる方法でド
ライバーに警告します。

– 「振動の強さ」:「車線逸脱防止」機
能が行うステアリングホイールの振動
の程度を調整できます。
– 「レーンデパーチャー設定」: 車線
認識の感度を調整できます。調整する
には、以下から選択します。

– 「遅め」: 車線逸脱検出機能です。
– 「ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ」: 車線接近検出機能
機能です。
– 「早め」近接車線検出機能です。

詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

作動異常
システムが作動不良を検出すると、左

右両側の表示灯と  警告灯がイン
ストルメントパネルに黄色表示されま
す。
場合によっては、以下のメッセージが
表示されます。
– « ドライブアシスト 操作不可 » ;
または
– « フロントカメラを 点検してくださ
い » ;
または
– « ドライブアシスト 要確認 ».
メーカーにお 問い合わせください。
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警告

このシステムは運転時の安全性を補助するもので、この機能は、車両を常時コントロールする責任があるドライ
バーに代わって注意するものではなく、補助的に注意喚起するのもです。
システムサービス / 修理

– 衝突した際はカメラのアライメントが変わる可能性があり、その動作に影響が出ます。機能を解除して、正規サービス
工場に連絡してください。
– カメラのある場所の作業（修理、交換、フロントウィンドウの変更など）は、資格を持つ専門スタッフが行う必要があ
ります。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
システムの障害
以下に掲げるような環境要素は、システムの作動を妨げたり、システムに損傷を及ぼしたりする恐れがあります。
– フロントウインドウの汚れ（泥、雪、結露など）
– 複雑な環境（トンネルなど）。
– 悪天候（降雪、降雨、雹、路面凍結など）。
– 視界不良（夜間、濃霧など）。
– 道路標識が複数存在する状況（道路で工事が行われている状況など）、道路標識の判別が難しい状況、道路標識が変則
的である状況（車線の一部分または大部分が色あせている状況、車線の間隔が広すぎる状況、路面が不均一な状況な
ど）。
– 眩惑（逆光、反対車線走行中の対向車両のヘッドライトなど）。
– 狭い道路、曲がりくねった道路、起伏のある道路（急カーブがあるなど）。
– 同車線の後続車両との車間がわずかなとき。
この場合、「車線逸脱防止」機能が誤って有効化されるか、全く作動しないことがあります。
不必要な修正、誤った修正、または軌道の修正のリスク。
機能の作動解除
次の場合にはこの機能を無効化してください。
– カメラ領域が損傷しています（フロントガラス側またはルームミラー側）。
– 道路が滑りやすい（積雪、路面凍結、水貯まり、砂利などがある）場合。
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– フロントガラスにひびが入ったり歪んだりしている（このエリアではフロントガラスの修理を行わず、指定代理店で交
換してください）。
– 自車両でトレーラまたはキャラバンを牽引する場合。
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緊急車線離脱防止
はじめに

フロントレーダ 2  とカメラ 1  からの
情報を用いて作動するこの機能は、隣
接車線の対向車両と衝突する危険が生
じており、方向指示灯が未作動の場合
に、車両のステアリングシステムに対
し事故回避操作介入を行います。
車両によっては、リアレーダの検出領
域内で同一速度のまたはより高速度の
走行車両と衝突する危険が生じている
場合にも、サイドレーダ 3  とカメラ 1
からの情報を用いて作動するこの機能
が、車両のステアリングシステムに対
し事故回避操作介入を行います。

ステアリングホイールを操
作すると、いつでも車両の
コントロールを取り戻すこ

とができます。

このシステムは付加的な
運転援助を提供します。
このシステムは、車両を
常時コントロールする責

任があるドライバーに代わって注
意するものではなく、補助的に注
意喚起するのもです。

カメラの位置 1
フロントウインドウが汚れや泥、雪、
結露などでふさがれていないか確認し
てください。

フロントレーダーの位置 2
レーダーエリアが、車両の前面に取り
付けられたアクセサリー（フロントバ
ンパーやロゴなど）によって遮られた
り、衝撃、修正（塗装を含む）、泥、
泥、雪、前部ナンバープレートの取り
付け不良によって隠されていないこと
を確認してください。
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サイドレーダーの位置 3
レーダーエリアが（汚れ、泥、雪な
ど）、影響を受けたり、変更されたり
（塗装など）されていないことを確認
してください。

機能の起動／作動解除
A 「My Safety」スイッチを使用しま
す。

「My Safety」機能 🡺 188 の「Perso」
モードを介してこの機能を無効化する
場合は、スイッチ A  を 2 回押します。
機能を再有効化するには、スイッチ A
を押します。
マルチメディア画面 B  から

詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

対向車の検出
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約 70 km/h から 110 km/h での走行中
に、隣接車線と検出ゾーン C  内で対向
車両と衝突する危険が生じ、方向指示
灯も未作動の場合、システムの対応に
より次の状態になります。
– 衝突の危険を警告:
「衝突注意」というメッセージがイン
ストルメントパネル上に表示され、該
当車線に対応する警告灯 4  が赤色点灯
し、ビープ音が鳴ります。該当車線に
対応する記号 5  がインストルメントパ
ネル上に表示されます。
と
– ステアリングシステムの修正動作が
トリガーされます。

ステアリングホイールを操
作すると、いつでも車両の
修正アクションを中断する

ことができます。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、
この機能は、車両を常時

コントロールする責任があるドラ
イバーに代わって注意するもので
はなく、補助的に注意喚起するの
もです。

接近車両の速度が約 200 km / h を超え
ている（自車両は 110 km / hで走行し
ており、隣接車線の対向車両は 91 
km / h で走行している場合など）と、
この機能は有効化されない場合があり
ます。

追い越しの場合
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約 70 km/h での走行中に、自車両が車
線（実線車線または破線車線）に近づ
き、死角 D  内に存在する、自車両と同

一方向に移動している他車両か、検出
領域 E  内に存在する、隣接車線の後方
から自車両に急接近している他車両と
衝突する危険が生じると、システムの
対応により次の状態になります。
– 衝突の危険について警告する状態。
具体的には、警告灯 6  が点滅し、「側
方並走車 検出」というメッセージがイ
ンストルメントパネル上に表示され、
逸脱車線の警告灯 4  が赤色表示とな
り、ビープ音が鳴る状態になります。
該当車線に対応する記号 5  がインスト
ルメントパネル上に表示されます。
と
– ステアリングシステムの修正動作が
トリガーされます。

一時的な使用不可／システムの無
効化
このシステムは、次の場合、一時的に
使用できない状態となるか、無効化さ
れます。
– 瞬間的に車線を離脱したとき。
– ライン上を走行し続けているとき。
– 車線を変更してから約4秒後。
– きついカーブ
– 視界不良
– 方向指示灯の点灯操作が行われてい
る場合（隣接車線で対向車が検出され
ている場合のみ）。
– ハザードランプが有効化されている
場合。
– 加速

– 車線幅の変更。
– 横滑り防止装置が作動している場
合。
– アンチロックブレーキシステムが作
動している場合。
– アクティブ緊急ブレーキシステムの
作動。
– ...
以下の場合には、システムを作動する
ことはできません。
– カメラが、該当する左右いずれかの
車線（実線または破線）を検出できな
い場合。
– カメラが、自車両が走行している車
線の左端と右端にある境界を同時に検
出できない場合。
– リバースギアが入れられた時：
– カメラの視界が妨げられている
– フロントレーダーが隠されている。
– 車両によっては、リアレーダーが隠
されている。
– ...
車両によっては、サイドレーダーのい
ずれかの妨げとなる障害物などがある
場合、「サイドレーダー 作動していま
せん」というメッセージがインストル
メントパネル上に表示されます。
フロントレーダーの妨げとなる障害物
などがある場合は、「フロントレー
ダー 作動していません」というメッ
セージがインストルメントパネル上に
表示されます。
フロントカメラの妨げとなる障害物な
どがある場合は、「フロントカメラ 映
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像なし」というメッセージがインスト
ルメントパネル上に表示されます。
センサが配置されているエリアを清掃
します。

機能の自動的な無効化
次の場合、システムは自動的に無効化
されます。
– 車両ダイナミクス制御システムが無
効化された場合。
– 横滑り防止装置に機能不良が生じた
場合。
– アンチロックブレーキシステムに機
能不良が生じた場合。
– 牽引バーがトレーラーヒッチソケッ
トに電気的に接続されている場合。

–  警告灯が表示されます。
システムが認識済みの牽引バーを装備
している車両の場合は、車線逸脱緊急
防止機能の無効化についてドライバー
に知らせるための「トレーラー: 側セ
ンサー使用不可」というメッセージが
表示されます。
車両がトレーラまたはキャラバンを牽
引している場合は、予期しない、また
は不必要な修正が発生する可能性があ
ります。システムは、想定外のまたは
不要な事故回避介入を阻止する目的で
無効化することもできます。

作動異常
この機能が作動不良を検出すると、次
のメッセージがインストルメントパネ
ル上に表示されることがあります。
– « フロントカメラを 点検してくださ
い » ;
または
– « フロントレーダーを 点検してくだ
さい » ;
または
– « ドライブアシスト 要確認 » ;
車両タイプによって異なります。
– « サイドレーダーを 点検してくださ
い ».
メーカーにお 問い合わせください。
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警告

このシステムは運転時の安全性を補助するもので、この機能は、車両を常時コントロールする責任があるドライ
バーに代わって注意するものではなく、補助的に注意喚起するのもです。
システムサービス / 修理

– 衝撃が発生した場合、カメラまたはレーダーの配置が変更され、その結果、その動作に影響が及ぶ可能性があります。
機能を解除して、正規サービス工場に連絡してください。
– レーダーまたはカメラのある場所の作業（交換、修理、フロントウィンドウの変更など）は、資格を持つ専門スタッフ
が行う必要があります。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
システムの障害
以下に掲げるような環境要素は、システムの作動を妨げたり、システムに損傷を及ぼしたりする恐れがあります。
– フロントウインドウの汚れ（泥、雪、結露など）
– 複雑な環境（トンネルなど）。
– 悪天候（降雪、降雨、雹、路面凍結など）。
– 視界不良（夜間、濃霧など）。
– 道路標識が複数存在する状況（道路で工事が行われている状況など）、道路標識の判別が難しい状況、道路標識が変則
的である状況（車線の一部分または大部分が色あせている状況、車線の間隔が広すぎる状況、路面が不均一な状況な
ど）。
– 眩惑（逆光、反対車線走行中の対向車両のヘッドライトなど）。
– 狭い道路、曲がりくねった道路、起伏のある道路（急カーブがあるなど）。
– 同車線の後続車両との車間がわずかなとき。
この場合、「車線逸脱防止」機能が正しく作動しないか、まったく作動しない恐れがあります。
不必要な修正、誤った修正、または軌道の修正のリスク。
機能の作動解除
次の場合にはこの機能を無効化してください。
– カメラ領域（フロントガラス側またはルームミラー側）またはレーダー領域が損傷しています。
– 道路が滑りやすい（積雪、路面凍結、水貯まり、砂利などがある）場合。
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– フロントガラスにひびが入ったり歪んだりしている（このエリアではフロントガラスの修理を行わず、指定代理店で交
換してください）。
– 車両がトレーラーまたはキャラバンを牽引している。
– 車両の牽引（分解）。
– 舗装道路で運転していない。
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死角の警告
はじめに

リアバンパ（ゾーン C ）の両側に取り
付けられているセンサからの情報を用
いて作動するこの機能は、次の場合
に、ドライバーに警告します。
– 死角 A  内に他車両が存在し、自車両
と同一方向に走行している場合。
と
– ゾーン B  内に存在し、自車両より高
速で隣接車線を走行している他車両と
衝突する危険がある場合。
この機能は、車速が約 15 km/h 以上に
なると警告を発します。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、この機能は、車両を
常時コントロールする責

任があるドライバーに代わって注
意するものではなく、補助的に注
意喚起するのもです。

他の車両が動いていない場
合、この機能は運転者に通
知しません。

特徴

リアバンパ両側のレーダ付近にある
ゾーン C  に障害物（汚物、泥、雪な
ど）がないか確認します。
レーダーの妨げとなるものがある場合
は、「サイドレーダー 作動していませ
ん」というメッセージがインストルメ
ントパネル上に表示されます。センサ
が配置されているエリアを清掃しま
す。
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警告灯 1

警告灯 1  は、各ドアミラー 2  上にあ
ります。
注：
– ドアミラー 2  は定期的に清掃し、警
告灯 1  を正しく視認できる状態に保っ
てください。
– 他の車両を追い越す場合、警告灯 1
は、自車両の死角 A  に十分な長さの他
車両が存在する場合に限り点灯しま
す。

表示

ディスプレイ D

最初の警告: 方向指示灯が作動してい
ない場合、死角内で他車両が検出され
るか、隣接車線の他車両が後方から自
車両に急接近していると、警告灯 1  が
点灯します。

ディスプレイ E
方向指示灯の作動中に、死角内で他車
両が検出されるか、他車両が、自車両
の旋回方向に向かって後方から自車両
に急接近していると、警告灯 1  が点滅
します。
方向指示灯を停止すると、この機能
は、初期警告状態（表示 D ）に戻りま
す。

作動しない場合
– きつい曲がり角の道路を走行中の場
合
– リバース。
システム認識済みの牽引バー装備車両
の場合、この機能が作動していない
と、その旨をドライバーに知らせるた
めの、「トレーラ: 死角警告 OFF」と
いうメッセージがインストルメントパ
ネル上に表示されます。
お車に合った装備をお探しの際には、
お近くの指定サービス工場にご相談く
ださい。

作動異常
システムが不具合を検出すると、「サ
イドレーダーを 点検してください」と
いうメッセージがインストルメントパ
ネル上に表示されます。
メーカーにお 問い合わせください。

バンパーの後ろにセンサが
あるため、バンパーの作業
（修理、交換、塗装など）

は資格を持つ専門スタッフに任せ
ることをお勧めします。
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警告

– システムの検知範囲は、標準の車線幅に基づいて作動します。幅広い車線を運転する場合、システムは死角内
を走行する車両を検出できない可能性があります。
– 非常に悪天候（大雨、雪など）の場合、システムが一時的に中断する場合があります。走行条件を常に認識し

てください。
事故の恐れがあります。

このシステムは運転時の安全性を補助するもので、この機能は、車両を常時コントロールする責任があるドライ
バーに代わって注意するものではなく、補助的に注意喚起するのもです。
ドライバーは、システムの指示に関係なく、常に交通状況に応じて車速を調整する必要があります。
いかなる場合でも、システムを障害物の検知や衝突防止装置として使用することはできません。

システムサービス / 修理
– 衝突した際はレーダーのアライメントが変わる可能性があり、その動作に影響が出ます。メーカーにお 問い合わせくだ
さい。
– レーダーのある場所の作業（修理、交換）は、資格を持つ専門スタッフが行う必要があります。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
システムの障害
以下に掲げるような環境要素は、システムの作動を妨げたり、システムに損傷を及ぼしたりする恐れがあります。
– 複雑な環境（金属橋、トンネル、端に障壁がある道路など）。
– 悪天候（降雪、降雨、路面凍結など）。
– 車両には、システムによって認識されない牽引バーが取り付けられています。
誤アラームまたは警告なしのリスク
システムの作動に異常が発生した場合は正規ディーラーまでご連絡ください。
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システム作動時間の制限
– システムの正常な作動を確保するために、レーダーエリアは清潔に保ち、変更を加えないようにする必要があ
ります。

– 車両に近づく小さな物体（バイク、自転車、歩行者など）は、システムによって認識されないことがあります。
– カーブに差しかかると、レーダーは、隣接車線の他車両を一時的に検出しなくなる場合があります。
– 隣接する車線（3 車線の道路を走行中）で他の 2 台の車両が後方から並んで接近しているときに、自車よりもはるかに
高速であると、この機能は遅れて警告することがあります。
– 他の車両が著しく異なる速度で走行している場合、システムが警告を表示しないことがあります。
– 車両が、車長の長い車両（たとえば、重い車両が車両と同様の速度で追い越す）に追い越される場合、システムは操縦
の終了前に警告を中断することがあります。
– 車両が風の強い道路を走行する場合。
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適切な車間距離アラート
はじめに

レーダー 2  とカメラ 1  からの情報を
用いて作動するこの機能は、自車両と
前方車両の時間間隔をドライバーに知
らせ、両車両が安全に停止できる距離
を保てるよう支援します。

カメラの位置 1
フロントウインドウが汚れや泥、雪、
結露などでふさがれていないか確認し
てください。

レーダーの位置 2
レーダーエリアが、車両の前面に取り
付けられたアクセサリー（グリルやロ
ゴなど）によって遮られたり、衝撃、
修正（塗装を含む）、泥、泥、雪、前
部ナンバープレートの取り付け不良に
よって隠されていないことを確認して
ください。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、この機能は、車両を
常時コントロールする責

任があるドライバーに代わって注
意するものではなく、補助的に注
意喚起するのもです。

マルチメディア画面 3  からの有効
化／無効化

マルチメディア画面 3  の「車両」ワー
ルドから、「運転ｱｼｽﾄ」メニューを押
します。
「車間距離」機能を有効化または無効
化します。

エンジンを始動すると、機
能はエンジンが最後にオフ
になったときに保存されて

いたモードを継続します。
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作動

この機能が有効化されると、表示灯 4
がインストルメントパネル上に表示さ
れ、自車両と前方車両の車間距離をド
ライバーに知らせます。
– A （灰色）: 非作動
– A （緑色）: 車両が検出されない
– B （緑色）: 時間差が約2秒以上（2
台の車両間の距離があなたの速度に合
わせて調整されている状態）
– C （黄色）: 時間差が約1秒から2秒
の（2台の車両の車間距離が不十分
な）状態
– D （赤色）: 時間差が約1秒以下の
（2台の車両間の距離がきわめて不十
分な）状態
2 台の車両の車間時間が約 0.5 秒未満
の場合、ディスプレイ D  上の表示灯 4

がインストルメントパネル上で赤色点
灯します。
特定の条件化では、時間差が表示され
ません。
– 旋回時、
– 車線の変更時、
– 前方の車両がレーダーまたはカメラ
の範囲から十分に遠いか範囲外にある
場合。
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警告

測定結果の表示：車両でシステムは操作を実行しません。
この機能では、郊外またはダイナミックな走行スタイル（突然の旋回、加速、ブレーキングなど）での使用は想
定されていません。安定的な走行条件を前提としています。
この機能はブレーキングシステムとは連動していません。

システムの正常な動作を保証するためには、レーダーゾーンとカメラゾーンを清潔に保ち、改変されないようにする必要
があります。
レーダーやカメラが設置されている場所（修理、交換、フロントガラスやバンパーの改造など）で行われた作業は、資格
のある専門家が行う必要があります。
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このシステムは運転時の安全性を補助するもので、この機能は、車両を常時コントロールする責任があるドライ
バーに代わって注意するものではなく、補助的に注意喚起するのもです。
システムサービス / 修理

– 衝撃が加わると、レーダーおよび / またはカメラの位置合わせが変更され、その動作が結果として影響を受ける可能性
があります。機能を解除して、正規サービス工場に連絡してください。
– レーダーやカメラが設置されている場所（交換、修理、フロントガラスやバンパーの改造など）で行われた作業は、資
格のある専門家が行う必要があります。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
システムの障害
– フロントウインドウまたはバンパー上に障害物（汚物、氷、雪、結露など）がある。
– 複雑な環境（金属製の橋梁、トンネルなど）。
– 悪天候（降雪、降雨、路面凍結など）。
– 視界不良（夜間、濃霧など）。
– 車両の前方とその周辺のコントラストが小さい（白色の車両が積雪場所にあるなど）。
– 眩惑（逆光、反対車線走行中の対向車両のヘッドライトなど）。
– 道路が狭く、巻いて波打っている（きついカーブなど）
誤警報のリスク。
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エマージェンシーブレーキアシ
スト
はじめに

このシステムは、カメラ 1  とレーダー 
2  から届く情報を用いて、自車両と次
のものとの距離を判定します。
– 同じ車線の前方の車両から。
または
– 方向を変える操縦の状況で任意の対
向車から。
または
– 自車両の前後を横切る他車両。
または
– 静止車両。

または
– 周囲の歩行者やサイクリスト。
システムは、正面衝突の危険性がある
かどうかを運転手に通知して、適切な
緊急操作（ブレーキペダルの踏みおよ
び / またはハンドルの回し）を可能に
します。
運転者の反応度に応じて、システム
は、損傷を制限するためまたは衝突を
防止するために制動を支援することが
できます。
それ以外の場合、システムは非アク
ティブで、アラートは起動しません。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、
この機能は、車両を常時

コントロールする責任があるドラ
イバーに代わって注意するもので
はなく、補助的に注意喚起するの
もです。

このシステムは、必要に応
じて完全に停止するまで、
車両に最大制動を加えるこ

とができます。
安全上の理由から、車両に乗ると
きは常にシートベルトを着用し、
荷物が前方に投げられて乗員に当
たらないように荷物が積載されて
いることを確認してください。

カメラの位置 1
フロントウインドウが汚れや泥、雪、
結露などでふさがれていないか確認し
てください。

レーダーの位置 2
レーダーの周りに、障害物（汚れ、
泥、雪、取付け不良ナンバープレート
など）、衝撃の痕跡、改変部分（塗装
を含みます）または遮断部分がないか
確認します。

作動
走行中に衝突の危険が生じると、シス
テムは次のように作動します。
– 衝突の危険の発生についてドライ
バーに警告する: システムは、インス
トルメントパネルに「障害物あり」と
いうメッセージを表示しビープ音を鳴
らします。
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注: ドライバーがブレーキペダルを踏
んでいるにもかかわらずシステムが衝
突の危険を検出する条件が整っている
場合、ドライバーの操作だけでは衝突
を防ぐのに十分な制動力に達していな
い状況であれば、システムにより制動
力が高められることがあります。
– ブレーキを掛ける：警告に対するド
ライバーの反応がなく、衝突の危険が
差し迫っている場合、赤色の警告灯 

 と「危険 ブレーキ」というメッ
セージをインストルメントパネル上に
表示し、ビープ音を鳴らします。
注：
– ドライバーによる車両制御装置（ス
テアリングホイール、ペダルなど）の
使用中には、システムの反応に遅れが
生じたり、システムが作動しなかった
りすることがあります。
– 非常ブレーキの作動により車両が停
止すると、一定の短い時間が経過する
までは車両が静止状態に保たれます。
この時間を超えて車両を静止させてお
くには、ドライバーがブレーキペダル
を踏み続ける必要があります。
– システムがブレーキを作動させる
と、「セーフティー ブレーキ実行」と
いうメッセージが表示されます。

緊急時には、次の操作によ
りいつでもブレーキを停止
できます。

– アクセルペダルのタップ
または
– 衝突回避操作としてステアリン
グホイールを回します。

注意事項
速度に応じて、警告とブ
レーキが同時に作動するこ

とがあります。

車両検出

同一車線を走行している車両の検
出
システムは、自車両が約 7 km/h を超
える速度で走行している場合に、同一
車線の前方車線と衝突する危険を検出
します。

進行方向変更中の対向車検出

方向転換中（A  など）には、次の場合
に、システムが対向車を検出します。
– 自車両が約 7 km/h から 30 km/h で
走行している場合。
– 方向指示灯を作動させた。

車線を横切る車両の検出
システムは、次の場合に、車線を横切
る車両を検出します。
– 自車両が約 20 km/h から 60 km/h 
の速度で走行している場合。

車線内に停まっている車両の検出
システムは、次の場合に、静止車両を
検出します。
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– 自車両が約 7 km/h から 85 km/h で
走行している場合。

歩行者および自転車の検出

同一車線上の歩行者や自転車の検
出
システムは、次の場合に歩行者や自転
車を検出します。
– 自車両が約 7 km/h から 85 km/h で
走行している場合。

進行方向変更時における歩行者や
自転車の検出
システムは、次の場合に歩行者や自転
車を検出します。
– 自車両が約 7 km/h から 30 km/h で
走行している場合。

ON/OFF

車両によっては、直前のエ
ンジン停止以降の経過時間
に応じて、次の場合に機能

が再び有効化されます。
– 車両のロックが解除された場
合。
または
– ドアが開けられた場合。
または
– エンジンが再始動された場合。

マルチメディア画面 3  からのシス
テムの有効化、無効化

機能を有効または無効にするには、マ
ルチメディアの指示を参照してくださ
い。
「ON」または「OFF」を選択します。

システムを作動解除すると、  警
告灯が点灯したり、車両によっては、

インストルメントパネルの  警告
灯が点灯します。システムがアクティ
ブになると、警告灯が消えます。
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設定

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

マルチメディア画面 3  からの設定

車両を静止させた状態で下記の機能に
関する設定にマルチメディア画面 3  か
らアクセスするには、マルチメディア
画面の指示に従ってください。
「警告」: 感度を調整します。調整す
るには、以下から選択します。
– « 遅め » ;
– « ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ » ;
– « 早め ».

詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

一時的に使用できない
システムが一時的な故障を検出した場
合は、インストルメントパネルに「

」警告灯が表示されます。
考えられる原因:
– システムは一時的に機能しなくなり
ます（太陽からのグレア、ディープ
ビームヘッドライト、悪天候など）。
可視性条件が良好な場合、システムは
再び動作可能になります。
– システムが一時的に中断されます
（フロントガラス、フロントまたはリ
アバンパ、またはロゴが汚れ、泥、
雪、結露などによって保護されてい
る）。この場合は、車両を駐車し、エ
ンジンを停止します。フロントウイン
ドウ、フロントバンパ、またはロゴを
清掃します。次にエンジンを始動し、
約 5 分から 10 分間走行すると、警告
灯とメッセージが消えます。この対応
でも問題が解消されない場合は、他の
原因が考えられるため、認定ディーラ
にご相談ください。

作動異常
システムが一時的な故障を検出した場
合は、インストルメントパネルに「

」警告灯が表示されます。メー
カーにお 問い合わせください。
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警告

このシステムは運転時の安全性を補助するもので、この機能は、車両を常時コントロールする責任があるドライ
バーに代わって注意するものではなく、補助的に注意喚起するのもです。
この機能の起動は、システムがドライバーによる車両の制御の明確な兆候（ハンドル、ペダルなどに対するアク
ション）を検出したときに遅延または防止される可能性があります。

以下の場合には、システムを作動することはできません。
– シフトレバーがニュートラル位置にある場合。
– 横滑り防止装置（ESC）が起動している場合。
システムサービス / 修理

指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。

衝撃が加わると、レーダーおよび / またはカメラの位置合わせが変更され、その動作が結果として影響を受ける可能性
があります。
機能を解除して、正規サービス工場に連絡してください。

–

レーダー / カメラのある場所の作業（修理、交換、フロントウィンドウの変更など）は、資格を持つ専門スタッフが行
う必要があります。

–

発進する -  215



運転時の補助機能

    3

システムの障害
以下に掲げるような環境要素は、システムの作動を妨げたり、システムに損傷を及ぼしたりする恐れがありま
す。

– 複雑な環境（金属製の橋梁、トンネルなど）。
– 悪天候（降雪、降雨、雹、路面凍結など）。
– 視界不良（夜間、濃霧など）。
– 物体（車両、歩行者など）とその周辺のコントラストが小さい（白色の衣服を着た歩行者が積雪場所にいるなど）場
合。
– 眩惑（逆光、反対車線走行中の対向車両のヘッドライトなど）。
– フロントウインドウの汚れ（泥、雪、結露など）
– ...
このような状況では、システムは無反応またはドライバーに警告しないか、誤ってブレーキをかけることがあります。
システム作動時間の制限
– 車両が始動されるたびに、システムは、車両の周囲環境に応じてキャリブレーションを実行し、約 2 ～ 5 分の走行の
間、非アクティブになる場合があります。
– システムの正常な動作を保証するためには、レーダーゾーンとカメラゾーンを清潔に保ち、改変されないようにする必
要があります。
– システムは、バイクなどの小型車両に対しては、他の車両の場合のように効果的に機能することができない場合があり
ます。
– 路面が滑りやすい状況（降雨時、降雪時、路面凍結時など）では、システムが正常に作動しないことがあります。
– システムは、障害物とそれ以外の要素を完全に区別できないと正しく作動しません。したがって、システムは以下を検
出できません。

– 暗闇または明るさが不十分な場所の歩行者／自転車走行者。
– 一部分しか視認できない歩行者／自転車走行者。
– 身長が約 80 cm 未満の歩行者。
– 大きな物を運ぶ歩行者
– ...
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このような状況では、システムは無反応またはドライバーに警告しないか、誤ってブレーキをかけることがあります。

機能の作動解除
次の場合にはこの機能を無効化してください。
– カメラエリアが損傷している（例: フロントウィンドウの内側または外側）。

– 車両の前面に損傷（衝突痕、歪み、レーダーにひっかき傷など）がある場合。
– 車両の牽引（分解）。
– フロントガラスにひびが入ったり歪んだりしている（このエリアではフロントガラスの修理を行わず、指定代理店で交
換してください）。
– 舗装道路で運転していない。
システムの動作が異常な場合は、システムの作動を解除して、正規ディーラーまでご連絡ください。
機能の一時停止
アクセルペダルを軽く踏むか、衝突回避操作でステアリングホイールを回すことで、ブレーキング機能をいつでも一時停
止することができます。
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ドライバーに対する注意喚起の
ための警告
はじめに

この機能は、注意散漫の
リスクがる場合に運転時
の安全性を補助するもの
です。この機能が車両を

操舵することはありません。この
機能は、どのような状況でも、ド
ライバーが走行中に果たすべき責
任を軽減するものではありませ
ん。
ドライバーは、システムからの指
示にかかわらず、常に周囲の状況
を踏まえて運転しなければなりま
せん。

システムは、車内カメラ 1  を用いてド
ライバーの顔の動きを分析し、ドライ
バーの注意が散漫している場合には警
告を発します。
注意散漫とは、ドライバーが約 3 秒間
道路を見なかったり、この動きを数回
連続して繰り返すことです。
注意：システムは画像を記録せず、リ
アルタイムで動作します。

カメラの位置 1
dカメラに視界を妨げるもの（汚物、
泥など）が付着していないか、または
覆われていないか確認してください。

作動

このシステムはドライバー
の注意を継続的に監視し、
走行中にいくつかの警告を

発することができます。

この機能は、車速が約 20 km/h を超え
る場合に警告する準備ができていま
す。
ハイブリッドモデルでは、「運転に集
中 してください」のメッセージがイン
ストルメントパネル 2  に表示され、
ビープ音が鳴ります。
道路に注意を払い、あらゆる事故を予
測することをお勧めします。
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スイッチ 3  OK を、警告灯がインスト
ルメントパネル上に表示されるまで押
します。メッセージを削除した後も、
システムは注意散漫を監視し続け、必
要に応じて新たな警告を発します。

ON/OFF

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

車両や、直前のエンジン停
止以降の経過時間によって
は、次の場合に警告が再び

有効化されます。
– 車両のロックが解除された場
合。
または
– ドアが開けられた場合。
または
– エンジンが始動された場合。

車両によっては、警告を無
効化できない場合がありま
す。

車両に応じて、警告は以下を使用して
有効または無効にできます。
– 「My Safety」ボタン、
– マルチメディア画面。

4 「My Safety」ボタンを用いた警
告の有効化および無効化

「My Safety」機能🡺 188の「Perso」
モードより警告を非作動または作動に
することができます。
過去に「Perso」モードを用いて警告
を無効化したことがある場合:
– 警告を無効化するには、ボタン 4  を 
2 回連続で押します。ボタン 4  上の表
示灯が消灯します。
– 警告を有効化するには、ボタン 4  を 
1 回押します。ボタン 4  上の表示灯が
点灯します。

マルチメディア画面 5  からの警告
の有効化、無効化

警告を有効化または無効化にするに
は、マルチメディア画面の指示に従っ
てください。
「ON」または「OFF」を選択します。

システム作動時間の制限
次のような特定の条件により、システ
ムの動作が妨げられる場合がありま
す。
– 特定の種類のメガネを着用している
とき。
– カメラが部分的にでも遮られている
場合。
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– ドライバーの顔の一部が隠されてい
る場合（髪の毛、帽子、サージカルマ
スク、スカーフなどによって）。
– カメラが顔を適切に分析できない可
能性のある不適切な運転位置（座り心
が低すぎる、後ろに傾くなど）。
– ...
このような状況では、システムは警告
をトリガーしないか、時期尚早または
誤った警告をトリガーする可能性があ
ります。

作動異常
システムが機能に異常を検出すると、
メッセージ「アテンション モニター要
点検」が表示され、車両によっては、
メッセージ「アテンションモニター作
動不可 表情が認識できません」と

表示灯がインストルメントパネ
ルに表示されます。
カメラが清浄であることを確認する
か、フェイスカバーアクセサリを取り
外します。正しく着席していることを
確認してください。
不具合が直らない場合は、ルノー指定
サービス工場にお問い合わせくださ
い。

ドライバーに対する疲労警告
はじめに

この機能は、疲労のリス
クがる場合に運転時の安
全性を補助するもので
す。この機能が車両を操

舵することはありません。この機
能は、どのような状況でも、ドラ
イバーが走行中に果たすべき責任
を軽減するものではありません。
ドライバーは、システムからの指
示にかかわらず、常に周囲の状況
を踏まえて運転しなければなりま
せん。

このシステムは、車内カメラ 1  を使用
してドライバーの顔の挙動を分析し、
ドライバーが居眠りする危険性がある
場合は警告を発します。
注意：システムは画像を記録せず、リ
アルタイムで動作します。

カメラの位置 1
dカメラに視界を妨げるもの（汚物、
泥など）が付着していないか、または
覆われていないか確認してください。
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作動

このシステムはドライバー
の注意を継続的に監視し、
走行中にいくつかの警告を

発することができます。

エンジンを始動するたび
に、またはドライバーを変
更するたびに、数分後にシ

ステム設定がリセットされます。

以下の場合、機能は作動する準備がで
きています：

– 車両が最後に停止してから数分が経
過した場合。
– 車速が約 20 km/h を超えている場
合。
疲労や注意散漫の危険が生じている場
合は、「休憩を とりましょう」という
メッセージがインストルメントパネル 
2  上に表示され、ビープ音が鳴りま
す。
ドライバーが眠りに落ちると、ビープ
音とともにインストルメントパネルに
「疲労アラート 休憩を入れてくださ
い」メッセージが表示されます 2  。
なるべく早く停車して休息してくださ
い。
スイッチ 3  OK を、警告灯がインスト
ルメントパネル上に表示されるまで押
します。メッセージ削除後も、システ
ムは、ドライバーの疲労状況の監視を
継続し、必要に応じて新たな警告を行
います。

ON/OFF

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

車両や、直前のエンジン停
止以降の経過時間によって
は、次の場合に警告が再び

有効化されます。
– 車両のロックが解除された場
合。
または
– ドアが開けられた場合。
または
– エンジンが始動された場合。

車両によっては、警告を無
効化できない場合がありま
す。

車両に応じて、警告は以下を使用して
有効または無効にできます。
– 「My Safety」ボタン、
– マルチメディア画面。
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4 「My Safety」ボタンを用いた警
告の有効化および無効化

「My Safety」機能🡺 188の「Perso」
モードより警告を非作動または作動に
することができます。
過去に「Perso」モードを用いて警告
を無効化したことがある場合:
– 警告を無効化するには、ボタン 4  を 
2 回連続で押します。ボタン 4  上の表
示灯が消灯します。
– 警告を有効化するには、ボタン 4  を 
1 回押します。ボタン 4  上の表示灯が
点灯します。

マルチメディア画面 5  からの警告
の有効化、無効化

警告を有効化または無効化にするに
は、マルチメディア画面の指示に従っ
てください。
「ON」または「OFF」を選択します。

システム作動時間の制限
次のような特定の条件により、システ
ムの動作が妨げられる場合がありま
す。
– 特定の種類のメガネを着用している
とき。
– カメラが部分的にでも遮られている
場合。

– ドライバーの顔の一部が隠されてい
る場合（髪の毛、帽子、サージカルマ
スク、スカーフなどによって）。
– カメラが顔を適切に分析できない可
能性のある不適切な運転位置（座り心
が低すぎる、後ろに傾くなど）。
– ...
このような状況では、システムは警告
をトリガーしないか、時期尚早または
誤った警告をトリガーする可能性があ
ります。

作動異常
システムが機能に異常を検出すると、
メッセージ「アテンション モニター要
点検」が表示され、車両によっては、
メッセージ「アテンションモニター作
動不可 表情が認識できません」と

表示灯がインストルメントパネ
ルに表示されます。
カメラが清浄であることを確認する
か、フェイスカバーアクセサリを取り
外します。正しく着席していることを
確認してください。
不具合が直らない場合は、ルノー指定
サービス工場にお問い合わせくださ
い。
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道路標識の検出

システムは、検出した、道路脇にある
制限速度標識の内容に従ってインスト
ルメントパネル上に制限速度を表示し
ます。
このシステムは、主に、リアビューミ
ラー背後のフロントウィンドウに取り
付けられたカメラ 1  が提供する情報を
使用します。国により、システムは、
地図から得られる情報も併用して、特
定の標識（市街地の入口を示す標識な
ど）を解釈します。
システムが道路標識を検出すると、イ
ンストルメントパネル上に表示される
標識も変化します。
速度リミッタまたはアダプティブク
ルーズコントロールを有効化すると、
制限速度設定値を、システム（🡺 230

および 🡺 234）が用いる値としてイン
ストルメントパネル上に表示される制
限速度に調整できます。
検出制限速度を超過すると、その旨を
ドライバーに知らせるため、インスト
ルメントパネルに表示される道路標識
が変わります。

カメラの位置 1
フロントウインドウが汚れや泥、雪、
結露などでふさがれていないか確認し
てください。

注意事項
地図サブスクリプション契約のある車
両の場合:
– 走行国と車両の速度単位が異なる場
合、システムは、走行国の速度単位で
制限速度標識を表示し、車両のインス
トルメントパネルには、走行国の単位
に変換された制限速度を表示します。
– 路面状況の変化を理由に雨天時には
制限速度が低くなる国を走行する場
合、システムは、フロントウインドウ
ワイパーの作動から数秒後に検出制限
速度表示を変更する場合があります。

作動
警告灯

この機能は、次の警告灯を表示しま
す。
2.  速度制限標識および追加速度制限標
識（矢印付き出口ランプの速度、キャ
ラバンでの速度、適用時間の制限速度
など）
3.  追加の道路標識（オーバーキング
ゾーンの開始）。
検出制限速度を超えると、ドライバー
への警告のため、道路標識円周部が点
滅（警告灯 2 ）し、車両によっては、
ビープ音が数秒間鳴ります。
このインストルメントパネル上での点
滅は、車速が制限速度を超えている限
り続きます。
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地図サブスクリプション契
約
道路標識検出機能は、地図

サブスクリプション契約対象の地
図と連動します。
サブスクリプションを管理するに
は、マルチメディアの説明書を参
照してください。
サブスクリプションがない場合、
システムは、カメラによって検出
された制限速度標識を考慮して制
限されます。
この場合システムは、地図に関す
る情報を考慮しません。速度制限
の可用性が影響を受ける可能性が
あります。

ON/OFF

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

直前のエンジン停止以降の
経過時間に応じて、次の場
合に警告音が再び有効化さ

れます。
– 車両のロックが解除された場
合。
または
– ドアが開けられた場合。
または
– エンジンが再始動された場合。

4 「My Safety」ボタンを用いた速
度超過警告音の有効化、無効化

この警告音は、「My Safety」機能内
の「Perso」モードを用いることで無
効化または有効化できます 🡺 188。
過去に「Perso」モードを用いて警告
音を無効化したことがある場合:
– 警告音を無効化するには、ボタン 4
を 2 回連続で押します。ボタン 4  上の
表示灯が消灯します。
– 警告音を再び有効化するには、ボタ
ン 4  を 1 回押します。ボタン 4  上の表
示灯が点灯します。

マルチメディア画面 5  からの速度
超過警告音の有効化、無効化

警告音を有効化または無効化にするに
は、マルチメディア画面の指示に従っ
てください。
「ON」または「OFF」を選択します。
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制限速度または設定速度の変動
(車種によります）

スピードリミッタまたはアダプティブ
クルーズコントロールの設定値を、検
出された制限速度に合わせるには、ス
イッチ 6  を短押しし、車速を、直近の
検出制限速度標識に示されている制限
速度に調整します。
注: 地図サブスクリプションのある車
両では、検出された制限速度標識に示
されている新しい制限ごとに車両の速
度を自動的に調整できます。これを行
うためには、スイッチ6 を約6秒間長押
しします。

一時的に使用不可
カメラや地図データに関する理由でシ

ステムを使用できない場合、  記

号（車両によっては黄色の  記
号）がインストルメントパネル上に表
示されます。不具合が直らない場合
は、ルノー指定サービス工場にお問い
合わせください。
以下の場合にシステムは制限速度を検
知できません。
– フロントウインドウが汚れている
– カメラが日射で機能しなくなってい
る
– 視界が不十分な場合（霧発生時な
ど）。
– 標識を判読できない（雪など）また
は隠れている（別の車両または樹木な
どによって）
– 地図情報が最新でない場合。
注: フロントカメラの視界を妨げるも
のがあると、「フロントカメラ 映像な
し」というメッセージがインストルメ
ントパネル上に表示されます。この場
合は、カメラ前方のフロントガラス部
分を清掃してください。

作動異常
システムが作動不良を検出すると、

（車両によっては黄色の 

記号）がインストルメントパネル上に
表示されます。
場合によっては、以下のメッセージが
表示されます。
– « ドライブアシスト 操作不可 » ;
または
– « フロントカメラを 点検してくださ
い » ;
または
– « ドライブアシスト 要確認 ».
メーカーにお 問い合わせください。
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警告

このシステムは運転時の安全性を補助するもので、この機能は、車両を常時コントロールする責任があるドライ
バーに代わって注意するものではなく、補助的に注意喚起するのもです。
ドライバーは、システムの指示に関係なく、常に交通状況に応じて車速を調整する必要があります。
システムは、すべての制限速度標識を検出しないか、誤って解釈することがあります。

ドライバーは、システムが未検出の道路標識を無視してはならず、実際の道路標識や道路交通法に沿った走行を優先しな
ければなりません。
視界が悪い場合（霧、雪、霜など）は、システムが正しい車速をドライバーに通知できない場合があります。
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リバースギアでのエマージェン
シーブレーキアシスト
はじめに

「駐車ｱｼｽﾄ」🡺 277 機能に加え、車両
の後部にある 4 つの中央センサーから
の情報を用いて作動するシステムが、
車両後方にある固定物を検出します。
衝突の重大なリスクがある場合、シス
テムは自動的に車両にブレーキをかけ
ます。
注: 車両の後部にある 4 つの中央セン
サーにその妨げとなるもの（汚物、
泥、雪など）がないか確認してくださ
い。

作動

リア固定障害物の検出
シフトレバーが「後進」位置で、4 
km/h から 8 km/h での走行中に、固
定の物体と衝突する危険が生じている
場合、システムは、自動的に車両にブ
レーキをかけます。

視覚的なフィードバック 2   がマ
ルチメディア画面 1  に表示され、ビー
プ音が鳴ります。
車両が停止したら、ブレーキペダルを
踏み込んだままドライバーが車両を静
止させる必要があります。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、この機能は、車両を
常時コントロールする責

任があるドライバーに代わって注
意するものではなく、補助的に注
意喚起するのもです。

操作時にサブフレームに
衝撃があった場合（縁
石、歩道またはその他の
市街地設備との接触な

ど）車両を損傷した恐れがありま
す（リアアクスルの変形など）。
放置すると事故が起こるおそれが
あるので、指定サービス工場で点
検を受けてください。

発進する -  227



運転時の補助機能

    3

システムの作動／解除

マルチメディア画面 1  を介してこの機
能を有効化または無効化するには、「
車両」領域 >「運転ｱｼｽﾄ」>「パーキン
グ」の順に選択します。リアアクティ
ブエマージェンシーブレーキを有効化
します。
この機能が無効化されると、マルチメ

ディア画面上に3  警告灯が表示
されます。

作動異常
システムが動作障害を検出すると、リ
バースギアのアクティブな緊急ブレー
キが自動的に非アクティブになりま
す。

機能不良の種類に応じて、マルチメ

ディア画面上に3  警告灯が表示
され、インストルメントパネル上に次
のメッセージが表示されます。
– « PKセンサー 使用不可 » ;
または
– « パーキングセンサー 点検 » ;
または
– « ドライブアシスト 操作不可 » ;
または
– « ドライブアシスト 要確認 ».
超音波センサを清掃します。不具合が
直らない場合は、ルノー指定サービス
工場にお問い合わせください。

システム認識済み牽引バー装備車両に
トレーラーが接続されると、後進ギア

時のアクティブ非常ブレーキ機能が自
動的に無効化され、「トレーラー: 
パーキングセンサー使用不可」という
メッセージインストルメントパネル上

に、警告灯 3   がマルチメディア
画面上に表示されます。
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警告

リバースギアでのエマージェンシーブレーキアシスト
このシステムは運転時の安全性を補助するもので、したがって運転されるときは、お客さまの責任において慎重
に運転しなければならないことを忘れないでください。
気候や環境条件によっては、システムが破壊されたり、損傷したりする可能性があります。したがって、ドライ

バーは常に集中して細心の注意を払って運転する必要があります: 車両の付近に子供、動物、べビーカー、自転車、石、柱
などがいないことを確認します。
この機能の起動は、システムがドライバーによる車両の制御の明確な兆候（ハンドル、ペダルなどに対するアクション）
を検出したときに遅延または防止される可能性があります。
システムサービス / 修理
– 衝撃が発生した場合、リアセンサーとその性能に影響を与える可能性があります。機能を解除して、正規サービス工場
に連絡してください。
– センサーのある場所の作業（修理、交換、バンパの変更など）は、資格を持つ専門スタッフが行う必要があります。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
機能の作動解除
車両が牽引されている場合（故障回復）、または車両にシステムで認識されないけん引装置が取り付けられている場合
は、機能を無効にする必要があります。
システムの動作が異常な場合は、システムの作動を解除して、正規ディーラーまでご連絡ください。
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はじめに
スピードリミスター機能は、選択した
走行速度（制限速度）を超えないよう
に、エンジンとブレーキシステムを制
御します。
速度リミッタ機能による制限速度は、
0 km/h から設定できます。

Saveモードが有効な間は、
制限速度を、Save 
🡺 173モードにおける最高

速度を超える速度にできません。

制御

1.  車両に応じて異なる、次の運転支援
機能の選択／選択解除スイッチ。
– Active driver assist、
– アダプティブクルーズコントロー
ル。
– スピードリミッター、
– OFF.

2.  機能をスタンバイ状態にし、制限速
度を記憶できます（0）。 
3.  記憶制限速度を呼び出せます
（RES）。
4.
– 上方向: 有効化、制限速度上降また
は現在速度の記憶を行えます（SET/
+）。
– 下: 制限速度を有効にして下げる
か、または現在の速度を保存します
（SET/-）。

5.  ポップアップボタン（車両により異
なります）: 検出された制限速度に合

わせて速度設定を調整します  
🡺 223。 

車両によっては、スイッチ 
5  を押すことで、速度リ
ミッター機能を「道路標識

検出」機能 🡺 223 と連動させるこ
とができます。

車両によっては、イグニッションス
イッチを OFF にする前の段階で
「OFF」モードが選択されていると、
次の車両始動時に「速度リミッタ」機
能がデフォルトで有効化されます。

発進する
制限速度が設定されているがまだ到達
していないときは、速度制限機能を持
たない車両を運転することと同様で
す。
保存された速度に達すると、必要な場
合を除き、アクセルペダルを踏んでも
プログラムされた速度を超えることは
できません 🡺 231。

作動
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速度リミッターの選択に必要な回数だ
けスイッチ1 を押します。
警告灯 6  が灰色表示されます。スピー
ドリミッタ機能が有効化され、制限速
度の記憶待ち状態になると、その証と
して、「スピード リミッター実行」と
いうメッセージがインストルメントパ
ネル上に表示され、破線表示も表れま
す。
注意：車両によっては、直近の車両オ
フ時に機能6 またはOFFが選択されて
いた場合、車両発進時に速度リミッタ
が自動的に選択されます。
現在の速度を保存するには、スイッチ
4 を上（SET/+）または下（SET/-）に
押してください。制限速度がダッシュ
に置き換わり、警告灯6 が白色表示さ
れます。
最低記憶速度は 20 km/h です。

設定速度の変更

制限速度は、制御装置 4 を次のように
繰り返し押すか単純に押すことで変更
できます。
– （SET/+）側は、設定速度を上げま
す。
– （SET/-）側は、設定速度を下げま
す。

制限速度標識認識機能付き自動
速度リミッター
カメラ、「道路標識検出」機能 🡺 223
および地図を使用して作動するこのシ
ステムは、速度制限道路標識を識別
し、標識を通過すると、車速を自動的
に制限します。

ON/OFF
マルチメディア画面の「車両」ワール
ドで 「運転ｱｼｽﾄ」を選択します。次
に、「コンフォート」タブから「適応
速度リミッター」または「適応性があ
る速度の振幅制限器および巡航制御 *
」（車両装備に応じて異なります）を
選択します。
注: 有効化／無効化は、ポップアップ 
5  を押し続ける方法でも実行できま
す。

設定速度を超えて加速させる
次の操作を行うといつでも設定速度を
超えることができます：これを行うに
は、アクセルペダルを一番奥まで（抵
抗点より奥まで）しっかり踏み込みま
す。
制限速度を超えると、インストルメン
トパネル上の制限速度灯が黄色点滅し
ます。
次に、アクセルペダルを放します。走
行速度がメモリーされている制限速度
以下の速度になると、スピードリミッ
ターの機能と表示は元の状態に戻りま
す。
注: 車両によっては、アクセルペダル
を抵抗点に近い位置まで踏み込むこと
で、制限速度を超えることもできま
す。この方法で制限速度を超過する
と、ビープ音が鳴ることに加え、警告
がインストルメントパネル上に表示さ
れます。
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緊急事態に備え足をペダ
ルの近くに置く必要があ
ります。

（何度有効化を試して
も）速度リミッターを使
用できない場合は、正規
ディーラーにご連絡くだ

さい。

機能のスタンバイ

速度リミッタ機能は、スイッチ 2  を押
すと一時停止します（0）。

限界速度はインストルメントパネルに
灰色で表示されて保存されます。

設定速度の呼び出し
速度が記憶されていれば、3  スイッチ
を押すことでその速度を呼び出せま
す。

速度リミッタがスタンバイ
に設定されている状態で制
御装置 4  を押し上げるか押

し下げると、記憶速度とは無関係
に機能が再び有効化されます。こ
の場合には、そのときの走行速度
が設定速度になります。

クルーズコントロールの停止

スピードリミッタ機能は、スイッチ 1
を押してその選択を解除すると一時停
止します。この場 合、先ほどのメモ
リースピードはすで に消去されていま
す。
機能が停止したことを示すため、警告
灯 6  がインストルメントパネルから消
えます。
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運転支援機能を OFF にする
には、必要な回数だけス
イッチ 1  を押します。「運

転支援 解除」というメッセージ
がインストルメントパネル上に表
示されます。
この場合、車両によっては、次の
エンジン始動時に「速度リミッ
タ」機能が有効化され、制限速度
記憶待機状態となります。
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はじめに
レーダーまたはカメラの情報に基づい
て、Stop and Go アダプティブクルー
ズコントロール機能を使用すると、同
じ車線の前方の車両から安全な距離を
保ちながら、選択した速度（航続速
度）を維持することができます。
車両によっては、「道路標識検出」機
能が有効化 🡺 223されている場合、シ
ステムは、カメラが検出する制限速度
標識に応じて車速を調整できます。
国に応じて、カメラと地図を使用し
て、状況と道路の事故（周辺道路、曲
がり角、次の標識、または制限速度
ゾーン）に応じて車速を事前に調整し
ます。
車両が停止している場合、Stop and 
Go 適応クルーズコントロールは、車
両を完全に停止させてから再度オフに
することができます。
システムは、エンジンとブレーキシス
テムを使用して、車両の加速および減
速を制御します。
システムの最大カバー距離は約 130 
メートルです。これは、道路の状況
（地面の起伏、気象条件など）によっ
て異なる場合があります。
Stop and Goアダプティブクルーズコ
ントロール機能は、走行路の状況（交
通、気象など）に応じて、0 km/h以上
の速度で有効化できます。

この機能は  記号で示されます。
注：
– ドライバーは、運転国の速度制限と
安全車間距離を守らねばなりません。
– アダプティブクルーズコントロール
では、ブレーキング能力の最大約 1/3 
の強度でブレーキをかけることができ
ます。状況によっては、ドライバーは
より強くブレーキをかける必要があり
ます。

Saveモードが有効な間は、
巡航速度を、Save 
🡺 173モードにおける最高

速度を超える速度にできません。

クルーズコントロールまた
はアダプティブクルーズコ
ントロール機能の作動中

は、回生ブレーキシステムと回生
ブレーキ制御を使用できません。

Stop and Go 適応クルーズ
コントロールは、緊急停止
をトリガーせず、ブレーキ

機能が制限されています。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、
いかなる場合でも、制限

速度と安全距離を尊重し、警戒す
ることは、ドライバーの責任で
す。
運転者は常に車両を制御する必要
があります。
運転者は、周囲および交通状況に
応じて常に速度を調整する必要が
あります。
Stop and Go アダプティブクルー
ズコントロール機能は、市街地以
外の道路や、車線を視認できる広
い道路でお使いください。
交通渋滞時、曲がりくねった道や
滑りやすい路面（凍結、ハイドロ
プレーニング、砂利）、天候不良
時（霧、雨、横なぐりの雨など）
では、クルーズコントロールの操
作が制限される場合があります。
事故の恐れがあります。
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カメラの位置 1

フロントウインドウのレンズが汚れや
泥、雪などでふさがれていないか確認
してください。

レーダーの位置 2
レーダー保護プレートが、車両の前面
に取り付けられたアクセサリー（グリ
ルやロゴなど）によって遮られたり、
衝撃、修正（塗装を含む）、泥、泥、
雪、前部ナンバープレートの取り付け
不良によって隠されていないことを確
認してください。

制御

3.  車両に応じて異なる、次の運転支援
機能の選択／選択解除スイッチ。
– Active driver assist、
– アダプティブクルーズコントロー
ル。
– スピードリミッター、
– OFF.

4.  （巡航速度が記憶された状態で）機
能をスタンバイ状態にできます
（0）。
5.  記憶巡航速度を呼び出すことができ
ます（RES）。
6.

–  上方向: 有効化、巡航速度上昇また
は現在速度の記憶が可能です（SET/
+）。
– 下方向: 有効化、巡航速度下降また
は現在速度の記憶が可能です
（SET/-）。

7.  ポップアップボタン（車両により異
なります）: 検出された制限速度に合

わせて速度設定を調整します  
🡺 223。 
8.  車間距離の調整。

車両によっては、スイッチ 
7  を押すことで、クルーズ
コントロール機能を「道路

標識検出」機能 🡺 223 と連動させ
ることができます。

車両によっては、イグニッションス
イッチを OFF にする前の段階で
「OFF」モードが選択されていると、
次の車両始動時に「速度リミッタ」機
能がデフォルトで有効化されます。

発進する -  235



STOP AND GOアダプティブクルーズコントロール

    3

システムの正常な動作を
保証するためには、レー
ダーゾーンとカメラゾー
ンを清潔に保ち、改変さ

れないようにする必要がありま
す。

表示

9.  Stop and Go 適応クルーズコント
ロール警告灯。 
10.  保存された設定速度。
11.  前方の車両。
12.  保存された安全車間距離

重要: すべてのイベント
に備えて、常にペダルの
近くに足を近づけておい
てください。

作動

13  にてアダプティブクルーズコント
ロールを選択するには、スイッチ 3  を
押します。警告灯 9  が灰色表示されま
す。クルーズコントロール機能が作動
し、巡航速度の記憶待機中であること
を示すため、「アダプティブクルーズ 
コントロールを実行」というメッセー
ジが、ダッシュとともにインストルメ
ントパネル上に表示されます。

注: 車両によっては、直近の車両停止
時に機能 13  またはOFFが選択されて
いた場合、車両発進時に速度リミッタ
が自動的に選択されます。
以下の場合は、この機能を有効にする
ことはできません:
– パーキングブレーキがかかっている
– 運転席のシートベルトが着用されて
いない場合。
– 1つ以上のドアが正しく閉じられて
いない場合。
– 「ハンズフリー駐車」機能がすでに
有効化されている場合。
「ACC利用不可」というメッセージが
インストルメントパネル上に表示され
ます。

設定速度の設定
静止中または一定速度走行中に、コン
トロール6 を上方向（SET/+）または
下方向（SET/-）にプレスしてくださ
い。この機能が有効化され、その時点
での速度が記憶されます。
最低巡航速度は 20 km/h です。
設定すると、破線が巡航速度 10  に置
き換わり、緑色の巡航速度表示と警告
灯 9  によりクルーズコントロールの作
動が示されます。
車両の最高速度を超える速度に機能を
設定しようとすると、「無効な速度」
メッセージが表示され、機能は無効の
ままになります。
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設定速度がメモリーされ、システムが
作動しているとき、足をアクセルペダ
ルから放すことができます。
注意：車速が約20 km/h未満の場合、
この機能は、デフォルトで巡航速度20 
km/hを登録します。車両は、保存さ
れた設定速度に達するまで加速しま
す。

速度制限標識認識機能を備えた
クルーズコントロールの有効化
（表示 A ）

(車種によります）
「道路標識検出」機能🡺 223装備車両
で、車速を、カメラが検出した制限速
度 14  にするには、ポップアップボタ
ン 7  を押します。

該当標識を通過すると、巡航速度 10
が、検出速度 14  になります。

高度な速度制限標識認識機能を
備えたクルーズコントロールの
有効化（表示 B ）

カメラ、「道路標識検出」機能 🡺 223
および地図を使用して作動するこのシ
ステムは、次の標識 15  が検出される
まで、車速の自動調整に必要な予測を
行います。

ON/OFF
マルチメディア画面の「車両」ワール
ドで 「運転ｱｼｽﾄ」を選択します。次
に、「コンフォート」タブから「制限
速度アダプティブクルーズコントロー
ル」を選択します。

クルーズコントロールと制限速度標識
事前認識機能が起動すると、その証と
してA」文字 16  がインストルメント
パネルに表示されます。

注：
– 機能は、ポップアップボタン 7  を押
し続ける方法でも有効化／無効化でき
ます。
– 状況（車速と検出された制限速度に
大きな開きがある状況など）によって
は、システムがドライバーに対し、
ポップアップボタン 7  を押して速度を
手動で検証するよう求める場合があり
ます。この場合には、そのことについ
てドライバーに知らせるための白色の
四角 17  が、表示速度の周りに表示さ
れます。
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作動
機能が有効になり、以下の速度がイン
ストルメントパネルに表示されます:
– 巡航速度 10 。
– システムが検出した、車両が走行中
の道路区間における現在の制限速度 
14 。
– システムが検出した、次の道路区間
または制限速度ゾーンにおける速度 
15 。
検出速度 15  はシステムが考慮しま
す。車速は、ドライバーが操作しなく
ても、巡航速度 10  に達するまで徐々
に調整されます。制限速度標識または
ゾーンがs特定されると、15  に標示さ
れている速度が 14  に表示されます。
ドライバーは、システムによって適用
される速度に常に注意を払い、車速に
責任を持つ必要があります。
この機能が有効化されていないと、速
度制限標識認識機能（表示 A ）により
巡航速度が設定される作動と同じ作動
になります。

高度な道路配置認識機能を備え
たクルーズコントロールの有効
化（表示 C ）

カメラ、「道路標識検出」🡺 223 機能
および地図を使用して作動するこのシ
ステムは、車両が環状交差点やカーブ
に差しかかると、巡航速度 10  の自動
調整に必要な予測および管理を行いま
す。

ON/OFF
マルチメディア画面の「車両」ワール
ドで 「運転ｱｼｽﾄ」を選択します。次
に、「コンフォート」タブから「状況
に応じた適応型クルーズコントロール 
*」を選択します。

「規制適応」メニューで「道路状況へ
」を選択します。

作動
状態が検出されると、インストルメン
トパネルに記号 18  が表示されて通知
します。その後、車両は自動的に速度
を調整し、検出されたエリアに近づき
ます。
その状態がなくなると、車両は巡航速
度 10  に戻ります。
ドライバーは、システムによって適用
される速度に常に注意を払い、車速に
責任を持つ必要があります。
この機能が有効化されていないと、速
度制限標識認識機能（表示 A ）により
巡航速度が設定される作動（高度な速
度制限標識認識機能（表示 B ）により
巡航速度が自動的に設定される作動）
と同じ作動になります。
以下の記号は、システムが考慮する運
転状況を示しています。

– （環状交差点）。

– （曲がり角）。

– 速度制限。
方向指示灯が作動したとき：

– （地理的エリアによっては終
了）。
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注：
– 制限速度標識認識（ディスプレイ A
）を備えたクルーズコントロールモー
ドでは、ドライバーが白い四角で提案
された新しい制限速度を手動で検証し
ない場合、運転状況が過ぎると、車両
は自動的に最初の巡航速度に戻りま
す。
– 言及されたイベントのみが考慮され
ます。その他のイベント（停止または
道譲り、斜面、通行料など）は考慮さ
れません。

事象および交通予測アラート
(車種によります）

リアルタイムの交通情報を使用して、
ルート上で検出された交通危険をシス
テムが警告します。警告灯 19  が点灯

し、インストルメントパネルにメッ
セージが表示され、ビープ音が鳴りま
す。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

ON/OFF
マルチメディア画面の「車両」ワール
ドで 「運転ｱｼｽﾄ」を選択します。次
に、「コンフォート」メニューから
「予測イベントとトラフィックアラー
ト」を選択します。

作動
サブスクリプションおよび／または地
理的エリアに応じて、車両は次の動的
イベントを考慮し、必要に応じて速度
を自動的に調整します。

– （交通量が多い場合）。
注： イベントの検出の信頼性が低い場
合、システムは「交通量が多い」メッ
セージでドライバーに警告するだけで
す。
サブスクリプションや地理的エリアに
よっては、次のイベントの存在につい
てユーザーに警告しますが、巡航速度
には影響しません。

– （道路工事）。

– （事故）。

– （車両を停止）。
注： 交通量の多い、道路工事、事故、
静止した車両は動的なイベントであ
り、位置の精度が低い場合がありま
す。
ドライバーは、システムによって適用
される速度に常に注意を払い、車速に
責任を持つ必要があります。

設定速度を設定する
巡航速度を変更するには、制御装置 6
を、次の方向に繰り返し（小さな変更
の場合）押すかを押し続け（大きな変
更の場合）ます。
– 下方向: （SET/-）減速する場合。
– 上方向: （SET/+）加速する場合。

安全車間距離制御の作動
クルーズコントロールが有効化される
とすぐに、既定の安全車間距離 12  が
インストルメントパネル上に緑色表示
されます。
システムが、自車線内で他車両を検出
すると、その車両 11  の概要が、イン
ストルメントパネル上の距離計 12  上
に表示されます。
車両は、前方の車両の速度に合わせ
て、インストルメントパネルに表示さ
れている距離を維持するために、必要
に応じてブレーキをかけます（ブレー
キランプが点灯します）。
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注: 輪郭 11  のサイズは、自車両と前方
車両の距離に応じて変動します。外形
が大きいほど、前方の車両が近い。

車間距離の調整
車両前方の安全車間距離は、スイッチ 
8  を繰り返し押すことでいつでも変更
できます。

インストルメントパネルの水平距離
ゲージは、さまざまな安全車間距離を
示しています。
– 車間距離計 D : 長距離（約 2.4 秒の
車間時間に相当）。
– 車間距離計 E : 中間距離 2（約 2 秒の
車間時間に相当）。
– 車間距離計 F : 中間距離 1（約 1.6 秒
の車間時間に相当）。

– 車間距離計 G : 短距離（約 1.2 秒の
車間時間に相当）。
選択した距離ゲージは、インストルメ
ントパネルに緑で表示されます。他の
ゲージはグレーのままです。
注:車間距離は、交通レベル、ローカ
ル規制、気象条件に応じて設定する必
要があります。

車間距離は、既定車間距離
計 E  をもとに安全車間距離
に調整します。

設定速度を超えて加速させる
アクセルペダルを踏めば、いつでも加
速することができます。
超過すると、巡航速度 10  が黄色表示
されます。
「車間距離制御」機能は、ドライバー
がアクセルペダルを踏むと停止しま
す。
次に、アクセルペダルを放します: ク
ルーズコントロールと安全車間距離制
御は、以前に選択した速度と距離の指
示を自動的に再開します。

追い越し操作
前方車両を追い越したい場合、車速が 
70 km / h を超えていれば、方向指示
灯を使うことで、前方車両との車間距

離が一時的に短縮され、追い越しやす
くするための加速が行われます。

方向指示器を使用した車線変更
時のブレーキの予測
低速車両がすでに存在する隣接車線に
移動したい場合：方向指示器を作動さ
せると、車線変更操作を開始する前
に、システムはその車両の速度に合わ
せて速度を調整し始めます。

不正な追い越しの防止
車両の速度が約 60 km/h を超える場
合、隣接する車線にある車両に近づい
た場合、システムは右側（または地域
の規制によっては左側）での不正追い
越しを防止できます。
この場合、追い越しを防ぐためにシス
テムが自動的に速度を調整します。
ただし、アクセルペダルを軽く踏む
と、この機能を一時的に無効にして巡
航速度に戻ることができます。
注：システムは、お住まいの国の現地
の規制に適応します（右側通行または
左側通行）。

車両の停止とオフの設定
フロントの車両が減速すると、システ
ムは速度を調整し、必要に応じて（交
通量が多い場合など）車両を完全に停
止させます。車両は前方の車両の数
メートル前で停車します。
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フロントで車両を再びオフにした場合:

確認の「ACC再開には RES押しorアク
セルペダル」というメッセージがイン
ストルメントパネル上に表示されま
す。
停止が約3分間以上続くと、アシスト
パーキングブレーキが自動的にかか
り、Stop and Goアダプティブクルー
ズコントロールが無効になります。
機能が無効化されると、その証とし
て、警告灯 9  が消えます。

機能のスタンバイ
以下を行うと機能が一時停止します:
– スイッチ 4  を押す（0）。

– 車両が動いているときにブレーキペ
ダルを踏む。
この機能は、次の場合にシステムに
よって作動解除されます。
– シフトレバーを R または N 位置にし
ます。
– 運転席のシートベルトを外す。
– 開閉部の 1 つを開く
– エンジン始動／停止ボタンを押す
– 勾配が急すぎる
– 特定のドライビングアシストおよび
補正デバイスが作動しているABS（ア
クティブ緊急ブレーキング、ESC な
ど）
注: 車両によっては、接続されたデー
タの受信が最適ではない場合、システ
ムは自動的に事前速度制限標識認識お
よび / または道路レイアウト機能の事
前認識をスタンバイ状態にします。
接続されたデータの受信が再び最適に
なると、2 つの機能が自動的に再起動
されます。
どの場合でも、スタンバイになると、
警告灯が灰色表示され、「ACC 休止」
というメッセージがインストルメント
パネル上に表示されます。

Stop and Go 適応クルー
ズコントロールをスタン
バイにしたりオフにした
りしても、スピードが急

激に低下することはありません。
必要に応じてブレーキペダルを踏
んでブレーキをかける必要があり
ます。

スタンバイの解除
保存されているクルージング速度に基
づいて
設定速度がメモリーされている場合
は、交通条件（交通量、車道の状態、
気象条件など）が適切であることを確
認してから設定速度を呼び出すことが
できます。有効な速度範囲内で速度を
調整するには、ボタン 5 （RES）を押
します。
メモリーされた速度の呼び出し中には
設定速度が緑で点灯し、クルーズコン
トロールの作動を確認することができ
ます。
注意: メモリーされている速度が現在
の走行速度よりもはるかに高い場合
は、車両はその速度に達するまで急な
加速を続けます。
現在の速度に基づいて
クルーズコントロールがスタンバイ状
態のときにスイッチ 6  を上方向

停止が 30 秒未満続く場合、車両は
ドライバーの操作なしで再び始動し
ます。
注: ドライバーには、運転中に突然
起こる出来事に備え、車両を制御す
る責任があります。このシステム
は、車両周辺部にて歩行者の存在を
検出した場合、次に停止するまでは
自動再始動を抑制します。

–

停止時間が約 30 秒を超えた場合、
車両の再発進には次のいずれかの操
作が必要となります。

または

–

アクセルペダルを踏みます。–

ボタン 5 （RES）を 1 回押しま
す。

–
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（SET/+）または下方向（SET/-）に押
すと、クルーズコントロール機能は、
記憶速度とは無関係に再作動します。
この場合、その時点での速度が巡航速
度になります。

「車両の制御を取る」警告

状況（極端に速度の遅い車両に遭遇し
た、前方車両が急に車線変更したな
ど）によっては、システムが反応時間
を確保できない場合があります。
状況に応じて、システムは以下に関連
するビープ音を鳴らします。
– 状況に照らしてドライバーへの注意
喚起が必要だと考えられる場合にはオ
レンジ色の警告 H 。
または

– 赤色警告 J  と「危険 ブレーキ」と
いうメッセージ（状況に照らしてドラ
イバーへの緊急注意喚起が必要だと考
えられる場合）。
あらゆる状況に対応し、適切な操作を
実行してください。

クルーズコントロールの停止

次の場合には、アダプティブクルーズ
コントロール Stop and Go 機能の作動
が中断されます。
– スイッチ 3 を押した場合。
機能が停止したことを示すため、警告
灯 9  がインストルメントパネルから消
えます。

運転支援機能を OFF にする
には、必要な回数だけス
イッチ 3  を押します。「運

転支援 解除」というメッセージ
がインストルメントパネル上に表
示されます。
この場合、車両によっては、次の
エンジン始動時に「速度リミッ
タ」機能が有効化され、制限速度
記憶待機状態となります。

一時的に使用不可
レーダー
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レーダーは、車両の前方の車両を検出
することができます。レーダー検出領
域が不明瞭な場合、または信号が中断
されている場合、システムが正常に作
動することができません。
レーダー検出エリアが遮られたり、
レーダー信号が途絶えたりすると、イ
ンストルメントパネルに「フロント
レーダー 作動していません」という
メッセージが表示され、Stop and Go
アダプティブクルーズコントロール機
能が停止します。
機能が自動的に無効化されたことを示
すため、緑色の警告灯 9  が消えます。
レーダーエリアがきれいな状態を保
ち、雪、泥、取り付け不良のナンバー
プレート、車両前面（グリル上）に取
り付けられているアクセサリーによっ
て妨げられたり、車両前面（グリルや
ロゴなど）に取り付けられているアク
セサリーによって隠れたりしていない
ことを確認してください。
特定の地域の条件では、次のような機
能が妨げになることがあります。
– 乾燥したゾーン、トンネル、長い
橋、または道路のない道路を軽く使用
して、標識や樹木が近くにない。
– 軍用または空港ゾーン。
機能を作動させるには、このようなエ
リアを残しておく必要があります。
すべてのケースで、エンジンを再始動
した後にメッセージが消去されない場

合は、指定サービス工場に連絡してく
ださい。

カメラ
カメラが汚れ、泥、雪、結露などに
よって保護されている場合、システム
は作動できません。
カメラの視界が狭くなると、「フロン
トカメラ 映像なし」というメッセージ
がインストルメントパネル上に表示さ
れ、アダプティブクルーズコントロー
ル Stop and Go の性能が低下します。
警戒心を持って行います。

作動異常
「アダプティブクルーズコントロー
ル」機能 Stop and Go の作動不良が検
出されると、「ドライブアシスト 要確
認」というメッセージがインストルメ
ントパネル上に表示され、「アダプ
ティブクルーズコントロール」機能 
Stop and Go の作動が中断されます。
システムの 1 つまたは複数のコンポー
ネントで動作不良が検出された場合、
Stop and Go 適応クルーズコントロー
ル機能は無効になります。
故障のタイプに応じて、インストルメ
ントパネルにメッセージが表示されま
す。
– « ドライブアシスト 操作不可 » ;
– « フロントカメラ 映像なし » ;
– « フロントカメラを 点検してくださ
い » ;

– « フロントレーダー 作動していませ
ん » ;
– « フロントレーダーを 点検してくだ
さい ».
メーカーにお 問い合わせください。

システム作動時間の制限
車両検出
システムは、車両と同じ方向に移動す
る車両（車両、トラック、バイク）の
みを検出します。
システムが不適切なまたは遅延制動を
引き起こすことがあります。

システムは以下を検出できません。
– 交差点に到着する車両: 滑りやすい
路面状況の場合（K  など）。
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– 道路の反対側を運転している、また
はこちらに向かって後退している車
両。

アダプティブクルーズコン
トロール Stop and Go は、
市街地の外、ラインが目視

できる広い道路で使用する必要が
あります。

コーナリング時の検出

コーナーや曲がり角を検出すると、
レーダー／カメラは、一時的に前方車
両（L  など）を検出できなくなること
があります。

システムが加速を引き起こす可能性が
あります。
カーブがある場合、前方の車両の検知
が中断したり、遅れたりする場合があ
ります。
システムが不適切なまたは遅延制動を
引き起こすことがあります。

隣接車線の車両の検出

システムは、次の場合に、隣接する車
線を走行する車両を検出することがあ
ります。
– 曲がり角に差し掛かった場合（M  な
ど）。
– 細い車線の道路を走行
– 隣接する車線上の車の速度が遅く、
これらの車のうちの 1 台が他の車線に
近すぎる場合。

システムが車両を減速させたり、ブ
レーキを誤作動させることがありま
す。

カメラおよびレーダー検出エリア外の
車両。
検出された車両がカメラとレーダーの
検出領域外にある場合、システムは遅
く反応するかまったく反応しません。
– ラインを超える長尺物を輸送する車
両
– 背の高い車両の実際の全長部（N  な
ど）がレーダ検出エリア外まで及ぶよ
うな車両（建設機械、農業機械牽引車
両など）。
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– 車線の中心から外れている車両
– 自車両から非常に近い場所に位置す
る細長い車両（P  など）。
地面の起伏の変化による車両の非表示
上り坂や下り坂を走行するとき、地面
の起伏の変化やカメラやレーダーの検
知エリアの外側にある車両が検知され
ることはありません。

静止／低速で移動している車両
システムは、以下に対して反応しない
か、非常に遅れて反応する可能性があ
ります。
– 静止車両（Q  など）。
– 非常に低速で走行している車両。

– 前方車両 19  が車線変更中に発見し
た停止車両 20 （R  など）。 

どんな状況でも対応できる
よう、常に準備してくださ
い。

運転者は常に車両を制御する必要
があります。
Stop and Go 適応クルーズコント
ロールは、緊急停止をトリガーせ
ず、ブレーキ機能が制限されてい
ます。
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小さな障害物や小さな障害物の不検出
システムは以下を検出できません。
– 歩行者、バイク、スクーターなど。
– 動物
– 固定障害物（料金所、壁など）（S
など）。
システムはこれらを考慮しません。シ
ステムによる警告や反応は発生しませ
ん。
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警告

このシステムは運転時の安全性を補助するもので、いかなる場合でも、制限速度と安全距離を尊重し、警戒する
ことは、ドライバーの責任です。
運転者は常に車両を制御する必要があります。
制限速度標識や地図からの道路地図情報（「道路標識検出」機能装備車両）以外の交通情報（信号機、横断歩道

など）は、システムにより考慮されません。ドライバーは、システムの指示に関係なく、常に周囲の状況と走行条件に応
じて車速を調整する必要があります。
いかなる場合でも、システムを障害物の検知や衝突防止装置として使用することはできません。
Stop and Go アダプティブクルーズコントロール機能は、市街地以外の道路や、車線を視認できる広い道路でお使いくだ
さい。
システムサービス / 修理
– 衝撃が加わると、レーダーおよび / またはカメラの位置合わせが変更され、その動作が結果として影響を受ける可能性
があります。システムを解除して、指定サービス工場に連絡してください。
– レーダー / カメラのある場所の作業（交換、修理、フロントウインドウの変更、塗装など）は、資格を持つ専門スタッ
フが行う必要があります。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
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システムの障害
以下に掲げるような環境要素は、システムの作動を妨げたり、システムに損傷を及ぼしたりする恐れがありま
す。

–  フロントウインドウまたはバンパーのレーダー領域に障害物（汚物、氷、雪、結露など）がある。
– 複雑な環境（トンネルなど）。
– 悪天候（降雪、豪雨、雹、路面凍結など）。
– 視界不良（夜間、濃霧など）。
– 眩惑（逆光、反対車線走行中の対向車両のヘッドライトなど）。
– 道路が狭い場合、曲がりくねった道路の場合、起伏のある道路の場合（急カーブがあるなど）。
– 速度に著しい差がある車両、
– 車両に適合していないマットの使用。運転席側は、車両に適合したフロアマットのみを必ず使用し、あらかじめ装備さ
れたパーツにしっかりと固定されているか定期的に確認してください。複数のマットを余分においてはいけません。ペダ
ルの動作を妨げる危険があります。
この場合、システムがブレーキをかけるか、意図せずに加速する場合があります。
予期しない状況の多くがシステムの動作に影響を与える可能性があります。カメラまたはレーダー探知ゾーンに現れる可
能性のある特定の物体または車両は、システムによって誤って解釈され、不適切な加速または制動につながる可能性があ
ります。
運転中に起こる可能性のある突然の出来事には常に注意を払う必要があります。どのような場合でも行動できるように、
常に足をペダルの近くに置いて、車両を制御し続けてください。
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機能の作動解除
次の場合にはこの機能を無効化してください。
– 車両の牽引（分解）。

– 車両がトレーラーまたはキャラバンを牽引している。
– 車両がトンネル内または金属製構造物の近くを走行している。
– 車両が料金所、道路工事区域、または狭い車線に到達している。
– 極度に曲がりくねった道（山道など）を走行する場合。
– 車両が急斜面を上り下りしている。
– 視認性が悪い（眩しい太陽、霧など）。
– 車両が滑りやすい路面（雨、雪、砂利など）を走行している。
– 気象条件が悪い（雨、雪、砂嵐など）。
– レーダーの検出領域に（衝突などに起因する）損傷がある場合。
– カメラエリアが損傷している（例: フロントウィンドウの内側または外側）。
– フロントウインドウの亀裂または変形。
システムの動作が異常な場合は、システムの作動を解除して、正規ディーラーまでご連絡ください。
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はじめに
「Active driver assist」は、屋外の舗
装道路、広い道路、見通しの良い道路
で使用できる運転支援システムです。
このシステムは、「Stop and Go アダ
プティブクルーズコントロール」機能
🡺 234と「レーンセンタリング」機能
で構成されています。
このシステムでは、以下のことが可能
になります。
– 過去の記憶速度をもとに車速を維持
すること。
– 自車両と前方の他車両の車間距離を
調整すること。
– 車両を車線中央に誘導すること。
– 自動的に（車両によってはドライ
バーの確認後に）、車速を、道路標識
に示されている速度に調整します。

このシステムは付加的な
運転援助を提供します。
いかなる場合でも、制限
速度と安全距離を尊重

し、警戒することは、ドライバー
の責任です。
システムは、ドライバーに事前に
警告する必要があるすべての状況
を検出できない場合があります。
ドライバーは、あらゆる状況や運
転状況において、常に車両をコン
トロールし続けなければなりませ
ん。
運転者は、周囲および交通状況に
応じて常に速度を調整する必要が
あります。
事故の恐れがあります。

アダプティブクルーズコント
ロール機能。
所在国およびサブスクリプションに応
じてレーダー、カメラ、または GSM
接続を介して届く地図データの情報に
基づき、Stop and Go アダプティブク
ルーズコントロール機能は、同一車線
の前方車両から安全な距離を保ちなが
ら選択された速度（設定速度）を維持
できるオプションを提供します。

車両によっては、巡航速度が、速度制
限の変更に合わせて自動的に調整され
ます。
車両が停止している場合、アダプティ
ブクルーズコントロールは、車両を完
全に停止させてから再度オフにするこ
とができます。

重要: どのような事態に
も対応できるように、常
にペダルの近くに足を置
き、ステアリングホイー

ルに手を置いてください。

システムは、エンジンとブレーキシス
テムを使用して、車両の加速および減
速を制御します。
アダプティブクルーズコントロール機
能は、道路の状況（交通、気象など）
に応じて 0 km/h から作動させること
ができます。

有効化されると、  🡺 234 記号が
表示されます。
注：
– ドライバーは、運転国の速度制限と
安全車間距離を守らねばなりません。
– 適応クルーズコントロールでは、ブ
レーキング能力の最大 1/3 の強度でブ
レーキをかけることができます。状況
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によっては、ドライバーはより強くブ
レーキをかける必要があります。

アダプティブクルーズコン
トロールは、緊急停止をト
リガーせず、ブレーキ機能

が制限されています。

アダプティブクルーズコントロール機
能の詳細（クルーズコントロールの作
動、制限速度標識認識付きクルーズコ
ントロール、巡航速度、車間距離、追
い越し、一時的な利用不能、システム
動作制限など）🡺 234。

「レーンセンタリング」機能
「レーンセンタリング」機能は、カメ
ラからの情報を使用して、ステアリン
グシステムに介入、車両を車線中央に
誘導します。
この機能は、Active driver assist が有
効になっている場合にのみ使用できま
す。
条件が許せば、機能を有効にすること
ができます。
– 時速 0 キロから前方に車両がある場
合。アクティブになると、機能が介入
する可能性があります。
または
– 時速約 50 km/h から前方に車両がな
い場合。アクティブになると、この機

能は約 30 km/h から介入する場合があ
ります。
「レーンセンタリング」機能は快適な
機能です。
インストルメントパネルでは、警告灯 

 で表されます。
注: 急激な曲がりが発生した場合、機
能の横方向の保持容量は限られている
ため、ドライバーはステアリングホ
イールをすぐに操作する必要がありま
す。

追加情報
車両によっては、「Active driver 
assist」機能を他の運転支援機能と併
用することができます。
「車線逸脱防止」機能との相互作用
「レーンセンタリング」機能を調整
モードにすると、すでに有効化されて
いる「車線逸脱防止」機能が自動的に
一時停止されます🡺 189。「レーンセ
ンタリング」機能によるステアリング
システムの制御が行われていない状況
であれば、条件が整った場合に「車線
逸脱防止」機能を再び有効化できま
す。
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コンポーネントの位置
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1.  カメラ。
地上のマーキングと、さまざまな交通
車線上の車両の位置を検出します。
カメラに関連付けられたシステムは、
レーダー7 からの情報も使用します。
それらを補完し、保有情報と相互参照
して車両の軌道と速度を決定し、それ
に応じて動作（加速度またはブレーキ
ング）を調整します。 
特に、パラメータの有効化 / 無効化
（ドアの開閉など）を制御します。
ステアリングホイール上にドライバー
の手があるかどうかを検出するための
情報を処理します。
フロントウインドウのレンズが汚れや
泥、雪などでふさがれていないか確認
してください。
2.  アンテナや地図。
（国によります）
道路地図および特定の道路状況（環状
交差点、曲がり角、交差点）は、車両
の走行経路に応じてダウンロードされ
ます。システムは、ドライバーが選択
したパラメータに応じて、道路標識に
示される制限速度の変更後に減速を予
測することができます。
また、鋭いカーブや環状交差点などの
特定の道路状況に接近した際に、車両
の速度を調整することもできます。
3.  電動パーキングブレーキ。
特定の条件下で車両を固定します。

4.  容量センサ。
車両によっては、ステアリングホイー
ルに添えられた手を検出します。
5.  パワーステアリング。
このコンポーネントは、コントロール
ユニット 6  から送られてきた情報に応
じた軌跡に車両を誘導できるよう前輪
を制御します。 
6.  エンジンコントロールユニット。
エンジンを制御し、必要な加速を実行
するように指示します。
7.  レーダー。
自車と前方の車両（追従車両）との距
離を計算します。
システムの最大カバー距離は約 150 
メートルです。これは、道路の状況
（地面の起伏、気象条件など）によっ
て異なる場合があります。
レーダーエリアが、車両の前面に取り
付けられたアクセサリー（グリルやロ
ゴなど）によって遮られたり、衝撃、
修正（塗装を含む）、泥、泥、雪、前
部ナンバープレートの取り付け不良に
よって隠されていないことを確認して
ください。
8.  アクティブ車両制御。
このシステムは、車両のダイナミクス
に関する情報（速度、横加速度など）
をコントロールユニット 6  に提供する
ほか、ブレーキシステムに介入して減
速を制御したり、車両を静止状態に
保ったりします。 

システムの正常な動作を
保証するためには、レー
ダーゾーンとカメラゾー
ンを清潔に保ち、改変さ

れないようにする必要がありま
す。
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制御
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9.  車両に応じて異なる、次の運転支援
機能の選択／選択解除スイッチ。
– Active driver assist、
– アダプティブクルーズコントロー
ル。
– スピードリミッター、
– OFF.

10.  安全車間距離の設定
11.  この機能をスタンバイ状態に（し
制限速度を記憶）することができます
（0）。
12.  記憶巡航速度を呼び出すことがで
きます（RES）。
13.
– 上方向: 機能を有効化して巡航速度
を上げたり、現在の速度を記憶したり
できます（SET/+）。
– 下方向: 機能を有効化して巡航速度
を下げたり、現在の速度を記憶したり
できます（SET/-）。

14.  ポップアップボタン（車両によっ
て異なる）:検出された制限速度に合わ

せて速度設定を調整します  
🡺 223。 
車両によっては、イグニッションス
イッチを OFF にする前の段階で
「OFF」モードが選択されていると、
次の車両始動時に「速度リミッタ」機
能がデフォルトで有効化されます。

インストルメントパネル上の表示
17.  「Stop and Go アダプティブク
ルーズコントロール」機能警告灯 

。 
18.  保存された設定速度。
19.  前方の車両。
20.  保存された安全車間距離
21.  左と右のラインのインジケータ
22.  「レーンセンタリング」機能警告

灯 。 
24.  ハンズオフステアリングホイール

検出警告灯 。 

ステアリングホイール 23
ドライバーは常にステアリングホイー
ルを握っていなければなりません。
ドライバーが十分な力でステアリング
ホイールを回すと、「レーンセンタリ
ング」機能は中断し、ドライバーが車
両を制御できる状態に戻ります。
ドライバーがステアリングホイールを
操作しない場合（ドライバーの手が検
出されない場合）、「レーンセンタリ
ング」機能は、数回の警告の後、無効
になります。

「Active driver assist」機能の
有効化／無効化
機能の作動

この機能を有効化にするには、スイッ
チ 9  を必要な回数だけ押し、インスト
ルメントパネル上でアイコン「25 」を
選択します。
インストルメントパネルには「レーン

センタリング」機能 22   警告灯

と  警告灯が灰色で表示されま
す。
その後は、ステアリングホイール上の
制御装置 13  を上方向（SET/+）また
は下方向（SET/-）に押します。する
と、アダプティブクルーズコントロー
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ル Stop and Go と「レーンセンタリン
グ」機能で構成されている「Active 
driver assist」が有効化されます。
注: 車両によっては、その発進時に、
直近の車両停止時に選択されていた機
能 25  またはOFFが自動的に選択され
ます。

機能が作動し、「レーンセンタリン
グ」機能が作動していること示す緑色

22  の警告灯と左側車線および右
側車線インジケータ21 がインストル
メントパネル上に表示されます。作動
中は、この機能の介入により車両が車
線内に誘導されます。
「レーンセンタリング」機能は、ステ
アリングホイールを強く回すことでい
つでも中断できます。ステアリングホ

イールの回転を止めると、それ以降の
条件が満たされたタイミングで「レー
ンセンタリング」機能が自動的に再起
動します。
注: レーンセンタリング機能の使用中
は、ステアリングホイールから手を離
さないでください。どのような場合で
もステアリングホイールからは絶対に
手を離さないでください。

機能の作動解除
スイッチ 9  を押します。機能が無効化
されると、その証として、警告灯 22  

と左側車線および右側車線イン
ジケータ 21  がインストルメントパネ
ルから消灯します。
注: 過去に「車線逸脱防止」機能を有
効化したことがある状況で条件が整う
と、この機能は自動的に無効化されま
す。

運転支援機能を OFF にする
には、必要な回数だけス
イッチ 9  を押します。「運

転支援 解除」というメッセージ
がインストルメントパネル上に表
示されます。
この場合、車両によっては、次の
エンジン始動時に「速度リミッ
タ」機能が有効化され、制限速度
記憶待機状態となります。

車線内位置の調整
(車種によります）
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レーンポジション調整を有効にするに
は、以下の条件を満たす必要がありま
す。
– 「レーンセンタリング」機能は、イ
ンストルメントパネルに警告灯 22  が
緑色で表示された状態で動作している
必要があります。
– 車速が約 50 km/h 未満である必要が
あります。
– 車両は高速道路を走行している必要
があります。
– 車両は十分に広くまっすぐな車線に
ある必要があります。
これらの条件が満たされると、「レー
ンセンタリング」機能を無効にするこ
となく、車線内の車両の横方向の位置
を調整できます。
方法:
– ステアリングホイールを少し右また
は左に回して、希望の位置に到達する
まで車線内の車両を調整／オフセット
します。
– ステアリングホイールの圧力を約 10 
秒間維持します。車両の位置は、速
度、車線幅、線の種類に応じて自動的
に計算されます。
– ステアリングホイールの握りを緩め
ます。 車両はオフセット位置を維持
し、インストルメントパネルに表示さ
れる 21  矢印は調整が適用されたこと
を示します。
注意： 曲がり角に近づき、時速約 70 
km/h を超える速度に達した場合な

ど、特定の運転条件では、車両が自動
的に中央に戻る場合があります。
車線の中央に戻したい場合は、ステア
リングホイールを反対方向に少し回
し、車両がレーンの中央に達したら操
作を止めます。

スタンバイ時の「レーンセンタ
リング」機能
「レーンセンタリング」機能は、次の
場合、自動的にスタンバイ状態になり
ます。
– 車線区分線はシステムによって検出
されなくなったか、片側でのみ検出さ
れます。
– 車線が狭すぎるか、広すぎる場合。
– システムでステアリングホイールで
ドライバーの手が検出されない。
– 走行路の形状が機能の作動に適さな
い形状（環状交差点、通常交差点、急
カーブなど）の場合。
– 車速が約 30 km/h 未満で、前方車両
が存在しない場合。
– 車両が車線から逸脱している場合。
– システムが一時的に混乱している場
合（カメラの視界が、汚物、泥、雪、
結露などで妨げられているなど）。
ドライバーが実行する特定のアクショ
ンによっては、「レーンセンタリン
グ」機能も一時停止します。
– インジケータを作動させる
– 十分な力でステアリングホイールを
回します。

機能がスタンバイ状態になると、その

証として、灰色の警告灯 22  と
左側車線および右側車線インジケータ 
21  がインストルメントパネル上に表
示されます。
条件が満たされると、この機能は再び
車線内の車両の位置を調整して維持し
ます。この状態になると、警告灯 22  

 と左側車線および右側車線イン
ジケータ 21  がインストルメントパネ
ル上に緑色で表示されます。
注意：

システムは、「レーンセンタリング」
機能が保留になる可能性のある特定の
状況（車線境界線に近づくなど）を予
測します。
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この場合、インストルメントパネルに 

22   警告灯と左側または右側の
ラインインジケータ 21  が黄色で表示
され、ドライバーに警告します。
カメラがラインを検出できない場合な
ど、場合によってはシステムが保留に
なり、ビープ音が鳴ります。

重要: どのような事態に
も対応できるように、常
にペダルの近くに足を置
き、ステアリングホイー

ルに手を置いてください。

ステアリングホイールを回
すことで、任意のポイント
で車両の軌道に影響を与え

ることができます。
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「ハンドルから 手を離さない
でください」警告

車速が約 10 km/h を超えると、Active 
driver assist システムがステアリング 
ホイールに手を置くことを検出しなく
なった場合、いくつかの警告レベルが
トリガーされます。
– 約15 秒後に、「ハンドルから 手を
離さないでください」というメッセー
ジがインストルメントパネル上に黄色
で表示されます。
– 約 30 秒後に、インストルメントパ
ネルに「ハンドルから 手を離さないで

ください」メッセージと 24   警
告灯が赤く点灯し、ビープ音が徐々に
大きくなります。

– 約35秒後、警告に従ってドライバー
がハンドルに手を戻さないと、システ
ムは無効になり、ビープ音が鳴りま
す。緊急停止アシスト機能は自動的に
作動します 🡺 265。

最初の 2 つのアラートレベ
ルでは、システムが再びス
テアリングホイール上にド

ライバーの手があることを検出す
ると、システムはアラートを停止
します。この状態になると、機能
による車線中央への車両誘導が継
続されます。

注: 以下に示すような状況では、
「レーンセンタリング」機能が、ステ
アリングホイール上のドライバーの手
を検出できなくなり、警告が発せられ
ることがあります。
– ドライバーはステアリングホイール
を軽く握っている。
– ドライバーが手袋を着用している状
況。
– ...
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鋭いカーブの場合

急カーブの走行中には、車速により、
機能の車線維持能力が制限されるた
め、車両を車線内に保つには、ドライ
バーがステアリングホイールをただち
に操作しなければなりません。
ドライバーが介入しない場合、この機
能はステアリングホイールの振動をト
リガーして、車両がラインを突破しよ
うとしていること、およびドライバー
が即座に行動を起こす必要があること
を通知します。

この状態になると、警告灯 22  
と左側車線または右側車線インジケー
タ 21  がインストルメントパネル上に
赤色で表示されます。

車両が車線から完全に逸脱し車線外に
出てしまったり、急カーブに突入した
りすると、「レーンセンタリング」機
能はスタンバイ状態になります。
機能がスタンバイ状態になると、その

証として、灰色22  の警告灯と左
側車線および右側車線インジケータ
21 がインストルメントパネル上に表
示されます。

「レーンセンタリング」機
能は、環状交差点や通常交
差点の通過中にドライバー

を支援することができないため、
それらの場所の通過中には機能が
自動的にスタンバイ状態になるこ
とがあります。
いずれの場合も、このような走行
状況下では、ドライバーは常にス
テアリングを切って車両の軌道を
管理する必要があります。

一時的に使用できない
レーダー

レーダーは、車両の前方の車両を検出
することができます。レーダー検出領
域が不明瞭な場合、または信号が中断
されている場合、システムが正常に作
動することができません。
レーダー検出領域に障害物があるか、
レーダー信号の混乱が生じると、「フ
ロントレーダー 作動していません」と
いうメッセージがインストルメントパ
ネル上に表示され、Active driver 
assist システムの作動が中断されま
す。
システムが自動的に無効化されたこと
を示すため、緑色の警告灯 17  が消え
ます。
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レーダーエリアがきれいな状態を保
ち、雪、泥、取り付け不良のナンバー
プレート、車両前面（グリル上）に取
り付けられているアクセサリーによっ
て妨げられたり、車両前面（グリルや
ロゴなど）に取り付けられているアク
セサリーによって隠れたりしていない
ことを確認してください。
次のような場所は、システムの作動の
妨げとなり得ます。
– 乾燥したゾーン、トンネル、長い
橋、または道路のない道路を軽く使用
して、標識や樹木が近くにない。
– 軍用または空港ゾーン。
システムを作動させるには、このよう
なエリアを残しておく必要がありま
す。
すべてのケースで、エンジンを再始動
した後にメッセージが消去されない場
合は、指定サービス工場に連絡してく
ださい。

カメラ
カメラが汚れ、泥、雪、霧などによっ
て覆われている場合、システムは車両
を車線内に確実に維持することができ
ない場合があります。この場合、
「レーンセンタリング」機能は保留に
なります。
アダプティブクルーズコントロール機
能は引き続き動作しますが、パフォー
マンスは低下します。
警戒心を持って行います。

場合によっては、インストルメントパ
ネルに「フロントカメラ 映像なし」と
いうメッセージが表示されます。

作動異常
作動不良が検出されると、「ドライブ
アシスト 操作不可」または「ドライブ
アシスト 要確認」というメッセージが
インストルメントパネル上に表示さ
れ、機能が無効化されます。
障害の性質によっては、アダプティブ
クルーズコントロール機能が動作し続
ける場合があります。
いずれの場合も、システム異常が発生
した場合は、認定ディーラーにご相談
ください。
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警告

「Active driver assist」は追加の運転補助装置です。いかなる場合でも、制限速度と安全距離を尊重し、警戒する
ことは、ドライバーの責任です。
運転者は常に車両を制御する必要があります。
ドライバーは、システムの指示に関係なく、常に周囲の状況と走行条件に応じて軌道と車速を調整する必要があ

ります。
車線と制限速度標識を区切る線とは別に、システムの検出機能とマルチメディアシステムに送信される地図データの範囲
内（国とサブスクリプションによって異なります）の範囲内で、特定の条件(他の交通標識、信号機、横断歩道など)はシ
ステムによって考慮されません。システムによる警告や反応は発生しません。
「Active driver assist」は、「Stop and Go アダプティブクルーズコントロール」機能と「レーンセンタリング」機能を使
用します。いかなる場合でも、システムを障害物の検知や衝突防止装置として使用することはできません。
「Active driver assist」は、市街地の外、ラインが目視できる広い道路でのみ使用します。
交通 渋滞時、曲がりくねった道や滑りやすい路面（凍結、ハイドロプレ ーニング、砂利）、天候不良時（霧、雨、横なぐ
りの雨など）には使用しないでください。
事故の恐れがあります。
システムサービス / 修理
– 衝撃が加わると、レーダーおよび / またはカメラの位置合わせが変更され、その動作が結果として影響を受ける可能性
があります。システムを解除して、指定サービス工場に連絡してください。
– レーダー / カメラのある場所の作業（交換、修理、フロントウインドウの変更、塗装など）は、資格を持つ専門スタッ
フが行う必要があります。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
システムの障害
以下に掲げるような要素は、システムの作動を妨げたり、システムに損傷を及ぼしたりする恐れがあります。
– フロントガラスまたはレーダー領域の障害物（汚れ、氷、雪、結露などによる）フロントガラス、フロントワイパーブ
レード、フロントバンパーの汚れや状態を頻繁に点検してください。
– 複雑な環境（トンネル、金属構造など）。
– 悪天候（降雪、豪雨、雹、路面凍結など）。
– 視界不良（夜間、濃霧など）。
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– 車両の前方とその周辺のコントラストが小さい（白色の車両が積雪場所にあるなど）。
– 眩惑（逆光、反対車線走行中の対向車両のヘッドライトなど）。
– 道路が狭い場合、曲がりくねった道路の場合、起伏のある道路の場合（急カーブがあるなど）。
– システムが車線をアスファルト舗装車線として検出する状況の場合。
– 狭い/拡幅車線。
– 複数の道路標示（道路工事など）。
– 不規則なまたは識別困難な路面標示（部分的に消えている、間隔が広すぎる、路面の凹凸により視認しずらいなど）。
– 高速道路の出口に、矢印を含まない道路標識がある場合。
– 通信電波が弱く、車両の地理的位置情報を取得できないか、地図を最新版に更新できない場所の場合。
– 速度に著しい差がある車両、
– 車両に適合していないマットの使用。運転席側は、車両に適合したフロアマットのみを必ず使用し、あらかじめ装備さ
れたパーツにしっかりと固定されているか定期的に確認してください。複数のマットを余分においてはいけません。ペダ
ルの動作を妨げる危険があります。
以下の場合に作動:
– 不必要なブレーキングまたは加速の危険性があります。
– 不必要な修正、誤った修正、または軌道の修正のリスク。
予期しない状況の多くがシステムの動作に影響を与える可能性があります。カメラまたはレーダー探知ゾーンに現れる可
能性のある特定の物体または車両は、システムによって誤って解釈され、不適切な加速または制動につながる可能性があ
ります。
システムの解除
次の場合は、システムの作動を解除する必要があります。
– 車両が風の強い道路を走行する場合。
– 車両の牽引（分解）。
– 車両がトレーラーまたはキャラバンを牽引している。
– 車両が料金所、道路工事区域、または狭い車線に到達している。
– 車両が急斜面を上り下りしている。
– 視認性が悪い（眩しい太陽、霧など）。
– 気象条件が悪い（雨、雪、砂嵐など）。
– 車両が滑りやすい路面（雨、雪、砂利など）を走行している。
– カメラエリアが損傷している（例: フロントウィンドウの内側または外側）。
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– フロントウインドウの亀裂または変形、
– レーダーエリアが損傷している（衝突など）。
– ステアリングホイールの表面が損傷または濡れている。
システムの動作が異常な場合は、システムの作動を解除して、正規ディーラーまでご連絡ください。
運転中に起こる可能性のある突然の出来事には常に注意を払う必要があります。常にペダルに足を置き、ステアリングホ
イールに手を置いて、車両を常に制御できる状態にしてください。これにより、あらゆるイベントに対応できるようにな
ります。

264 -  発進する



緊急停止アシスト

3   

はじめに
緊急停止アシスト機能は、運転者がハ
ンドルから手を離したり、道路を見て
いない状況を検知すると、自動的に車
両のステアリングとブレーキを操作す
る運転補助機能です。
車両に応じて、システムは次の運転支
援に関連付けられます。
– 「ドライバー注意警告」🡺 218 およ
び／または「ドライバー疲労警告」
🡺 220 機能（操作A）
と
– 「Active driver assist」システム 
🡺 250 （操作B）。
どの機能またはシステムがアクティブ
になっているかに応じて、「緊急停止
アシスト」は、次の場合に介入する準
備ができています。

両方の動作モード A および B、 「緊急
停止支援」機能がアクティブになると
、システムは次のことを行います。

– 前方の車両（追従車両）との安全な
距離を維持しながら車両を車線内に維
持する。
– ドライバーがさまざまな警告に反応
しない場合、車両を減速して完全に停
止させます。

このシステムは付加的な
運転援助を提供します。
この機能は、どのような
状況でも、ドライバーが

走行中に果たすべき責任を軽減す
るものではありません。
ドライバーは、システムの表示に
関係なく、常に自分の注意力と疲
労レベルに応じて運転を調整する
必要があります。
システムは、ドライバーに事前に
警告する必要があるすべての状況
を検出できない場合があります。
ドライバーは、あらゆる状況や運
転状況において、常に車両をコン
トロールし続けなければなりませ
ん。
事故の恐れがあります。

ドライバーは、注意散漫または疲労
の兆候が検出されたときに発せられ
る視覚的および聴覚的な警告を無視
します（操作A）。

–

ドライバーは、ステアリングホイー
ルに手がかかっていない場合に発せ
られるさまざまなレベルの視覚的お
よび聴覚的な警告を無視します（操
作B）。

–
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コンポーネントの位置
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1.  レーダ。
自車と前方の車両（追従車両）との距
離を計算します。
システムの最大カバー距離は約 130 
メートルです。これは、道路の状況
（地面の起伏、気象条件など）によっ
て異なる場合があります。
レーダーエリアが、車両の前面に取り
付けられたアクセサリー（グリルやロ
ゴなど）によって遮られたり、衝撃、
修正（塗装を含む）、泥、泥、雪、前
部ナンバープレートの取り付け不良に
よって隠されていないことを確認して
ください。
2.  カメラ。
地上のマーキングと、さまざまな交通
車線上の車両の位置を検出します。
フロントウインドウのレンズが汚れや
泥、雪などでふさがれていないか確認
してください。
3.  コンピュータ。
カメラ 2  に関連付けられたコンピュー
タは、レーダー 1 からの情報を使用し
ます。それらを補完し、カメラからの
情報と相互参照して車両の軌道と速度
を決定し、その動作（車線内の位置ま
たはブレーキ）を調整します。 
さらに、システムのオン／オフ設定を
制御します。
車両によっては、ステアリングホイー
ル上に置かれているドライバーの手の
検出に必要な情報を処理します。
4.  電動パーキングブレーキ。
特定の条件下で車両を固定します。

5.  車内カメラ。
これにより、システムはドライバーの
顔の行動を分析し、注意散漫や疲労の
兆候を検出できます。
dカメラに視界を妨げるもの（汚物、
泥など）が付着していないか、または
覆われていないか確認してください。
6.  パワーステアリング。
このコンポーネントは、コントロール
ユニット 3  から送られてきた情報に応
じた軌跡に車両を誘導できるよう前輪
を制御します。 
7.  アクティブ車両制御。
このシステムは、車両のダイナミクス
に関する情報（速度、横加速度など）
をコントロールユニット 3  に提供する
ほか、ブレーキシステムに介入して減
速を制御したり、車両を静止状態に
保ったりします。 

作動

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、ドライバーは介入し
て車両の制御を取り戻す

ことができます。

作動 A

このシステムは、注意散漫や疲労の兆
候が車内カメラ 5  によって検出された
場合に発行される視覚的および聴覚的
な警告をドライバーが無視すると時速
約 20 km/h から作動します。
注意：システムは画像を記録せず、リ
アルタイムで動作します。
「ドライバー注意警告」🡺 218および
／または「ドライバー疲労警告」
🡺 220機能がどのように機能するかの
詳細については、こちらをご覧くださ
い。

発進する -  267



緊急停止アシスト

    3

作動 B

このシステムは、ドライバーがさまざ

まな視覚的警告（  警告灯の赤色
表示を含む）と、ステアリングホイー
ル 8  に手が置かれていないことが検出
される場合に発せられる警告音を無視
すると、約 10 km/h から作動します。
注: ステアリングホイールへのアクセ
サリ（保護カバーなど）取付けは禁止
されています。
Active driver assist 🡺 250 の操作の詳
細。

緊急停止手順

「緊急停止支援」機能の手順と停止条
件は、作動モード A または B で同じで
す。
トリガーされた場合：
– 「緊急停止アシスト」機能は、レー
ダー 1  およびカメラ 2  によって提供
される情報のおかげで、車両を自車線
に保ち、前方車両（後続中の車両）と
の安全な距離を維持します。
– ハザード警告灯が自動的に点灯し、
インストルメントパネルに「緊急ブ
レーキ作動 ハンドル要操作」メッセー

ジが表示され、警告灯  が赤で点
灯し、ビープ音が鳴ります。
– その後、車両のブレーキが段階的に
作動し、運転者が制御を取り戻すよう

促します。反応しない場合、システム
は車両が完全に停止するまで徐々に減
速します。
– 車両が停止すると、ビープ音を伴っ
てインストルメントパネルに「緊急ブ
レーキ 作動」メッセージが表示されま
す。このシステムは車両を固定した状
態に保ちます。

緊急停止支援機能のブ
レーキ性能と車線維持性
能には制限があります。
以下の場合には、システ

ムは車両が車線内に留まっている
ことを保証できません。
– システムが車線を検出しなく
なった。
– 車線が狭すぎる。
– カーブが鋭すぎる。
– ...
事故の恐れがあります。

車両が停止した後：
– ハザードランプが点灯したままにな
ります。
– 開口部は自動的にロック解除されま
す。

–  警告灯は、ドライバーが車両
の制御を取り戻すまで赤のままになり
ます。
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– 電子パーキングブレーキ 4  は、車両
が停止してから約 3 分後に自動的に作
動します。

車線内で静止したままに
しないでください。
車両の制御を取り戻し、
安全な場所に避難してく

ださい。
事故の恐れがあります。

ドライバーは、別のアクションまたは
アクションの組み合わせを実行するこ
とで、いつでも運転中または停止段階
で緊急停止アシスト機能を中断し、車
両の制御を取り戻すことができます。
車両に応じて、可能なアクションは次
のとおりです。
– アクセルペダルを強く踏む。
– ブレーキペダルを強く踏む（車両走
行中）
– ステアリングホイールを急に回す。
– ギアレバーの位置を変更しながらブ
レーキペダルを踏む。
– 電子パーキングブレーキの操作を実
行する。
– アクセルペダルを適度に操作し、同
時にステアリングホイールを適度に操
作する。
– ステアリングホイールのボタン
（0）を押しながらステアリングホ
イールをわずかに回転させる。

– アクセルペダルを踏みながらステア
リングホイールをわずかに回転させ
る。
– ブレーキペダルを踏みながらステア
リングホイールをわずかに回転させ
る。

緊急運転支援機能が作動す
ると、アクティブ運転支援
機能が以前に作動していた

場合は無効になります。操縦中ま
たは停止段階でできるだけ早く車
両の制御を取り戻してください。
車両の制御を取り戻したら、シス
テムを手動で再起動できます。

ON/OFF

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

アクティブ化／非アクティブ化 - 操
作 A

車両や、直前のエンジン停
止以降の経過時間によって
は、次の場合に警告が再び

有効化されます。
– 車両のロックが解除された場
合。
または
– ドアが開けられた場合。
または
– エンジンが始動された場合。
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マルチメディア画面 9  から、緊急停止
支援機能を有効または無効にするに
は、事前に次の 2 つの機能のうち少な
くとも 1 つをアクティブにする必要が
あります。
– « 気を抜かないこと » ;
– « 疲労アラート ».
次に、設定の有効化／無効化：
– 「緊急停止アシスト」。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。
注：設定がアクティブになると、2 つ
の「ドライバー注意警告」および「ド
ライバー疲労警告」機能に自動的に関
連付けられます。

「My Safety」の特徴

ボタン 10  を使用して「ドライバー注
意警告」および／または「ドライバー
疲労警告」機能を有効または無効にす
るには、「My Safety」機能 🡺 188 の
「Perso」モードで構成できます。

アクティブ化／非アクティブ化 - 操
作 B

緊急停止アシストは、「Active driver 
assist」システムを選択すると自動的
に作動します 🡺 250。
「レーンセンタリング」機能の作動中

は、その証として、緑色 11  の
警告灯と左側および右側車線インジ
ケータ 12  がインストルメントパネル
上に表示されます。作動中は、この機

能の介入により車両が車線内に誘導さ
れます。

作動制限
状況によっては、システムはブレーキ
をかけることができますが、車両が車
線内に留まることを保証することはで
きません。
例:
– システムがラインを検出しないか、
レーン内で 1 本のラインのみが検出さ
れる。
– 車線が狭すぎるか、広すぎる場合。
– 走行路の形状が機能の作動に適さな
い形状（環状交差点、通常交差点、急
カーブなど）の場合。
– 車両は大幅な横方向または縦方向の
加速度を受けます。
– 車速が約 160 km/h または 180 km/
h（車両に応じて変動）を超えている
場合。
– フロントカメラ 2  環境条件(太陽か
らのまぶしさ、大雨、障害物、汚れ、
泥、雪、霧など)によって妨げられま
す。
フロントカメラの視認性の低下 2  が検
出された場合、インストルメントパネ
ルに「フロントカメラ 映像なし」メッ
セージが表示されることがよくありま
す。
このような状況では、システムのブ
レーキ性能が低下します。できるだけ
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早く車両の制御を取り戻してください
。

一時的に使用できない
次の状況ではシステムが一時的に使用
不能になります。
– 車両は非常に曲がりくねった道路を
走行します。
– 車速が約 160 km/h または 180 km/
h（車両に応じて変動）を超えている
場合。
– このシステムは、フロントレーダー
の視認性の低下を検出します。
– ...
フロントレーダーの領域で停電が発生
した場合 1  またはその信号が中断され
た場合、インストルメントパネルに「
フロントレーダー 作動していません」
メッセージが表示されます。これに
は、「ドライブアシスト 操作不可」
メッセージが伴う場合もあります。
レーダーエリア 1  がきれいな状態を保
ち、雪、泥、取り付け不良のナンバー
プレート、車両前面（グリル上）に取
り付けられているアクセサリーによっ
て妨げられたり、車両前面（グリルや
ロゴなど）に取り付けられているアク
セサリーによって隠れたりしていない
ことを確認してください。
一部の領域では、システムの動作が中
断したり、損傷したりする可能性があ
ります。次に例を示します。

– 乾燥したゾーン、トンネル、長い
橋、または道路のない道路を軽く使用
して、標識や樹木が近くにない。
– 空港または軍用ゾーン。
– 内部カメラ 5  が部分的にでも遮られ
ている場合（操作 A）。
– 運転者の顔が検出されない場合（操
作 A）。

作動異常
システムが故障を検出すると、インス
トルメントパネルに「ドライブアシス
ト 操作不可」メッセージが表示され、
システムは自動的に無効になります。
機能不良の種類に応じて、インストル
メントパネルに次のメッセージが表示

され、車両によっては、  警告
灯が表示されます。
– « フロントカメラを 点検してくださ
い » ;
– « フロントレーダーを 点検してくだ
さい » ;
– « カメラとレーダーを 点検してくだ
さい » ;
– « ドライブアシスト 要確認 ».
メーカーにお 問い合わせください。
ドライバーの注意散漫または疲労が検
出された場合：

–  警告灯とともにインストルメ
ントパネル上に「アテンション モニ

ター要点検」が表示され、ビープ音が
鳴ります（操作 A）。
メッセージが残る場合は、指定サービ
ス代理店にお問い合わせください。
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警告

「緊急停止アシスト」機能は、補助運転支援機能です。いかなる状況においても、車両の制御を維持する運転者
の責任が免除されるわけではありません。
ドライバーは、システムの表示に関係なく、常に自分の注意力と疲労レベルに応じて運転を調整する必要があり
ます。

ドライバーの注意力の低下や疲労はシステムによって検出されない場合や、時間内に検出されない場合があります。運転
に集中し、定期的に休憩を取ってください。
事故の恐れがあります。
特定の状況（車線区分線が検出されない、車線が狭すぎるまたは広すぎる、感情交差点、交差点、急カーブ、太陽光のま
ぶしさ、大雨、障害物、土埃、泥、雪、霧など）では、システムは車両が車線内にとどまることを保証できません。
警戒心を持って行います。
「緊急停止アシスト」機能のブレーキ性能には制限があります。システムは、ブレーキング能力の最大 1/3 の強度でブ
レーキをかけることができます。
フロントカメラの視認性が低下した場合、システムのブレーキ性能が低下します。
できるだけ早く車両の制御を取り戻してください。
システムサービス / 修理
– 衝撃が加わると、レーダーおよび / またはカメラの位置合わせが変更され、その動作が結果として影響を受ける可能性
があります。システムを解除して、指定サービス工場に連絡してください。
– レーダー / カメラのある場所の作業（交換、修理、フロントウインドウの変更、塗装など）は、資格を持つ専門スタッ
フが行う必要があります。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
システムの障害
以下に掲げるような要素は、システムの作動を妨げたり、システムに損傷を及ぼしたりする恐れがあります。
– フロントガラスまたはレーダー領域の障害物（汚れ、氷、雪、結露などによる）フロントガラス、フロントワイパーブ
レード、フロントバンパーの汚れや状態を頻繁に点検してください。
– 複雑な環境（トンネル、金属構造など）。
– 悪天候（降雪、豪雨、雹、路面凍結など）。
– 視界不良（夜間、濃霧など）。
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– 車両の前方とその周辺のコントラストが小さい（白色の車両が積雪場所にあるなど）。
– 眩惑（逆光、反対車線走行中の対向車両のヘッドライトなど）。
– 道路が狭い場合、曲がりくねった道路の場合、起伏のある道路の場合（急カーブがあるなど）。
– システムが車線をアスファルト舗装車線として検出する状況の場合。
– 狭い/拡幅車線。
– 道路標識が複数存在する状況（道路で工事が行われている状況など）、道路標識の判別が難しい状況、道路標識が変則
的である状況（車線の一部分または大部分が色あせている状況、車線の間隔が広すぎる状況、路面が不均一な状況な
ど）。
– 速度に著しい差がある車両、
– ドライバーが特定の種類の眼鏡を着用している（操作 A）。
– 内部カメラが部分的にでも遮られている場合（操作 A）。
– ドライバーの顔の一部が覆われています（髪の毛、帽子、サージカルマスク、スカーフなどで）（作業 A）。
– 座り心地が低すぎる、傾きすぎているなど、不適切な運転姿勢（操作 A）。
– ドライバーは手袋を着用しているか、ハンドルを非常に軽く握っています。
以下の場合に作動:
– 不慮のブレーキングのリスク。
– 不必要な修正、誤った修正、または軌道の修正のリスク。
予期しない状況の多くがシステムの動作に影響を与える可能性があります。カメラの検出ゾーンに現れた特定の物体また
は車両が、システムにより誤解釈され、不適切な加速または制動につながる可能性があります。
システムの解除
次の場合は、システムの作動を解除する必要があります。
– 車両がトレーラーまたはキャラバンを牽引している。
– フロントカメラ部分が損傷している（例：内側または外側のフロントウインドウエリア）、フロントウインドウの亀裂
または変形。
– レーダーの検出領域に（衝突などに起因する）損傷がある場合。
– 内部カメラ領域が損傷しています（操作 A）。
– ステアリングホイールの表面が損傷または濡れている。
システムの動作が異常な場合は、システムの作動を解除して、正規ディーラーまでご連絡ください。
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リアビューカメラ
作動

シフトレバーを「後進」位置にする
と、車両後部にあるカメラ 1  が、車両
後方の模様を、3 本のガイド線3 、4 、
5 （固定ガイド線、可動ガイド線、ト
レーラーガイド線）を用いてマルチメ
ディア画面 2  に表示します。
このシステムは、その動作にいくつか
のガイドライン（軌道のための移動体
および距離の固定）を使用する。赤の
部分に達したら、バンパーのイメージ
を参照して、正確に停車してくださ
い。

固定ガイド線 3
固定ガイド線には、次のような、車両
の後方における距離を示す色付きの
マーカー A 、B 、C  が含まれていま
す。
– 車両からの距離が約 30 cm であるこ
とを示す Ａ （赤色）。
– 車両からの距離が約 70 cm であるこ
とを示す B （黄色）。
– 車両からの距離が約 150 cm である
ことを示す C （緑色）。
このガバリは固定したままで、車輪が
車両と平行していれば車両の軌道を示
します。
可動ガイド線 4
この線は、マルチメディア画面 2  上に
青色表示されます。ハンドルの切れ角
に応じて、車両の軌道を示します。

トレーラーガイド線 5
この線は、マルチメディア画面 2  上に
青色表示されます。ハンドルの切れ角
に応じて、トレーラー牽引装置の軌道
を示します。これにより、ドライバー
はトレーラーの牽引ヘッドにできるだ
け近い牽引装置を配置することができ
ます。
« トレーラビュー »
トレーラーが連結されている場合、シ
フトレバーが「前進」位置の状態で、
マルチメディア画面 2  上の「車両」領
域内で「ｶﾒﾗ」メニューを押すと、カ
メラ 1  が、車両後方の模様を約 30 秒
間にわたり送信できる状態になりま
す。
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設定

ガイド線を追加または削除したり、カ
メラの画像設定（明るさ、コントラス
トなど）を調整したりするには、シフ
トレバーを「後進」位置にした状態で
マルチメディア画面 2  から「設定」ボ
タンを押します。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

カメラのレンズが汚れや
泥、雪、結露などでふさが
れていないか確認してくだ

さい。

「Zoom auto」機能

車両の背後で障害物が検出されると、
「Zoom auto」機能により現在のディ
スプレイがトップリアビューに切り替
わります。
「Zoom auto」機能を有効化または無
効化するには、マルチメディア画面の
説明に従います。

スクリーン上には、反転し
た映像が映ります。
フレームは、平面上に投影

された表現です。地上にある物体
を無視し、ガバリがその上に重
なった状態で映し出されます。
スクリーン上に、物体がゆがめら
れた状態で映ることがあります。
光度が強すぎる場合（雪、車両に
直射日光が当たっているなど）、
カメラの視覚が妨害されることが
あります。
トランクが開いているか、誤った
方法で閉まっていると、「テール
ゲート 開」というメッセージが
表示されます。

作動異常
シフトレバーが「後進」位置の状態で
システムが作動不良を検出すると、マ
ルチメディア画面 2  が一時的に暗転し
ます。

これは、カメラまたは画面に影響を与
える故障（クリア、固定画像、通信の
遅れなど）によって引き起こされる可
能性があります。
暗転画面の一時的な表示が続く場合
は、認定ディーラにお問い合わせくだ
さい。

この機能は補助的機能で
す。したがって運転され
るときは、お客さまの責
任において慎重に運転し

なければならないことを忘れない
でください。
ドライバーは常に集中して細心の
注意を払って運転してください: 
車両の付近に子供、動物、べビー
カー、自転車、石、柱などがいな
いことを確認します。
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推定される距離と実際の距離の相
違

きつい上り勾配での後退

固定ガイド線 6  の示す距離が実際より
も近くなります。
画面に表示される対象物は、斜面では
実際にはより遠くにあります。
具体例を挙げると、画面の D  位置に対
象物が表示されている場合、対象物が
実際にある場所は E  であり、そこまで
の距離が実際の距離となります。

きつい下り勾配での後退

固定ガイドライン 6  の示す距離が実際
よりも遠くなります。
したがって、画面に表示される対象物
は、斜面では実際にはより近くにあり
ます。
具体例を挙げると、画面の G  位置に対
象物が表示されている場合、対象物が
実際にある場所は F  であり、そこまで
の距離が実際の距離となります。

突き出た対象物に向かう後退

画面上では、位置 H  が位置 J  より遠
くに見えますが、実際には、位置 H
と位置 K  と同じ距離にあります。
固定ガイドラインおよび移動ガイドラ
インによって示される行跡では、対象
物の高さは考慮されていません。位置 
K  に向かって後進すると、車両が対象
物に衝突する危険もあります。
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パーキングアシスト
はじめに

車両付近の障害物を検出できるよう、
車両のバンパーには、矢印 1  が示すよ
うな超音波センサーが取り付けられて
います。
この機能は、信号音と表示により、障
害物検出箇所である旨をドライバーに
警告します。
車両装備により、システムは、車両の
後方、前方および側面にある障害物を
検出します。
パーキングアシストシステムは、車速
約 10 km/h 未満での走行中以外は作動
しません。

この機能では、システムによって認識
されない運搬システムは考慮されませ
ん。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、
したがってドライバーは

後退時、責任をもって慎重に後退
させなけれ ばならないことを忘
れないでください。
ドライバーは常に集中して細心の
注意を払って運転してください: 
車両の付近に子供、動物、べビー
カー、自転車、石、柱などがいな
いことを確認します。

操作時にサブフレームに
衝撃があった場合（縁
石、歩道またはその他の
市街地設備との接触な

ど）車両を損傷した恐れがありま
す（リアアクスルの変形など）。
放置すると事故が起こるおそれが
あるので、指定サービス工場で点
検を受けてください。

超音波センサの位置 1
矢印 1  が示す超音波センサの周辺部に
ついて、その作動を妨げるもの（汚
物、泥、雪、取付け不良ナンバープ
レート）の有無、その作動に影響を及
ぼす要素の有無、改造（塗装など）の
有無、車両の後部（車両によってはそ
の前部または側部）に取り付けられて
いるアクセサリによる作動妨害の有無
を確認します。

作動

ディスプレイ 2  が車両周辺の状況を表
示しビープ音を鳴らします。
車両の装備によっては、数メートル走
行しないと側面障害物検出機能が有効
化されないことがあります。
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すべての領域がグレーの背景である場
合、車両周囲の全体が監視されます。
– 表示 A : 車両周辺の状況を分析中の
状態。
– 表示 B : 車両周辺状況の分析が完了
した状態。

障害物の検出

このシステムは、車両の後部付近にあ
る大半の物体を検出できるほか、車両
装備によっては、車両の前方と側方付
近にある物体も検出できます。
信号音の周波数は、車両が障害物に近
づくほど高くなり、側面にて障害物が
検出された場合には、車両と障害物の
距離が約 20 cm になると連続ビープ音
となり、前方または後方でにて障害物
が検出された場合には、車両と障害物

の距離が約 30 cm になると連続ビープ
音となります。
障害物検出箇所が（表示 C ）のように
表示されます。車両によっては、検出
障害物までの近さに応じて、検出箇所
が緑色、オレンジ色（車両によっては
黄色）または赤色で表示されます。

操作中に進行方向が変わる
と、障害物との衝突リスク
を示す信号に遅れが生じる

ことがあります。

側面での障害物検出に関する特殊
なケース

このシステムは、ホイールの向きに応
じて車両の軌道を判断し、車両側面に
おいて障害物 3  と衝突する危険がある
場合にその旨をドライバーに通知しま
す。
側面に障害物が検知された場合:
– 障害物に接近するにつれて、警告音
が高速になり連続して鳴ります。障害
物検出箇所 3  が（表示 D ）のように表
示されます。
– 衝突のリスクがない場合は、障害物
に近づいても警告音は鳴りません。車
両によっては、障害物検出箇所 3  が分
散表示されます。

操作中に進行方向が変わる
と、障害物との衝突リスク
を示す信号に遅れが生じる

ことがあります。
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ON/OFF

マルチメディア画面 4  からの有効
化／無効化

マルチメディア画面 4  の「車両」領域
から、「運転ｱｼｽﾄ」メニュー >「パー
キング」タブの順に押します。
超音波センサでカバーされている領域
を有効または無効にします。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。
注: 車両によっては、車両後方の検出
ゾーンを無効化できません。

パーキングアシスト自動作動解除
スイッ チ
次のときにシステムは自動的に解除さ 
れます：
– 車速が約 10km/h 以上になったと
き。
– 車両によっては、車両が約 5 秒を超
えて静止し、前方に障害物が検知され
た場合（渋滞時など）。
– シフトレバーが N 位置にある場合。
– 作動不良が検出された場合。
注: 車両によっては、車両に、システ
ムが認識済みの牽引バーが装備されて
いる場合、リアパーキングアシスト機
能だけが無効化されます。

設定

安全のために、この操作
は必ず停止時に行ってく
ださい。

エンジンを始動する度に、
この機能は、エンジンが最
後に停止した時点で記憶さ

れた作動状態に復帰します。

マルチメディア画面 4  からの設定

車両を静止させた状態で、マルチメ
ディア画面 4  上の「車両」領域から「
運転ｱｼｽﾄ」メニュー >「パーキング」
タブの順に押します。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

システムサウンドの解除
(車種によります）
パーキングアシストサウンド ON/OFF 
スイッチ
注: 消音設定にすると、障害物接近時
には表示警告のみになります。

発進する -  279



パーキングアシスト

    3

パーキングアシストオーディオ音
量スイッチ
音量バーを使ってパーキングアシスト
の音量を調整できます。

エンジンを始動すると、機
能はエンジンが最後にオフ
になったときに保存されて

いたモードを継続します。

注意：
次の場合、警告音（車両によっては関
係する検出ゾーン）を手動で無効化で
きます。
– システムが未認識の、牽引、運搬ま
たはトレーラー用の車両装備が超音波
センサーの前にある場合。
– 超音波センサーに損傷がある場合。
注: 消音設定にしても、ドライバーへ
の警告のための表示は継続されます。
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作動異常
システムが作動不良を検出すると、次のいずれかの状態になります。
– 後進ギヤにした際にビープ音が約 3 秒間鳴り、「パーキングセンサー 点検」というメッセージがインストルメントパネル上
に表示される状態。
– システムから音が出ない（意図的に無効化していないにもかかわらず音が出ない）か、後進ギヤにしても何も表示されない
状態。
超音波センサがきれいか確認します。不具合が続く場合は、正規ディーラーにご相談ください。

車両の走行速度が約 10 km/h 未満だと、車両周辺（の自動二輪、ローリー、空気ドリルなど）からの騒音でパーキ
ングアシストの警告音が鳴る場合があります。

システムサービス / 修理
– 車両が衝撃を受けると、超音波センサーの位置ずれが生じ、その作動に悪影響が及ぶ可能性があります。機能を

解除して、正規サービス工場に連絡してください。
– 超音波センサー設置箇所付近での作業（修理、交換など）は、有資格専門作業員にご依頼ください。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
システムの障害
以下に掲げるような要素は、システムの作動を妨げたり、システムに損傷を及ぼしたりする恐れがあります。
– 不安定な天候条件（雨、雪、あられ、薄氷など）、
– 車両周辺（の自動二輪、ローリー、空気ドリルなど）からの騒音。
– 互換性がないけん引ボールまたはフックの取付け。
誤アラームまたは警告なしのリスク
システムの作動に異常が発生した場合は正規ディーラーまでご連絡ください。
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システム作動時間の制限
– システムの正常な動作を保証するためには、超音波検出ゾーンとカメラゾーンを清潔に保ち、改変されないよう

にする必要があります。
– 車両に近づく小さな物体（バイク、自転車、歩行者など）は、システムによって認識されないことがあります。
– 車両に近すぎる障害物はシステムにより検出できない場合があります。
– 他車両または障害物と自車両の走行速度が大きく異なる場合、システムは警告を表示しないことがあります。
– 操縦中の軌道変更時に、システムが障害物を遅れて報告することがあります。
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ハンズフリー駐車
はじめに

この機能は、車両のバンパーに取り付
けられた矢印1 で示される超音波セン
サーを使用して、アクセス可能な駐車
スペースを見つけ出し、駐車操作を支
援するのに役立ちます。
ステアリングホイールから手を離せ
ば、ドライバーだけがコントロールで
きます。
– アクセルペダル
– ブレーキペダルを踏む
– シフトコントロール。
いつでも、ステアリングホイールを操
作すると、コントロールを取り戻すこ
とができます。

注: この機能は、駐車スペースの路面
にある線を基準に空きスペースを検出
するのではなく、他車両、建物または
大きな物体の間または付近に利用可能
な駐車スペースがあるか検索し、その
結果をもとに駐車可能場所を検出およ
び提案します。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、
したがってドライバーは

後退時、責任をもって慎重に後退
させなけれ ばならないことを忘
れないでください。
ドライバーは常に集中して細心の
注意を払って運転してください: 
車両の付近に子供、動物、べビー
カー、自転車、石、柱などがいな
いことを確認します。

操作時にサブフレームに
衝撃があった場合（縁
石、歩道またはその他の
市街地設備との接触な

ど）車両を損傷した恐れがありま
す（リアアクスルの変形など）。
放置すると事故が起こるおそれが
あるので、指定サービス工場で点
検を受けてください。

超音波センサの位置 1
矢印 1  が示す超音波センサの周辺部に
ついて、その作動を妨げるもの（汚
物、泥、雪、取付け不良ナンバープ
レート）の有無、その作動に影響を及
ぼす要素の有無、改造（塗装など）の
有無、車両の後部（車両によってはそ
の前部または側部）に取り付けられて
いるアクセサリによる作動妨害の有無
を確認します。
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作動 車両を静止させたり、時速約 30 km/h 
未満で走行したりすると、機能にアク
セスする方法はいくつかあります。
– マルチメディア画面 3  の「車両」領
域 2  から、「運転ｱｼｽﾄ」メニューを押
した後、「パーキング」タブを押して
パーキングアシストメニューにアクセ
スする方法。
– 「ハンズフリーパークアシスト」
ウィジェットからアクセスします（設
定済みの場合）。
– ステアリングホイール上にある「お
気に入り」ボタン（構成済みの場合）
を用いる方法。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

操作の選択
システムは 3 つの操作を実行できま
す。
– 並列／縦列駐車スペースへの車両駐
車。
– 並列パーキングのスペースから出
る。
マルチメディア画面3 から、実行する
操作を選択します。
注: 車両を発進させた後、またはシス
テムを使用した並列パーキングが正常
に完了した後で、システムが要求する
デフォルトの操作は、並列パーキング
スペースから出る操作の支援です。

その他のケースでは、マルチメディア
画面3 からデフォルトの操作を選択し
ます。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

このシステムは、パーキン
グアシスト機能（バックカ
メラ装備車両ではバックカ

メラ）が作動すると起動し、ドラ
イバーの運転操作🡺 277、🡺 274
視覚的に補助します。

作動

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、
したがって、どのような

場合でも速度制限に注意し、細心
の注意を払う（突然の事態にもブ
レーキを踏めるように常に備え
る）必要があり、操作中の責任は
ドライバーにあります。
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操作中にはステアリング
ホイールが急回転するた
め、中に手は入れず、中
に障害物がないことを確

認してください。

駐車の際には、マルチメ
ディア画面に表示される指
示に従ってください。運転

操作に遅れが生じたり、指示に背
いたりすると、操作が取り消され
たり、正しく駐車できなかったり
する恐れがあります。

並列／縦列駐車スペースへの車両
駐車
車速が 30 km/h 未満である限り、シス
テムは、車両の両側を対象に駐車可能
スペースを探します。
駐車スペースが見つかると、マルチメ
ディア画面 3  上に文字「P」で表示さ
れます。「停止」メッセージが表示さ
れ、ビープ音が聞こえるまでゆっくり
運転します。車両の左右どちらかに複
数のスペースが見つかった場合は、希
望スペースを方向指示器で選択しなけ
ればなりません。複数のスペースが車
両の左右どちらかのみにある場合は、

システムが最後に見つけたスペースの
み考慮されます。
マルチメディア画面 3  上では、該当駐
車スペースが灰色になり、文字「P」
で表示されます。
– 車両を止めます。
– リバースギアを選択します。

表示灯  がインストルメントパネ
ル上に表示され、ビープ音が鳴りま
す。
– ステアリングホイールから手を離し
ます。
– マルチメディア画面 3  に表示される
指示に従います。
速度が約 7 km/h を上回らないように
する必要があります。
インストルメントパネルの警告灯 

 が消灯してビープ音が鳴ると、
操作は完了です。

並列パーキングのスペースから出
る。
– 「ハンズフリーパークアシスト」機
能を作動させます。
– 「縦列駐車スペースからの発進」
モードを選択します。
– 車両から降りたい側の方向指示灯を
点灯させます。

すべての条件が満たされている場合、
マルチメディア画面 3  上にメッセージ
が表示され、車両が動き出します。
– 始めるには「OK」ボタンを押しま
す。

 警告灯がインストゥルメントパ
ネル上に表示され、ビープ音が鳴りま
す。
– ステアリングホイールから手を離し
ます。
– マルチメディア画面 3  に表示される
指示に従い、パーキングアシストアシ
ストシステムによる警告を考慮して、
前後進の操作を行います。
速度が約 7 km/h を上回らないように
する必要があります。
車両が駐車可能スペースの出口に達す
ると、機能による誘導の完了の証とし

て、  警告灯がインストルメント
パネルから消え、ビープ音が鳴り、
メッセージがマルチメディア画面 3  上
に表示されます。

作動の一時停止／再開
次の場合、操縦は一時停止されます。
– 移動の方向に障害物があると、操作
が完了しません。
– 助手席ドアまたはトランクドアが開
いている場合。
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操縦が中断されると、その旨をドライ

バーに知らせるため、  警告灯が
インストルメントパネルから消え、
ビープ音が鳴ります。「駐車操作を中
断します」というメッセージと操縦中
断理由がマルチメディア画面 3  上に表
示されます。
確認内容:
– ステアリングホイールから手を離し
ている。
と
– すべてのドアとトランクルームを閉
まっている。
と
– 移動する方向に障害物がない。
と
– エンジンが始動している。

 警告灯が点滅している状態は、
システムが作動を再開できる状態で
す。
操縦を再開するには、「駐車ｱｼｽﾄ」メ

ニューを押します。  警告灯がイ
ンストルメントパネル上で点灯しま
す。
マルチメディア画面 3  に表示される指
示に従ってください。

操作のキャンセル
以下の状況で、操作をキャンセルする
ことができます。
– ホイールをコントロールする。
– 車両が長時間停止している。
– パーキングブレーキがかかっている
– 車速が約 7 km/h を超えた場合。
– 車輪がスリップしている。
– エンジン始動／停止ボタンが押され
た場合。
– マルチメディア画面 3  を介してキャ
ンセルされた場合。
– マルチメディア画面に表示されてい
る指示が守られなかった場合。
– 運転席シートベルトが外された場
合。
– 運転席側ドアが開いている場合。
– 1 回の操作で、10 回以上の前進 / 後
進を実行した場合。
– 駐車時距離制御機能センサが汚れて
いたり、センサの作動を妨げるものが
あったりする場合。
作動が中断止されると、インストルメ

ントパネル上の  警告灯が消え、
警告音が鳴ります。「パークアシスト
がキャンセルされました」というメッ
セージと操作のキャンセル理由がマル
チメディア画面 3  上に表示されます。

使用できない機能
システム有効化方法のいずれか 1 つを
選択した場合に作動条件が満たされて

いないと、インストルメントパネル画
面上に、機能を使用できないことを知
らせる「ハンズフリー駐車を使用でき
ません」というメッセージが表示され
ます。

作動異常
この機能で作動不良を検出すると、イ
ンストルメントパネルに次のメッセー
ジが表示されます。

– 「Park Assist 要確認」。  警告
灯も表示されます。
または
– « パーキングセンサー 点検 » ;
または
– « パーキングアシスト 要確認 ».
超音波センサを清掃します。不具合が
直らない場合は、ルノー指定サービス
工場にお問い合わせください。
注: 機能に障害がある場合、車両は固
定されません。
すぐに、車両の制御を再度取得しま
す。
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警告

このシステムは運転時の安全性を補助するもので、この機能は、車両を常時コントロールする責任があるドライ
バーに代わって注意するものではなく、補助的に注意喚起するのもです。操作が、現地で適用される交通規制に
準拠したものであることを確認してください。
ドライバーは常に集中して細心の注意を払って運転してください: 車両の付近に子供、動物、べビーカー、自転

車、石、柱、けん引装置などがいないことを確認します。
システムサービス / 修理
– 衝撃が発生した場合、センサの動作が影響を受ける可能性があります。機能を解除して、正規サービス工場に連絡して
ください。
– センサーのある場所の作業（修理、交換、外装トリムの変更など）は、資格を持つ専門スタッフが行う必要がありま
す。
指定サービス工場のみがシステムを修理することができます。
システムの障害
特定の状態は、天候の悪化（雪、雹、氷など）など、システムの動作を混乱させるか、または悪化させる可能性がありま
す。
システムの動作が異常な場合は、システムの作動を解除して、正規ディーラーまでご連絡ください。
誤警報のリスク。
システム作動時間の制限
– システムは、センサの死角にある対象物を検出できません。
– 常にシステムによって提案されたパーキングスペースが実際に利用可能であり、全体の操縦の間に障害物がないことを
確認するために確認してください。
– トレーラー牽引時や、車両またはその周辺の車両に牽引／運搬システムが装備されている状況では、このシステムを使
用しないでください。
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駐車終了警告
はじめに

リアバンパ（ソーン A ）の両側に設置
されているレーダからの情報を用いて
作動するこのシステムは、他車両が検
出ゾーン B  に存在する場合にその旨を
ドライバーに警告します。
次の場合にシステムが作動します。
– シフトレバーを「後進」位置にした
場合。
と
– 車両が停止しているか、低速で走行
しているとき。

システムの検出機能は、車
両の周囲（静電気物な
ど）、バンパーの状態など

によって異なります。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、この機能は、車両を
常時コントロールする責

任があるドライバーに代わって注
意するものではなく、補助的に注
意喚起するのもです。

特徴

レーダ検出ゾーン A  に障害物（ステッ
カー、汚泥、雪など）がないか確認し
ます。
レーダーの妨げとなるものがある場合
は、「サイドレーダー 作動していませ
ん」というメッセージがインストルメ
ントパネル上に表示されます。センサ
が配置されているエリアを清掃しま
す。
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マルチメディア画面 1  からの有効
化／無効化

機能を有効または無効にするには、マ
ルチメディアの指示を参照してくださ
い。
「ON」または「OFF」を選択します。

作動

この機能は、ゾーン B  内の他車両が自
車両に接近している場合に警告しま
す。
接近車両が検出されると、左右のドア
ミラー 3  に対応する警告灯 2  が点灯
します。
注: ドアミラー 3  は定期的に清掃し、
警告灯 2  を視認できる状態に保ってく
ださい。

マルチメディア画面上の警告灯 4  は、
側部から自車両に接近する他車両が検
出された場合に表示されます。
注: カメラを定期的に清掃して、不鮮
明にならないようにします。
シフトレバーが「後進」位置で自車両
が動いている場合には、警告灯 2  およ
び 4  が点灯し、ビープ音も鳴ります。

作動異常
システム認識済みの牽引バーを装備し
ており、トレーラーも連結されている
車両の場合、駐車可能時間終了警告は
自動的に無効化され、「ドライブアシ
スト 操作不可」というメッセージがイ
ンストルメントパネル上に表示されま
す。
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システムが不具合を検出すると、「サ
イドレーダーを 点検してください」と
いうメッセージがインストルメントパ
ネル上に表示されます。メーカーにお 
問い合わせください。

バンパーの後ろにセンサが
あるため、バンパーの作業
（修理、交換、塗装など）

は資格を持つ専門スタッフに任せ
ることをお勧めします。

システム作動時間の制限
– システムの正常な作動
を確保するために、レー

ダーエリアは清潔に保ち、変更を
加えないようにする必要がありま
す。
– 車両に近づいてくる小さな物体
（バイク、自転車、歩行者など）
は、システムによって認識されな
いことがあります。
機能の作動解除
次の場合にはこの機能を無効化し
てください。
– レーダ検出ゾーン A （リアバン
パ）に損傷がある場合。
– 車両には、システムによって認
識されない牽引バーが取り付けら
れています。

このシステムは運転時の
安全性を補助するもの
で、この機能は、車両を
常時コントロールする責

任があるドライバーに代わって注
意するものではなく、補助的に注
意喚起するのもです。
いかなる場合でも、システムを障
害物の検知や衝突防止装置として
使用することはできません。
システムサービス / 修理
– 衝撃を受けた場合は、レーダー
の位置が変わり、機能に影響が出
ます。機能を解除して、正規サー
ビス工場に連絡してください。
– レーダーのある場所の作業（修
理、交換、ボディー修理）は、資
格を持つ専門スタッフが行う必要
があります。
指定サービス工場のみがシステム
を修理することができます。
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システムの障害
以下に掲げるような要素
は、システムの作動を妨
げたり、システムに損傷

を及ぼしたりする恐れがありま
す。
– 複雑な環境（地下駐車場、鉄骨
構造など）の場合。
– 悪天候（降雪、豪雨、降雹、黒
氷発生など）な場合。
機能の作動解除
車両が牽引されている場合（故障
回復）、または車両にシステムで
認識されないけん引装置が取り付
けられている場合は、機能を無効
にする必要があります。
システムの動作が異常な場合は、
システムの作動を解除して、正規
ディーラーまでご連絡ください。

乗員の安全出口
不具合

この機能は、車両乗員の安全を確保す
る補助運転補助機能です。
「乗員の安全出口」機能の目的は、車
両が固定されているときにドアを開い
た場合に、ドライバーおよび / または
乗員に潜在的な危険を警告する目的で
す。

リアバンパ（ゾーン C ）の両側に取り
付けられているセンサからの情報を用
いて作動するこの機能は、次の場合
に、ドライバーに警告します。
– 他車両（または自動二輪、自転車、
歩行者など）が検出ゾーン A  内に存在
する場合。
と
– 他車両（または自動二輪、自転車、
歩行者など）と衝突するリスクがゾー
ン B  内で生じている場合。
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特徴

リアバンパ両側のレーダ付近にある
ゾーン C  に障害物（汚物、泥、雪な
ど）がないか確認します。
レーダーの妨げとなるものがある場合
は、「サイドレーダー 作動していませ
ん」というメッセージがインストルメ
ントパネル上に表示されます。センサ
が配置されているエリアを清掃しま
す。
次の場合にはこの機能を無効化してく
ださい。
– レーダー検出ゾーン C （リアバン
パー）に損傷がある場合。
– 車両には、システムによって認識さ
れない牽引バーが取り付けられていま
す。

作動

ドアを開ける際に動きのある物体が検
出されると、警告灯 1  がドアミラー 2
に表示され、車両によってはフロント
ドアのムードランプが点灯します。
注: ドアミラー 2  は定期的に清掃し、
警告灯 1  を視認できる状態に保ってく
ださい。

検出障害物が車両にきわめて近接して
いる場合は、ビープ音が鳴り、3 「側
方並走車 検出」という警告メッセージ
がインストルメントパネル上に表示さ
れます。
注: このシステムは、イグニッション
スイッチ OFF 後も一定時間は有効な状
態に保たれます。
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マルチメディア画面 4  からの機能
の有効化／無効化

機能を有効または無効にするには、マ
ルチメディアの指示を参照してくださ
い。

車両のロックを解除する
と、機能はマルチメディア
画面に最後に保存されたス

テータスに戻ります。

作動しない場合
– 車両が走行中で完全に静止していな
い。
– 車両が外側からロックされている。

– システムによってリスクとは見なさ
れない低速で車両に向かって、または
車両の近くを移動する移動物体（バイ
ク、自転車、歩行者、車両など）があ
ります。
– リアバンパ内にあるセンサの範囲
は、車両の非常に近くに駐車した他の
特に広い駐車車両など、物体によって
隠されています。
車両がシステム認識済みの牽引バーを
装備している場合、機能が作動しない
旨をドライバーに知らせるため「ドラ
イブアシスト 操作不可」というメッ
セージがインストルメントパネル上に
表示されます。
お車に合った装備をお探しの際には、
お近くの指定サービス工場にご相談く
ださい。

作動異常
システムが不具合を検出すると、「サ
イドレーダーを 点検してください」と
いうメッセージがインストルメントパ
ネル上に表示されます。メーカーにお 
問い合わせください。

この機能では、特定車両
や、自車両付近の移動物
体を検出できないことが
あります。この機能は、

ドライバーと車両の乗員の警戒と
責任に代わるものではありませ
ん。ドライバーと乗員は常に交通
状況に特に注意を払い、車両を離
れる前にエリアをチェックする責
任があります。
システムの障害
特定の条件（複雑な環境、悪天候
条件など）により、誤ったアラー
ムの危険性を伴ってシステムの動
作を混乱または損傷する可能性が
あります。
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はじめに
車両に装備されている場合、エマー
ジェンシーコール機能を使用すること
で、事故時または疾病時に、自動また
は手動で（課金なしで）救急サービス
に電話し、救急サービスの現場到着ま
での時間を縮小することができます。
注意：エマージェンシーコールが作動
中：
– 2Gおよび3G通信インフラストラク
チャが整備されている国、または車両
によっては、NGN（次世代ネットワー
ク）およびシステムと互換性のある関
連するテレマティック緊急サービスが
利用可能な国。
– 車両が走行中の地域のネットワーク
の通信範囲に応じて異なります。
目撃した事故を報告するためにエマー
ジェンシーコール機能を使用する場
合、救急サービスが車両の位置つまり
報告する事故の位置を特定できるよう
に、交通の状態に応じて、停車するこ
とになります。
国や地方自治体の規則に従って処理し
てください。

事故を目撃した場合、また
は気分が悪くなった場合、
緊急事態に巻き込まれた場

合にのみ、エマージェンシーコー
ルを使用してください。

1.  システム作動警告灯:
– 緑: 作動（例: システムとネットワー
クが利用可能など）。
– オフ: 非作動（例: ネットワーク接続
不可など）。
– 赤: 故障。
– 緑色点滅:通話中。

2.  「SOS」ボタン。 
3.  マイク

4.  スピーカ（車両に応じて異なりま
す）。

コールは常に次の方法で実行されま
す。
– エマージェンシーサービスへのコー
ルが開始されます。
– 事故に関連するデータ（メーカー情
報、コール時間、最終所在地、車両の
方向など）が送信されます。
– エマージェンシーサービス担当者と
の音声通信が行われます。
– 必要であれば、緊急サポートに電話
が掛けられます。
エマージェンシーコールには次の 2 つ
のモードがあります。
– 自動コールモード。
– 手動モード。
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作動

自動コールモード
システムが起動すると、自動モードが
作動します。
エマージェンシーコールは、保護装置
（シートベルトプリテンショナー、
airbag など）の作動を必要とした事故
発生時に自動的に起動します。

事故の発生時には、場所
と交通の状態が許せば、
必要に応じてコールセン
ターにすぐに応答できる

ように、できる限り車両に近い場
所に留まってください。

手動コールモード
このエマージェンシーコールは次の方
法で開始できます。
– ボタン 2  を 3 秒以上長押しします。
または
– ボタン 2  を 10 秒以内に 5 回押しま
す。
誤ってボタンを押してしまった場合
は、コールセンターにつながる前であ
れば、ボタン 6  を約 2 秒間長押しする
ことで発信をキャンセルできます。
通話の確立後は、コールセンターのみ
が通話を終了できます。

作動異常
状況（バッテリー不足など）によって
は、緊急通報が実行されない場合があ
ります。
システムが機能の異常を検出すると、
警告灯 1  が 30 分以上赤く点灯しま
す。できるだけ早く正規サービス工場
にご連絡ください。

システムは、専用バッテ
リーで駆動します。バッテ
リーの寿命は約 4 年間です

（消耗時には警告灯 1  の点灯に
よりドライバーに対し警告されま
す）。
メーカーにお 問い合わせくださ
い。

エマージェンシーコール機
能を使用しない場合、シス
テムは追跡できず、持続的

な監視下に置かれません。データ
は、自動的かつ継続的に削除さ
れ、システムでは車両の最後の 3 
位置のみが保存されます。
国の法律に従って、データは緊急
通報の際にのみ送信されます。
コールセンターに送信されるデー
タは、所在国で適用される個人
データ保護法に従って扱われま
す。システムは、アクティビティ
履歴データを 13 時間のみ記憶し
ます。
車両のオーナーは、データに対す
るアクセス権を持ち、データの修
正、削除、ロックを要求できま
す。
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システムの安全および適
切な動作を確認するため
に、バッテリに対するど
のような作業（取り外

し、接続の解除など）も適格な技
能者が実施する必要があります。
重大なやけどまたは感電の危険性
があります。
メンテナンス資料に記載された交
換間隔に（超過なく）従う必要が
あります。
バッテリーは専用タイプです。同
型のバッテリーと交換してくださ
い。
正規ディーラにご連絡ください。
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車両によっては、走行モードシステム
を使うことで、走行、ムードランプ、
快適機能および運転位置に影響を及ぼ
す次の走行モードの中からお好みのも
のを選択できます。
– モードはいずれも既定で、一部の設
定（ムードランプ設定など）はカスタ
マイズできます。
– 「Perso」モードは完全にカスタマ
イズできます。
走行モードは以下に影響します。
– ステアリングの力。
– 横滑り防止装置。
– エンジンの応答性。
以下にも影響します。
– 車内快適機能。
– 助手席照明やインストルメントパネ
ル照明。
– インストルメントパネルやマルチメ
ディア画面の表示。

エンジン設定は、
「Perso」モード以外、各
運転モードに応じて決定さ

れるため、カスタマイズできませ
ん。

メニューにアクセスする

車両によっては、次の方法で「DRIVE 
MODE」にアクセスできます。
– マルチメディア画面 1  からアクセス
する方法。
– ステアリングホイールの制御装置 2
を使う方法。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

NormalモードかSaveモー
ドを選択してからイグニッ
ションスイッチを OFF にす

ると、最後に選択したモードが保
持されます。
Sportモードを選択してからイグ
ニッションスイッチを OFF にす
ると、再起動時にはNormalモー
ドが自動的に有効化されます。

DRIVE MODE モード
「Perso」モード
このモードでは、エンジンの応答性な
ど、運転要素の完全な設定を行うこと
ができます。

「Save」モード
「Save」モードでは、エネルギー節約
が重視されます。エンジン作動管理機
能により消費量🡺 173が低減されま
す。

「Sport」モード
このモードでは、高いエンジンの応答
性が承認されます。ステアリングは
シャープになります。
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「Normal」モード
このモードでは、標準の車両設定を使
用して、快適性と快適性の間で最良の
妥協点を与えます。

モードによって設定モード
をリセットできます。

エアコン「Eco」設定

このパラメータは、エアコンの作動を
調整（希望設定温度到達までの時間を
延ばすなど）して車両の航続距離を最
適化することを可能にする各DRIVE 
MODEモードに適用できます🡺 173。

この機能は、マルチメディア画面 1  の
DRIVE MODE構成メニューから有効化
または無効化することができます。
有効化すると、ECO警告灯 3  がマルチ
メディア画面 1  に表示されます。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。
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ベンチレーター: エアアウトレット
吹き出し口
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1.  運転席のベンチレーター。
2.  フロントウインドウデフロスター。
3.  サイドウインドーデフロスター
4.  助手席ベンチレーター。
5.  前席足元用ヒーター吹き出し口。
6.  センターベンチレーター
7.  コントロールパネル
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運転席吹出し口の位置 1

風向きの調節
気流の向きを決めるには、タブ8  を用
いて吹出し口 1  を回します。
閉じるには、タブ8  を抵抗がなくなる
までステアリングホイールから離しま
す。
開くには、タブ8  をステアリングホ
イール方向に動かします。

助手席吹出し口 4

風向きの調節
気流の向きを決めるには、タブ9  を用
いて吹出し口 4  を回します。
閉じるには、カーソル9  を、フロント
パネルの外側方向に、抵抗がなくなる
まで動かします。
開くには、タブ9  を、フロントパネル
の内側方向に動かします。

センター吹出し口 6

風向きの調節
気流の向きを決めるには、タブ10  を
用いて吹き出し口 6  を回します。
閉じるには、タブ10  を、フロントパ
ネルの内側方向に動かします。
開けるには、タブ10  を、フロントパ
ネルの外側方向に、抵抗がなくなるま
で動かします。

ベンチレーターに物（電話
機など）を取り付けないで
ください。

損傷のおそれがあります。
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風量の調節

吹出し口 1 、4  および 6  からの気流を
調整するには、制御装置11  を押して
必要な水準まで上げます。
車内の悪臭には専用のシステムのみを
ご利用ください。メーカーにお 問い合
わせください。

悪臭が入ってくる場合な
ど に車両のブロアに物
を挿入 しないでくださ
い。

故障や火災の恐れがありま す。

オートエアコン
スイッチ類

1.  運転席ヒーター温度インジケータ。
2.  風量インジケータ。
3.  エアコン起動スイッチ。
4.  運転席シート暖房起動スイッチ。
5.  助手席シート暖房起動スイッチ。
6.  ステアリングホイールヒーター起動
スイッチ。
7.  助手席吹出し口インジケータ。
8.  システムオフコントロール。
9.  吹き出し口切り替え。
10.  「A/C MAX」機能有効化制御装
置。

11.  内気循環。
12.  AUTOモードエアコン起動スイッ
チ。 
13.  リアウインドーのデフロスター／
デミスターと、仕様によってはドアミ
ラー
14.  「シークリアー」機能。
15.  風量の調節とシステムの停止。
16.  運転席／助手席側の気温調整。

システムの作動／解除

システムの作動
車両が始動すると、前回に使用したプ
ログラムが復帰します。
このシステムは、エンジンスイッチが 
ON の状態で車両を静止させている場
合も機能します。
12  スイッチを押してシステムを起動
させるか、15  で目的のファン速度に
設定します。

強制内気循環機能の停止
システムを停止するには制御装置 8  を
押します。

エアコンディショナーの始動また
は 停止
自動モードでは、システムはエアコン
の起動を管理します。3  スイッチを押
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してもシステムを有効または無効にで
きます。

自動コールモード
オートエアコンディショナーは、車内
を常に快適な空間に保ち、同時に良好
な視界を確保し燃費の節約にも貢献し
ます（極端な使用状況を除く)。

システムはファンの回転速度、吹出し
口切替え、内気循環、エアコンの作動
または停止およびエア温度を制御しま
す。
3 つのプログラムからモードを選択で
きます：
AUTO: 選択中の快適機能レベルを車
外の状況に応じて最適化できます。ボ
タン 12  を押します。

SOFT: より円滑かつ静かに希望温度に
できます。SOFT モードを有効化する
には、ボタン 12  を押し下げます。
FAST: 車内の風量を強くできます。こ
のモードは、後部座席の快適性を最適
化するのにお薦めです。FAST モード
を有効化するには、ボタン 12  を押し
上げます。

吹出し口の切替え

吹出し口を切り替えるには、9  を一回
または繰り返し押します。選択した吹
出し口設定 7 はマルチメディア画面上
に表示されます。次の順序で位置が示
されます:

 フロントウィンドウとフロント
サイドウィンドウの霜取り用通気口か
ら送風されます。

 空気流は前方の側面のガラスや
フロントガラスのくもり除け、乗員の
足元に分散されます。

 主に、ダッシュボードの送風口
から送風されます。

 ダッシュボードと足元のベンチ
レーターに向かって送風ます。

 空気は主に乗員の足元（ダッ
シュボードの下またはフロントシート
の下）にある吹き出し口から吹き出し
ます。

温度調節
気温を調整するには制御装置 16  を押
します。

風量調整
オートモードでは、システムは快適な 
温度を維持するため最適な風量を制御 
します。
ファンの回転速度は、スイッチ 15  を
回して調節することができます。
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「クリアビュー」機能
ボタン 14  を押すと、内蔵表示灯が点
灯します。
この機能により、フロントウインドウ
とリアウインドウ、フロントサイドウ
インドウとドアミラー（車種によっ
て）の急速なデフロスターおよびデミ
スター機能が作動します。エアコンお
よびリアウィンドウのデフロスター機
能が自動的に作動します。
注: この機能を使うと、空気の再循環
が自動的に停止されます。
この機能を終了させるには、スイッチ 
12  または 14  を押します。

いくつかのボタンには、作
動状態表示灯が内蔵されて
います。

リアウィンドウデフロスターおよ
び曇り止め

ボタン 13  を押すと、内蔵表示灯が点
灯します。この機能により、熱線式リ
アウインドウの急速な曇り止め、およ
び熱線式ドアミラーデフロスターが作
動します（装備車の場合）。
この機能を終了するには、ボタン 13
をもう一度押します。スイッチを押 さ
なかった場合でも、曇り止めは自動 的
に停止します。

「A/C MAX」機能
「A/C MAX」機能を使うと、エアコン
システムの性能を最大限に引き出すこ
とができます。時折作動させれば、車
内をすばやく冷却できます。

この機能には自動修正が含まれます。
– 温度を完全に冷間に設定。
– 乗員への送風配分
– 最大出力でのエアフロー
– エアコンの起動
– 内気循環。
機能を有効化するには、ボタン 10  を
押します。ボタン 10  上の表示灯が点
灯します。車両に最高性能を発揮させ
るには、Save モードを無効化しま
す。
この機能を停止するには、ボタン 10
かボタン 15  をもう一度押します。ボ
タン 10  上の表示灯が消灯します。
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内気循環の作動（車内を外気か ら
遮断）
汚染地域を走行する場合などには、再
循環機能を随時作動させ、車内への外
気流入を遮断することができます。

デフロスター／デミスター
は常に 内気循環に優先して
作動します。

手動でのご使用
ボタン 11  を押すと、内蔵表示灯が点
灯します。
注: ウィンドウの結露を防ぐため、こ
の機能は、システムにより自動的に無
効化されることがあります。ボタン 
11  と一体化された表示灯が消灯しま
す。
ボタン 11  をもう一度押すと、空気の
再循環が不要になった時点ですぐに機
能が無効化されます。

空気清浄機
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

「お気に入り」機能

車両によっては、制御装置 17  を押す
ことで、次の機能を、過去に定義し記
憶させたユーザー設定で有効化できま
す。
– ステアリングホイールのヒーター。
– シートヒーター。
– 空気清浄。
この機能のプログラムについては、マ
ルチメディアの指示を参照してくださ
い。

エアコン「Eco」設定
詳しくは、「DRIVE MODE」の項 
🡺 297 をご覧ください。

エアコン: プログラミング
エアコンプログラミング

マルチメディア画面 1  から、次の設定
を有効にすることで、いくつかのコン
フォートプログラムを保存できます。
– 温度調節
– 車両の準備が整う時間のプログラミ
ング。
– プログラムを繰り返す必要がある日
数の選択。
保存したプログラムを有効または無効
にできます。
注：エアコンのプログラムは、スマホ
上の MyAlpine アプリを用いて実行で
きます。
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車両を停車し、マルチメディア画面 1
の「車両」ワールド モードで、「エレ
クトリック」メニューを押して、次に
「プログラム」タブを押すことでさま
ざまな設定にアクセスできます。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

駐車または停車時のドラ
イバーの責任　　　
お子様、ひとりで動けな
い成人、ペットを車内に

残して、たとえ短い時間でも絶対
にお車から離れないでください。
その上、暑く晴れた日には、車内
の温度は急に上昇します。
死亡または重傷のおそれがありま
す。

「プログラミング」の有効化
この機能は、プログラムした時間以前
に始動するため、次の場合に、車両内
の温度が選択した快適温度に達しま
す。
– ボンネットが閉じている
– トラクションバッテリの充電残量が
十分な場合。
– エンジンが停止しているとき
– 車内には誰もいません。

インストルメントパネルの表示灯 

 が点灯します。

エアコンの即時起動
次の場合は、エアコンを即時始動させ
ることができます。
– ボンネットが閉じている
– トラクションバッテリの充電残量が
十分な場合。
– エンジンが停止しているとき
– 車内には誰もいません。
エアコンの即時起動の動作は、設定と
は異なります:
– スマートフォンから起動する必要が
あります。
– ステアリングホイールヒーターと
シートヒーター機能（車両に装備され
ている場合）が自動的に有効化されま
す。
– この機能は、約 10 分後に停止しま
す。
詳細については、マルチメディア機器
の取扱説明書を参照してください。

プログラムされたエアコンを停止
する
エアコンは、設定された終了時間の約 
10 分後に自動的に停止します。
ただし、以下の場合は、この機能を無
効にできます。
– エンジンが始動している。

– トラクションバッテリーの充電レベ
ルが 7% 未満。
– ボンネットが開いている
– コントロールパネルのスイッチの 1 
つを押した。
– ドライバーが約 20 秒間車内にい
る。
注: これらの条件は、エアコンの即時
無効化にも適用されます。
少なくとも1つのアクティブなプレコ
ンディショニングスケジュールでドア
を開けずに車両を長時間駐車すると、
含まれている 3 回目のプレコンディ
ショニング起動から機能が無効になり
ます。この機能は、車両のドアの 1 つ
が開かれたときに使用可能になりま
す。

エアコン: 情報と使用に際して
のアドバイス
使用上の注意

エアコンの上手な使い方
場合によっては（エアコンの停止、内
気循環モードの作動、風量調節スイッ
チが 0 または弱になっているなど）、
ウインドーガラスが水蒸気で曇ること
があります。
そのような場合には、「クリア
ビュー」機能を使用して水蒸気を除去
してから、エアコンをオートモードで
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ご使用になると水蒸気が発生しませ
ん。

悪臭が入ってくる場合な
ど に車両のブロアに物
を挿入 しないでくださ
い。

故障や火災の恐れがありま す。

消費量
エアコンが作動しているときにエネル
ギー使用量の増加に気付くのが通常で
す。
燃料の消費を最小限に抑え、環境 を守
るためのアドバイス:
換気口は開け、ウインドーは閉めて走
行してください。炎天下に駐車してい
たときは、走 り出す前にドアやウイン
ドウを開 けて熱気を車内から逃すよう
にし てください。

点検整備
点検時期については整備手帳を参照し
てください。

寒冷時にも少なくとも月に
一度、約 5 分間、エアコン
を定期的に使用してくださ

い。

作動異常
作動不良の場合は、指定サービス工場
で点検をお受けください。
–  デフロスター、デフォッガー、また
は エアコンの効きの低下。
室内フィルタのカートリッジの 詰まり
が原因かもしれません。
–  冷気が出てこない。
各スイッチ が適切な位置にあるか、
ヒュー ズが切れていないか点検してく 
ださい。これらに問題がない場 合には
作動を停止します。

トラクションバッテリの冷
却には車両のエアコンシス
テムも使用されます。空調

効率の低下が長引くと、トラク
ションバッテリーが早い段階で劣
化する原因となる可能性がありま
す。

車両の下に水が溜まる場合
エアコンディショナーを長時間使用す
ると車両の下に水が溜ま ることがあり
ますが、これは室内の湿気が凝縮し、
排出されたものです。これは結露が原
因です。

絶対に自分でエアコン
ディショナーシステムの
配管類を外さないでくだ
さい。目や皮膚に思わぬ

怪我を負うことあがあり非常に危
険です。

冷媒

冷媒流体回路（一部の成分は密閉され
ています）には、フッ素化された温室
効果ガスが含まれている可能性があり
ます。
車種によっては、エンジンルーム内に
貼付されたラベルA に次の情報が記載
されています。
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ラベル A  のにある情報の有無やラベル
の場所は、車両に応じて異なります。

 冷媒の種類

 （XXX）エアコンディショナ回
路のオイルの種類

 可燃物

 取扱説明書をご覧ください

 点検整備

x.xxx kg （1）車両内の冷媒
流体量。

GWP xxxxx （2）地球温暖化係
数（CO2換算）。

CO2 eq x.xxxt （3）CO2換算重
量。

追加情報
ラベルや冷媒の種類に応じて次のよう
になります。
冷媒R-1234yf
– （1） 1,050 kg
– (2) GWP 0.501 / GWP 1
– （3）0.0005 t

絶対に自分でエアコン
ディショナーシステムの
配管類を外さないでくだ
さい。この液体は目や皮

膚に危険です。

エンジンルーム内の作業
を始める前には、イグ
ニッションを必ず切って
ください 🡺 154。
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はじめに

これらの設備の有無と取り付けスペー 
スは、車種によります。
1.  マルチメディア画面｡
2.  センターコンソール上にある USB-
C マルチメディア接続ポート。
3.  ステアリングホイール下のスイッ 
チ。
4.  音声コマンド。

詳細については、マルチメ
ディア機器の取扱説明書を
参照してください。

「USB-C」マルチメディア接続
ポート
USB-C マルチメディアポート 2  を使用
すると、ポートあたり最大 15 W（5 
V）の電力でアクセサリを充電できま
す。
注意：USB-Cマルチメディアポート2
はデータ転送にも使用できます。

アクセサリの配線（例：
smartphoneの充電配線な
ど）をUSBポートに接続し

た場合は、使用後に必ず配線を取
り外してください。
ケーブルの端部を金属製の物体
（シガレットライターなど）に触
れさせると、ショートが生じ、
USBポートに損傷が及ぶ危険があ
ります。

マイク5

（電話および音声アシスタント用）

電話の使用方法
これらの機器の使用に際
し ては、現行法規を順
守して ください。
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誘導充電エリア 6

車両によっては、ゾーン6 に磁気装置
7🡺 316が装備されています。

電磁誘導充電ゾーンは、所
在国やサブスクリプション
の内容により、デジタル

キー内蔵スマートフォンの配置
ゾーンにもなります 🡺 60。

お使いの電話の充電中に異
物（始動カード、USBドラ
イブ、SDカード、クレジッ

トカード、貴金属、キー、硬貨な
ど）を非接触充電領域6 に置くの
は絶対にお止めください。非接触
充電領域6 に電話を置く前には、
電話ケースの中から磁気カードや
クレジットカード類をすべて取り
出してください。

異物を非接触充電領域6 に
置くと、過熱する恐れがあ
ります。この目的のために

用意されているエリアに置くよう
に求めるメッセージが表示されま
す（収納ボックス、サンバイザー
収納ボックスなど）。

運転の際には、中身が飛び
出ないよう、カップホルダ
に収めた容器を正しく閉じ

てください。
中の液体がこぼれると、周りの電
気装置／電子機器が故障する恐れ
があります。

詳細については、マルチメ
ディア機器の取扱説明書を
参照してください。
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パワーウインドウ
はじめに
これらのシステムは イグニッションス
イッチの ON/OFF にかかわらず、いず
れかのフロントドアが開けられるまで
作動します（約 3 分間）。

ドライバーの責務
たとえ短い時間でも絶対
に、お子様、支援が必要
な大人、またはペットを

車内に残して、 カードまたはキー
を車内に置いたまま、お車から離
れないでください。
お子様（やペット）がエンジンを
始動したり、パワーウインドウや
ドアロックなどの装置を作動させ
ると大変危険です。
体の一部をはさみ込まれた場合
は、該当スイッチを押してすぐに
ウインドウを下ろしてください。
大ケガを負う危険があります。

ワンタッチ式パワーウインドウ

ウインドウのスイッチを短く押すか、
いっぱいまで引いて、ウィンドウを完
全に上げるか下げるかします。作動中
にパワーウインドウスイッチに触れる
と作動が停止します。
注: リアシートのウインドウは完全に
は開きません。
運転席からスイッチを押します:
1.  運転席側
2.  助手席側
3.  および5 後部座席用。 

助手席から、スイッチ6 を押します。
乗員の安全
ドライバーは、スイッチ 4  を押すこと
で、リアシート乗員によるパワーウイ
ンドウ操作を無効化できます。インス
トルメントパネルに確認メッセージが
表示され、スイッチ表示灯が点灯しま
す。

半開のウィンドウに物を挟
まないように注意してくだ
さい。パワーウィンドウが

損傷す る恐れがあります。

注: ウインドウが閉まり切るときに抵
抗（木の枝など）を検知すると、ウイ
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ンドウは作動を停止して数センチ下が
ります。

ワンタッチパワーウインドウを作
動できない
ワンタッチパワーウインドウには、熱
保護が装備されています。ウインドウ
のスイッチを16回連続して押すと、保
護モードに入ります（ウインドウを固
定します）。
次のようなことができます:
– パワーウインドウスイッチを短く、
約 30 秒間隔で使用します。
– エンジンが作動している状態で、パ
ワーウインドウスイッチの約 20 分後
にウインドウがロック解除されます。

リモコンによるウインドウの開閉
操作
ドアを外側からロック解除する場合
は、カードのロック解除ボタンを押し
続けると、ワンタッチ式の電動ウイン
ドウを装備するウインドウがすべて、
自動的に開きます。
ドアを外側からロックする場合は、
カードのロックボタンを押し続ける
と、ワンタッチ式の電動ウインドウを
装備するウインドウがすべて、自動的
に閉じます。
運転者がつねに人が車内にいないこと 
を十分確認するとしても、このシステ 
ムを作動させておくことを推奨いたし 
ます。

ウィンドーを閉めたとき
は、体の一部（腕、手な
ど）が車両から突き出て
いないことを確認しま

す。
大ケガを負う危険があります。

作動異常
ウインドウが閉まらない場合、システ
ムは通常モードに戻ります: 該当のス
イッチを必要な回数押してウインドウ
を完全に閉め（ウインドウは徐々に締
まる）、スイッチを1秒間押し続けて
（まだ閉側にある）から、ウインドウ
を完全に下げて再び上げ、システムを
初期化します。
必要に応じて、指定サービス工場にお 
問い合わせください。

ルームランプ
マップランプ

フロント読書灯
(車種によります）

次の機能を作動させるには、各照明 1
または 2  に触れます。
– 常時点灯、
– すぐに消灯します。
注：
– ランプをオンまたはオフにするに
は、ランプを押す必要はありません。
連絡する必要がある場合のみ。
– マルチメディア画面から、ドアを開
いた際のマップランプの点灯を有効/
無効にできます 🡺 130。

リアマップライト
(車種によります）
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次のことを行うには。読書灯3 または
4 をタッチします。
– 常時点灯、
– すぐに消灯します。
注：
– ランプをオンまたはオフにするに
は、ランプを押す必要はありません。
連絡する必要がある場合のみ。
– マルチメディア画面から、ドアを開
いた際のマップランプの点灯を有効/
無効にできます 🡺 130。

ドアのロックを解除して開
けると、ルームランプとフ
ロアーランプが一時的に点

灯します。

ラゲッジルームランプ

照明5 は、トランクを開けると点灯し
ます。

サンバイザ、バニティミラー

サンバイザー
サンバイザー6 を下ろしてフロントウ
インドウを覆うか、クリップを外して
サイドウインドウ側に動かします。

バニティミラー
カバー7 を持ち上げます。

ルームランプ下の照明
（装備により異なります）
照明 8  は、サンバイザを開くと自動的
に点灯します。
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アクセサリ電源
アクセサリソケット 1

これはアクセサリ接続用です。
タイヤ空気充填キットのコンプレッサ
に使用できます（例えば 🡺 338）。

消費電力が 120 W（12 
V）アクセサリに限り接
続できます。
火災の恐れがあります。
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フロント収納ボックス
フロントドアのグローブボックス
1

発炎筒は、ドライバーのフロントドア
グローブボックスにあります。

フロア（ドライバーの
前）には物を置かないで
ください。急ブレーキン
グ時、物がペダルの下に

スライドして使用を妨げる恐れが
あります。

センターコンソールの収納ボック
スまたは非接触充電ゾーン 2

車両によっては、ゾーン 2  に磁気装
置 3  が装備されています。この装置
は、磁気技術が装備されているか、互
換性のある（磁気）ケースが装備され
ている場合にスマートフォンを定位置
に保持する設計の装置です。この装置
は、安定取付けとスマートフォン充電
の最適化を可能にします。
誘導充電ゾーンの詳細については、マ
ルチメディアの指示を参照してくださ
い。

運転の際には、中身が飛び
出ないよう、カップホルダ
に収めた容器を正しく閉じ

てください。
中の液体がこぼれると、周りの電
気装置／電子機器が故障する恐れ
があります。

電磁誘導充電ゾーン 2  は、
所在国やサブスクリプショ
ンの内容により、デジタル

キー 🡺 60 内蔵スマートフォンの
配置ゾーンにもなります 。

電話の充電中は、非接触充
電ゾーン 2  に障害物（始動
カード、USBドライブ、SD

カード、クレジットカード、貴金
属、キー、硬貨など）を置かない
でください。充電の際には、磁気
カードやクレジットカード類を電
話ケースからすべて取り出した後
に、非接触充電ゾーン 2  上に電話
を置いてください。
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誘導充電ソーン 2  内に物を
置くと過熱する恐れがあり
ます。この目的のために用

意されているエリアに置くように
求めるメッセージが表示されます
（収納ボックス、サンバイザー収
納ボックスなど）。

詳細については、マルチメ
ディア機器の取扱説明書を
参照してください。

中央アームレスト収納ボックス5

センターアームレストのカバー 4  を引
き上げます。

急カーブや急ブレーキン
グ、衝突時などに乗員に
飛んでくるおそれがある
ため、硬い物、重い物、

鋭利な物を蓋のない収納スペース
に絶対に入れないでください。

カーブを曲がる時や加
速、ブレーキングの際に
は、カップホルダに入れ
た容器から液体がこぼれ

る危険がないようご注意くださ
い。
熱い液体がこぼれると、火傷をす
るおそれがあります。

サンバイザー収納ボックス 6

高速道路チケット、地図などにご利用 
ください。
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グローブボックス

開けるには、ハンドル 7  を引きます。
ここには、ティッシュボックス、ボト
ルウォーターなどを収納できます。

リア収納ボックス
収納ポケット 8

(車種によります）
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トランクルーム内の収納
リアパーセルシェルフ

取り外し:
– リアヘッドレストを下げます。
– 2本のサスペンションコード1 を外し
ます。
– シェルフ2 を持ち上げて外します。

リアパーセルシェルフの最
大積載量: 均一に重量を分
散した状態で2 kg

– シェルフ2 を内側に押して回しま
す。
– シェルフを少し持ち上げながら、手
前に引き出します。
取付けは、取外しと逆の順序で行いま
す。

リアパーセルシェルフに
は 重い物や固い物を置
かない でください。
急ブレーキや事故の際 

に、車両の乗員がけがをする恐れ
があり大 変危険です。

充電リード用の収納トレイ

車両によっては、このトレイは充電
ケーブル収納用のため、耐荷重上限は 
10 kgです。
アクセスするには、トランクルームを
開き、ハンドル 3  を使用してトランク
カーペットを持ち上げます。
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充電リードストレージト
レイに水が溜まっている
場合や、充電リードコー
ドコネクタまたは車両の

充電ソケットに腐食の兆候、また
は異物が存在する場合は、車両を
充電しないでください。
火災の恐れがあります。
コードの取扱いには十分注意し、
コードを踏む、水に浸す、引っ張
る、何かにぶつけるのはお止めく
ださい。
収納トレイを定期的に点検し、清
掃してください。

ラゲッジルームへの荷物の積み込
み
ラゲッジルームに荷物を積み込むとき 
は、次にようにしてください：

– 通常の荷物の積載には、リアシート
の背もたれに接するようにする（例
A ）。

– 積載量を最大化するためにリアシー
トの背もたれを折り畳む場合は、フロ
ントシートの背に接するようにする
（例: B ）。
輸送する物が積載エリア全体に均等に
分散されている必要があります。
折りたたんだ背もたれの上に荷物を置 
く場合は、背もたれを折りたたむ前に 
必ずヘッドレストを収納し、できるだ 
けぴったりと背もたれを座面に押し付 
けてください。

背もたれを元の位置に戻
す ときは、背もたれが
しっか りとロックされ
ていること を確かめて

ください。
シートカバーを使用する場合は、
背もたれのロックが妨げられない
ように気をつけてください。
シートベルトが正しい位置にある 
か確かめてください。
ヘッドレストを元の位置に戻しま
す。ヘッドレストは安全装置のひ
とつです。 必ず取り付けて、適切
な高さに調節してください。
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必ず重い荷物が一番下に
な るように積み込んで
くださ い。トランクの
フロアにフック4 が取り

付けられている場合は、そのフッ
クを使用してください。急ブレー
キのときに荷物が前方に 飛び出
して乗員にけがを負わせな いよ
う、荷物はしっかりと固定し て
積んでください。リアシートに乗
員がいない場合で も、ラゲッジ
ルームに荷物を積む ときは、
シートベルトのバックル を締め
ておいてください。
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連結

連結装置の許容重量、ブ
レーキ付きまたはブレーキ
なしトレーラーの最大牽引

重量: 🡺 368。
連結部品の選択と取り付け
後付け牽引バー（クロスメンバー
とヒッチ）: 牽引バーと固定具の
総重量は25 kg 以下でなければな
りません。
いかなる牽引装置も使用しない場
合は、照明部品やナンバープレー
トを妨げてはなりません。
あらゆるケースで、各国の安全規
格に従ってベルトの着用義務を果
たしてください。
取付け方法と使用方法は、製品付 
属の説明書を参照してください。
説明書はその他の書類と一緒に常
時携行すること をお奨めします。

最大サイズ A : 757 mm。
車両への損傷を避けるため、牽引ポイ
ントや他の手段を用いて別の車両を牽
引することは固く禁じられています。
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ボンネット
ボンネット安全ロックの解除

開けるには、ダッシュボード左手にあ
るハンドル 1  を引きます。

車両の充電中、またはイ
グニッションのスイッチ
が入っている間は、ボン
ネットの下で作業を行わ

ないでください。

誤ってボンネットが閉ま
る危険があるため、ボン
ネットに圧力をかけるの
はお止めください。

ロックを解除するには、レバー 2  を左
に押してボンネットを持ち上げます。

衝突した場合は、グリル
やボンネットに軽く当
たっただけであっても、
できるだけ早くルノー指

定サービス工場でボンネットの
ロックシステムの点検を受けてく
ださい。
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電気自動車の駆動システ
ムは高電圧電流を使用し
ます。
このシステムは、イグ

ニッションのオフ中およびオフ後
に熱くなることがあります。
車両のラベルに表示される警告
メッセージを尊重します。
車両の「高電圧」電気系統（構成
部品、コード、コネクタ、トラク
ションバッテリ）での作業や改造
は、固く禁じられています。
重度の火傷や感電のリスクは、死
に至る可能性があります。
さらに、クーリングファンが突然
作動することがあります。これ

は、エンジンルーム内の  警
告灯により、通知されます。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。

ボンネット開／閉

ボンネットの開き方

ボンネットを持ち上げ、ストラット 4
を固定具 3  から取り外した場合は、安
全のため、必ず ストラットを定位置 5
においてください。

ボンネットの閉じ方

ボンネットを閉じる前に、エンジン 
ルーム内に何も置き忘れていないこと 
を確認してください。
ボンネットを閉じる際は、ストラット 
4  を固定具 3  に再度取り付けます。ボ
ンネットの中央部を手で支えながら ボ
ンネットを下ろし、閉じる位置の約 30 
cm 上ぐらいのところで手を離しま
す。ボンネットは自重で閉まり施錠さ
れます。
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点検のためにボンネット
を 開ける場合、ワイ
パーのレ バーが停止の
ポジションに あること

を確認してくださ い。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。

ボンネットが確実にロッ
クされていることを確認
します。
ロックを妨げる障害物

（グリット、布など）がないこと
を確認します。

エンジンルームの点検後
は、中に布や工具等を置
き忘れないようご注意く
ださい。

さもないと、エンジンを傷めた
り、火災が発生する恐れがありま
す。

レベル：
エンジン冷却水

 車種によっては、クーラントリ
ザーブタンクの位置が異なる場合があ
ります。
– タンク 1  は、エンジン回路とバッテ
リの冷却に使用されます。
– タンク 2  は、室内回路を冷却するた
めに使用されます。
エンジンを停止し、平坦な場所でオイ
ルレベルを点検してください。どのタ
ンクにおいても、冷えた状態の冷却水
量は、冷却水タンク 1  および 2  上に
ある「MINI」マークと「MAXI」マー
クの間でなければなりません。

冷却水は、水量が「MINI」のマークに
達する前に、冷えた状態で充填してく
ださい。
注: 新車運転中には、油水類の量がタ
ンク上の「MAXI」マークを超えること
がありますが、その場合には、「MINI
」と「MAXI」の間になるまで量を減ら
してください。この作業には危険は伴
いません。

オイル消費量が異常に低下
したり、頻繁に低下する場
合は、認定ディーラにご相

談ください。

エンジンが熱いうちは、
冷 却水回路には絶対に
手をふ れないでくださ
い。

やけどをするおそれがあり ます。
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電気自動車の駆動システ
ムは高電圧電流を使用し
ます。
このシステムは、イグ

ニッションのオフ中およびオフ後
に熱くなることがあります。
車両のラベルに表示される警告
メッセージを尊重します。
車両の「高電圧」電気系統（構成
部品、コード、コネクタ、トラク
ションバッテリ）での作業や改造
は、固く禁じられています。
重度の火傷や感電のリスクは、死
に至る可能性があります。
さらに、クーリングファンが突然
作動することがあります。これ

は、エンジンルーム内の  警
告灯により、通知されます。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。

冷却水レベルの点検時期
冷却水レベルを定期的に点検してくだ
さい（冷却水の不足は、エンジンと
バッテリを大幅に劣化させる恐れがあ
ります）。
補充には必ずメーカー推奨クーラント 
をご使用ください。メーカー推奨クー 
ラントは以下の成分を含んでいます：

– 冷却回路の凍結防止
– 冷却水系統の錆止め

交換時期
整備手帳を参照してください。

車両の充電中、またはイ
グニッションのスイッチ
が入っている間は、ボン
ネットの下で作業を行わ

ないでください。

点検のためにボンネット
を 開ける場合、ワイ
パーのレ バーが停止の
ポジションに あること

を確認してくださ い。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。

ブレーキ液

 エンジンを停止し、平坦な場所
でオイルレベルを点検してください。
ブレーキ液はできるだけこまめに点検 
してください。またブレーキの効き具 
合に少しでも異常を感じたら必ず点検 
してください。

交換時期
整備手帳を参照してください。

オイル消費量が異常に低下
したり、頻繁に低下する場
合は、認定ディーラにご相

談ください。
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ブレーキ液の補充
ブレーキ油圧系統に何らかの整備を実 
施したら、必ず専門家にブレーキ液を 
交換してもらってください。補充する
ときは、必ず（シールされたボトル
の）メーカー推奨ブレーキ液をご使用
ください。

レベル 1
通常はブレーキパッドが消耗するとブ
レーキ液レベルも下がりますが、絶対
に「MINI」の警告ラインを下回らない
ようにしてください。
ご自分でディスクの摩耗状態を点検す
る場合は、指定サービス工場または
メーカーのウェブサイトから、点検手
順を記載した文書を入手してくださ
い。

ウインドウウォッシャータンク

ブレーキ液の補充
キャップ2 を開いて、液面が見えるよ
うになるまで補充し、キャップを閉め
ます。

ウォッシャー液
必ず、不凍液含有のフロントウィンド
ウウォッシャー液をお使いください。
正規ディーラーか適格専門スタッフへ
のご相談をおすすめします。
注: （ポンプやノズルに石灰が堆積
し、プライミングポンプに損傷を及ぼ

す危険があるため、）硬水は使用しな
いでください。
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12 V バッテリ
はじめに

12 Vバッテリは、車両装備（照明、
ウィンドウワイパ、オーディオシステ
ムなど）や、ブレーキアシストに代表
される特定の安全確保システムの作動
に必要な電力を供給します。
バッテリーを開いたり、液を追加した
りしないでください。

車両の充電中、またはイ
グニッションのスイッチ
が入っている間は、ボン
ネットの下で作業を行わ

ないでください。

メンテナンスと交換
12 V バッテリ 1  の充電残量は、特に、
お使いの車両を次のような状況で使用
すると少なくなり得ます。
– 外気温が低下したとき
– エンジンを停止した状態で、電力を
消費するデバイスを長時間使用した
後。

お客様の安全を確保し、
車両電装品（灯火類、フ
ロントワイパ、ABS な
ど）を正しく作動させる

ため、12 Vバッテリ絡みの作業
（取外し、切離しなど）は、必ず
有資格専門作業員に行わせてくだ
さい。
重大なやけどまたは感電の危険性
があります。
メンテナンス資料に記載された交
換間隔に（超過なく）従う必要が
あります。
バッテリーは専用タイプです。同
型のバッテリーと交換してくださ
い。
正規サービス工場にご連絡くださ
い。

328 -  点検整備



バッテリー：

5   

電気自動車の駆動システ
ムは高電圧電流を使用し
ます。
このシステムは、イグ

ニッションのオフ中およびオフ後
に熱くなることがあります。
車両のラベルに表示される警告
メッセージを尊重します。
車両の「高電圧」電気系統（構成
部品、コード、コネクタ、トラク
ションバッテリ）での作業や改造
は、固く禁じられています。
重度の火傷や感電のリスクは、死
に至る可能性があります。
さらに、クーリングファンが突然
作動することがあります。これ

は、エンジンルーム内の  警
告灯により、通知されます。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。

ラベル A

バッテリーに記載されている次の注意 
事項を守ってください。
2.  火気厳禁、禁煙。
3.  必ず目を保護すること。
4.  子供を近づけないこと。
5.  爆発性物質。
6.  マニュアルを参照してください。
7.  腐食性物質

車両故障時の対処の仕方

12V バッテリの切離しは
禁じられています。
重大なやけどまたは感電
の危険性があります。

車両の損傷を避けるため、
次のものを用いて補助 12 V
バッテリを充電するのはお

止めください。
– 外部バッテリチャージャを使用
する。
– 他の車両のバッテリを使用す
る。
正規サービス工場にご連絡くださ
い。

お使いの電気自動車を使用
して、別の車両の 12 Vバッ
テリを再始動するのはお止

めください。電気自動車の 12 V 
電力では、この作業に十分に対応
できません。
車両に損傷を与える危険性があり
ます。
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車両によっては、バッテリ
の不具合（バッテリの切
断、放電など）が生じた場

合、パワーステアリングの角度を
リセットしなければなりません 
🡺 137。

330 -  点検整備



クリーニング

5   

ボディのメンテナンス
お手入れを欠かさないことで、お車を
長持ちさせることができます。日頃か
らのボディのお手入れをおすすめしま
す。
車両には高性能の防錆塗装が施されて
います。しかしながら、さまざまな要
因によって影響を受けることがありま
す。
大気中の腐食物質
– 大気汚染物質（人口密集地域や工業
地帯）、
– 海岸沿いの地域（特に夏季）の大気
中の塩分、
– 凍結防止剤の散布や路面清掃の散水
などの季節的条件や高湿度の天候条件
接触事故
研磨剤
大気中の埃、砂、泥や他車による飛び
石など
これらのリスクから守るために、最低
限の予防策を講じてください。

ボディのお手入れ
洗車時はエンジンを停止し、テクニカ
ルサービス推奨のシャンプーをお使い
の上こまめに洗車を行ってください。
（研磨剤入りの洗剤は使わないでくだ
さい。）前もってジェットウォッ
シャーを使用して十分に洗い流してく
ださい。

– 樹木の樹脂や産業による汚染物質。
– 泥が付着していると水分を吸収し、
錆が発生しやすくなります。ホイール
ハウス内側やボディ下側など泥が付き
やすいところをよく洗ってください。
–  鳥の糞（塗料と化学反応を起こして
塗装の変色を促進し、最終的には塗装
が剥がれます）。
こうした跡を見つけたら直ちに洗い流
してください。放置すると研磨しても
取り除けないようになります
– 凍結防止剤が散布された道路を走行
したあとは、ホイールハウス内側やボ
ディ下側を特によく洗ってください。
車両から落ち葉（樹液、樹膜など）を
定期的に除去します。
砂利道を走行するときは、塗装面を傷
つけないようにするため、前車との車
間距離を十分にとってください。
塗装面が傷ついたら、できるだけ早 く
修理を受けるか、タッチアップペ イン
トなどで補修してください。錆 が広が
るのをくい止めることができ ます。
防錆保証対象車の場合、忘れ ずに定期
点検を受けてください。整備手帳を参
照してくだ さい。
洗車をする場合には、現地の規制に
従ってください（公道での洗車禁止
等）。
高圧洗浄装置で車両を洗浄する場合
は、次の注意事項を踏まえて行ってく
ださい。

– 車両の塗装、洗浄箇所または洗浄コ
ンポーネントが、高圧洗浄装置で洗浄
可能なものか確認してください。
– 高圧洗浄装置の圧力は 100 bar 未満
でなければなりません。
– 洗浄時には、噴射ノズルを、車両か
ら 15cm 以上離して使用し、水量も、
1 分あたり 15 L 未満にしてください。
– （塗装に傷が付いたりシールが剥が
れたりする危険があるため）同じ箇
所、衝突痕のある箇所、またはシール
の連続洗浄はお止めください。
機械部品やヒンジ部などを洗浄した場
合は、必ずテクニカルサービス認可の
ケア製品をスプレーして性能を維持す
るようにしてください。

ルノー販売店でお求めにな
れる専用のケア製品を選び
ました。

ボディのお手入れに関する注意
日差しの強い日や凍える日に洗車し な
いでください。
泥や汚れを液体などで軟化せずに削り
落とす。
汚れやごみを付着したままで放置し な
いでください。
傷から発生する錆を放置しないでく だ
さい。
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メーカーが推奨するもの以外の溶剤を
用いて汚れを取り除こうとしないでく
ださい。塗装面を傷めるおそれ があり
ます。
雪や泥の中を走行後、特にホイール
アーチやボディの下回りなどを洗わず
に放置する。

高圧洗浄や、メーカーが推奨するスプ
レー洗浄液以外などで脱脂や洗浄をし
ないでください:
– 機会部品（エンジンルーム内の機械
部品など）。
– 車輪（ブレーキキャリパーなどのブ
レーキシステムコンポーネントな
ど）。
– ボディ下側。
– ヒンジ付き部品類（例: ドアの内
側）。
– 塗装したバンパーなど樹脂製の外装
部品
これらは、錆の発生や故障を招くおそ
れがあります。

マット塗装の車両の特性
このタイプの塗装には一定の注意が必
要です。

ボディのお手入れ
やわらかい布やスポンジなどを使用し
て、十分な水で車両を手洗いしてくだ
さい。

ボディのお手入れに関する注意
ワックス（艶出し）を原料とした製品
の使用。
強い摩擦を与える。
洗車機に車両を通す。
塗装にステッカー類を貼り付ける（跡
が残るおそれがあります）。

高圧洗浄装置を使用した洗車

洗車機使用の場合
車両を適切に保ち損傷を防ぐため、以
下の指示および洗車場で示されている
指示を遵守してください。
– ワイパーレバーをオフ位置🡺 148に
戻します。
– すべての開閉部およびウインドウを
閉じます。
– 外装品（追加ヘッドランプ等）の取
付けを点検します。
– アンテナが装着されている場合は、
取り外してください。
– 可能であればドアミラーを格納して
ください。

– ルーフバーやサイクルキャリアなど
のアクセサリーを取り外してくださ
い。
注意：車両によっては、洗浄後、アン
テナをできるだけ奥までねじ込んで再
取付けすることを忘れないでくださ
い。

車両の洗浄
エンジンルーム、充電接
続部、トラクションバッ
テリを高圧ジェットで絶

対に洗わないでください。
電気回路を損傷する危険がありま
す。
充電中は車両を絶対に洗わないで
ください。
感電により死亡するおそれがあり
ます。

ヘッドランプ、テールランプ、セ
ンサ、カメラのクリーニング
必ず柔らかい布で拭いてください。
十分でない場合は、石鹸水で布を湿ら
せ、柔らかい布または綿毛で洗い流し
てください。
最後に、柔らかい布でそっと乾拭きし
てください。
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アルコール系製品や器具（例: スク
レーパーなど）の使用は禁止されてい
ます。

クリーニングステッカー、装飾
フィルムなど

ボディのお手入れ
必ず柔らかい布で拭いてください。
石鹸水で少し湿らせてから、いつも柔
らかい布やコットンできれいに拭いて
ください。
最後に、柔らかい布でそっと乾拭きし
てください。

ボディのお手入れに関する注意
アルコール系洗浄剤を使用してくださ
い。
工具（スクレーパーなど）を使用しま
す。
強い摩擦を与える。

高圧洗浄装置を使用した洗車

内装のお手入れ
はじめに
お手入れを欠かさないことで、お車を
長持ちさせることができます。日頃か

らの内装のお手入れをおすすめしま
す。
汚れは直ちに取り除いてください。
どのような汚れに対しても、必ず天然
石けんと冷水（またはぬるま湯）で
作った石けん水をお使いください。
食器用洗剤、粉末洗剤、アルコールを
含んだ溶剤は使用しないでください。
必ず柔らかい布で拭いてください。
すすぎ、余分な水を拭き取ります。

マルチメディア画面
画面のメンテナンスは、マルチメディ
ア機器のタイプによって異なる場合が
あります。詳細については、マルチメ
ディア機器の取扱説明書を参照してく
ださい。

計器類の透明カバー
（例: インストルメントパネル、時
計、外気温計など）。
必ず柔らかい布で拭いてください。
汚れが落ちないときは、石けん水を少
量含ませた布で拭き、その後水で濡ら
した別の柔らかい布で拭き取ってくだ
さ い。
最後に、柔らかい布でそっと乾拭きし 
てください。
アルコールを含む製品やスプレーはこ
のエリアに使用しないでください。

シートベルト
シートベルトは常に清潔にしておき ま
しょう。
ルノー認定製品（ルノーショップ） ま
たは石鹸水（ぬるま湯）をスポン ジに
つけて拭き、乾いた布で拭き取 りま
す。
溶剤や染料は絶対に使用しないでく だ
さい。

布地（シート、ドアトリムなど）
定期的に埃を取り除くようにしてくだ
さい。

液体の汚れ
石けん水を使用してください。
液体を柔らかい布に含ませるか（こす
らずに）軽く叩いて拭き取ってから、
水拭きをし、最後に余分な水分を拭き
取ってください。

固形の汚れや粘着質の汚れ
ヘラを使って、直ちに固形の汚れや粘
着質の汚れを慎重に落とします（汚れ
が広がらないように外側から内側に向
かってヘラを動かします）。
液体汚れの場合は、指示に従って清掃
します。
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飴やチューインガムについての注
意事項
汚れの上に氷を当てて固まらせます。
その後は固形の汚れと同じ手順です。

内装のお手入れについてア
ドバイスをお受けになりた
い場合、または満足の行く

ようにお手入れできなかった場合
は、正規ディーラーまでご相談く
ださい。

取り外し可能な車内装備の取り付
け／取り外し
汚れを取り除くために、取り外し可能
な装備（フロアマットなど）を取り外
した場合は、装備を正しい側に（例え
ば運転席側フロアマットは運転席側
に）正確に取り付け、所定のパーツで
しっかりと固定（例：必ずもとから付
いていた固定具を使って運転席フロア
マットを固定）してください。
必ず停車した状態で、運転の妨げにな
るものがないか確認してください（ペ
ダルの下に障害物がないか、足がフロ
アマットに引っかからないかなど）。

ボディのお手入れに関する注意
防臭剤や香水などを吹き出し口の付近
に置くこと。ダッシュボードのトリム
を傷める恐れがあります。

車内で高圧洗浄機やスプレーを使用す
ること。
車内の電気系統またはコンピューター
の機能を低下させたり、故障の原因と
なったりする可能性があります。
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タイヤ
タイヤのメンテナンス
タイヤは車と地面とを結ぶ唯一の接点 
です。したがって安全な走行のために 
はタイヤを常に良好な状態に維持する 
ことが大切です。
タイヤは、地域の道路交通法で定めら
れている規制に準拠する必要がありま
す。

タイヤは、良好な状態で、タイヤ接地
面（トレッド）の溝にも十分な深さが
なかればなりません。ルノー技術部門
認定タイヤは、タイヤの摩耗状態を示
すためにトレッドの数カ所に設けられ
ている摩耗警告ストラップ 1  も備えて
います。

トレッドが磨耗すると、摩耗インジ
ケータが現われ、タイヤ交換が必要だ
と一目でわかります 2 。摩耗インジ
ケータが現れた状態では、トレッドの
溝の深さが最大でも約 1.6 mm しかな
い状態に達しており、滑りやすく濡れ
た路面などでは十分な排水ができず正
常なグリップ力を発揮できない状態に
あるため、必ずタイヤを交換してくだ
さい。
また荷物の積み過ぎや夏期の長距離走
行、高速走行あるいは悪路の走行など
はタイヤの摩耗や劣化を早めます。安
全のためタイヤはこまめに点検しま
しょう。

「歩道にあたる」など運
転中のトラブルにより、
タイヤやリムが損傷した
り、フロントまたはリア

アクスルの調整不良を引き起こし
たりします。このような場合は、
ルノー指 定サービス工場で点検
を受けてく ださい。

タイヤ空気圧
タイヤの空気圧の仕様に準拠します。
少なくとも毎月1回、または長距離走
行をする前はタイヤ空気圧を点検して
ください（運転席側のドアに貼ってあ
るラベルをご覧ください）🡺 337。

タイヤ空気圧が適正でな
いと、タイヤが異常に磨
耗したり、異常に熱く
なったりします。これら

は、安全性に重大な影響を及ぼ
し、次の原因につながる可能性が
ある要因です。
– ロードホールディングが低下し
ます。
– バーストやトレッドのはく離が
起こるおそれがあります。
適切なタイヤ空気圧は、積載重量 
と走行速度によって異なります。
車の使用状況に応じて空気圧を調
整してください（運転席ドアのサ
イドに貼ってあるラベルを参
照）。

空気圧の点検はタイヤが冷えていると
きに行ってください。気温の高いとき
や高速走行後、タイヤがまだ暖まった
状態の時はタイヤ空気圧は通常よりも
高くなっています。
タイヤが冷えており空気圧を点検でき
ない場合は、推奨空気圧より 0.2 から 
0.3 bar（3 PSI） 高めに調整してくだ
さい。
温間時にタイヤの空気は絶対に抜かな 
いでください。
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注意:バルブキャップが
なかったり締め方が悪
かったりすると、タイヤ
の気密性が損なわれてタ

イヤ空気圧が低下することがあり
ます。
バルブキャップを必ず元のバルブ 
に装着し、完全に締めてくださ 
い。

タイヤ空気圧監視システム
装備車両
（パンクなどにより）タイ

ヤの空気圧が基準を下回ると、

 警告灯がインストルメント
パネル 🡺 177 上に表示されます。

タイヤの交換
新品のタイヤの取り付けについては、
認定ディーラまでお問い合わせくださ
い。

安全性を守り、道路交通
法に従うために：
タイヤを交換する場合
は、必ず元のタイヤと同

じメーカー、サイズ、タイプ、ア
クスルのものを取付けてくださ
い。
交換後のタイヤは、少なくとも耐
荷重と速度定格が元のタイヤと同
じであるか、認定ディーラ推奨の
ものでなければなりません。
これらの指示に従わなかった場
合、安全性が損なわれると共に車
両の適合性を無効にする可能性が
あります。
車両制御の喪失の危険性がありま
す。

冬期の使用

チェーン
安全のため、後輪にはチェーンを装着 
しないでください。
標準装備のタイヤよりも大きなサイズ
のタイヤを取り付けると、チェーンが
装着できなくなります。

一方向タイヤ
一方向タイヤは、一方向にのみ取り付
けてください。この方向を守らなけれ
ばなりません。
一方向タイヤをパンク後の回転方向と
は反対側に取り付ける必要がある場合
は、特に濡れた道路では注意が必要で
す。タイヤの仕様が適合しないためで
す。

「スノー」タイヤまたは「スタッ
ドレス」タイヤ
正常なグリップ力を確保するため、四
輪ともに同一種類のタイヤを装着する
ことをおすすめします。
注意: これらのタイヤには回転方向が
決められている場合があり、使用可能
な設定速度が車両の最高速度より低い
ことがあります。

スパイクタイヤ
スパイクタイヤはそれぞれの国や地方
の法律で定められた期間以外は使用で
きません。法定制限速度を遵守してく
ださい。
スパイクタイヤは最低限フロントホ
イール両輪に装着してください。
注: スノータイヤ、冬期タイヤ、ス
タッドタイヤの使用時には、車両の走
行可能距離が大幅に減少します。
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いずれの場合にも、お車に
最適な装備を選択させてい
ただくために、ルノー正規

サ ービス工場にお問い合わせい
ただくことをお勧めします。

チェーンは、お車に標準
装備されたタイヤと同じ
サイズのタイヤにしか装
着できません。

チェーン装着は可能ですが、専用
のチェーンに限ります。指定サー
ビス工場に相談してください。

タイヤ規定空気圧
ラベル A

数値を読み取るには、運転席ドアを開
けてください。
空気圧の点検はタイヤが冷えていると
きに行ってください。
タイヤが冷えており空気圧を点検でき
ない場合は、推奨空気圧より 0.2 から 
0.3 bar（3 PSI） 高めに調整してくだ
さい。温間時にタイヤの空気は絶対に
抜かな いでください。

B.  ：車両に装着されているタイヤの
直径
C.  : フロントホイールのタイヤ空気
圧。
D.  : リアタイヤの空気圧（高速走行
時）。
快適性と車両の挙動のバランスをとる
ために最適なタイヤ空気圧は 2.3 bar 
です。航続距離を極限まで長くするに
は、タイヤ空気圧を、空気圧ラベルに
示されている「ECO」空気圧まで上げ
ます。
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タイヤ空気圧監視システム
装備車両
（パンクなどにより）タイ

ヤの空気圧が基準を下回ると、

 警告灯がインストルメント
パネル 🡺 177 上に表示されます。

タイヤの安全確保とチェー
ン取付け: タイヤの保守に
関する定めや、車種別の

チェーン使用に関する情報につい
ては 🡺 335。

フルロード(最大許容荷
重)でトレーラをけん引
する車両
最高速度を 100 km/h 以

下に保ち、タイヤ空気圧を 
0.2 bar 🡺 368ずつ上げます。
タイヤはく離のリスク。

安全性を守り、道路交通
法に従うために：
タイヤを交換する場合
は、必ず元のタイヤと同

じメーカー、サイズ、タイプ、ア
クスルのものを取付けてくださ
い。
交換後のタイヤは、少なくとも耐
荷重と速度定格が元のタイヤと同
じであるか、認定ディーラ推奨の
ものでなければなりません。
これらの指示に従わなかった場
合、安全性が損なわれると共に車
両の適合性を無効にする可能性が
あります。
車両制御の喪失の危険性がありま
す。

タイヤ空気注入キット
はじめに
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このキットを使うと、6 
mm未満の物が原因でタ
イヤのトレッド部分 A
に生じた傷を修理できま

す。6 mm以上の傷やタイヤの側
面 B  についた切り傷などにより
生じたパンクの修理にはこのキッ
トをお使いいただけません。
ホイールリムが良好な状態にある
ことも確認してください。
パンクの原因となった異物がタイ 
ヤに刺さったままである場合は、 
それを取り除かないでください。

パンクした状態での走行
により損傷したタイヤに
はタイヤ空気圧注入キッ
トを使用しないでくださ

い。
修理を行う前にはタイヤ側面を入 
念に点検してください。
また、空気圧の不足したタイヤ
や、空気が完全に抜けた（または
パンクした）タイヤで走行するこ
とは危険であり、タイヤも修理不
可能になります。
これはあくまでも応急処置です。
パンクしたタイヤは、できるだけ
速く専門家に点検（可能なら修
理）してもらってください。
このキットを使って修理したタイ
ヤを交換する場合は、そのことを
作業員に伝えてください。
走行時、タイヤ内に注入された内
容物による振動が感じられること
があります。

このキットは、装備車両
のタイヤだけを修理する
ために認定を受けていま
す。

いかなる場合でも、他の車両のタ
イヤを修理したり、その他の物
（救命具やボートなど）を膨らま
せることに使用しないでくださ
い。
パンク修理剤の製品ボトルを扱う
際に、液体が皮膚にかからないよ
うにしてください。もし付着した
場合は、大量の水で洗い流してく
ださい。
修理キットを子供の手の届くとこ
ろに放置しないでください。
ボトルは絶対に投棄しないでくだ
さい。指定サービス工場または回
収業者までお届けください。
ボトルの使用期限はボトルに貼ら
れたラベルに記載されています。
使用期限を点検してください。
注入チューブとパンク修理剤ボト
ルを交換するときは、指定サービ
ス工場においでください。
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パンク時は、トランクフロアマット下
にあるキットをご使用ください。

タイヤ空気圧監視システム
装備車両
（パンクなどにより）タイ

ヤの空気圧が基準を下回ると、

 警告灯がインストルメント
パネル 🡺 177 上に表示されます。

エンジンを回転させ、パーキングブ
レーキをかけた状態で次の作業を行い
ます。

– 車両のアクセサリーソケットに接続
されているすべてのアクセサリーを切
り離します。
– 牽引装置を装備する車両の場合は、
必要に応じて連結ソケットの接続を外
します。
–  車両のトランクにある空気注入ボン
ベキットに関する情報を参考に、取扱
説明に従って作業します。
– タイヤを推奨圧力まで膨張させます 
🡺 335。
– 15 分間を上限として空気を注入し
たら、注入を止め、（圧力計 2  に表示
されている）空気圧を読み取ります。
注: 容器が空になるまでの間（約 30 秒
間）は、圧力計 2  の表示値が最大で 6 
bar に達することもありますが、その
後、表示値は下がります。
– 空気圧の調整: 空気圧を上げるには
キットを使って空気注入を続けます。
空気圧を下げるにはボタン 1  を押しま
す。
15 分かけても推奨空気圧 1.8 bar にな
らない場合は、修理不能です。車両を
走行させずに、正規ディーラーにご相
談ください。

キットを使用する前に車
両を交通の妨げにならな
い場所に移動してハザー
ドランプを点灯し、パー

キングブレーキをかけ、車両の全
乗員を車から下ろして安全な場所
に退避させてください。

道路の脇に車を駐車する
ときは、三角停止表示板
や国の法規で定められた
機器を使用して他の車に

駐車中であることを知らせる必要
があります。
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正しい空気圧になるまで空気を注入し
たら、キットを取り外します。取り外
す際には、ボンベ内の残存空気が飛散
しないよう注入アダプタのねじをボン
ベ 3  からゆっくり緩め、取り外したボ
ンベは、ボンベ内の空気が漏れ出さな
いようプラスチック容器に入れて保管
します。
– 運転時の推奨事項のラベル（ボンベ
下にある）を、ダッシュボード上のド
ライバーからよく見える場所に貼り付
けます。
– キットを収納してください。
– 一回目に空気注入を行った後は、タ
イヤからまだ空気が漏れます。穴をふ
さぐために走行を行うことが必要で
す。
– ただちににエンジンを始動して、20
～60 km/h の速度で走行し、空気をタ

イヤ全体に行き渡らせます。3 km ほ
ど走行したら停車して、空気圧を点検
します。
– 空気圧が 1.3 bar を超えている場合
でも、推奨空気圧を下回っていれば、
（運転席側ドアの端部に貼付されてい
るラベルの値を参考に）空気圧を再調
整します。それ以外の場合は、正規代
理店にご連絡ください。タイヤは修理
できません。

キットの使用上の注意
キットは 15 分以上連続して使用しな 
いでください。
液体が残っていてもボンベは使用後に
交換する必要があります。

ドライバーの足元には何
も置かないでください。
急ブレーキなどが必要な
ときに、ペダルの下に物

が滑り込みブレーキ操作の妨げと
なる危恐れがあります。

注意:バルブキャップが
なかったり締め方が悪
かったりすると、タイヤ
の気密性が損なわれてタ

イヤ空気圧が低下することがあり
ます。
バルブキャップを必ず元のバルブ 
に装着し、完全に締めてくださ 
い。

キットで修理した後、
200 km 以上走行しない
でください。
また、走行速度を抑え、

いかなる場合も 80km/h を超えな
いようにしてください。ダッシュ
ボード上のドライバーからよく見
える場所に貼り付ける運転時の推
奨事項のラベルが注意を促しま
す。
国または地方の法律により、タイ
ヤ空気注入キットで修理したタイ
ヤは交換しなければならない場合
があります。
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ツール
ツールキットの場所

ツールキットは、トランクフロアマッ
ト下にあります。
使用後、ツールが正しく保管されてい
ることを確認してください。

タイヤ空気充填キット コンプレッ
サ 1
🡺 338

ホイールキャップツール 2
ホイールキャップを取外すのに使用し 
ます。

セントラルキャップを取り
付けたり取り外したりする
ために、ツールを使用する

必要はありません。

牽引リング 3
🡺 343

V2L 充電 4  用アダプタ
🡺 43

パンク防止製品の容器 5
🡺 338

ツールを車内に放置した
まま走行するのはお止め
ください。ブレーキをか
けたときに飛散する恐れ

があるためです。放置しておくと
乗員がケガをするおそれがあるた
め、使用後はツールキット内に固
定して決められた場所に格納して
ください。
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けん引: 故障車両

必ずけん引に関する現行の規則を守っ 
てください。
車両を牽引したり、プラットフォーム
上で回収したりする前に、状況に応じ
て、ギアコントロールが N ポジション
にあることや、パーキングブレーキが
解除されていることを確認してくださ
い。
次の指示に従います。
– 車内にカードを置き、ブレーキペダ
ルを踏みながらエンジン始動ボタンを
押します。
– シフトレバーをN🡺 161位置にセッ
トします。
– エンジン始動ボタンを押して停止し
ます。

– ブレーキペダルを踏まずに、エンジ
ン始動ボタンを2秒以上押します。ア
クセサリ機能に電力が供給され、車両
のランプ機能（ハザードランプ、ブ
レーキランプなど）を使用できる状態
になります。夜間は、灯火類を点灯し
てください。「強制アフター イグニッ
ションon」というメッセージがインス
トルメントパネル上に表示されます。
– 運転席シートベルトを着用している
場合はこれを外します。
– 運転席側ドアを開けます
– ブレーキペダルを踏みながらパーキ
ングブレーキを解除します 🡺 167。
「P.ブレーキが ゆるい」というメッ
セージがインストルメントパネル上に
表示されます。
– 運転席のドアを閉めます。車両を
ロックしないでください（「強制アフ
ター イグニッションon」モードをオ
ンにしておく必要があります）。
– けん引が完了したら、ブレーキペダ
ルを踏まずにエンジン始動ボタンを2
秒以上押します（バッテリー放電のリ
スクがあります）。「強制アフター イ
グニッションon」というメッセージが
インストルメントパネルから消えま
す。

けん引の選択
フロントホイールを接地して車両をけ
ん引することは固く禁じられていま
す。

ツールを車内に放置した
まま走行するのはお止め
ください。ブレーキをか
けたときに飛散する恐れ

があるためです。

けん引ポイントへのアクセス
必ずフロント牽引ポイント 2  を使用し
てください（ドライブシャフトまたは
車両の他の部分は絶対に使用しないで
ください）。このけん引ポイントは車
をけん引するためのものです。車体を
持ち上げるために使用してはなりませ
ん。
注: マイナスドライバーなどの工具を
使用する場合は、必ずけん引ポイント
エリアを布などで保護してください。
牽引リング 3  を手でできる限りねじ込
みます。
必ず牽引フック 3  を使用してくださ
い。
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フロントけん引ポイント2

フラップ 1  の上部を押して傾けます。

けん引リングが正しくボ
ルトで固定されているこ
とを確認します。
けん引対象物を失う恐れ

があります。

エンジンを停止すると、
パ ワーステアリングや
ブレー キの作動はでき
ません。

– 堅いけん引用のバーを
使用してください。ロー
プや ワイヤーの使用が

許可され ている国で、それらを
けん 引に使用する場合は、けん
引さ れる車のブレーキが機能し
てい なければなりません。
– 走行に支障のある車両をけん引 
してはなりません。
– 急に加速したり急ブレーキをか
けたりしないでください。そのよ
うな場合には車両が損傷するおそ
れがあります。
– どのような状況でも、25 km/h 
以下の速度で走行してくださ 
い。

車両への損傷を避けるた
め、牽引ポイントや他の手
段を用いて別の車両を牽引

することは固く禁じられていま
す。
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エクステリアランプ: 電球の交
換
ヘッドランプ

LED デイタイムランニングランプ
／サイドランプ／ロービーム／ハ
イビーム 1

メーカーにお 問い合わせください。

LED 日中走行灯／側灯 2
メーカーにお 問い合わせください。

LED 方向指示灯 3
メーカーにお 問い合わせください。

テールランプと表示灯

LED ハイマウントストップランプ 
1
メーカーにお 問い合わせください。

LED 方向指示灯／側灯／リアフォ
グランプブレーキランプ 2
メーカーにお 問い合わせください。

LED バックランプ 3
メーカーにお 問い合わせください。

LED ナンバープレートランプ 4

メーカーにお 問い合わせください。
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サイドウインカー 5

メーカーにお 問い合わせください。

ルームランプ: バルブ交換
読書灯 1  および 2

メーカーにお 問い合わせください。

読書灯 3  および 4

メーカーにお 問い合わせください。
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カーテシミラーランプ5

メーカーにお 問い合わせください。

トランクランプ6

メーカーにお 問い合わせください。
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ウインドウワイパーブレード 2
の交換

ワイパを交換するには、まずサービス
位置B に入れます。
イグニッションスイッチ ON 、エンジ
ンオフ；
– レバー1 を連続して2回位置A に移動
します（1回スイープ）。ワイパブ
レードはボンネットからサービス位置
B で停止します。
– ワイパーアームを持ち上げ、タブ 4
を下げてから、ブレードを下方に取り
外します。

取付け
ワイパーブレード2 を取り付ける際
は、アーム3 のハウジングにカチッと
いう音がするまで挿入します。ブレー
ドが確実に固定 されたことを確認しま
す。
ブレードを低位置に戻すには、ワイ
パーがフロントガラスに折り畳まれて
いることを確認してから、レバー1 を
位置A に移動します（1 回スイー
プ）。イグニッションがオンになった
ときに、フロントウィンドウのワイパ
ブレードがボンネットに折り畳まれま
す。

ワイパーブレードの状態を
こまめ に点検してくださ
い。これにより 耐用年数が

大きく変わります：
– ブレード、フロントウインドウ
は定期的にセッケン水で洗ってく
ださい。
– フロントウインドウが乾燥して
いる状態で使用しないでくださ
い。
– 長期間使用しないときは、ワイ
パーをフロントウインドウから離
してください。
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リアワイパーブレード 5

オフ位置にあるレバー（無効化）:
– ワイパーアーム6 を起こします。
– リアワイパーブレード5 をクリップ
が外れるまで回転させます（動作
C ）。
– リアワイパーブレード5 を引っ張っ
て外します。
取付け
ワイパーブレードの取付けは、逆の手 
順で行います。ブレードが確実に固定 
されたことを確認します。

ワイパーブレードの状態を
こまめ に点検してくださ
い。これにより 耐用年数が

大きく変わります：
– ブレード、フロントウインドウ
は定期的にセッケン水で洗ってく
ださい。
– フロントウインドウが乾燥して
いる状態で使用しないでくださ
い。
– 長期間使用しないときは、ワイ
パーをフロントウインドウから離
してください。

– 気温が低く、ワイパー
が凍結して いる可能性
があるときは注意して 

ください。凍りついたワイパーを 
無理やりに作動しようとすると、 
ワイパーモーターが過熱し、傷む 
恐れがあります。
– ワイパーブレードの状態をこま
め に点検してください。
機能が低下してきたらすぐに交換
してください（1 年に 1 度は交換
してください）。
ブレードの交換中、ブレードが取 
外されているときは、アームがウ 
インドー上に落ちないように注意 
してください（ウインドーが損傷 
するおそれがあります）。

リアワイパーブレードを
交換する前に、レバーが
停止位置（作動解除）に
あることを確認してくだ

さい。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。

使用上のアドバイス -  349



ヒューズ

    6

ヒューズボックス
電装品が作動しない場合は、まずヒ 
ューズの状態を点検してください。

ヒューズボックス A

フラップ 1  のクリップを外します。

ヒューズボックス B
(車種によります）

ヒューズは、室内 B  のグローブボック
スの後ろからアクセスすることができ
ます。開ボタンでグローブボックスを
開きます。
これでヒューズボックス 2  に直接アク
セスできます。

ピンセット3

ヒューズパネル上にあるヒューズをプ
ライヤ 3  を用いて取り外します。
抜き取ったヒューズをリムーバーから 
取外すときは、ヒューズを横にスライ 
ドさせます。
ヒューズの空いた場所を使用しないよ 
うにしてください。
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該当ヒューズを確かめ、
必要に応じて 交換しま
す。交換後のヒューズ
は、必ず元のヒューズと

同じ定格のものにしてください。
容量の大きなヒューズを付ける
と、装置の電力消費が異常に増え
たと きに配線などが過熱し、火
災発生につながるおそれがありま
す。

現地の法令に従うため、ま
たは予防措置として次の対
応を行ってください。

予備のヒューズとバルブセットを
用意しておくと安心です。ルノー
指定サービス工場でお求め下さ
い。
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ヒューズの配置
（ヒューズの有無は車両の装備レベルによって異なります）
ヒューズ配置ラベルを備えていない車両

352 -  使用上のアドバイス



ヒューズ

6   

番号 該当

1 リアワイパー／リアフォグランプ

2 方向指示灯

3 ブレーキランプ

4 右リアウインドウ制御モーター

5 運転席側ウィンドウ制御モーター

6 左リアウインドウ制御モーター

7 助手席側ウインドウ制御モーター

8 バックミラーECU - 多重ドアマトリックスコントロール

9 連結ソケット通信モジュール

10 アクセサリ電源

11 インストルメントパネル
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重要な推奨事項

電装品アクセサリーの後 付け
電装品または電子機器を後付けする前に（特にに送受信機の場合： 周波数帯域、 出力レベル、アンテナの位置な
ど）、それらがお車に適合するか確認してください。ルノー指定 サービス工場にご連絡ください。
アクセサリをソケットに接続する前に、ソケットで許可されている最大電力を超えないようにしてください

🡺 310 🡺 315。火災の恐れがあります。
車両の電気系統／電子回路を対象とする作業は、有資格専門スタッフに限り行えます。これを無視し、メーカー非承認の
電装品／電子機器を誤った方法で接続する／取り付けると、次のような問題が生じる恐れがあります。
– 電装機器の損傷。
– 接続されている部品の損傷。
– 車両データの収集および使用。
– プライバシー侵害（個人データの改変、削除、または個人データへの不当アクセス）。
– サービス開始許可の取消し。
重大な事故のリスク。プライバシーの侵害の危険性。
将来に電装品を取り付けた場合は、該当するヒューズの定格と位置が通知されていることを確認してください。
ダイアグノシスソケットの使用
診断ソケットで電装品アクセサリーを使用すると、車両の電子装置に重大な障害が発生したり、プライバシーの侵害（個
人データの改変、削除、または不当なアクセス）が生じたりする可能性があります。安全のため、電装品は、認定ディー
ラにご相談の上、メーカー認定のものをお使いください。重大な事故のリスク。プライバシーの侵害の危険性。
アクセサリーの後付け
お車にアクセサリーを取付 けたいときは、ルノー指定 サービス工場にご相談くだ さい。車両の機能を良好に維持し、安
全 な走行を確保していただくため に、メーカー車にはメーカー車専 用のアクセサリーを装備すること をお薦めします。
メーカー車専用 アクセサリーは車両に適応するよ うに作られており、メーカーが保 証する唯一のアクセサリーパーツ で
す。
盗難防止用ロッドをお使いの場合は、ブレーキペダルにのみ取り付けてください。
運転の妨げになるもの

354 -  使用上のアドバイス
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運転席側は、車両に適合したフロアマットのみを必ず使用し、あらかじめ装備されたパーツにしっかりと固定されている
か定期的に確認してください。複数のマットを余分においてはいけません。ペダルの動作を妨げる危険があります。
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下の表では、トラブルが発生したときの簡単な応急処理について説明しています。安全のためにできるだけ早くルノー指定
サービス工場にご相談ください。

充電中 考えられる原因 対処方法

トラクションバッテリを充電するこ
とが不可能。
充電フラップ警告灯が赤く点滅。

屋外の温度が - 26 °C 未満。 より適切な環境で車両を充電します。必要
に応じて 🡺 343。

コンセントに電流が流れていないか、家庭
用ソケットにケーブルが正しく接続されて
いない。

インストールを確認してください（サー
キット ブレーカー、プログラマなど）。
接続（充電ソケットなど）を確認してくだ
さい 🡺 20。

コードに欠陥がある。 認定ディーラに交換をご依頼ください。

トラクションバッテリを充電するこ
とが不可能。
充電口フラップ表示灯が白色点滅し
ている。

充電コードが車両に正しくロックされてい
ない。

充電ケーブルを車両に正しく接続してくだ
さい 🡺 20。

トラクションバッテリ残量に応じた
航続距離の表示が、直前のエンジン
停止時とは異なっている。

車両の停止から再始動までの間に生じたト
ラクションバッテリ温度の変動は、インス
トルメントパネルに表示される航続距離に
影響を及ぼす恐れがあります。
外気温が低いと、直前のエンジン停止時と
比べ航続距離が短くなる恐れがあります。

数 km の走行によりバッテリの温度が適正
水準に達すると、バッテリ残量に応じた航
続距離が自動的に再調整されます。

カードキーの使用 考えられる原因 対処方法

カードが作動せず、ドアが施錠/ 解
錠しない。

カードキーの電池切れ バッテリーを交換してください。車両の
ロック／ロック解除🡺 51や始動🡺 154は可
能です

リモコンと同一の周波数で作動する装置（ 
携帯電話など）が使われている。

機器の使用を中止するか、内蔵キーを使用
します 🡺 51。
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カードキーの使用 考えられる原因 対処方法

強い電磁波の影響内に車両がある
12 V バッテリが上がっている。

カードに内蔵されているキーを使用します 
🡺 63。

カードの非同期化。 カードの内蔵キーをドアロック 🡺 63 に挿
入する方法で運転席ドアのロックを解除
し、カードを配置エリア 🡺 154 に置いて
「START」ボタンを押す方法でカードを同
期します。

「カードをSTARTボタン付近に配置
してください」というメッセージが
インストルメントパネルに表示され
ます。

カードバッテリが消耗している、または
カードが同期しない。

カードのバッテリの状態を確認するか、
カードを専用配置エリアに置いてください 
🡺 51。

走行中 考えられる原因 対処方法

ステアリングが重い パワーステアリングシステムのオー バー
ヒート。

低速度で慎重に走行し、ハンドルに必要以
上の力をかけないように運転します。

電動アシストモータの故障。
アシストシステムの故障.

正規サービス工場にご連絡ください。

異常な振動がある タイヤ空気圧が不適切、バランス不 調、
タイヤの損傷

タイヤ空気圧を点検します。空気圧が原因
ではない場合は、指定サービス工場でタイ
ヤの状態を点検します。

電装品 考えられる原因 対処方法

ワイパーが作動しない ワイパーブレードの固着 ブレードを慎重にガラスからはがします。

ワイパヒューズ破損。 正規サービス工場にご連絡ください。

リアワイパーのヒューズ切れ（間欠、 停
止）

ヒューズ🡺 350をご自身で交換するか、交
換を依頼します。
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電装品 考えられる原因 対処方法

ワイパーモーターの故障 正規サービス工場にご連絡ください。

ワイパーが停止しない。 電動スイッチの故障 正規サービス工場にご連絡ください。

方向指示灯の点滅速度が通常より速
い

バルブの故障。 正規サービス工場にご連絡ください。

方向指示灯が点
灯しません。

片側のみ： バルブの故障。 正規サービス工場にご連絡ください。

両側： – ヒューズが切れた。 ヒューズ🡺 350をご自身で交換するか、交
換を依頼します。

– 電気回路またはスイッチに障害がありま
す。

交換：指定サービス工場にご連絡くださ
い。

358 -  使用上のアドバイス



作動異常

6   

電装品 考えられる原因 対処方法

ヘッドランプ
点灯しない。

片側のみ： – バルブの故障 正規サービス工場にご連絡ください。

– 配線の接続が外れている、またはコネク
タの取り付け不良。

正規サービス工場にご連絡ください。

– 損傷ヒューズ ヒューズ🡺 350をご自身で交換するか、交
換を依頼します。

両側： 2 つのヒューズが損傷している。 ヒューズ 🡺 350 を交換するか、ヒューズの
交換を依頼します。

ヘッドランプが消灯しない。 電動スイッチの故障 正規サービス工場にご連絡ください。

ランプとテールランプの内部の結
露。

結露は温度と湿度の変化によって生じる自
然現象なので故障ではありません。
この結露は、照明を点灯すれば徐々に消え
ます。
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停止 考えられる原因 対処方法

イグニッションスイッチをオフにし
た後、または車両が充電されている
場合、エアコンおよびファンスイッ
チがオンになります。

これは、外気温が低いときにシステムの温
度を調整するために、エアコンコンプレッ
サとファンスイッチがオンの場合、必ずし
も故障ではありません。

 

イグニッションスイッチを OFF にする
と、その直後より、エアコンのコンプレッ
サとファンが 30 分超作動します。

正規サービス工場にご連絡ください。

プログラム可能なエアコンが機能し
ない。

使用条件の 1 つに準拠していない（トラク
ションバッテリが充電されていないな
ど）。

🡺 306

バッテリが十分に充電されている場
合でも、室内のエアコンとヒーター
機能は、ユーザーによる操作なくオ
フになります。

これは必ずしも故障ではありません。バッ
テリの自律性または再充電の最適製の維持
のために、システムはデフォルトで機能を
オフにします。

ボードモードで作動期間を延長するには、
ブレーキペダルを踏まずにスタートボタン
を押します。その場合でも、エアコンは数
分後に停止します。
エアコンスイッチを押すと、いつでもシス
テムを再作動できます 🡺 303。

電気系統の故障。 正規サービス工場にご連絡ください。
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ビークルプレート

メーカープレートに刻印された情報 
が、あなたの注文した車両の仕様と同 
じであることを確認してください。
これらの情報の有無と設置場所は、車
種によって異なります。
メーカー設置のプレート A
1.  メーカーの名称
2.  EC識別番号、またはホモロゲー
ション番号
3.  識別番号
B.  車両により、この情報はラベルに
も表示されています。
4.  MMAC車両総重量 
5.  MTR（連結総重量: 積載量が満量の
車両にトレーラが連結された状態での
重量）。 

6.  MMTA前アクスル(最大許容軸荷重) 
7.  MMTA後アクスル 
8.  関連する登録または追加登録のため
のエリア。
9.  未使用｡
10.  カラーデータ（カラーコード）

緊急サービスに関する技術情報
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緊急時に対応する作業者は、タブレッ
トまたはスマートフォンを使用してラ
ベルA のQR Codeを読み取ることによ
り、事故時の車両に対処するために役
立つ技術情報をすぐに入手できます。
常にラベルA がフロントウィンドウと
リアウィンドウに、見えるように貼ら
れている必要があります。
改変または損傷がある場合、この情報
を入手できない恐れがあります。

362 -  テクニカルスペック
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エンジン識別、エンジン仕様

テクニカルスペック -  363



車両に関する情報

    7

エンジン識別

お問い合わせやご注文の際は、エンジ
ンプレートまたはラベルA に記載され
ている事項をお知らせください。
（エンジンタイプによる刻印位置）
1.  エンジン形式。
2.  エンジン番号。
3.  エンジンシリアル番号。

エンジン諸元

364 -  テクニカルスペック
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リフトアップに関する情報

車両には、下部に 4 つの専用リフト
アップポイント 1  が装備されていま
す。

安全のため、ホイールを
交換する際は正規ディー
ラーに依頼することをお
勧めします。リフトアッ

プ装置の位置が正しくない場合、
車両、特に電気トラクションバッ
テリーに損傷を与えるリスクがあ
ります。

リフトアップポイントは、平板が搭載
された直径 80 mm ～ 140 mm の
ジャッキの使用に対応しています。
使用するジャッキは、ご利用の国の最
新の規格と規制に準拠している必要が
あります。ジャッキのリフトアップ能
力は、関係するアクスル 🡺 361 に対す
る車両の最大許容重量よりも大きくな
ければなりません。
ジャッキは、ホイールを交換する際に
車両をリフトアップするためにのみ使
用されます。これは、以下の条件を満
たした状態で実行する必要がありま
す。
– パーキングブレーキがかかっている
状態
– 空車時
– 平らで滑りにくく、しっかりした地
面の上にある状態
車両をリフトアップする前に、ジャッ
キのプレートをリフトアップポイン
ト 1  に対して正しく配置する必要があ
ります。

怪我や車両の損傷を避け
るために、交換するホ
イールが地面から最大 3 
センチ浮くまでジャッキ

アップしてください。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。車
両に損傷を与える危険性がありま
す。

安全のため、車両のリフ
トアップポイントはホ
イールを交換する際にの
み使用する必要がありま

す。以下のような場合には絶対に
使用しないでください。
– 修理に使用すること。
– ボディ下で作業するために使用
すること。
場合によってはケガを負うことも
ありますのでご注意ください。車
両に損傷を与える危険性がありま
す。
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車両寸法（単位:m）
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寸法表
 長さ

A 0,789

B 2,534

C 0,674

D 3,997

E 1,575

F 1,512（空車時）

G 1,570

H
1,823
2.020（ドアミラーを開いた状態）
1.830（ドアミラーを折りたたんだ状態）
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重量 (kg)
重量表
表示された重量はオプションの取付部品を含まないベース車両の重量です。重量は車両の装備に応じて変わります正規代理店
にお問い合わせください。

最大許容全備重量（MMAC）
最大許容荷重（MMTA）
連結総重量（MTR）

メーカープレートに記載されている重量 🡺 361

ブレーキ付きトレーラのけん引重量* 計算式: MTR - MMAC

ブレーキなしトレーラのけん引重量* 500 kg

トレーラー連結装置の最大許容重量* 63 kg

ルーフ最大積載重量 不可

* けん引重量（トレーラー、ボートなど）
MTR - MMACの計算結果がゼロの場合や、メーカー設置のプレートに表示されているMTRがゼロ（または表示されていない）
の場合、牽引は禁じられています。
– それぞれの国、地方の道路交通法などの法規が定める最大けん引重量に従ってください。トレーラー連結装置の取付け
は、指定サービ ス工場におまかせください。
– 連結車の場合、連結総重量（車両+トレーラー）は絶対に超えてはいけません。ただし以下は許容されます：
– リアアクスル MMTA における 15% 以内の超過。
– MMAC における 10% または 100 kg （いずれか少ない方）以内の超過。
いずれの場合も、車両とトレーラの最高速度は 100 km/h 以下に保ち、タイヤ空気圧を 0.2 bar（3 PSI）高めなければなりま
せん。
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ルノーの純正部品は非常に厳密に仕様書に基づいて製造され、特殊なテストを受けています。したがって純正部品は、新車に
装着されている商品と同等またはそれ以上の品質水準を保っています。
メーカーの純正部品を正しく装着することにより、お車の性能を長く維持することができます。またルノー指定サービス工場 
で実施された純正部品を使用しての修理には保証規定が適用されます。
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VIN: ..................................................................................
日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

*該当ページをご覧ください
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VIN: ..................................................................................
日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

*該当ページをご覧ください
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VIN: ..................................................................................
日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

*該当ページをご覧ください
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VIN: ..................................................................................
日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

*該当ページをご覧ください
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VIN: ..................................................................................
日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

*該当ページをご覧ください
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VIN: ..................................................................................
日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

 

日付： Km: 請求書 No.： 備考

作業タイプ： スタンプ  
点検 □
.......................................□

防錆点検：
OK □ OKでない* □

*該当ページをご覧ください
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修理による保証請求時には、修理内容は以下に記載されています。
VIN: ..................................................................................
修理日： スタンプ

実施した錆の修理：

 

修理日： スタンプ

実施した修理：
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修理による保証請求時には、修理内容は以下に記載されています。
VIN: ..................................................................................
修理日： スタンプ

実施した錆の修理：

 

修理日： スタンプ

実施した修理：
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修理による保証請求時には、修理内容は以下に記載されています。
VIN: ..................................................................................
修理日： スタンプ

実施した錆の修理：

 

修理日： スタンプ

実施した修理：
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修理による保証請求時には、修理内容は以下に記載されています。
VIN: ..................................................................................
修理日： スタンプ

実施した錆の修理：

 

修理日： スタンプ

実施した修理：
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修理による保証請求時には、修理内容は以下に記載されています。
VIN: ..................................................................................
修理日： スタンプ

実施した錆の修理：

 

修理日： スタンプ

実施した修理：
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修理による保証請求時には、修理内容は以下に記載されています。
VIN: ..................................................................................
修理日： スタンプ

実施した錆の修理：

 

修理日： スタンプ

実施した修理：
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修理による保証請求時には、修理内容は以下に記載されています。
VIN: ..................................................................................
修理日： スタンプ

実施した錆の修理：

 

修理日： スタンプ

実施した修理：
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索引
記号・数字AE

記号・数字
12 V バッテリ、1 328
「ハンズフリー」カード: バッテリ、1 58

A
Active driver assist、1 250
Airbag、1 87
Airbag : 助手席エアバッグ無効化、1 111
Airbag : 助手席エアバッグ有効化、1 111
Airbags : チャイルドセーフティー、1 111

E
ECO ドライブ、1 173

ア
アクセサリーの固定、1 354
アクセサリ電源、1 315

イ
インストルメントパネル、1 127
インストルメントパネル上の警告灯、1 127
インテリアトリム: お手入れ、1 333

ウ
ウィンドウウォッシャ、1 148、2 151

エ
エアコン : 情報や用法アドバイス、1 307
エアコンディショナー、1 298、2 306
エアバッグ: airbag、1 87
エマージェンシーブレーキアシスト、1 211
エンジンの始動、1 154
エンジンの停止、1 154
エンジンルームへのアクセス、1 323
エンジン識別、1 363
エンジン諸元、1 363

オ
オンボードコンピューター、1 120
お子様、1 90
お子様の運搬、1 90
お手入れ: インテリアトリム、1 333

カ
カードキー: スペアカードキー、1 51
カードキー: ハンズフリー、1 51
カードキー: ハンズフリーモードでエンジン始動不可、1 51
カードキー: 開口部のロック／ロック解除、1 51

サ
サイドプロテクションシステム、1 87



索引

シ
シートベルト、1 76、2 87
シートベルト補助拘束装置、1 87
シフトコントロール、1 161

ス
ステアリングホイール: 調整、1 137
スピードリミッター、1 230

タ
タイヤ、1 335、2 335
タイヤ規定空気圧、1 337
タイヤ空気圧モニターシステム、1 177
タイヤ空気注入キット、1 338

チ
チャイルドシート、1 90、2 96
チャイルドシートの取付け、1 96
チャイルドシート拘束システム、1 90
チャイルドシート拘束装置、1 90、2 90

ツ
ツール、1 342

デ
ディスプレイ、1 127
デジタルキー、1 60

ド
ドア、1 63、2 67
ドア／ルームミラー、1 139
ドア開放、1 63
ドア閉鎖、1 63
ドライバーに対する注意喚起のための警告、1 218
ドライバーに対する疲労警告、1 220
ドライビングのヒント、1 173
ドライビングポジション、1 116
トランク、1 68

バ
バッテリー：、1 328
パワーウインドウ、1 312
ハンズフリー駐車、1 283
パーキングアシスト、1 277
パーキングブレーキ故障、1 167

ヒ
ヒーター、1 298
ヒューズ、1 350

フ
フォローミーホームランプ、1 145
フロントシート、1 71
フロントシート: 調整、1 71、2 76
フロントシートのヘッドレスト、1 71



索引

フロントシートベルト補助拘束装置、1 81
フロントシート調整、1 71
フロントワイパブレードの交換、1 348

ヘ
ヘッドライト: 調整、1 145
ヘッドランプ、1 345
ヘッドランプの光軸調整、1 145、2 145
ヘッドランプの調整、1 145
ヘッドレスト、1 74

ホ
ホーン／パッシングランプ／ハザードランプ／方向指示灯、1 147
ボンネット、1 323

マ
マルチメディア装備、1 310

ラ
ランプ類、1 145

リ
リアシートのヘッドレスト、1 74
リアシートベルト補助拘束装置、1 86
リアビューカメラ、1 274
リバースギアでのエマージェンシーブレーキアシスト、1 227

ル
ルームランプ、1 313
ルームランプ: バルブ交換、1 346

レ
レベル：、1 323、2 325

ワ
ワイパー、1 148、2 151
ワイパー／ウォッシャー、1 148、2 151
ワイパーブレード: 交換、1 348

運
運転席: 設定、1 76

温
温度: 外気、1 131

開
開口部、1 63、2 67
開閉部のロック、ロック解除: ドア、1 65

換
換気装置、1 298

顔
顔認識、1 70



索引

緊
緊急サービス: 緊急サービスコール、1 294
緊急車線離脱防止、1 196
緊急停止アシスト、1 265

警
警告: 駐車可能時間終了、1 288

牽
牽引: 車両故障時の対処、1 343

故
故障修理: 車両牽引、1 343

後
後席、1 74

構
構成メニュー、1 130

作
作動不良: カードキーの電池、1 51

子
子供を乗車させるとき、1 90

死
死角の警告、1 203

時
時計、1 131、2 131

車
車重、1 368
車線離脱防止、1 189
車両カスタマイズ設定、1 130
車両寸法、1 366
車両設定カスタマイズ、1 130
車両調整のパーソナリゼーションメニュー、1 130

収
収納スペースス／取付け部品: パッセンジャコンパートメント、1 316

充
充電ケーブル、1 49
充電プログラミング、1 49

消
消費電力、1 127

乗
乗員の安全出口、1 291
乗員安全確保: 助手席airbag、1 111



索引

設
設定、1 130
設定: 構成メニュー、1 130

走
走行モード、1 297

地
地球にやさしい車づくり、1 172

適
適切な車間距離アラート、1 207

点
点検ツール、1 127

電
電気自動車、1 20
電動パーキングブレ ーキ、1 167

灯
灯火類、1 141
灯火類: バルブ交換、1 345
灯火類: 調整、1 145

道
道路標識の検出、1 223

部
部品および修理部品、1 369

補
補助拘束装置: 側面衝突保護、1 87







--SOCIÉTÉ DES AUTOMOBILES ALPINE, SA par actions simplifiée à associé unique
AVENUE DE BREAUTE, 76200 DIEPPE - SIRET 662 750 074 / SITE INTERNET : alpinecars.com

NU 1491-5 – 77 99 002 888 - 05/2026 - Edition japonaise


	お車をお買い上げいただきありがとうございます。
	要約
	はじめに 
	電気自動車の回路配線図 
	接続サービス
	はじめに
	バッテリ
	「高電圧」電気回路
	発進する
	ノイズ
	歩行者ホーン
	重要な推奨事項 
	充電 
	回路配線図
	充電ケーブル A
	充電コードB
	重要な推奨事項 
	欧州規格に適合する充電タイプ
	交流電流（AC） 
	ラベル 
	直流（DC） 
	ラベル 
	充電ソケット 3
	トラクションバッテリの充電
	作動異常
	ラベル 16
	充電ソケットCHAdeMO（DC）H
	車両から家電等への（V2L）給電機能
	重要な推奨事項 
	車両から家電等への（VLC）給電コネクタ A
	作動
	設定
	作動異常
	充電プログラミング
	 作動 
	車両から送配電網へ（V2G）の給電
	「概要」の項を参照してください 
	カードで次のことができます:

	交換時期
	カードキーの作動範囲
	「灯火類リモコン」機能
	ストラップ 7 の取付け 
	使用方法
	「ハンズフリー」モードを無効 / 有効にするには
	車両に近づくと「ハンズフリー」でロック解除できる機能
	車両から離れる際の「ハンズフリー」ロック
	トランクを開くと、「ハンズフリー」によりロックが解除します
	解錠システムの専用機能
	「ハンズフリー」ロックに関する特殊機能
	カードをリモコンとして使用する
	ラゲッジルームのみのロック／ロック解除
	充電ケーブルのロック解除
	スーパーロック機能
	使用方法
	スーパーロック機能を作動させるには
	スーパーロック機能を作動解除するには
	 「ハンズフリー」カード: バッテリ 
	電池の交換
	作動異常
	「概要」の項を参照してください 
	作動環境
	デジタルキーの貸与
	デジタルキーの取り消し
	マルチメディア画面からの起動/作動解除 
	ドアや荷室ゲートのロック / ロック解除、デッドロック機能、照明の遠隔操作を行う場合
	エンジン始動と停止
	デジタルキーに関する特記事項
	 ドアの開閉 
	車外からドアを開く
	フロントドア
	リアドア

	車内からドアを開けるとき
	ライト消し忘れ警告アラーム音
	ドアまたはテールゲートの締め忘れ警告ブザー
	子供を乗車させるとき
	 開閉部およびドアのロック、ロック解除 
	カードが作動しない場合:
	カードの内蔵キー
	キー 2 へのアクセス 
	カード内蔵キーの使用法

	手動によるドアのロック
	車内のロック／ロック解除スイッチ
	ドアのロック状態を告げる警告灯
	カードを使わずにドアをロックする
	 車速感応式オートドアロック 
	作動原理
	機能の起動／作動解除
	作動異常
	 トランク 
	開閉
	開く
	リアサンルーフを閉める
	車内から手動で開けるとき

	 作動 
	ユーザープロファイルの管理

	システム作動時間の制限
	 フロントシートのヘッドレスト 
	ヘッドレストの取外し
	ヘッドレストを下げる
	ヘッドレストの取り外し
	ヘッドレストの取り付け
	フロントシート
	 マニュアル調節式フロントシート 
	前後方向の調節
	運転席の腰部の調節
	シートクッションの上下調節
	背もたれを傾ける
	ヒーティングシート
	「お気に入り」機能
	 リアシートのヘッドレスト 
	 使用時のポジション 
	ヘッドレストの取り外し
	ヘッドレストの取り付け
	ヘッドレスト格納位置 2
	リアシート: 機能
	機能
	シートベルト 
	 はじめに 
	ドライビングポジションの調節
	シートベルトの調節
	ロック
	ロック解除方法
	シートベルト非着用警告灯
	フロントシートベルト非着用警告灯
	リアシートベルト非着用警告灯

	リアシートベルト
	リアサイドシートベルト 7
	リアセンターシートベルト 8
	警告 
	 フロントシートベルト補助拘束装置 
	はじめに
	シートベルトプリテンショナー
	ベルトフォースリミッター
	運転席および助手席フロントエアバッグ。
	作動異常
	警告
	 リアシートベルト補助拘束装置 
	はじめに
	ベルトフォースリミッター
	リアシートベルトプリテンショナー
	 サイドプロテクションシステム 
	 サイドエアバッグ 
	カーテンエアバッグ
	警告
	警告
	「概要」の項を参照してください 
	 お子様を乗車させるとき 
	チャイルドシートの使い方
	チャイルドシートの選択
	後ろ向きに取り付けるチャイルド シート
	前向きに取り付けるチャイルドシート
	ブースタークッション

	チャイルドシートの取付け方法の選択
	シートベルトによる取付け
	ISOFIX システムによる取付け 

	チャイルドシートの取り付け、一般情報 
	フロント
	左右の後部座席に取り付ける場合
	リアセンターシート

	シートベルトによる取付け 
	取付け図
	取付け情報表 
	下表は、現行の規制に従うために必要な、図上の情報をまとめたものです。

	ISOFIX システムによる取付け 
	取付け図
	取付け情報表 
	下表は、現行の規制に従うために必要な、図上の情報をまとめたものです。

	注意 
	助手席エアバッグ作動解除
	助手席エアバッグを作動させる
	作動異常
	左ハンドル車運転席レイアウト 
	右ハンドル車運転席レイアウト
	「概要」の項を参照してください 
	トリップコンピュータ
	選択
	インストルメントパネル 装備車両

	走行パラメーターのリセット（ トップスタート）
	走行パラメーターの自動リセッ ト
	エネルギー消費値の提示
	リセット後の表示値について
	予想航続可能距離のリセット
	行程に関する設定 
	情報メッセージ 
	故障メッセージ 
	警告のメッセージ 
	 ディスプレイとメーター類 
	ビューの選択
	 インストルメントパネル 
	速度計 2
	運転支援 3 に関する情報 
	実行中のナビゲーションに関する情報 4
	バッテリ情報 5（トラクションバッテリ充電率、概算航続距離） 
	電力計 6
	オドメータ 7
	回生ブレーキレベル警告灯 9
	情報表示エリア 8
	充電ケーブル「差込み」警告灯 11
	充電残量 12
	充電終了までの残時間 13
	トラクションバッテリの充電率 14
	予約しきい値
	ブレーキング喪失しきい値に迫っている
	概算航続距離 16

	マイル表示のインストルメントパネル
	車両調整のパーソナリゼーションメニュー
	 はじめに 
	設定メニューへのアクセス
	調整の選択
	「お気に入り」機能
	時計／外気温度計
	 時計の調整 
	外気温度計
	ディスプレイ B 上 

	ステアリング
	 ステアリングホイールの高さと 前後位置の調節 
	ステアリングホイールのヒーティング
	「お気に入り」機能
	パワーステアリング
	可変式パワーステリング
	注意：

	 ドア／ルームミラー 
	電動調整付きドアミラー:
	ドアミラーデフロスター
	電動格納式ミラー
	ルームミラー
	レバー 4 付きルームミラー 
	レバー 5 付きルームミラー 

	灯火類 
	デイタイムランニングランプ
	スモールランプ
	ロービーム
	ハイビーム：
	ハイビームオートライト機能
	ON/OFF
	自動ハイビームシステムを作動させるには
	自動ハイビームを無効化するには
	作動異常

	ランプの消灯
	ライト消し忘れ警告アラーム音
	作動異常
	ウェルカム機能とグッドバイ機能
	「フォローミーホームランプ」
	リアフォグランプ
	 ヘッドランプ光軸調整 
	 作動 
	調整位置の具体例一覧表 
	ホーン 
	パッシングランプ
	方向指示灯
	ハザードフラッシャ
	 フロントワイパー、ウォッシャー 
	間欠フロントワイパー 装着車
	ウィンドウワイパレインセンサ装着車両
	特定のフロントワイパー位置（整備位置）
	ウインドウウオッシャー
	 リアワイパー、ウォッシャー 
	リアウインドーワイパー
	リアワイパーの起動／作動解除
	注意

	リアウインドウウォッ シャー
	エンジンの始動 
	注意事項
	トランク開放状態での「ハンズフリー」始動
	アクセサリー機能

	作動異常
	エンジンの停止
	はじめに
	システムの作動
	ディスプレイ
	システムの無効化条件
	動作の制限と一時的な利用禁止

	選択スイッチ 
	「ニュートラル」位置（N）にする方法 

	前進ギア（D位置）にする方法 
	後進ギア（R 位置）にする方法 
	停止する
	作動異常
	はじめに
	回生ブレーキシフトコントロール2
	回生ブレーキ制御による走行
	One Pedal 機能 
	作動
	スタンバイ化
	作動解除
	作動制限
	作動異常
	 電動パーキングブレ ーキ 
	アシスト操作
	手動での作動
	手動でアシストパーキングブレーキを作動させる
	手動でアシストパーキングブレーキを解除する

	一時停止
	注意：
	坂道駐車
	電動パーキングブレーキ解除状態での駐車

	作動異常
	「Autohold」機能 
	はじめに
	作動
	作動解除
	制動力を維持するための条件
	制動力を中断するための条件

	はじめに 
	製造
	お客様ご自身も、環境保護に参加しているという意識を持ってお取り扱いください。
	リサイクル
	エコドライブ 
	はじめに
	パワーメーター
	行程のまとめ
	ナビゲーションシステム
	「」モードSave
	マルチメディア画面3からの有効化／無効化 
	スイッチ4を用いた有効化／無効化 

	車両の走行可能距離: アドバイス
	スピードとドライビングスタイル
	道路タイプ
	暖房レベル
	車両の負荷状態
	タイヤ
	はじめに 
	作動原理
	タイヤ空気圧基準値のリセット手順
	マルチメディア画面 2 を介したリセットの手順 

	メッセージ表示 
	タイヤ空気圧の調整
	ホイール／タイヤの交換
	タイヤパンク修理剤と空気入れキット
	タイヤ空気圧の不具合
	警告のメッセージ 
	はじめに
	アンチロックブレーキシステム（ABS） 
	緊急時ブレーキアシスト
	アンダーステア制御およびトラクション制御付き横滑り防止装置（ESC） 
	ヒルスタートアシスト
	多重衝突ブレーキ
	作動原理
	作動異常

	回生ブレーキシステム
	My Safety
	はじめに
	作動
	「ALL ON」モード 
	「Perso」モード 

	 「My Safety Perso」の設定 
	マルチメディア画面 2 からの構成 

	 車線離脱防止 
	はじめに
	カメラの位置 1
	ON/OFF
	マルチメディア画面 2 から 
	スイッチ 3 の使用 

	作動
	注意：
	「Active driver assist」システム装備車両 

	機能の一時的な使用不可 / 無効化
	自動無効化
	マルチメディア画面 2 からの設定調整 
	スイッチ 3 の使用 

	作動異常
	警告
	 緊急車線離脱防止 
	はじめに
	カメラの位置 1
	フロントレーダーの位置 2
	サイドレーダーの位置 3

	機能の起動／作動解除
	対向車の検出
	追い越しの場合
	一時的な使用不可／システムの無効化
	機能の自動的な無効化
	作動異常
	警告
	 死角の警告 
	はじめに
	特徴
	警告灯 1
	表示
	ディスプレイ D
	ディスプレイ E

	作動しない場合
	作動異常
	警告
	 適切な車間距離アラート 
	はじめに
	カメラの位置 1
	レーダーの位置 2
	マルチメディア画面 3 からの有効化／無効化 
	作動
	警告
	 エマージェンシーブレーキアシスト 
	はじめに
	カメラの位置 1
	レーダーの位置 2
	作動
	車両検出
	同一車線を走行している車両の検出
	進行方向変更中の対向車検出
	車線を横切る車両の検出
	車線内に停まっている車両の検出

	歩行者および自転車の検出
	同一車線上の歩行者や自転車の検出
	進行方向変更時における歩行者や自転車の検出

	ON/OFF
	マルチメディア画面 3 からのシステムの有効化、無効化 

	設定
	マルチメディア画面 3 からの設定 

	一時的に使用できない
	作動異常
	警告
	ドライバーに対する注意喚起のための警告
	 はじめに 
	カメラの位置 1

	作動
	ON/OFF
	4「My Safety」ボタンを用いた警告の有効化および無効化 
	マルチメディア画面 5 からの警告の有効化、無効化 

	システム作動時間の制限
	作動異常
	ドライバーに対する疲労警告
	 はじめに 
	カメラの位置 1

	作動
	ON/OFF
	4「My Safety」ボタンを用いた警告の有効化および無効化 
	マルチメディア画面 5 からの警告の有効化、無効化 

	システム作動時間の制限
	作動異常
	 道路標識の検出 
	カメラの位置 1
	注意事項
	作動
	ON/OFF
	4「My Safety」ボタンを用いた速度超過警告音の有効化、無効化 
	マルチメディア画面 5 からの速度超過警告音の有効化、無効化 

	制限速度または設定速度の変動
	一時的に使用不可
	作動異常
	警告
	 リバースギアでのエマージェンシーブレーキアシスト 
	はじめに
	作動
	システムの作動／解除
	作動異常
	警告
	はじめに 
	制御
	発進する
	作動
	設定速度の変更
	制限速度標識認識機能付き自動速度リミッター
	ON/OFF

	設定速度を超えて加速させる
	機能のスタンバイ
	設定速度の呼び出し
	クルーズコントロールの停止
	はじめに
	カメラの位置 1
	レーダーの位置 2
	制御
	表示
	作動
	設定速度の設定
	速度制限標識認識機能を備えたクルーズコントロールの有効化（表示 A） 
	高度な速度制限標識認識機能を備えたクルーズコントロールの有効化（表示 B） 
	ON/OFF
	作動

	高度な道路配置認識機能を備えたクルーズコントロールの有効化（表示 C） 
	ON/OFF
	作動

	事象および交通予測アラート
	ON/OFF
	作動

	設定速度を設定する
	安全車間距離制御の作動
	車間距離の調整
	設定速度を超えて加速させる
	追い越し操作
	方向指示器を使用した車線変更時のブレーキの予測
	不正な追い越しの防止
	車両の停止とオフの設定
	機能のスタンバイ
	スタンバイの解除
	「車両の制御を取る」警告
	クルーズコントロールの停止
	一時的に使用不可
	レーダー 
	カメラ

	作動異常
	システム作動時間の制限
	車両検出
	コーナリング時の検出
	隣接車線の車両の検出

	警告
	はじめに 
	アダプティブクルーズコントロール機能。
	「レーンセンタリング」機能
	追加情報
	コンポーネントの位置
	制御
	インストルメントパネル上の表示
	ステアリングホイール 23

	「Active driver assist」機能の有効化／無効化 
	機能の作動
	機能の作動解除

	車線内位置の調整
	スタンバイ時の「レーンセンタリング」機能
	「ハンドルから 手を離さないでください」警告 
	鋭いカーブの場合
	一時的に使用できない
	レーダー 
	カメラ

	作動異常
	警告 
	 はじめに 
	コンポーネントの位置
	作動
	作動 A
	作動 B
	緊急停止手順

	ON/OFF
	アクティブ化／非アクティブ化 - 操作 A
	「My Safety」の特徴 
	アクティブ化／非アクティブ化 - 操作 B

	作動制限
	一時的に使用できない
	作動異常
	警告
	 リアビューカメラ 
	作動
	設定
	作動異常
	推定される距離と実際の距離の相違
	きつい上り勾配での後退
	きつい下り勾配での後退
	突き出た対象物に向かう後退

	 パーキングアシスト 
	はじめに
	超音波センサの位置 1
	作動
	障害物の検出
	側面での障害物検出に関する特殊なケース

	ON/OFF
	マルチメディア画面 4 からの有効化／無効化 
	パーキングアシスト自動作動解除スイッ チ

	設定
	マルチメディア画面 4 からの設定 
	システムサウンドの解除
	パーキングアシストオーディオ音量スイッチ

	注意：
	作動異常
	 ハンズフリー駐車 
	はじめに
	超音波センサの位置 1
	作動
	操作の選択
	作動
	並列／縦列駐車スペースへの車両駐車
	並列パーキングのスペースから出る。

	作動の一時停止／再開
	操作のキャンセル
	使用できない機能
	作動異常
	警告
	 駐車終了警告 
	はじめに
	特徴
	マルチメディア画面 1 からの有効化／無効化 
	作動
	作動異常
	 乗員の安全出口 
	不具合
	特徴
	作動
	マルチメディア画面 4 からの機能の有効化／無効化 
	作動しない場合
	作動異常
	はじめに 
	作動
	自動コールモード
	手動コールモード

	作動異常
	 走行モード 
	メニューにアクセスする
	DRIVE MODE モード 
	「Perso」モード 
	「Save」モード 
	「Sport」モード 
	「Normal」モード 

	エアコン「Eco」設定 
	 エアベンチレータ、ヒーター、エアコン 
	ベンチレーター: エアアウトレット 
	吹き出し口
	運転席吹出し口の位置 1
	助手席吹出し口 4
	センター吹出し口 6
	風量の調節
	オートエアコン
	スイッチ類
	システムの作動／解除
	システムの作動
	強制内気循環機能の停止

	エアコンディショナーの始動または 停止
	自動コールモード
	吹出し口の切替え
	温度調節
	風量調整
	「クリアビュー」機能
	リアウィンドウデフロスターおよび曇り止め
	「A/C MAX」機能
	内気循環の作動（車内を外気か ら遮断）
	空気清浄機
	「お気に入り」機能
	エアコン「Eco」設定 
	 エアコン: プログラミング 
	エアコンプログラミング
	「プログラミング」の有効化
	エアコンの即時起動
	プログラムされたエアコンを停止する
	 エアコン: 情報と使用に際してのアドバイス 
	使用上の注意
	エアコンの上手な使い方
	消費量
	点検整備
	作動異常
	車両の下に水が溜まる場合

	冷媒
	追加情報

	はじめに 
	「USB-C」マルチメディア接続ポート
	マイク5
	誘導充電エリア 6
	 パワーウインドウ 
	はじめに
	ワンタッチ式パワーウインドウ
	ワンタッチパワーウインドウを作動できない
	リモコンによるウインドウの開閉操作
	作動異常
	 ルームランプ 
	マップランプ
	フロント読書灯
	リアマップライト

	ラゲッジルームランプ
	サンバイザ、バニティミラー
	サンバイザー
	バニティミラー
	ルームランプ下の照明

	 アクセサリ電源 
	アクセサリソケット 1
	フロント収納ボックス 
	フロントドアのグローブボックス1
	センターコンソールの収納ボックスまたは非接触充電ゾーン 2
	中央アームレスト収納ボックス5
	サンバイザー収納ボックス 6
	グローブボックス

	リア収納ボックス
	収納ポケット 8

	トランクルーム内の収納
	リアパーセルシェルフ
	充電リード用の収納トレイ
	ラゲッジルームへの荷物の積み込み
	連結
	 ボンネット 
	ボンネット安全ロックの解除
	ボンネット開／閉
	ボンネットの開き方
	ボンネットの閉じ方

	 レベル： 
	エンジン冷却水
	冷却水レベルの点検時期
	交換時期

	ブレーキ液
	交換時期
	ブレーキ液の補充
	レベル 1

	ウインドウウォッシャータンク
	ブレーキ液の補充
	ウォッシャー液

	 12 V バッテリ 
	はじめに
	メンテナンスと交換
	ラベル A
	車両故障時の対処の仕方
	ボディのメンテナンス
	ボディのお手入れ
	ボディのお手入れに関する注意
	マット塗装の車両の特性
	ボディのお手入れ
	ボディのお手入れに関する注意

	洗車機使用の場合
	ヘッドランプ、テールランプ、センサ、カメラのクリーニング
	クリーニングステッカー、装飾フィルムなど
	ボディのお手入れ
	ボディのお手入れに関する注意

	 内装のお手入れ 
	はじめに
	マルチメディア画面
	計器類の透明カバー
	シートベルト
	布地（シート、ドアトリムなど）
	液体の汚れ
	固形の汚れや粘着質の汚れ
	飴やチューインガムについての注意事項

	取り外し可能な車内装備の取り付け／取り外し
	ボディのお手入れに関する注意
	 タイヤ 
	タイヤのメンテナンス
	タイヤ空気圧
	タイヤの交換
	冬期の使用
	チェーン
	一方向タイヤ
	「スノー」タイヤまたは「スタッドレス」タイヤ
	スパイクタイヤ

	 タイヤ規定空気圧 
	ラベル A
	 タイヤ空気注入キット 
	はじめに
	キットの使用上の注意
	 ツール 
	ツールキットの場所
	タイヤ空気充填キット コンプレッサ 1
	ホイールキャップツール 2
	牽引リング 3
	V2L 充電 4 用アダプタ 
	パンク防止製品の容器 5

	 けん引: 故障車両 
	けん引の選択
	けん引ポイントへのアクセス
	フロントけん引ポイント2

	 エクステリアランプ: 電球の交換 
	ヘッドランプ
	LED デイタイムランニングランプ／サイドランプ／ロービーム／ハイビーム 1
	LED 日中走行灯／側灯 2
	LED 方向指示灯 3

	テールランプと表示灯
	LED ハイマウントストップランプ 1
	LED 方向指示灯／側灯／リアフォグランプブレーキランプ 2
	LED バックランプ 3
	LED ナンバープレートランプ 4
	サイドウインカー 5

	 ルームランプ: バルブ交換 
	読書灯 1 および 2
	読書灯 3 および 4
	カーテシミラーランプ5
	トランクランプ6
	ウインドウワイパーブレード 2 の交換 
	リアワイパーブレード 5
	ヒューズボックス 
	ヒューズボックス A
	ヒューズボックス B

	ピンセット3
	ヒューズの配置 
	重要な推奨事項 
	ビークルプレート
	緊急サービスに関する技術情報
	 エンジン識別、エンジン仕様 
	エンジン識別
	エンジン諸元
	リフトアップに関する情報
	 車両寸法（単位:m） 
	寸法表
	重量 (kg)
	重量表
	 部品および修理 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 
	 VIN: .................................................................................. 

	索引
	記号・数字
	A
	E
	ア
	イ
	ウ
	エ
	オ
	カ
	サ
	シ
	ス
	タ
	チ
	ツ
	デ
	ド
	バ
	ヒ
	フ
	ヘ
	ホ
	マ
	ラ
	リ
	ル
	レ
	ワ
	運
	温
	開
	換
	顔
	緊
	警
	牽
	故
	後
	構
	作
	子
	死
	時
	車
	収
	充
	消
	乗
	設
	走
	地
	適
	点
	電
	灯
	道
	部
	補

